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プロファイル管理 2305

プロファイル管理は、Citrix Virtual Appsサーバー、Citrix Virtual Desktops™で作成された仮想デス
クトップ、および物理デスクトップのプロファイルソリューションとして意図されています。管理
したいプロファイルを持つ各コンピューターにプロファイル管理をインストールします。

Active Directoryグループポリシーオブジェクトを使用すると、Citrix®ユーザープロファイルの動作
を制御できます。多くの設定を調整できますが、一般的には、これらのトピックで説明されてい
るように、一部の設定のみを構成すれば十分です。

展開に適したポリシー選択の適切なセットを選択する最良の方法は、構成を決定するの記事の質
問に答えることです。

プロファイル管理の利用権はEULAに記載されています。

これらのトピックで使用されている用語については、用語集を参照してください。
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新機能

修正された問題
Profile Management 2305 には、Profile Management 2303 と比較して、以下の修正された問題が
含まれています。

Azure のドメインに参加していない VM で Profile Management を有効にすると、プロファイ
ルコンテナの読み込みに失敗する場合があります。

Profile Management バージョン 2209、2212、および 2303 は、スタートメニューアイコンの
表示に失敗するなど、ユーザープロファイルの同期の問題を引き起こす可能性があります。

Profile Management を 2009 より前のバージョンからバージョン 2009 以降にアップグレード
すると、プロファイルコンテナ (VHDX ファイル) に「アクセス拒否」エラーメッセージが表示
される場合があります。

Profile Management が有効な VDA を 2203 LTSR CU2 にアップグレードした後、PowerShell 

ウィンドウが短時間表示されることがあります。この問題は、デスクトップセッションのログ
オン中に発生します。

Profile Management は、ユーザーログオン中にカスタマイズされた Outlook OST パスをリ
セットする場合があります。

プロファイルコンテナベースの Profile Management が有効になっている場合、ユーザーは他
のユーザーのプロファイルファイルやフォルダにアクセスできる可能性があります。

Profile Management をバージョン 2212 からバージョン 2203 LTSR CU1 にアップグレードし
た後、プロファイルコンテナの読み込みに失敗する場合があります。

特定のコンピューターからアプリケーションを非表示にするアプリアクセスコントロールルー
ルを構成する場合、それらのコンピューターに加えて、割り当てのために少なくとも1つのOU

を構成する必要があります。そうしないと、ルールはすべてのOUに適用され、アプリケー
ションはドメイン内のすべてのコンピューターから見えなくなります。

特定のOUからアプリを非表示にするルールを構成する場合も、同様の問題が発生します。そ
れらのOUに加えて、割り当てのために少なくとも1つのコンピューターを構成する必要があり
ます。そうしないと、ルールはすべてのコンピューターに適用され、アプリケーションはドメ
イン内のすべてのコンピューターから見えなくなります。
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既知の問題
このリリースには、以下の既知の問題があります。

Profile Managementバージョン2305がインストールされている場合、Outlookは以下のエラー
メッセージを表示して起動に失敗します。

Outlookの起動に関する問題(/en-us/profile-management/2305/media/known-issue-2305.png)

この問題を解決するには、Hotfix ProfileMgmt 23.5.100をダウンロードしてインストールして
ください。詳細については、Knowledge Centerの記事CTX559448を参照してください。

完全なプロファイルコンテナまたはOneDriveコンテナが有効になっている場合、ユーザーがマ
シンにログオンすると、次のメッセージが表示されます。

ユーザーがコンテナを有効にする前にOneDriveフォルダーを使用していた場合、および

コンテナが有効になった後、ユーザーが初めてマシンにログオンする場合。

移行に関する問題(/en-us/profile-management/2305/media/known-issues-2206-2.png)

この問題を解決するには、 をクリックします。OneDriveフォルダーはコンテナに正常に移行
されます。

ユーザーが以下の状況でフォルダーをゴミ箱に移動すると、「フォルダーアクセス拒否」とい
うメッセージが表示されます。

部分的なプロファイルコンテナまたはOneDriveコンテナが有効になっている場合、ユー
ザーがいずれかのコンテナからフォルダーを削除しようとすると。

完全なプロファイルコンテナが有効になっている場合、ユーザーがユーザープロファイル
フォルダー内にはないが、プロファイルと同じディスク上にあるフォルダーを削除しよう
とすると。

フォルダーアクセス拒否(/en-us/profile-management/2305/media/known-

issues-2206-1.png)

この問題を回避するには、代わりに完全に削除を実行します。

フォルダーを選択し、Shift + Delete を押して完全に削除します。

ごみ箱のプロパティをファイルをゴミ箱に移動しないで、削除と同時にファイルを消去す
るに設定します。

https://support.citrix.com/article/CTX559448/hotfix-profilemgmt235100-for-citrix-virtual-apps-and-desktops-2305
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VDA のインストール後にマシンの再起動を求められます。ただし、マシンの再起動後に
Profile Management サービスが開始しない場合があります。この問題が発生すると、システム
イベントログにイベント 7000 に関する次のメッセージが表示されます。「ctxProfile サービス
は、次のエラーが原因で開始できませんでした: サービスが開始または制御要求に時間内に応
答しませんでした。」回避策として、次のレジストリキーの値をより大きな数値（例: 

300,000）に変更します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\

名前: ServicesPipeTimeout

種類: REG_DWORD

値: 300000

スタートメニューの一部が表示されない場合があります。この問題を回避するには、コマンド
プロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。

サードパーティ通知
Profile Management の現在のリリースには、以下のドキュメントに定義されている条件に基づい
てライセンスされたサードパーティ製ソフトウェアが含まれている場合があります。

Profile Management サードパーティ通知

https://docs.citrix.com/content/dam/citrix/jp/ja/profile-management/downloads/upm-third-party-notices.pdf
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クイックスタートガイド

この記事では、Profile Management のインストールと構成に関するクイックリファレンスを提供
します。

前提条件
すべてのシステム要件が満たされていることを確認してください。詳細については、「システム要
件」を参照してください。

Profile Management のインストール
Profile Management は、Virtual Delivery Agent (VDA) のインストールに含まれています。VDA の
場合、Profile Management をインストールまたはアップグレードするには、VDA ソフトウェアを
インストールまたはアップグレードするだけです。

Profile Management の展開は、.msi ファイルと、.adm または .admx ファイルのいずれかをイン
ストールすることで構成されます。ファイルをインストールするには、「インストールとセット
アップ」の手順に従ってください。

注：

潜在的な競合を避けるため、Citrix Profile Management プロセス ( %ProgramFiles%

\Citrix\User Profile Manager\UserProfileManager.exe ) をアンチウイルスソフト
ウェアの除外リストに追加してください。詳細については、「Citrix Antivirus Best Practices

」を参照してください。

Profile Management を集中管理する場所を決定する
Profile Management を集中管理するには、次の3つの方法があります。以下のいずれかの方法を選
択してください。

Active Directory の GPO を使用する

Citrix Studio のポリシーを使用する

https://community.citrix.com/tech-zone/build/tech-papers/antivirus-best-practices/
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Workspace Environment Management™ (WEM) を使用する方法

Active Directory の GPO を使用して Profile Management を構成する手順については、
Knowledge Center の記事「CTX222893」を参照してください。

Citrix Studioのポリシーを使用してProfile Managementを構成する手順については、
Knowledge Centerの記事CTX222893を参照してください。

WEMを使用してProfile Managementを構成する手順については、Knowledge Centerの記事
CTX229258を参照してください。

Profile Managementを構成する

基本設定を構成する
ユーザーストアを作成する

ファイル共有の作成やフォルダー権限の設定など、安全なユーザーストアを作成するための推
奨事項は、Microsoftの記事Deploying Roaming User Profilesで確認できます。これらの最小限
の推奨事項は、基本的な操作において高いレベルのセキュリティを確保します。

ユーザーストアへのパスを指定する

Profile Managementを有効にする

基本設定を確認する

基本設定を確認するには、次の手順を実行します。

Citrix Studioで、Enable logging、Logon、Logoffの各ポリシーをEnabledに設定します。

VDAにログオンし、 gpupdate /force を管理者として実行します。

VDAからログオフし、再度ログオンします。

デフォルトのログファイルパス C:\Windows\System32\Logfiles\UserProfileManager

に移動し、 pm.log ファイルを開いてログオンイベントを探し、次のメッセージが存在す
ることを確認します。

Starting logon processing…

Finished logon processing successfully in [s]:

https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX229258
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles
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Profile Managementの構成を計画する
(/ja-jp/profile-management/2305/plan.html)を展開するには、環境とユーザーに適した構成を形
成する一連のポリシー設定を決定します。(/ja-jp/citrix-virtual-apps-desktops/manage-

deployment/user-profiles.html)の自動構成機能は、Citrix Virtual Apps and Desktopsの展開にお
ける意思決定の一部を簡素化します。

展開に推奨されるアプローチを決定するには、環境に関する次の基本的な質問に答えてくださ
い。

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/pilot-or-production.html)

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/new-or-existing.html)

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/upm-plan-decide-4a.html)

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/mobile-or-static.html)

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/applications-to-profile.html)

それに応じてProfile Managementを構成するには、以下を実行します。

ユーザープロファイルをストリーム配信します。(/ja-jp/profile-management/2305/

configure/stream-profiles.html)を参照してください。

アクティブライトバックを有効にします。(/ja-jp/profile-management/2305/configure/

active-write-back.html)を参照してください。

必須プロファイルを指定します。(/ja-jp/profile-management/2305/configure/template.html)

を参照してください。

除外を構成します。(/ja-jp/profile-management/2305/configure/include-and-exclude-

items.html)を参照してください。

フォルダーリダイレクトを構成します。(/ja-jp/profile-management/2305/configure/

configure-folder-redirection.html)を参照してください。

アプリケーションを構成します。(/ja-jp/profile-management/2305/configure/enable-native-

outlook-search-experience.html)を参照してください。

Profile Managementの設定を確認します。

この記事で前述したように、基本設定を確認します。

ポリシー設定について pm_configure.log ファイルを確認します。次のメッセージが存在
することを確認します。
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Configuration value read from Policy: LoggingEnabled=

Configuration value read from INI file: CEIPEnabled=

Configuration value PSAlwaysCache set neither in policy nor in INI 

file. Defaulting to:

トラブルシューティング
詳細については、トラブルシューティングを参照してください。
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プロファイル管理の仕組み

プロファイル管理は、同じユーザーによる同時ドメインログオンがプロファイルに複雑さと一貫
性の問題を引き起こす環境において、ユーザープロファイルの欠点を解決します。たとえば、ユー
ザーがローミングプロファイルに基づいて2つの異なる仮想リソースへのセッションを開始した場
合、最後に終了したセッションのプロファイルが、最初のセッションのプロファイルを上書きし
ます。「最後の書き込みが優先される (last write wins)」として知られるこの問題は、ユーザーが
最初のセッションで行ったパーソナライズ設定を破棄します。

各リソースサイロに個別のプロファイルを使用することで、この問題に対処できます。しかし、こ
のアプローチでは管理オーバーヘッドとストレージ容量の要件が増加します。もう1つの欠点は、
ユーザーがアクセスするリソースサイロによって異なる設定を経験することです。

プロファイル管理は、プロファイルを簡単かつ信頼性の高い方法で最適化します。中間段階およ
びログオフ時に、レジストリの変更とプロファイル内のファイルおよびフォルダーは、各ユー
ザーのユーザーストアに保存されます。一般的ですが、ファイルが存在する場合、以前のタイムス
タンプを持つ場合は上書きされます。

ログオン時に、ユーザーのレジストリエントリとファイルはユーザーストアからコピーされます。
ローカルにキャッシュされたプロファイルが存在する場合、2つのセットは同期されます。その結
果、すべてのアプリケーションとサイロのすべての設定がセッション中に利用可能になります。ま
た、各サイロに個別のユーザープロファイルを維持する必要もなくなります。Citrix® ストリーミ
ングユーザープロファイルは、ログオン時間をさらに向上させることができます。

プロファイル管理は、ネットワーク障害を経験するモバイルユーザー（オフラインプロファイル
機能が構成されている場合）および異なるオペレーティングシステムからリソースにアクセスする
ユーザー（クロスプラットフォーム設定機能が構成されている場合）のアプリケーション設定を
保護するのに役立ちます。

注: プロファイル管理は、ローカルアカウントではなく、ドメインユーザーのログオンを処理しま
す。

ネットワークベースのプロファイルが使用されている場合、組織でプロファイル管理の導入を検
討してください。強制プロファイルやローミングプロファイルなどの他のソリューションを実装
し、Microsoft Windowsの標準的な知識でそれらを維持することもできます。しかし、展開が制限
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されている場合（例えば、ユーザーのカスタマイズが制限されているため強制プロファイルが適
切なコールセンターなど）を除き、プロファイル管理が推奨される場合があります。

Citrixは、ユーザー固有のデータがプロファイルとは別に保存されるように、フォルダーリダイレ
クトの使用を推奨しています。

ホームフォルダーとテンプレートのパスは、ネットワークの場所のみで構成する必要があります。

プロファイルについて

プロファイルを割り当てる

Windowsでユーザーにプロファイルを割り当てるには、どのような方法があります?

この記事は、Citrix Profile Managementではなく、Microsoft Windowsにおけるプロファイルの割
り当てについて言及しています。

ユーザーにプロファイルを割り当てるには、いくつかの方法があります。

Active Directory (AD) のユーザーアカウントプロパティを使用する

グループポリシー (GP) を使用する

上記の方法を使用して、リモートデスクトップサービス (旧称ターミナルサービス) セッション
に固有のプロファイルを割り当てる

これらの方法の一部は、特定のオペレーティングシステムでのみ利用可能です。

リモートデスクトップサービス。Windows Server 2008 R2 でリモートデスクトップサービス
プロファイルを割り当てるには、GPO設定「Set path for Remote Desktop Services Roaming 

User Profile」を使用します。これは「Computer Configuration\\Administrative Templates\

\Windows Component\\Remote Desktop Services\\Remote Desktop Session Host\\Profiles」に
あります。以前のマルチセッションオペレーティングシステムでは、「Computer 

Configuration\\Administrative Templates\\Windows Components\\Terminal Services」にある設
定「Set path for TS Roaming Profiles」を使用します。

個々のユーザーのプロファイルを構成するには、ADのユーザーアカウントプロパティページ
で、個々のアカウントに「Set path for TS Roaming Profiles」を設定することもできます。た
だし、通常はGPでこの割り当てを行う方がはるかに優れています。

ターミナルサーバーで「Use mandatory profiles」設定を使用して、強制プロファイルの使用を
強制できます。
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Windows 7、Windows 8、およびWindows Server: ユーザーアカウントプロパティページを
使用して、個々のアカウントに移動プロファイルを設定します。また、Windows Server 2008 

ADおよびWindows 7デバイスの場合、GPO設定「Set roaming profile path for all users logging 

on to this computer」を使用できます。これは「Computer\\Administrative Templates\\System\

\User Profiles」にあります。Windows 8またはWindows Server 2012コンピューターにログオ
ンするユーザーの場合、Windows Server 2012のActive Directoryを使用してユーザーのホーム
フォルダーを設定することもできます。

複数の方法が使用される場合、ドメインユーザーにプロファイルを配信するための優先順
位は何ですか?

Profile Managementがユーザーのプロファイルを管理するために使用される場合、他のプロファ
イル割り当て方法よりも優先されます。Profile Managementによってプロファイルデータが管理さ
れていないユーザーには、複数の方法を使用してプロファイルが割り当てられる場合があります。
実際に使用されるプロファイルは、次の優先順位に基づいています。

Citrixユーザープロファイル (つまり、Profile Managementによって作成されたプロファイル)

GPOによって割り当てられたリモートデスクトップサービスプロファイル

ユーザープロパティによって割り当てられたリモートデスクトップサービスプロファイル

GPOによって割り当てられた移動プロファイル (Windows Server 2008 AD および Windows 7 

のみ)

ユーザープロパティによって割り当てられた移動プロファイル

プロファイル管理のアーキテクチャ
この記事では、ユーザー ストアとクロスプラットフォーム設定ストアのフォルダー構造について
説明します。ユーザー ストアは、Citrix® ユーザー プロファイルの中央の場所です。クロスプラッ
トフォーム設定ストアは、別の場所です。

プロファイル管理ストアに関する重要な情報
ユーザー ストアとクロスプラットフォーム設定ストアの構造は、情報提供とローカライズおよび
トラブルシューティングの支援を目的としてここに記載されています。プロファイルデータの問題
を最小限に抑え、セキュリティを維持するために設計された、以下の重要な推奨事項に従ってく
ださい。

どちらのストアの構造も変更しないでください。

ストアのどの部分にもファイルやフォルダーを直接書き込まないでください。ユーザー ストア
は、この点でリダイレクトされたフォルダーとは異なります。
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ユーザー ストアは、リダイレクトされたフォルダーとは別に保管してください。たとえば、 \

\server1\profiles\%username%  と \\server1\folders\%username%  のように、同じ
ファイル サーバーまたは DFS 名前空間の異なる共有に保管できます。この手法により、バー
ジョン 1 とバージョン 2 のプロファイルを一緒にサポートし、両方のプロファイル バージョ
ンで共有される単一のリダイレクト フォルダーのセットをサポートすることがはるかに容易に
なります。

ユーザーがユーザー ストアを見る必要はないため、ドライブ文字を割り当てないでください。

ユーザー ストアにクォータを課さないでください。プロファイル サイズを制限する場合は、
クォータを使用するのではなく、項目を除外することを検討してください。

ユーザー ストアのフォルダー構造
ユーザー ストアは、デフォルトでユーザーのホーム ディレクトリにある WINDOWS フォルダー
になります。これにより、パイロット インストールは簡素化されますが、本番システムでは、
ユーザー ストアをネットワーク共有または (最高の拡張性のために) DFS 名前空間として構成して
ください。エンタープライズ対応のユーザー ストアのサポートされる構成については、Profile 

Management を使用した高可用性とディザスター リカバリー で説明されています。

安全なユーザー ストアを作成するための推奨事項は、Microsoft TechNet Web サイトの 移動ユー
ザー プロファイル用のファイル共有を作成する という記事で入手できます。これらの最小限の推
奨事項は、基本的な操作に対して高レベルのセキュリティを保証します。また、ユーザー ストア
へのアクセスを構成する際には、Citrix ユーザー プロファイルを変更または削除するために必要な
Administrators グループを含めてください。

注: Windows 7 および Windows 2008 R2 クライアント デバイスでは、Windows 2012 R2 ファイ
ル サーバーで共有を作成する際に、Encrypt data access チェック ボックスを選択しないでくだ
さい。

ルート レベルのユーザー ストアのフォルダー構造を次の表に示します。

フォルダ 注

ユーザー ストア内のプロファイルのルート。

\UPM_Profile このフォルダーには、プロファイルからの
ファイルとフォルダーが含まれています。

\UPM_Drive_C このフォルダーには、プロファイル外から含
まれる項目（この場合はドライブ C から）が
含まれています。このフォルダーは、Profile 
Management 4.x 以前からのアップグレード時

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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フォルダ 注

に存在します。Profile Management 5.0 では、
プロファイル外の項目の管理はサポートされ
ていません。

\Pending このフォルダーには、ロック ファイル、保留
中のファイル、およびストリーミング機能が
使用されている場合はスタンプ ファイルが含
まれています。

いくつかの例を次の表に示します。

フォルダー名の例 注

\UPM_Profile\Data ユーザー プロファイル内の Data フォルダー
の同期されたコンテンツ。

\UPM_Profile\AppData_upm_var ユーザー プロファイル内の非ローカライズさ
れた Application Data フォルダーの同期された
コンテンツ。このフォルダーは、Profile 
Management 4.x 以前からのアップグレード時
に存在します。バージョン 1 プロファイル
（Application Data はその一例です）の管理
は、Profile Management 5.0 ではサポートされ
ていません。

保留領域
ユーザー ストアには保留領域が含まれます。この領域は、ストリーミングされたユーザー プロ
ファイルとアクティブなライトバック機能で使用される保持領域です。ユーザーが最後のセッショ
ンからログオフした後、すべてのファイルは保留領域からユーザー ストアに同期されます。新し
いセッションでは、ユーザー ストアと保留領域の両方からファイルがダウンロードされるため、
ユーザーは常に最新のプロファイルを体験できます。

サーバーが応答しなくなった場合、保留領域内のファイルをユーザー ストアに解放するタイムア
ウトを設定できます（ストリーミングされたユーザー プロファイル機能の一部として構成されて
いる場合）。
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複数のプラットフォームを持つユーザー ストアのフォルダー構造
クロスプラットフォーム設定機能を使用する場合、複数のプラットフォームが関係します。各プ
ラットフォームのプロファイルを分離するために、プラットフォーム固有のフォルダーを定義す
る必要があります。通常、これは「ユーザー ストアへのパス」ポリシーで Profile Management 変
数を使用して行います（たとえば、パスに %USERNAME%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS!  を使
用します）。

クロスプラットフォーム設定ストアは、クロスプラットフォーム設定機能が構成された後、サ
ポートされているアプリケーションの設定を保持します。ストアの名前と場所は、構成時に指定
します（「クロスプラットフォーム設定ストアへのパス」ポリシーを使用）。このストアには、
オペレーティング システム間でローミングするユーザー設定のサブセットが保持されます。

たとえば、Windows XP と Windows 7 の間で設定をローミングしたい場合があります。プラット
フォーム固有のフォルダーには、Windows XP と Windows 7 に固有のユーザー設定が含まれま
す。クロスプラットフォーム設定ストアには、これらのオペレーティング システム間でローミン
グする設定のサブセットが含まれます。ログオン時に、このサブセットはプラットフォーム固有
のフォルダーにコピーされ、その一部として残ります。ログオフ時に、サブセットへの変更が抽
出され、クロスプラットフォーム設定ストアに戻されます。

各プラットフォーム固有のフォルダーには、標準のサブフォルダー（例：UPM\_Profile）が含ま
れています。詳細については、「ユーザー ストアのフォルダー構造」を参照してください。さら
に、UPM\_CPS\_Metadata サブフォルダーも存在します。このシステムによって作成されたフォ
ルダーには、オペレーティング システム間で共有される一時的な設定が含まれています。

ユーザー ストアとADフォレスト
Citrixユーザープロファイルは、フォレストをまたいで管理することはできません。同じフォレス
ト内のドメインをまたいで管理することは可能で、同じログオン名を持つ複数のユーザーがフォ
レスト内の同じリソースにアクセスできます。これには、ユーザー ストアへのパスにあ
る %USERDOMAIN% 変数と %USERNAME% 変数を使用してプロファイルを一意に識別することが含ま
れます。

ただし、この場合、ユーザー ストアへのパスを設定する際に、同一のログオン名を区別するため
に変数を使用する必要があります。これを行うには、ドメイン名変数をパスに追加します。また、
ユーザー ストアにアクセス許可を設定し、Active Directoryのユニバーサルグループを使用して
Profile Managementの「処理済みグループ」設定を有効にする必要があります。

オペレーティングシステムバージョンを設定するには、%ProfVer%などの手動で定義されたシス
テム変数を使用できます。または、Profile Management変数を使用して、オペレーティングシステ
ム名、ビット数、またはプロファイルバージョンを設定することもできます。ADフォレスト内の
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ユーザー ストアパスの例については、「ユーザー ストアへのパスを指定する」を参照してくださ
い。

ユーザー ストアのローカライズ
次の表は、プロファイルデータがユーザー ストアとの間で移動されるときに、Profile 

Managementがフォルダーをローカライズおよび非ローカライズする方法の概要を示しています。
フォルダー名のみがローカライズおよび非ローカライズされます。たとえば、スタートメニュー
のエントリやレジストリ設定は、Profile Managementによって正しい言語に翻訳されません。

この情報は、Profile Management 4.x以前からアップグレードする場合にのみ関連します。その場
合、バージョン1のプロファイルが存在する可能性があります。Profile Management 5.0では、
バージョン1のプロファイルの管理はサポートされていません。

バージョン1英語フォルダー ユーザー ストアフォルダー ユーザープロファイルに対する
相対パス

アクセシビリティ Accessibility_upm_var \\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

アクセサリ Accessories_upm_var \\Start Menu\Programs

管理ツール AdminTools_upm_var \\Start Menu\Programs

アプリケーションデータ AppData_upm_var \Local Settings

クッキー Cookies_upm_var

デスクトップ Desktop_upm_var

エンターテイメント Entertainment_upm_var \\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

お気に入り Favorites_upm_var

履歴 History_upm_var \Local Settings

リンク Links_upm_var \Favorites

ローカル設定 LocalSettings_upm_var
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•

•

バージョン1英語フォルダー ユーザー ストアフォルダー ユーザープロファイルに対する
相対パス

マイドキュメント MyDocuments_upm_var

マイミュージック MyMusic_upm_var \My Documents

マイピクチャ MyPictures_upm_var \My Documents

マイビデオ MyVideos_upm_var \My Documents

NetHood NetHood_upm_var

PrintHood PrintHood_upm_var

プログラム Programs_upm_var \Start Menu

最近 Recent_upm_vars

スタートメニュー StartMenu_upm_var

テンプレート Templates_upm_var

インターネット一時ファイル TemporaryInternetFiles_upm
_var

\Local Settings

SendTo SendTo_upm_var

スタートアップ Startup_upm_var \\Start Menu\Programs

システムツール SystemTools_upm_var \\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

プロファイル管理のユースケース
Citrix Profile Managementは、アプリケーションがユーザーにどのように配信されるか、またはど
こに格納されているかに関わらず、さまざまなシナリオでユーザーのプロファイルを管理するた
めに実装できます。以下に、これらのシナリオの例を示します。

Citrix Virtual Apps™ で公開されたアプリケーション

Citrix Virtual Apps で公開されたデスクトップ
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•
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Citrix Virtual Apps で分離環境にストリーミングされたアプリケーション

Citrix virtual desktops™ にストリーミングされたアプリケーション

Citrix virtual desktops にインストールされたアプリケーション

物理デスクトップにストリーミングされたアプリケーション

物理デスクトップにローカルにインストールされたアプリケーション

これらのシナリオの中で、Citrixは以下を最も一般的なユースケースと見なしています。

複数セッション - ユーザーは複数のCitrix Virtual Appsサーバーサイロにアクセスするため、複
数のセッションを開いています。ただし、サーバー上でのアプリケーションの分離とストリー
ミングは、サーバーサイロの代替手段であることに注意してください。このシナリオについて
は、このトピックで詳しく説明します。

「最終書き込み優先」と移動プロファイルの整合性の問題 - 移動プロファイルへの最後の書き
込みによって、すべての設定が保存されます。そのため、複数のセッションが開いていて一時
的な変更が行われた場合、移動プロファイルは正しいデータを保持しない可能性があります。
さらに、ネットワーク、ストレージの問題、またはその他の問題により、設定がプロファイル
に正しく書き込まれない場合があります。このシナリオについては、このトピックで詳しく説
明します。

大規模なプロファイルとログオン速度 - プロファイルの肥大化は、ユーザープロファイルを扱
いにくくし、ストレージと管理の問題を引き起こす可能性があります。通常、ログオン時に
Windowsはユーザーのプロファイル全体をネットワーク経由でローカルユーザーデバイスにコ
ピーします。肥大化したプロファイルの場合、この動作はユーザーのログオン時間を長引かせ
ることがあります。

複数セッション
特に大規模な環境では、ユーザーが、同じファーム内または複数のファーム内の異なるCitrix 

Virtual Appsサーバーに格納されている異なるアプリケーションにアクセスするために、複数の
セッションを開く必要がある場合があります。可能な場合は、アプリケーションの分離またはス
トリーミングを検討して、同じCitrix Virtual Appsサーバーにアプリケーションを格納し、ユーザー
が単一のサーバーからすべてのアプリケーションにアクセスできるようにし、それによって単一の
セッションを使用できるようにします。ただし、事業部門が特定のサーバーを制御している場合
や、アプリケーションをストリーミングできない場合は、これが不可能な場合があります。

ユーザーがさまざまなCitrix仮想アプリサーバーからアプリケーションにアクセスする必要がある
ことが確認されたら、プロファイルへの影響を特定する必要があります。
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次の図は、複数のセッションが存在する場合にアプリケーション設定が失われる可能性がある例
を示しています。

図(/en-us/profile-management/2305/media/upm-multiple-sessions-1.png)

たとえば、MaryはApp A、App B、App Cにアクセスしたいと考えており、それぞれServer 1、
Server 8、Server 12にルーティングされます。各アプリケーションにログオンすると、Maryの
ターミナルサービスローミングプロファイルが各サーバーにロードされ、各セッションのフォル
ダーがリダイレクトされます。MaryがServer1のApp Aにログオンしているときに、Maryは
Setting1を変更し、そのセッションからログオフします。その後、Maryは他の2つのアプリケー
ションでの作業を完了し、ログオフします。

ログオフ時に、MaryがServer 1のセッション内で行った変更は上書きされます。これは、一時的
な変更ではなく、最後に閉じられたセッション内の設定が保持されるためです。翌日MaryがApp A

にログオンすると、行った変更が表示されないため、不満を感じます。

Profile Managementは、一般的にこの状況の発生を防ぐことができます。Profile Managementは、
セッション中に変更された特定のプロファイル設定のみを書き戻し、その他の変更されていない
設定はすべてそのまま残します。したがって、発生する可能性のある唯一の競合は、Maryが別の
セッション内でSetting1を変更した場合です。ただし、このシナリオでProfile Managementが使用
されている場合、ユーザーは最新の変更が保持されることを期待するでしょう。そして、実際にそ
のようになります。

「最後の書き込みが優先される」問題とローミングプロファイルの整合
性の問題
このシナリオは、このトピックの最初のシナリオと似ています。「最後の書き込みが優先され
る」問題はさまざまな形で現れる可能性があり、アクセスするデバイスの数が増えるにつれてユー
ザーの不満が高まる可能性があります。

ローミングプロファイルは、リダイレクトされたフォルダーを除き、すべてのプロファイルデータ
を保持するため、ユーザープロファイルは大きくなる可能性があります。これにより、プロファイ
ルをダウンロードする必要があるためログオン時間が増加するだけでなく、特にネットワークの
問題がある場合、ログオフの書き込みフェーズ中に不整合の可能性が高まります。

Profile Managementを使用すると、特定のデータをユーザープロファイルから除外できるため、
ユーザープロファイルを最小限のサイズに保つことができます。プロファイルには差分のみが書き
込まれるため、ログオフの書き込みフェーズではデータ量が少なく、高速です。Profile 

Managementは、一時データにプロファイルを使用するが、アプリケーション終了時にそれらをク
リーンアップしないアプリケーションにとって有益です。
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複数のリソースへのアクセス
ユーザーが複数のリソースにアクセスするにつれて、プロファイルはより複雑になります。プロ
ファイルがネットワークに保存されている場合、Microsoft Windows はレジストリを使用してユー
ザー設定を保存します。プロファイルはログオン時にネットワークからローカルデバイスにコ
ピーされ、ログオフ時にネットワークにコピーし直されます。日常的に、ユーザーは複数のコン
ピューターにアクセスし、デスクトップとラップトップを切り替え、Citrix Virtual Apps and 

Desktops™ または Citrix DaaS (旧称 Citrix Virtual Apps and Desktops service) で作成された仮想
リソースにアクセスします。

この図は、単一の Citrix® ユーザープロファイルが、複数のリソースにログオンするユーザーにど
のように追従するかを示しています。

たとえば、ユーザーはローカルの物理デスクトップを持ち、そこから Citrix Virtual Apps で公開さ
れたアプリケーションにアクセスします。また、Citrix Virtual Desktops で作成された仮想デスク
トップにもアクセスします。設定が適切に構成されていない限り、ユーザーの設定はこれらすべて
のリソースで統一されません。

さらに、共有リソースにアクセスする場合、移動プロファイルの動作は「最後の書き込みが優先
される」ことを意味します。たとえば、管理者が移動プロファイルを有効にし、ユーザーがロー
カルデスクトップの背景色を変更したとします。その後、ユーザーは Citrix 仮想デスクトップにロ
グオンし、ローカルデスクトップからログオフし、仮想デスクトップからログオフします。ロー
カルデスクトップと仮想デスクトップの両方が同時に開いており、最後のログオフは仮想デスク
トップからでした。したがって、仮想デスクトップセッションからの設定がプロファイルに最後
に書き込まれたものであり、背景色の変更は失われます。
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ログオン図
この図は、ユーザープロファイルの移行戦略の詳細を検討するのに役立ちます。また、パフォーマ
ンスの以下の側面についても説明しています。

プロファイルを移行すると、2つのネットワークコピーが発生し、ログオンプロセスが遅くな
る可能性があります。例えば、デフォルトプロファイルをローカルPmプロファイルとユー
ザー ストアにコピーという操作には、以下の2つのコピーが含まれます。1つはローミングプ
ロファイルストアからローカルコンピューターへの完全なプロファイルコピー、もう1つは
ローカルコンピューターからユーザーストアへの完全なプロファイルコピーです。

キャッシュされたプロファイルが使用される場合、ネットワークを介したプロファイルデータ
のコピーは行われません。

図を下から上に読みます。下部のボックスで目的の操作（例えば、デフォルトプロファイルを
ローカルPmプロファイルとユーザー ストアにコピー）を確認します。その後、必要な移行設定を
特定するためにパスをたどって戻ります。
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ログオフ図
この図は、ログオフ時にプロファイルデータをコピーまたはマージするために使用されるロジッ
クを示しています。
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1.

2.

3.

 

デプロイの計画

Profile Managementの展開を計画するには、環境とユーザーに適した構成を形成する一連のポリ
シー設定を決定します。自動構成機能は、Citrix仮想デスクトップの展開におけるこの意思決定の
一部を簡素化します。任意の展開でこの重要なタスクを実行するためのガイドとして、「構成の決
定」を参照してください。

構成を決定し、それをレビューおよびテストした後、一般的な展開は次の要素で構成されます。

ユーザーストアの作成

Profile Managementのインストール

Profile Managementの有効化

.iniファイルを使用したパイロットスタディの計画
以下の情報は、パイロットスタディまたは評価中にProfile Managementの.iniファイルを使用する
際に役立つことを目的としています。

重要: 評価目的で.iniファイル (UPMPolicyDefaults\_all.ini) を使用する予定がある場合は、実稼働環
境でグループポリシー (GP) の使用に切り替える前に、ファイルの名前を変更してください。たと
えば、ファイルの名前をUPMPolicyDefaults\_all\_old.iniに変更します。ファイルの名前を変更する
ことで、実稼働設定のみが適用され、評価中に指定した設定が使用されないことを確認できま
す。

ファイルの名前が変更されていない場合、Profile Managementはグループポリシーで構成されてい
ない設定を調べ、見つかった非デフォルト設定を採用します。したがって、不要な設定が導入され
るリスクを排除するために、実稼働環境で使用したいすべての設定を.iniファイルではなくグルー
プポリシーを使用して構成してください。

.iniファイルには.admファイルおよび.admxファイルと同じポリシーが含まれていますが、ポリ
シーの名前は異なります。GPの名前を熟知しており、.iniファイルを使用したパイロットスタディ
を計画している場合は、「Profile Managementポリシー」の表を使用して名前を比較してくださ
い。

.iniファイルの展開の詳細については、「Profile Managementのアップグレード」および「ローカ
ルGPOを使用したProfile Managementのテスト」を参照してください。
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1.

2.

3.

4.

5.

•

•

構成を決定する
Profile Management を構成するには、環境に関する以下の基本的な質問に答えることをお勧めし
ます。

パイロットまたは本番

プロファイルの移行または作成

永続的またはプロビジョニング済み、専用または共有

モバイルまたは静的

使用中のアプリケーション

回答に基づいて、展開用に Profile Management を構成します。その他のすべてのポリシーはデ
フォルトのままにできます。

次のステップ
インストールとセットアップ

トラブルシューティング

ヒント
Profile Management の設定を確認および展開する際は、以下のヒントを参照してください。

UPMConfigCheck ツールを使用して設定を確認する

UPMConfigCheck は、稼働中の Profile Management 展開を検査し、最適に構成されているかど
うかを判断する PowerShell スクリプトです。詳細については、Knowledge Center の記事 

CTX132805 を参照してください。

コンピューターをOUにグループ化する

質問への回答が、異なるコンピューターのセットに対して同じである場合は、それらをActive 

Directoryの組織単位 (OU) にグループ化することを検討してください。さらに、そのOUにアタッ
チされた単一のグループポリシーオブジェクト (GPO) を使用して、Profile Managementを構成す
ることも検討してください。

これらの質問への回答が異なる場合は、コンピューターを別々のOUにグループ化することを検討
してください。

あるいは、ドメインがWMIフィルタリングをサポートしている場合は、すべてのコンピューター
を同じOUにグループ化し、WMIフィルタリングを使用して適切に構成されたGPOの中から選択で
きます。

https://support.citrix.com/article/CTX132805
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•

•

パイロットまたは本番
パイロット展開の目的は、ソリューションを迅速かつ確実に実証できるようにすることです。重
要な目標は、パイロット内のコンポーネントの数を減らすことかもしれません。Profile 

Managementの場合、2つのコンポーネントはユーザー ストアと、プロファイルが処理されるユー
ザーの選択です。

ポリシー: ユーザー ストアへのパス

Citrix®ユーザープロファイル用のユーザー ストアのセットアップは、Windowsローミングプロ
ファイル用のプロファイル ストアのセットアップとまったく同じです。

パイロット展開の場合、これらの考慮事項は無視できることがよくあります。ユーザー ストアへ
のパス ポリシーのデフォルト値は、ユーザーのホームディレクトリにあるWindowsフォルダーで
す。これは、単一のオペレーティングシステム（したがって、単一のプロファイルバージョン）の
みが展開されている限り、単一プラットフォームのパイロットでうまく機能します。プロファイル
バージョンについては、「プロファイルについて」を参照してください。このオプションは、
ユーザーのホームディレクトリに十分なストレージがあり、ファイルサーバーのクォータが適用さ
れていないことを前提としています。Citrixは、プロファイルでのファイルサーバークォータの使
用を推奨していません。その理由については、「複数のファイルサーバーでCitrixユーザープロ
ファイルを共有する」に記載されています。

本番展開の場合、セキュリティ、負荷分散、高可用性、および災害復旧を慎重に考慮する必要が
あります。ユーザー ストアの作成と構成については、以下のトピックの推奨事項に従ってくださ
い。

Profile Managementアーキテクチャ

ユーザー ストアを作成する

ユーザー ストアへのパスを指定する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

ポリシー: 処理されるグループ、除外されるグループ

本番展開の複雑さにより、Profile Managementの展開をすべてのユーザーに同時にリリースするの
ではなく、段階的に行う必要がある場合があります。展開が進行中の間、異なるリソースに接続
すると異なるプロファイルエクスペリエンスが得られることをユーザーに伝える場合があります。

パフォーマンス上の理由から、Profile Managementは組み込みのライセンスチェックではなく
EULAによってライセンスされています。ユーザーをActive Directory (AD) ユーザーグループに割
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り当てるか、適切なADグループが存在する場合はそれを使用することで、ライセンス割り当てを
管理することを選択できます。

パイロット展開では、Profile Managementの使用は、単一の代表的なADグループを使用できな
い、複数の部門からの少数のユーザーグループへの招待によって制限されます。この場合、処理さ
れるグループと除外されるグループのポリシーは未構成のままにします。Profile Managementはグ
ループメンバーシップのチェックを行わず、すべてのユーザーが処理されます。

これらのポリシーの詳細については、「処理されるグループのプロファイルを定義する」を参照
してください。

Important: In all cases, you must ensure that the number of users processed by Profile 

Management does not exceed the limits set by the relevant EULA.

プロファイルの移行または作成
Profile Managementの展開を活用して、組織のプロファイルを更新できます。最初は小規模なカス
タマイズされたプロファイルを使用し、それへの追加を厳密に制御します。あるいは、既存のプ
ロファイルをProfile Management環境に移行し、長年にわたって蓄積された個人設定を保持する
必要があるかもしれません。

既存のプロファイルを移行することを決定した場合は、「既存のプロファイルの移行」および
「ローカルプロファイルの競合処理」ポリシーを構成してください。

次の図は、この質問に対する回答に基づいてこれらのポリシーを構成する方法を示しています。

図(/en-us/profile-management/2305/media/upm-migrate.png)

ポリシー: テンプレートプロファイル

まったく新しいプロファイルセットを作成する場合は、「テンプレートプロファイル」ポリシー
を使用して、この目的のためのテンプレートを作成することを検討してください。詳細について
は、「テンプレートまたは必須プロファイルを指定する」を参照してください。テンプレートを
作成しない場合、Profile ManagementはユーザーにデフォルトのWindowsプロファイルを提供し
ます。テンプレートが不要な場合は、このポリシーを無効のままにしてください。

テンプレートプロファイルポリシーは、ユーザーストアへのパスポリシーに似ています。このポリ
シーは、ユーザーがProfile Managementによって管理されているコンピューターに初めてログオン
したときに、ユーザープロファイルを作成するための基礎として使用できるプロファイルの場所
を指定します。
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•

•

オプションで、すべてのログオンに対してテンプレートをCitrix®必須プロファイルとして使用でき
ます。計画の一環として、ユーザーがアクセスするアプリケーションの特定などのタスクを実行す
る必要があります。それに応じて、プロファイル内のレジストリの状態、ショートカット、および
デスクトップ設定を構成する必要があります。プロファイルフォルダーのアクセス許可を設定
し、ユーザーのログオンスクリプトを変更する必要があります。

注:

Citrix virtual desktops™展開で必須プロファイルを選択する場合、Profile Management

の.admまたは.admxファイルではなく、Citrix Studioを使用することをお勧めします。

永続的またはプロビジョニング済み、および専用または共有
プロファイルを作成するマシンの種類は、構成の決定に影響します。主な要因は、マシンが永続
的かプロビジョニング済みか、および複数のユーザーで共有されるか、1人のユーザー専用である
かです。

永続システムには、システムがオフになったときにその内容が永続化されると予想される何らか
の種類のローカルストレージがあります。永続システムは、ローカルディスクの模倣を提供するた
めにSANなどのストレージテクノロジーを使用する場合があります。対照的に、プロビジョニン
グ済みシステムは、ベースディスクと何らかの種類のIDディスクから「オンザフライ」で作成され
ます。ローカルストレージは通常、RAMディスクまたはネットワークディスクによって模倣さ
れ、後者は高速リンクを備えたSANによって提供されることがよくあります。プロビジョニングテ
クノロジーは通常、Provisioning ServicesまたはMachine Creation Services™（またはサードパー
ティの同等品）です。プロビジョニング済みシステムがPersonal vDisksによって提供される可能
性のある永続的なローカルストレージを持つ場合もあります。これらは永続的として分類されま
す。

これら2つの要因を合わせると、次のマシンタイプが定義されます。

永続的かつ専用 - 例としては、静的割り当てとPersonal vDiskを持つシングルセッションOSマ
シンで、Machine Creation Services（Citrix virtual desktops™内）で作成されたもの、および
物理ワークステーションとラップトップで作成されたPersonal vDiskを持つデスクトップがあ
ります。

永続的かつ共有 - 例としては、Machine Creation Services（Citrix virtual desktops内）で作成
されたマルチセッションOSマシン、およびCitrix virtual apps™サーバーがあります。
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1.

2.

プロビジョニング済みかつ専用 - 例としては、静的割り当てを持つがPersonal vDiskを持たな
いシングルセッションOSマシンで、Provisioning Services（Citrix virtual desktops内）で作成
されたものがあります。

プロビジョニング済みかつ共有 - 例としては、ランダム割り当てを持つマルチセッションOS

マシンで、Provisioning Services（Citrix virtual desktops内）で作成されたもの、およびCitrix 

virtual appsサーバーで作成されたPersonal vDiskを持たないデスクトップがあります。

以下のProfile Managementポリシー設定は、異なるマシンタイプに対する推奨ガイドラインで
す。これらは通常うまく機能しますが、展開の要件に応じてこれらから逸脱することもできます。

注：Citrix virtual desktops展開では、ログオフ時にローカルキャッシュされたプロファイルを削
除、プロファイルストリーミング、および常にキャッシュが自動構成機能によって適用されます。

ポリシー 永続的かつ専用 永続的かつ共有 プロビジョニン
グ済みかつ専用

プロビジョニン
グ済みかつ共有

ログオフ時に
ローカルに
キャッシュされ
たプロファイル
を削除

無効 有効 無効 (注 5) 有効

プロファイルス
トリーミング

無効 有効 有効 有効

常にキャッシュ 有効 (注 1) 無効 (注 2) 無効 (注 6) 無効

アクティブライ
トバック

無効 無効 (注 3) 有効 有効

ローカル管理者
ログオンの処理

有効 無効 (注 4) 有効 有効 (注 7)

注

このマシンタイプではプロファイルストリーミングが無効になっているため、「常にキャッ
シュ」設定は常に無視されます。

「常にキャッシュ」を無効にします。ただし、このポリシーを有効にし、ファイルサイズ制限
(MB単位) を定義することで、ログオン後できるだけ早く大きなファイルがプロファイルに読
み込まれるようにすることができます。このサイズ以上のファイルは、できるだけ早くローカ
ルにキャッシュされます。
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3.

4.

5.

6.

7.

Citrix Virtual Appsサーバー間をローミングするユーザーのプロファイルの変更を保存する場合
を除き、「アクティブライトバック」を無効にします。この場合は、このポリシーを有効にし
ます。

ホスト型共有デスクトップの場合を除き、「ローカル管理者ログオンの処理」を無効にしま
す。この場合は、このポリシーを有効にします。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルの削除を無効にします。これにより、
ローカルにキャッシュされたプロファイルが保持されます。マシンは個々のユーザーに割り当
てられているため、プロファイルがキャッシュされているとログオンが速くなります。

常にキャッシュを無効にします。ただし、このポリシーを有効にし、ファイルサイズ制限 (MB

単位) を定義することで、ログオン後できるだけ早く大きなファイルがプロファイルに読み込
まれるようにすることができます。このサイズ以上のファイルは、できるだけ早くローカルに
キャッシュされます。

Citrix仮想アプリサーバー間をローミングするユーザーのプロファイルを除き、ローカル管理者
のログオンを処理することを有効にします。この場合、このポリシーを無効にします。

モバイルまたは静的
マシンはActive Directoryドメインに常時接続されていますか？ラップトップや同様のモバイルデ
バイスは、おそらく接続されていません。同様に、一部の展開では、永続的なローカルストレー
ジを持つ固定マシンがあるかもしれませんが、それらのマシンはデータセンターから長期間分離
されている可能性があります。例えば、リモート支店が衛星通信によって本社と接続されている場
合などです。別の例としては、インフラストラクチャが復元中で、電力や通信が断続的になる災害
復旧の場合が挙げられます。

通常、ネットワークが利用できない間にユーザーがログオフしない限り、Profile Managementは
短時間のネットワーク障害（24時間未満）に対して回復力があります。このような状況では、ロ
グオンプロセスを大幅に高速化するいくつかの方法でProfile Managementを最適化できます。これ
が静的ケースです。

長期間の切断が予想される場合、または企業ネットワークから切断されている間にユーザーがコ
ンピューターをログオフまたはシャットダウンできる必要がある場合、Profile Managementを最
適化することはできません。ユーザーが再接続すると、プロファイル全体がユーザーストアから
フェッチされるため、ログオンが遅くなります。これがモバイルケースです。

モバイルケース

長期間の切断（およびActive Directoryドメインへの断続的な接続のみ）の場合、Offline profile 

supportポリシーを有効にします。このアプローチにより、サポートされていない最適化を制御す
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•

•

る以下のポリシーの効果が自動的に無効になります。これらのポリシーはグループポリシーで無
効になっているように見えないかもしれませんが、効果はありません。

プロファイルストリーミング

常にキャッシュ

注: Offline profile supportが有効になっている場合、 Active write backは尊重されますが、コン
ピューターがネットワークに接続されている場合にのみ機能します。

静的ケース

ポリシー: オフラインプロファイルのサポート

短期間の切断の場合、Offline profile supportポリシーを無効にします。これにより、以下のいずれ
かのポリシーを設定できます。

ポリシー: ストリームされたユーザープロファイルグループ

Streamed user profile groupsポリシーを「未構成」に設定します。このポリシーを有効にしても、
Profile streamingも有効になっている場合にのみ効果があります。Streamed user profile groups

は、ストリーミングプロファイルの利用を特定のActive Directoryユーザーグループに制限するた
めに使用されます。これは、Profile Managementの古いバージョンから移行する際の一部のシナリ
オで役立ちます。このポリシーの設定方法については、「ユーザープロファイルのストリーミング
」を参照してください。

このポリシーに適用される高可用性と災害復旧に関する情報については、「シナリオ4 - 移動ユー
ザー」を参照してください。

ポリシー: 保留中のエリアロックファイルのタイムアウト

保留中のエリアロックファイルのタイムアウトポリシーを「未構成」に設定すると、保留中のエ
リアロックの1日間のタイムアウトであるデフォルトの操作が適用されます。これはサポートされ
ている唯一の値であるため、このポリシーを調整しないでください。

ポリシー: アクティブなライトバック

このポリシーの詳細については、永続的またはプロビジョニング済み、および専用または共有を
参照してください。

使用中のアプリケーション
展開で使用されているアプリケーションは、Profile Management の構成方法に影響します。ただ
し、他の構成決定とは対照的に、簡単な「はい」または「いいえ」の推奨事項はありません。決
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•

•

•

◦

◦

◦

◦

◦

•

◦

定は、アプリケーションが永続的なカスタマイズをどこに保存するか（レジストリまたはファイ
ルシステム内）によって異なります。

アプリケーションが設定とユーザーのカスタマイズをどこに保存するかを特定するため、ユー
ザーのアプリケーションを徹底的に分析し、理解してください。Process Monitor などのツールを
使用して、アプリケーションバイナリを監視します。Google も別の情報源です。Process Monitor 

の詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/downloads/

procmon>  を参照してください。

アプリケーションの動作を理解したら、インクルージョンを使用して、処理されるファイルと設
定を定義します。エクスクルージョンを使用して、処理されないものを定義します。デフォルトで
は、プロファイル内のすべてのものが、 AppData\Local  内のファイルを除いて処理されます。
展開に次のいずれかのアプリケーションが含まれている場合、 AppData\Local  のサブフォル
ダーを明示的に含める必要がある場合があります。

DropBox

グーグル クローム

Visual Studio のワンクリック公開で作成されたアプリケーション

シンプルなアプリケーション

シンプルなアプリケーションとは、適切に動作するアプリケーションのことです。これらは、パー
ソナライズ設定を HKCU レジストリハイブに、パーソナライズファイルをプロファイル内に保存
します。シンプルなアプリケーションには基本的な同期が必要であり、そのためには次の方法で項
目を含めたり除外したりする必要があります。

これらのポリシーでの相対パス（%USERPROFILE% に対する相対パス）:

同期するディレクトリ

同期するファイル

除外リスト - ディレクトリ

除外リスト - ファイル

ミラーリングするフォルダー

注: %USERPROFILE% は Profile Management によって暗黙的に指定されます。これらのポリ
シーに明示的に追加しないでください。

これらのポリシーでのレジストリ相対パス（HKCU ルートに対する相対パス）:

除外リスト
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•

包含リスト

項目のインクルードとエクスクルードの手順については、項目のインクルードとエクスクルード
を参照してください。

レガシーアプリケーション

レガシーアプリケーションは適切に動作しません。これらは、パーソナライズファイルをプロ
ファイル外のカスタムフォルダーに保存します。推奨される解決策は、レガシーアプリケーション
で Profile Management を使用するのではなく、Citrix Virtual Desktops の Personal vDisk 機能を使
用することです。

複雑なアプリケーション

複雑なアプリケーションには特別な処理が必要です。アプリケーションのファイルは相互参照す
ることができ、相互に関連するグループとして扱われる必要があります。Profile Managementは、
複雑なアプリケーションに関連する2つの動作（Cookie管理とフォルダーミラーリング）をサポー
トしています。

Internet ExplorerでのCookie管理は、基本的な同期の特殊なケースであり、以下の両方のポリシー
が常に指定されます。

ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

ミラーリングするフォルダー

フォルダーミラーリング、Cookie管理の詳細、およびこれらのポリシーの設定方法については、
「Cookieフォルダーおよびその他のトランザクションフォルダーの管理」を参照してください。

クロスプラットフォームアプリケーション

クロスプラットフォームアプリケーションとは、複数のプラットフォームでホストされる可能性
のあるアプリケーションです。Internet ExplorerおよびMicrosoft Officeの特定のバージョンでは、
Profile Managementはプラットフォーム間でのパーソナライズ設定の共有をサポートしています。
これらの設定は、レジストリまたはプロファイル内のファイルとして保存されます。

クロスプラットフォームアプリケーションに推奨されるポリシー設定は、「クロスプラット
フォーム設定 - ケーススタディ」に記載されています。

他のアプリケーションの設定をプラットフォーム間で共有したい場合は、SepagoのProfile 

Migratorを使用することをお勧めします。
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•

JavaおよびWebアプリケーション

Javaアプリケーションはプロファイル内に多くの小さなファイルを残すことがあり、これにより
プロファイルの読み込み時間が劇的に増加する可能性があります。したがって、
AppData\Roaming\Sun\Java を除外することを検討してください。

ポリシーの概要

次の表は、さまざまな種類のアプリケーションに対してProfile Managementを構成するために使
用するポリシーをまとめたものです。表では次の用語が使用されています。

相対。ローカルボリューム上の相対パスで、%USERPROFILE%に対する相対パス
（%USERPROFILE%は指定してはなりません）。例: 

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat 、 AppData\Roaming\Adobe\ 。

絶対。ローカルボリューム上の絶対パス。例: C:\BadApp&ast;.txt 、 C:

\BadApp\Database\info.db 。

レジストリ相対。HKCUハイブ内のパスを指します。例: Software\Policies 、
Software\Adobe 。

フラグ。パス情報が不要な処理を有効または無効にするためにフラグを使用します。例: 有
効、無効。

ポリシー ポリシーの種
類 (レジスト
リ、フォル

ダー、または
ファイル)

ワイルドカー
ドのサポー

ト?

アプリケー
ションの種類

- シンプル

アプリケー
ションの種類

- レガシー

アプリケー
ションの種類

- 複雑

同期する
ディレクト
リ

フォルダ はい 相対 絶対値

同期する
ファイル

ファイル はい 相対 絶対値

除外リスト - 
ディレクト
リ

フォルダ はい 相対 絶対値

除外リスト - 
ファイル

ファイル はい 相対 絶対値
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ポリシー ポリシーの種
類 (レジスト
リ、フォル

ダー、または
ファイル)

ワイルドカー
ドのサポー

ト?

アプリケー
ションの種類

- シンプル

アプリケー
ションの種類

- レガシー

アプリケー
ションの種類

- 複雑

包含リスト レジストリ レジストリ
相対

除外リスト レジストリ レジストリ
相対

ミラーリン
グするフォ
ルダー

フォルダ 絶対値 相対

ログオフ時
にインター
ネット
Cookieファ
イルを処理
する

フラグ

ファイル名とフォルダー名でのワイルドカード処理

ファイルとフォルダー（レジストリエントリではない）を参照するポリシーは、ワイルドカード
をサポートしています。詳しくは、「ワイルドカードの使用」を参照してください。

包含ルールと除外ルール

Profile Managementは、ユーザープロファイル内のファイル、フォルダー、およびレジストリ
キーをユーザープロファイルストアに含めたり除外したりするためのルールを使用します。これら
のルールにより、合理的で直感的な動作が実現されます。デフォルトではすべての項目が含まれま
す。そこから、トップレベルの例外を除外として構成し、次にトップレベルの例外に対するより
深い例外を包含として構成するといったことができます。ルールに関する詳細、および項目の包
含と除外の手順については、「項目の包含と除外」を参照してください。

プロファイル内の英語以外のフォルダー名

バージョン1プロファイルを使用する英語以外のシステムでは、包含リストと除外リストに相対パ
スをローカル言語で指定します。たとえば、ドイツ語システムでは、Documentsではなく
Dokumentenを使用します。複数のロケールをサポートしている場合は、各言語で包含または除
外する項目をそれぞれ追加します。
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1.

2.

3.

次のステップ

構成の決定に記載されているすべての質問に回答します。

回答に基づいて、展開環境に合わせてProfile Managementを構成します。その他のすべてのポ
リシーはデフォルトのままにしておくことができます。

構成してはならないポリシーのリストについては、「管理」の「構成を必要としないポリシー
」を参照してください。

ローカルGPOでProfile Managementをテストするで説明されているように、設定をテストおよ
び確認してから、Profile Managementを有効にします。

複数のプラットフォームの計画

複数のプラットフォーム上のユーザープロファイルがなぜこれほど課題
となるのか?
ユーザーが複数のコンピューティングデバイスにアクセスすることは一般的です。あらゆる種類の
ローミングプロファイルにおける課題は、これらのデバイス上のシステム間の違いから生じま
す。例えば、デスクトップにローカルファイルへのショートカットを作成し、別のデバイスに移
動したときにそのファイルが存在しない場合、デスクトップには壊れたショートカットが残りま
す。

シングルセッションのオペレーティングシステム (OS) とマルチセッションのOS間でローミング
する場合にも同様の問題が発生します。一部の設定（電源設定やビデオ設定など）は、サーバー
では適用できない場合があります。さらに、各デバイスでアプリケーションが同様にインストール
されていない場合、ローミング時に他の問題が発生する可能性があります。

一部のパーソナライズ設定（マイ ドキュメント、お気に入り、およびOSやアプリケーションの
バージョンに依存せずに機能するその他のファイルなど）は、他の設定よりもはるかに管理が容
易です。しかし、ドキュメントタイプが1つのシステムでのみサポートされている場合、これらの
設定でさえローミングが困難になることがあります。例えば、ユーザーが1つのシステムに
Microsoft Projectをインストールしているが、別のデバイスではそのファイルタイプが認識されな
い場合などです。同じアプリケーションが2つのシステムに存在し、一方のシステムでは異なるア
ドオンがインストールされており、ドキュメントによってそれが期待される場合、この状況はさら
に悪化します。
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アプリケーションのインストール方法を変更すると、どのような問題が
発生するか?
プラットフォームが同じようにインストールされていても、各プラットフォームでアプリケーショ
ンが異なる方法で構成されている場合、アプリケーションの起動時にエラーが発生する可能性が
あります。例えば、あるプラットフォームのExcelではマクロやアドオンがアクティブになるが、
別のプラットフォームではアクティブにならない、といった場合です。

スタートメニュー
スタートメニューにはリンク（LNKおよびLNK2ファイル）が含まれています。メニューのユー
ザー固有の部分はプロファイルに保存されており、ユーザーはその部分を変更できます。カスタム
リンク（実行可能ファイルやドキュメントへのリンク）を追加することは一般的です。さらに、
言語固有のリンクは、同じアプリケーションに対して複数のスタートメニューエントリを生成し
ます。また、ドキュメントを指すリンクは、他のコンピューターでは無効になる場合があります。
その理由は、ドキュメントへのパスが別のシステムに対する相対パスであるか、アクセスできな
いネットワークパスであるためです。

デフォルトでは、Profile Managementはスタートメニューフォルダーの内容を保存しません。こ
れは、実行可能ファイルを指すリンクがコンピューターに依存することが多いためです。ただ
し、システムが類似している状況では、Profile Managementの構成にスタートメニューを含める
ことで、ユーザーがデスクトップ間をローミングする際の整合性が向上します。あるいは、フォル
ダーリダイレクトを使用してスタートメニューを処理することもできます。

注: 最も無害に見える変更からでも、予測不能な副作用が生じることがよくあります。例えば、
Sepagoブログの <https://helgeklein.com/blog/2009/09/citrix-user-profile-manager-

upm-and-the-broken-rootdrive/> にある記事を参照してください。

常にプラットフォーム間でスタートメニューの動作をテストし、検証してください。

クイック起動ツールバー
クイック起動ツールバーにはリンクが含まれており、ユーザーが設定できます。デフォルトでは、
クイック起動ツールバーはProfile Managementによって保存されます。環境によっては、リンクが
コンピューターに依存する可能性があるため、クイック起動ツールバーの保存が望ましくない場
合があります。

プロファイルからツールバーを除外するには、フォルダー除外リストに次のエントリを追加しま
す。 AppData\Roaming\Microsoft\Internet Explorer\Quick Launch 。
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作成するプロファイルの種類?
重要: 構造の違いがあるため、複数のプラットフォームを含む環境では、各ユーザーに対して個別
のバージョン1およびバージョン2プロファイルを作成することをお勧めします。Windows Vistaと
Windows 7のプロファイル名前空間の違いにより、これらのプラットフォーム間でプロファイルを
共有することは困難です。また、Windows XPとWindows Server 2003の間でも障害が発生する可
能性があります。バージョン1およびバージョン2プロファイルの詳細は、 プロファイルについて
を参照してください。

ここでの複数プラットフォームの定義には、複数のオペレーティングシステム（異なるビット数
を含む）だけでなく、同じオペレーティングシステム上で実行される複数のアプリケーション
バージョンも含まれます。次の例は、この推奨事項の理由を示しています。

32ビットシステムには、オペレーティングシステムに32ビットオペレーティングシステムに固
有の場所でアプリケーションを起動するよう指示するレジストリキーが含まれている場合があ
ります。64ビットシステムでCitrix®ユーザープロファイルによってそのキーが使用される場
合、そのシステムにはその場所が存在せず、アプリケーションの起動に失敗する可能性があり
ます。

Microsoft Office 2003、Office 2007、およびOffice 2010は、一部のWord設定を異なるレジスト
リキーに保存します。これらのアプリケーションが同じオペレーティングシステム上で実行さ
れる場合でも、Wordアプリケーションの3つの異なるバージョンごとに個別のプロファイルを
作成する必要があります。

プロファイルの相互運用性を確保するために、CitrixユーザープロファイルでMicrosoftフォルダー
リダイレクトを使用することをお勧めします。Windows VistaまたはWindows 7がWindows XPと
共存する必要がある環境では、これはさらに重要です。

ヒント: 組織のデータ管理ポリシーによっては、Active Directoryから削除されたユーザーアカウン
トのプロファイルをユーザー ストアおよびクロスプラットフォーム設定ストアから削除すること
をお勧めします。

複数のファイルサーバーでCitrix®ユーザープロファイルを
共有する
Profile Managementの最もシンプルな実装は、ユーザーストアが1つの地理的場所にいるすべての
ユーザーをカバーする1つのファイルサーバー上にあるものです。このトピックでは、複数のファ
イルサーバーを含む、より分散された環境について説明します。高度に分散された環境について
は、(/ja-jp/profile-management/2305/plan/high-availability-disaster-recovery.html)を参照してくださ
い。
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注: クォータがいっぱいになるとデータ損失が発生し、プロファイルをリセットする必要があるた
め、ユーザーストアのサーバー側ファイルクォータを無効にしてください。サーバー側ファイル
クォータが有効になっている別のボリュームへのフォルダーリダイレクトを使用することで、プ
ロファイルに保持される個人データ（例: ドキュメント、ミュージック、ピクチャ）の量を制限す
る方が良いです。

ユーザーストアは複数のファイルサーバーに配置できます。これは、多数のプロファイルをネット
ワーク全体で共有する必要がある大規模な展開でメリットがあります。Profile Managementは、
ユーザーストアを単一の設定「ユーザーストアへのパス」で定義するため、この設定に属性を追
加することで複数のファイルサーバーを定義します。Active Directoryのユーザースキーマで定義さ
れている任意のLDAP属性を使用できます。詳細については、 <https://docs.microsoft.com/

ja-jp/windows/win32/adschema/attributes-all?redirectedfrom=MSDN> を参照してくださ
い。

ユーザーが異なる都市にある学校にいると仮定し、これを表すために#l#属性（場所を示す小文字
のL）が構成されているとします。ロンドン、パリ、マドリードに拠点があります。ユーザースト
アへのパスを次のように構成します。

\&num;l#.userstore.myschools.net\profile&num;sAMAccountName#\%ProfileVer%\

パリの場合、これは次のように展開されます。

\\Paris.userstore.myschools.net\profile\JohnSmith\v1\

次に、利用可能なサーバー間で都市を分割します。たとえば、DNSで
Paris.userstore.myschools.netをServer1を指すように設定します。

このように属性を使用する前に、そのすべての値を確認してください。それらはサーバー名の一部
として使用できる文字のみを含んでいる必要があります。たとえば、#l#の値にはスペースが含ま
れていたり、長すぎたりする場合があります。

#l#属性を使用できない場合は、同様のパーティショニングを実現する#company#や#department#

などの他の属性についてADユーザースキーマを調べてください。

カスタム属性を作成することもできます。Active Directory Explorer（ Sysinternals ツール）を
使用して、特定のドメインに対してどの属性が定義されているかを確認します。Active Directory 

Explorerは <https://docs.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/downloads/adexplorer> で
入手できます。

注: プロファイルやサーバーを区別するために、%homeshare%などのユーザー環境変数を使用し
ないでください。Profile Managementはシステム環境変数を認識しますが、ユーザー環境変数は
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認識しません。ただし、関連するActive Directoryプロパティ #homeDirectory# を使用できます。
したがって、ユーザーのHOMEディレクトリと同じ共有にプロファイルを保存したい場合は、ユー
ザーストアへのパスを #homeDirectory#\profiles として設定します。

ユーザーストアへのパスでの変数の使用は、以下のトピックで説明されています。

ユーザーストアへのパスを指定する

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

OU内
プロファイル管理が組織単位 (OU) 内でプロファイルを管理する方法を制御できます。Windows 

Server 2008環境では、Windows Management Instrumentation (WMI) フィルタリングを使用し
て、.admまたは.admxファイルをOU内のコンピューターのサブセットに制限します。WMIフィル
タリングは、Service Pack 1 (GPMC with SP1) を含むグループポリシー管理コンソールの機能で
す。

WMIフィルタリングの詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-

versions/windows/it-pro/windows-server-2003/cc779036(v=ws.10)> および <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2003/

cc758471(v=ws.10)> を参照してください。

GPMC with SP1の詳細については、 <https://www.microsoft.com/ja-jp/download/

details.aspx?id=21895> を参照してください。

次の方法を使用すると、単一のOUで単一のグループポリシーオブジェクト (GPO) を使用して、異
なるOSを持つコンピューターを管理できます。各方法は、ユーザーストアへのパスを定義するた
めの異なるアプローチです。

ハードコードされた文字列

プロファイル管理変数

システム環境変数

ハードコードされた文字列は、1種類のコンピューターのみを含む場所を指定します。これによ
り、それらのコンピューターからのプロファイルをプロファイル管理によって一意に識別できま
す。たとえば、Windows 7コンピューターのみを含むOUがある場合、ユーザーストアへのパスに
\server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\Windows7 を指定できます。この例では、
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Windows7フォルダーがハードコードされています。ハードコードされた文字列は、プロファイル
管理サービスを実行するコンピューターでのセットアップを必要としません。

プロファイル管理変数は、コンピューターを一意に識別するために柔軟に組み合わせることがで
き、セットアップを必要としないため、推奨される方法です。たとえば、異なるビット数のオペ
レーティングシステムで実行されているWindows 7およびWindows 8プロファイルを含むOUがあ
る場合、ユーザーストアへのパスに \server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%!

CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! を指定できます。この例では、2つのプロファイル管理変数は、
Win7x86 (Windows 7 32ビットオペレーティングシステムで実行されているプロファイルを含む) 

およびWin8x64 (Windows 8 64ビットオペレーティングシステムで実行されているプロファイルを
含む) のフォルダーに解決される可能性があります。プロファイル管理変数の詳細については、プ
ロファイル管理ポリシーを参照してください。

システム環境変数には、いくつかの構成が必要です。これらは、プロファイル管理サービスを実
行する各コンピューターでセットアップする必要があります。プロファイル管理変数が適さない
場合は、次のようにシステム環境変数をユーザーストアへのパスに組み込むことを検討してくだ
さい。

各コンピューターで、%ProfVer%というシステム環境変数をセットアップします。(ユーザー環境
変数はサポートされていません。) 次に、ユーザーストアへのパスを次のように設定します。

`\\upmserver\upmshare\%username%.%userdomain%\%ProfVer%`

たとえば、Windows 7 32ビットコンピューターでは%ProfVer%の値をWin7に、Windows 7 64

ビットコンピューターではWin7x64に設定します。Windows Server 2008 32ビットおよび64ビッ
トコンピューターでは、それぞれ2k8と2k8x64を使用します。これらの値を多くのコンピューター
で手動で設定するのは時間がかかりますが、Provisioning Servicesを使用する場合は、ベースイ
メージに変数を追加するだけで済みます。

ヒント: Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2012では、グループポリシーを使用して
環境変数の作成と適用を高速化できます。グループポリシー管理エディターで、 コンピューター
の構成 > 基本設定 > Windows の設定 > 環境 をクリックし、次に 操作 > 新規 > 環境変数 をク
リックします。

OU間
Profile Management が OU 間でプロファイルを管理する方法を制御できます。OU の階層と GPO 

の継承によっては、複数の OU に適用される Profile Management ポリシーの共通セットを 1 つの
GPO に分離できます。たとえば、ユーザー ストアへのパスとProfile Management を有効にする
は、すべての OU に適用する必要があります。したがって、これらを専用の GPO に個別に保存
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し、そこでこれらのポリシーのみを有効にする（他のすべての GPO では未構成のままにする）こ
とができます。

専用の GPO を使用して、継承されたポリシーを上書きすることもできます。GPO の継承につい
ては、Microsoft の Web サイトを参照してください。

Profile Managementにおけるドメインとフォレストのサポー
ト
Profile Managementは、Windows Server 2008およびWindows Server 2012のドメインおよびフォ
レストの機能レベルをサポートしています。古いオペレーティングシステムはサポートされていま
せん。

システム環境変数を使用すると、複数のドメインにおけるユーザー名の曖昧さを解消するのに役
立ちます。詳細については、「OU内およびOUをまたがるプロファイルの管理」を参照してくださ
い。

Profile Management を使用した高可用性と災害復旧
前提条件として、ユーザー ストアの構造と作成方法を理解してください。詳細については、
「Profile Management のアーキテクチャ」および「ユーザー ストアの作成」を参照してくださ
い。

これらのトピックでは、Citrix Profile Management に適用される高可用性および災害復旧のサポー
ト対象シナリオについて説明します。シナリオを関連する基盤となる Microsoft テクノロジーと関
連付け、サポートされている内容を特定します。

シナリオ 1: 地理的に隣接するユーザー ストアとフェールオーバー クラスターの基本設定

シナリオ 2: 複数のフォルダー ターゲットとレプリケーション

シナリオ 3: 災害復旧

シナリオ 4: 移動ユーザー

シナリオ 5: ユーザー ストアの負荷分散

Profile Management は、信頼性の高い環境で動作することを前提としています。この信頼性は主
に、Active Directory (AD) とネットワーク ユーザー ストア (NUS) の可用性に適用されます。どち
らかが利用できない場合、Profile Management はプロファイルを提供できず、Windows に責任を
委ねます。Windows は通常、デフォルトのプロファイルを提供します。
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移動プロファイルとの比較
災害復旧および高可用性のシナリオでは、Citrix Profile Management は Microsoft 移動プロファイ
ルに影響するのと同じ問題の影響を受ける可能性があります。特に明記されていない限り、Profile 

Management はそのような問題を解決しません。

特に、次の点に注意してください。

Profile Management のサポートは、移動プロファイルもサポートされているシナリオに限定さ
れます。

オフライン ファイルのキャッシュ オプションは、移動ユーザー プロファイル共有で無効にす
る必要があります。同じ制限が Profile Management 共有にも適用されます。

移動プロファイルは DFS 共有からロードされません。同じ制限が Profile Management 共有に
も適用されます。詳細については、 <https://support.microsoft.com/ja-jp/help/

2533009>  を参照してください。

シナリオ 1 - 地理的に隣接するユーザー ストアとフェールオーバー クラ
スターの基本的なセットアップ
「ユーザーには、常に地理的に隣接した、優先されるネットワーク ユーザー ストア (NUS) をプロ
ファイルに使用させたい。」この場合、オプション 1 と 2 が適用されます。

「NUS をフェールオーバー クラスター上に配置して、高可用性を実現したい。」この場合、オプ
ション 2 が適用されます。

次の図は、このシナリオを示しています。北米 (NA) のユーザーは、ブリスベンの NUS ではな
く、ニューヨークの NUS を使用したいと考えています。目的は、遅延を減らし、オーストラリア
またはニュージーランド (ANZ) への大陸間リンクを介して送信されるトラフィックを最小限に抑
えることです。

図(/en-us/profile-management/2305/media/upm-ha-dr-scenario1-1.png)

オプション 1 – DFS 名前空間

背景情報

Microsoft DFS 名前空間テクノロジーの概要については、DFS 名前空間の概要を参照してくださ
い。

このオプションの実装

DFS 名前空間は、ブログ記事で提示された問題の一部を解決できます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-namespaces/dfs-overview


プロファイル管理 2305 

44

\\MyCorp\Profiles という NUS の名前空間を設定しましょう。これは名前空間ルートです。
ニューヨークとブリスベン (およびその他のサイト) に名前空間サーバーを設定します。各名前空
間サーバーには、各 Active Directory の場所に相当するフォルダーがあり、それらのフォルダーは
ニューヨークまたはブリスベンのサーバー上のターゲットを持っています。

Active Directory (ユーザー レコードの一部) には、次の場所が構成されている場合があります。

AD ロケーション属性 (#L#) 地理的な場所

ワガワガ ANZ

ダーウィン ANZ

ブリスベン ANZ

オークランド ANZ

シアトル 該当なし

サンディエゴ 該当なし

ウェストパームビーチ 該当なし

ポキプシー、ニューヨーク 該当なし

以下の図は、DFS名前空間を使用してこれを設定する1つの方法を示しています。

グラフィック(/en-us/profile-management/2305/media/upm-ha-dr-scenario1-option1-1.png)

設定が完了したら、ユーザー ストアへのパス設定を次のように構成します。

\\MyCorp\Profiles&num;l#

8つのサイトに属するユーザーのプロファイルは、シナリオで要求される地理的制約を満たすよう
に、わずか2つのサーバーに分散されます。

代替案

名前空間ターゲットを順序付けし、次のように順序付けルールを使用できます。DFS名前空間が
使用するターゲットを解決する際、ローカルサイト内のターゲットのみが選択されるように指定
できます。これは、特定のユーザーに対して、すべてのデスクトップとサーバーが同じサイトに属
することが保証されている限り機能します。
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例えば、通常ポキプシーを拠点とするユーザーがワガワガを訪れた場合、この手法は失敗しま
す。そのユーザーのラップトッププロファイルはブリスベンから来るかもしれませんが、公開され
たアプリケーションで使用されるプロファイルはニューヨークから来るかもしれません。

推奨される手法であるAD属性を使用すると、ユーザーが開始するすべてのセッションで同じDFS

名前空間の選択が行われることが保証されます。その理由は、#l# がマシンの構成ではなく、ユー
ザーのAD構成から派生するためです。

オプション2 - フェールオーバークラスタリングを使用したDFS名前空間

背景情報

2ノードファイルサーバーフェールオーバークラスターの構成に関するステップバイステップ
ガイドについては、2ノードクラスター化ファイルサーバーの展開を参照してください。

名前空間タイプの選択に関する情報については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

windows-server/storage/dfs-namespaces/choose-a-namespace-type> を参照してくださ
い。

このオプションの実装

フェールオーバークラスタリングを追加することで、基本的な高可用性を提供できます。

このオプションの重要な点は、ファイルサーバーをフェールオーバークラスターに変換し、フォ
ルダーターゲットが単一のサーバーではなくフェールオーバークラスターでホストされるように
することです。

名前空間サーバー自体に高可用性が必要な場合は、スタンドアロンの名前空間を選択する必要が
あります。ドメインベースの名前空間は、名前空間サーバーとしてフェールオーバークラスターの
使用をサポートしていません。フォルダーターゲットは、名前空間サーバーのタイプに関係な
く、フェールオーバークラスターでホストされる場合があります。

重要: フェールオーバークラスター内のサーバーが失敗した場合、ファイルロックの状態が保持さ
れない可能性があります。Profile Managementは、プロファイル処理中の特定の時点でNUS上の
ファイルロックを解除します。重要な時点でのフェールオーバーがプロファイルの破損につなが
る可能性があります。

シナリオ 2 - 複数のフォルダーターゲットとレプリケーション
「ローカルのNUSが利用できない場合、ユーザーは企業ネットワーク上の別のバックアップ場所
からプロファイルデータを取得できるようにしたい。変更を行った場合、その変更は、優先NUS

が再び利用可能になったときに、そのNUSに戻される必要がある。」

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/failover-clustering/deploy-two-node-clustered-file-server
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このシナリオにおける基本的な要件は、ネットワーク上でプロファイルの代替場所を提供するこ
とです。ユースケースには、ネットワークインフラストラクチャの部分的な障害や、フェールオー
バークラスターなどのフォルダーターゲットの完全な利用不能が含まれます。

考慮すべきオプションは、複数のフォルダーターゲットの使用とDFSレプリケーションの使用で
す。

オプション 1 - 複数のフォルダーターゲットへのリフェラル

背景情報

DFS名前空間のチューニングについては、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-

server/storage/dfs-namespaces/tuning-dfs-namespaces> を参照してください。

このオプションについて

リフェラルとは、ユーザーデバイスによって順番に試行されるターゲットの順序付きリストです。
これは、ソフトウェアライブラリのようにターゲットが読み取り専用であるシナリオ向けに設計
されています。ターゲット間にリンクがないため、この手法をプロファイルで使用すると、同期で
きない複数のプロファイルが作成される可能性があります。

ただし、リフェラルのターゲットに対して、順序付け方法とターゲット優先度の両方を定義する
ことは可能です。適切な順序付け方法を選択すると、すべてのユーザーセッションによって一貫し
たターゲットが選択されるように見えます。しかし実際には、ユーザーのすべてのデバイスが同じ
サイト内にある場合でも、サイト内ルーティングの問題により、異なるセッションによって異なる
ターゲットが選択される可能性があります。この問題は、デバイスがリフェラルをキャッシュす
るとさらに複雑になる可能性があります。

重要: このオプションはProfile Managementの展開には適しておらず、サポートされていません。
ただし、ファイルレプリケーションは、単一セッションのみが保証され、 アクティブライトバッ
クが無効になっている一部の特殊な展開で使用されてきました。これらの特殊なケースについて
は、Citrix Consultingにお問い合わせください。

オプション 2 - 分散ファイルシステムレプリケーション

背景情報

分散ファイルシステムレプリケーション (DFSR) の概要については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-replication/dfsr-

overview> を参照してください。

レプリケートされたユーザープロファイルデータのサポートに関する声明については、
<https://techcommunity.microsoft.com/t5/ask-the-directory-services-team/
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microsoft-8217-s-support-statement-around-replicated-user/ba-p/398230> を参照
してください。

DFSRが分散ファイルロックをサポートしない理由を理解するには、 <https://

blogs.technet.com/b/askds/archive/2009/02/20/understanding-the-lack-of-

distributed-file-locking-in-dfsr.aspx> を参照してください。

このオプションの実装

DFSレプリケーションは、帯域幅が制限されたネットワーク接続を介したフォルダー同期を提供
します。このオプションは、単一の名前空間フォルダー定義が参照する複数のフォルダーター
ゲットを同期するため、オプション1の問題を解決するように見えます。実際、フォルダーがフォ
ルダー定義のターゲットとして追加されると、レプリケーショングループに属するものとして指定
できます。

考慮すべきレプリケーションには2つの形式があります。

一方向レプリケーション（アクティブ-パッシブ レプリケーションとも呼ばれる）は、重要な
データを安全なリポジトリにバックアップするために設計されています。このレプリケーショ
ンは、たとえば災害復旧サイトの維持に適しています。パッシブターゲットが参照に対して無
効になっており、災害復旧計画がアクティブ化されたときにのみ呼び出される限り、Profile 

Managementで機能させることができます。

双方向レプリケーション（アクティブ-アクティブ レプリケーションとも呼ばれる）は、グ
ローバル共有データへのローカルな読み取り/書き込みアクセスを提供することを目的としてい
ます。ここでは、即時レプリケーションは必ずしも要件ではありません。共有データは頻繁に
変更されない場合があります。 重要: アクティブ-アクティブ DFSR はサポートされていませ
ん。

スケジュールは、データがレプリケートされる頻度を定義します。頻繁なスケジュールはCPUと
帯域幅の両方でより集中的ですが、即時更新を保証するものではありません。

その操作のさまざまな時点で、Profile Managementは、(共有)ユーザー ストアへの更新を調整する
ために、NUSで特定のファイルをロックする必要があります。通常、これらの更新はセッション
の開始時と終了時、およびアクティブなライトバックが有効になっている場合はセッションの途
中で行われます。DFSレプリケーションでは分散ファイルロックがサポートされていないため、
Profile ManagementはNUSとして1つのターゲットしか選択できません。この設定により、双方向
レプリケーション（アクティブ-アクティブ レプリケーション）の価値が事実上排除され、した
がってProfile Managementには適しておらず、サポートされていません。一方向レプリケーション
（アクティブ-パッシブ レプリケーション）は、災害復旧システムの一部としてのみProfile 

Managementに適しています。その他の使用はサポートされていません。
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シナリオ 3 - ディザスターリカバリー
「Citrix®ユーザープロファイルを処理するための完全なディザスターリカバリーサイトをどのよう
に設定すればよいですか？」

Profile Managementは、ディザスターリカバリー (DR) に必要な主要な機能をサポートしていま
す。

DFS名前空間。このシナリオでは、DRサイトが独自の名前空間サーバーを持つことができる
ため、ドメインベースの名前空間サーバーが推奨されます。(スタンドアロンの名前空間サー
バーはレプリケートできませんが、フェールオーバークラスターでホストできます。)

複数のフォルダーターゲットとDFSレプリケーション。各NUSに対して、少なくとも2つの
ターゲットを提供しますが、通常運用では1つのみを有効にします。無効になっているター
ゲット (DRサイトにある) が最新の状態に保たれるように、一方向のDFSレプリケーションを
設定します。

個々のフォルダーターゲットをホストするためのフェールオーバークラスター。オプション。
DRサイトのリソースを無駄にする可能性があります。

この図では、ドメインベースの名前空間がNUSを管理しています。(シナリオ1の図では、意図的に
名前空間を含んでいませんでした。) DRサイトを含む各サイトに名前空間サーバーを含めること
ができます。すべてのサーバーは、名前空間の同じビューをサポートします。
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DR計画がアクティブ化された場合、DRサイトのNUSは、マスターNUSからレプリケートされた
変更で最新の状態になります。ただし、名前空間サーバーは依然として名前空間の誤ったビュー
を反映しているため、その構成を更新する必要があります。各フォルダーについて、マスターサイ
トのフォルダーターゲットを無効にし、DRサイトのフォルダーターゲットを有効にする必要があ
ります。

ADの更新が伝播した後、名前空間サーバーはDRフォルダーターゲットを正しく特定し、DRサイ
トはProfile Managementによって使用できるようになります。

注: ユーザーストアへのパス設定は、実際のサーバーではなく名前空間フォルダーを参照するた
め、Profile Managementの構成を更新する必要はありません。
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実際には、DRサイトは通常プロファイルには使用されないため、一方向または双方向のレプリ
ケーションが可能です。災害が終了すると、DRサイトからマスターサイトへの接続により、災害
中にNUSに加えられた変更がマスターサイトにレプリケートされます。

シナリオ 4 - 移動するユーザー
「私のスタッフが異なるオフィス間を移動する際、彼らの優先NUSを変更したい。そうすれば、
地理的に近いNUSを使い続けることができます。」

このシナリオの難点は、ユーザーのログオンセッションが複数の場所から集約される可能性があ
ることです。彼らは通常、デスクトップセッションをあるサイトから別のサイトへとローミングし
ます。しかし、彼らのアプリケーションの多くは、ユーザーのデスクトップの現在の場所を認識
しないバックエンドサーバーでホストされています。

さらに、ユーザーは、おそらくホームロケーションでホストされている切断されたセッションに
再接続する可能性があります。もし何らかの理由でセッションがユーザーの新しい場所にある
NUSに切り替えることを強制された場合、パフォーマンスが低下します。

ホットデスクを利用する出張者にとって、プロファイルストリーミングと常にキャッシュの設定
を使用することが最善の選択肢です。固定マシンを使用している場合でも、Citrix®ストリーミン
グユーザープロファイルを使用して迅速にログオンできます。常にキャッシュを有効にすると、プ
ロファイルの残りの部分がバックグラウンドで読み込まれます。

シナリオ 5 - ユーザー ストアの負荷分散
「複数の地理的に隣接するネットワーク ユーザー ストア (NUS) 間でユーザーの負荷分散を行いた
い。」

背景情報

Microsoft DFS 名前空間テクノロジーの概要については、DFS 名前空間の概要を参照してくださ
い。

シナリオ 1 とは異なり、このシナリオでは、複数の NUS を必要とするほど大規模な単一サイトが
あります。DFS 名前空間を使用することで、シナリオ 1 のソリューションを改善できます。

シナリオ 1 (オプション 1) では、DFS 名前空間を使用して、複数のサイトを同じサーバー上の異
なるフォルダーにマッピングしました。同様の手法を使用して、名前空間のサブフォルダーを異
なるサーバー上のフォルダーにマッピングできます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-namespaces/dfs-overview
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理想的には、ユーザー アカウントを同様のサイズのチャンクに分割する AD 属性 (例: 

#department#) が必要です。シナリオ 1 と同様に、#department# は常に定義され、正しいフォル
ダー名が含まれていることが保証されている必要があります。

シナリオ 1 と同様に、 \\MyCorp\Profiles  と呼ばれる NUS の名前空間を設定します。

この図は、名前空間の設定方法を示しています。

セットアップが完了したら、 設定を次のように構成します。

\\MyCorp\Profiles&num;l#&num;department#

この構成により、ワガワガのユーザーは、両方ともローカルである 2 つの NUS サーバーに分散さ
れます。
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Profile Management を使用したフォルダーリダイレクトの計
画
Profile Management はフォルダーリダイレクトをサポートしており、その使用が推奨されます。

Active Directory (AD) を使用すると、アプリケーションデータやドキュメントなどのフォルダーを
ネットワーク上の場所に保存（リダイレクト）できます。フォルダーの内容はリダイレクトされ
た場所に保存され、ユーザープロファイルには含まれないため、プロファイルのサイズが削減さ
れます。AD のバージョンによっては、リダイレクトできるフォルダーとできないフォルダーがあ
ります。さらに、フォルダーリダイレクトを構成することで、必須プロファイルを持つユーザー
は、プロファイルの使用を制限しながらも、一部の設定、ファイル、その他のデータを保存でき
ます。

一般的なガイドラインとして、ネットワーク帯域幅が許す限り、セッション内で定期的にアクセス
されないすべてのユーザーデータに対してフォルダーリダイレクトを有効にすることをお勧めし
ます。

リダイレクト可能なすべてのフォルダーが AD でアクセスできるわけではありません。特定のオペ
レーティングシステムでリダイレクトできるフォルダーは、レジストリの 

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\User Shell 

Folders  にあります。

フォルダーリダイレクトに関する重要な情報
Profile Management でフォルダーリダイレクトを使用する際の以下の重要な点に注意してくださ
い。

XenDesktop 7 では、Citrix Virtual Desktops™ ポリシーを使用して Studio でリダイレクトする
フォルダーを指定します。詳細については、Citrix Virtual Desktops のドキュメントを参照して
ください。

フォルダーリダイレクトを正常に構成するには、バージョン 1 とバージョン 2 のプロファイル
間のフォルダー構造の違いに注意してください。

フォルダーリダイレクトを使用する際のセキュリティに関する詳細については、Secure およ
び Microsoft TechNet Web サイトの「Folder Redirection Overview」の記事を参照してくださ
い。

ユーザーストアは、リダイレクトされたフォルダーに使用される共有とは異なるものとして
扱ってください。

リダイレクトされたフォルダーを除外リストに追加しないでください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/folder-redirection-rup-overview
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•

このビデオで詳細を確認してください。

サードパーティのディレクトリ、認証、およびファイル
サービス
この記事では、Microsoft が提供するサービス以外のディレクトリ、認証、およびファイルサービ
スに対するサポートについて説明します。

ディレクトリサービス
重要: Active Directory (AD) は、Profile Management の運用に不可欠です。その他のディレクトリ
サービスはサポートされていません。これらのサービスには以下が含まれます。

ノベル eDirectory.

Windows 2000 Server またはそれ以前のオペレーティングシステム (OS)。Windows 2000 

Server は AD をサポートしていますが、必要なレベルではありません。詳細については、
「Profile Management でのドメインとフォレストのサポート」を参照してください。
Microsoft Windows NT 4.0 は AD より前のものです。

Samba 4 またはそれ以前。

認証サービス
その他の認証サービスは、ドメイン内で AD と共存できますが、Profile Management ではサポー
トされていません。その理由は、Profile Management Service と同様に、これらのサービスが
winlogon.exe と相互作用し、ユーザーログオンプロセスに問題を引き起こす可能性があるためで
す。たとえば、Novell の認証サービスは、ユーザーがプリンターやファイル共有などの Novell リ
ソースにアクセスすることを許可しますが、サポートされていません。

ファイルサービス
サードパーティのファイルサービスは、ユーザーストアおよびフォルダーリダイレクト (使用され
ている Windows オペレーティングシステムでサポートされている場合) に使用できます。ファイ
ルサーバーは、Server Message Block (SMB) または Common Internet File System (CIFS) タイプ
であり、NTFS ファイルシステムをサポートしている必要があります。これらの理由により、以下
がサポートされます。

Windows Server 2003 またはそれ以降

サンバ 3

https://share.vidyard.com/watch/L6uGGPDgdZRZrGY5FxHiAG?
https://share.vidyard.com/watch/L6uGGPDgdZRZrGY5FxHiAG?
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重要: Novell ディレクトリに対する認証が必要なため、Novell ファイルサービスはサポートされて
いません。

複数のプラットフォーム上のプロファイルとProfile 
Managementの移行に関するFAQ
このセクションでは、複数のWindowsオペレーティングシステム、または単一オペレーティング
システムの複数のバージョンやビット数を持つ環境でプロファイルを使用することに関する質問
と回答を掲載しています。

プロファイルとの互換性の問題を確実に回避するにはどうすればよいで
すか?
異種混在環境をサポートする必要性と、ユーザーとそのデバイスを追跡するためのパーソナライ
ズ設定の必要性とのバランスを取ります。通常、これら2つのニーズのバランスは、管理者とIT部
門のみが決定できます。ユーザープロファイルを次のように調整することで、異なるシステムを管
理します。プロファイルがローミングする場合、問題は適切に処理されるか、必要に応じて設定
は完全に無視され、まったく追跡されないようにする必要があります。これは、多くのサード
パーティ製ソフトウェアソリューションの基礎となります。

トラブルシューティングを最小限に抑えるには、同じデバイス設定（インストールされているアプ
リケーション、OSバージョンなど）間でプロファイルをローミングするようにしてください。し
かし、現代の多くのシナリオでは、これは容易に達成できず、不完全なユーザーエクスペリエンス
につながります。たとえば、ユーザーは複数のオペレーティングシステムを使用しているからと
いって、お気に入りやマイドキュメントを複製する必要はありません。この場合、管理者はフォ
ルダーリダイレクトを使用することでユーザーエクスペリエンスを向上させることができます。こ
のMicrosoft機能の使用は、他のシナリオでも推奨されます。

異なるシステム間でプロファイルを共有できますか?
Citrixでは、プラットフォームごとに1つのベースプロファイルを持つことを推奨しています。これ
は、オペレーティングシステムごとに1つのプロファイルを持つことと必ずしも同じではありませ
ん。この推奨事項の詳細については、「複数のプラットフォームの計画」を参照してください。
これにより、互いに機能しない可能性のある設定や、特定のOSに適用されない設定の数を最小限
に抑えることができます。たとえば、デスクトップの電源設定は、サーバーシナリオやリモート
デスクトップサービス（旧ターミナルサービス）を含むシナリオには適用されません。

プロファイルの数を簡素化および削減しようとし、それらが複数のOSで使用されるようになる
と、設定の競合のリスクが高まります。システムが同じでない場合、このリスクはさらに増大しま
す。たとえば、Microsoft Officeのアドインがすべてのデバイスに存在しない場合があります。幸い
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なことに、特定のデバイスに適用されないこのような設定は、多くの場合無視されます。無視さ
れない場合にサポートの問題が発生します。アドインが存在しない場合、Microsoft Excelは起動に
失敗します。

Profile Managementは、複数のバージョンまたはプラットフォーム間で
設定をどのように有効にしますか?
Citrix®は、複数のベースプロファイル間で共通設定をローミングする機能を提供します。Citrix

は、Microsoft Office、Internet Explorer、壁紙などの設定のローミングを可能にします。これらの
種類のシナリオをサポートする能力は、アプリケーションがプラットフォーム間の設定のローミ
ングをサポートする程度によって制限されます。次の質問のリンクは、Microsoftの立場とベスト
プラクティスをカバーしています。

Microsoftは、プラットフォームとバージョン間でローミングプロファイ
ルをどのようにサポートしていますか?
関連情報については、「ローミングユーザープロファイルの展開」を参照してください。

Office 2007のツールバー設定については、「クイックアクセスツールバーのカスタマイズ」を参
照してください。

標準のMicrosoft Windowsプロファイルソリューションが技術的、カスタム、またはビジネス要件
を完全に満たさない場合、Profile Managementは実行可能なソリューションとなります。

x86プラットフォームとx64プラットフォーム間でプロファイルを共有す
ることは可能ですか?
Windows x86 と x64 間で 1 つのプロファイルを共有することは一般的に機能する可能性がありま
すが、いくつかの問題が発生する可能性があります。

いくつかの理由があります。たとえば、その理由の 1 つは、使用ごとのファイルの関連付けが 

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Classes  に保存されることです。非管理者が Firefox を既定の
ブラウザーとして設定すると、32 ビット システムに次が保存されます。

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Classes\FirefoxHTML\shell\open\command  -\> " C:

\Program Files\Mozilla Firefox\firefox.exe " -requestPending -osint -url "%1"

このパスを含むプロファイルが Windows x64 で使用されると、OS は Firefox の 64 ビット バー
ジョンを探しますが、これは存在しません。代わりに、32 ビット バージョンが C:\Program 

Files (x86)\Mozilla Firefox  にインストールされている可能性があります。これにより、ブ
ラウザーが起動しなくなります。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles
https://support.microsoft.com/ja-jp/office/customize-the-quick-access-toolbar-43fff1c9-ebc4-4963-bdbd-c2b6b0739e52?ui=en-us&rs=en-us&ad=us
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•

•

•

逆もまた同様です。パスは x64 プラットフォームで設定されますが、x86 プラットフォームで使
用されます。

複数のプラットフォームで 1 つのプロファイルがどのように動作するか
をテストしたいです。どこから始めればよいですか?
複数のプラットフォームで 1 つのプロファイルを使用する実験には、テストと検証が重要です。
推奨されるアプローチは、プラットフォームごとに 1 つのプロファイルを持つことです。単一の
プロファイルが複数のプラットフォームでどのように動作するかを調べたい場合は、次の情報が
役立つかもしれません。

次の質問に答えることで、何が問題を引き起こす可能性があるかを特定することから始めます。こ
のトピックの残りの質問を、問題への対処と追跡のアイデアとして使用してください。

プラットフォーム間で機能する項目:

マイドキュメントとお気に入り

構成情報 (既定値を含む) をプロファイル内に完全に保存するアプリケーション

機能しない可能性がある項目:

ハードコードされたデータ、パスデータなどを保存するアプリケーション

x64 または x86 プラットフォームに固有の設定

すべてのシステムに存在するわけではない Excel アドインなど、同一ではないアプリケーショ
ンのインストール。これらのインストールは、アプリケーションによって異なるあらゆる種類
のエラー状態を引き起こす可能性があります。

ユーザーがログオンするコンピューターに基づいてプロファイルを割り
当てることはできますか?
はい。Profile Management は、ローカルデスクトップ、Citrix Virtual Apps、Citrix Virtual 

Desktops™、またはこれらの任意の組み合わせに基づいてプロファイルを適用できます。

適切な Profile Management 設定が有効になっている場合、Remote Desktop Services (旧称
Terminal Services) プロファイルは、ユーザーがターミナルサーバーまたは Citrix Virtual Apps 

セッションを持っている場合にのみ使用されます。この設定は、ユーザーが Remote Desktop 

Services セッションを介してログオンするときに、既存のプロファイル (Citrix ユーザープロファ
イルを除く) をすべて上書きします。
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Windows 7 では、GPO コンピューター設定を使用して、ユーザーがログオンするコンピューター
に基づいてプロファイルを割り当てることができます。繰り返しになりますが、これは GP に基づ
いているため、プロファイルの割り当ては GPO が適用される OU に依存します。

コンピューターに基づくプロファイルの割り当てが望ましいのはなぜで
すか?
個別のユーザーエクスペリエンスが必要な場合は、ユーザーがログオンするコンピューターにプ
ロファイルを割り当てるのが便利です。たとえば、管理者は、Remote Desktop Services (旧称
Terminal Server) セッションで使用されるプロファイルを、デスクトップで使用されるプロファイ
ルとは別に保持することを決定する場合があります。

Profile Management は Windows ユーザープロファイルを Citrix ユーザー
プロファイルに移行しますか?
Profile Management を構成して、ユーザーがログオンするときに既存のローミングプロファイル
とローカルプロファイルを自動的に移行できます。また、テンプレートプロファイルまたはデ
フォルトの Windows プロファイルを新しい Citrix ユーザープロファイルのベースとして使用する
こともできます。

Profile Management の移行の計画と設定については、「プロファイルの移行または作成」を参照
してください。ソフトウェアが Windows ユーザープロファイルを Citrix ユーザープロファイルに
移行する方法の詳細については、「ログオン図」を参照してください。

どのプロファイルを Citrix ユーザープロファイルに移行できますか?
Profile Management は、Windows ローカルプロファイルと Windows ローミングプロファイルを
移行できます。必須プロファイル (.man ファイル) は Profile Management によって無視されます
が、Citrix ユーザープロファイルのテンプレートとして使用できます。Profile Management が正し
く機能するように、すべてのユーザーへの必須プロファイルの割り当てを無効にしてください。

既存の Windows 必須プロファイルをテンプレートとして使用するには、「テンプレートまたは必
須プロファイルの指定」を参照してください。

テンプレートプロファイルの使用方法?
Profile Management を使用すると、新しい Citrix ユーザープロファイルの作成の基礎として使用
されるテンプレートプロファイルを指定できます。通常、初めてプロファイルを割り当てられた
ユーザーは、ログオンする Windows デバイスのデフォルトユーザープロファイルを受け取りま
す。これは許容できるかもしれませんが、異なるデバイスのデフォルトユーザープロファイルにば
らつきがあると、ユーザー用に作成されるベースプロファイルに違いが生じることを意味します。



プロファイル管理 2305 

58

したがって、テンプレートプロファイル機能はグローバルなデフォルトユーザープロファイルと見
なすことができます。

ユーザーがプロファイルデータに変更を加えるのを防ぎたい場合は、テンプレートプロファイル
を Citrix 必須プロファイルとして識別することもできます。

詳細については、テンプレートまたは必須プロファイルの指定を参照してください。
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インストールとセットアップ

インストールパッケージをダウンロードする
開始する前に、有効なCitrix®アカウントがあることを確認してください。

ダウンロードを完了するには、次の手順に従います。

Citrix Virtual Apps and Desktopsダウンロードページにアクセスします。

ダウンロードしたいバージョン（例：2206）を見つけて展開し、制限付きダウンロードにアク
セスするためにサインインをクリックします。

Citrixアカウントの資格情報でサインインします。

Citrix Virtual Apps and Desktops™ 7  <Version_Number>  > 製品ソフトウェア > Citrix 

Virtual Apps and Desktops 7 <Version_Number> , All Editionsを選択します。

製品ISOに含まれるが個別にパッケージ化されているコンポーネントノードを展開し、Profile 

Managementサブノードのファイルのダウンロードをクリックします。

表示されるダウンロード契約ダイアログボックスで、契約に同意してダウンロードを開始しま
す。

ダウンロードが完了すると、 ProfileMgmt_<version_number>.zip ファイル（例：
ProfileMgmt_2206.zip）がダウンロードフォルダーに表示されます。

ダウンロードに含まれるファイル
ダウンロードしたパッケージを解凍します。パッケージに含まれるファイルについては、次の表を
参照してください。

ファイル名 説明 場所

x86.msi 32ビットシステム用インス
トーラー

x64.msi 64ビットシステム用インス
トーラー

https://www.citrix.com/downloads/citrix-virtual-apps-and-desktops/
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1.

2.

ファイル名 説明 場所

CitrixBase.adml および
CitrixBase.admx

プロファイル管理ポリシー階
層用のADMXテンプレート
ファイル

\Group Policy 

Templates\CitrixBase

ctxprofile.adml および
ctxprofile.admx

プロファイル管理ポリシー設
定用のADMXテンプレート
ファイル

\Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

Profile Management のインストール
Profile Management は VDA インストーラーのオプションコンポーネントです。VDA と一緒に、
または個別にインストールできます。この記事では、Profile Management 独自のインストーラー
を使用して Profile Management をインストールする方法について説明します。

VDA と一緒に Profile Management をインストールする方法の詳細については、Citrix Virtual Apps 

and Desktops ドキュメントの「VDA のインストール」を参照してください。

概要
ユーザープロファイルを管理する各コンピューターに Profile Management をインストールする必
要があります。通常、配布ツール、イメージングソリューション、またはストリーミングテクノロ
ジーを使用して、コンピューター上で MSI インストーラーを実行します。任意のコンピューター
に直接インストールすることもできます。無人インストールもサポートされています。

一般的なインストール手順は次のとおりです。

MSI インストーラーを実行する。

グループポリシーを使用して Profile Management を構成するには、ADMX テンプレートファ
イルをグループポリシーに追加します。

注:

すべてのユーザーコンピューターに同じバージョンの Profile Management をインストール
することをお勧めします。また、同じバージョンの ADMX テンプレートファイルをグループ
ポリシーに追加してください。このアプローチにより、異なるユーザープロファイルストア

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/install-configure/install-vdas.html
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•

•
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構造（異なるバージョンからのもの）が存在する場合に発生する可能性のあるプロファイル
データの破損を防ぐことができます。

MSI インストーラーを実行する
この手順では、Profile Management を単一のコンピューターにインストールします。

管理者としてコンピューターにログオンします。

インストールパッケージ のルートフォルダーにある MSI インストーラーを実行します。イン
ストールウィザードが表示されます。

画面の指示に従ってインストールを完了します。

コンピューターを再起動します。

DLL やその他のファイルに加えて、インストーラーはこれらのファイルをインストール場所（デ
フォルトでは C:\Program Files\Citrix\User Profile Manager ）に作成します。

ファイル名 説明

UPMPolicyDefaults_all.ini Profile Management .iniファイル

UserProfileManager.exe Profile Managementによって管理されるコン
ピューター上で機能を実行するWindowsサー
ビス

コマンドラインからMSIインストーラーを実行する

コマンドラインからMSIインストーラーを実行すると、ユーザー操作なしでインストールを完了で
きます。

コマンドラインインストールでは、以下のインストールオプションも提供されます。

/norestart オプションを使用して再起動を抑制します。

オペレーティングシステムによっては、コンピューターが再起動するまでProfile Management

が機能しない場合があります。たとえば、Windows 7ワークステーションを再起動する必要は
ありません。

必要に応じて INSTALLDIR を指定します。

Profile Managementの.iniファイルのインストールを防止するには、
INSTALLPOLICYINIFILES を no に設定します。
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以前のバージョンで.iniファイルを使用しており、その以前の設定をこのバージョンで使用した
い場合は、インストール後に各設定をGroup Policy Editorの対応するProfile Managementポリ
シーに手動で転送してください。

アップグレードには OVERWRITEINIFILES=yes オプションを使用します。詳しくは、
「Upgrade Profile Management」を参照してください。

次の例では、ユーザーインターフェイスを表示せず、再起動なしでProfile Managementをインス
トールします。UACが有効な場合は、昇格された特権で msiexec コマンドを実行します。たとえ
ば、管理者として実行したコマンドプロンプトから実行します。

msiexec /i <path to the MSI file> /quiet [/norestart]   

[INSTALLDIR=<installation directory>]   [OVERWRITEINIFILES=yes] 

[INSTALLPOLICYINIFILES=no]

Profile Managementをアンインストールする
この手順では、単一のコンピューターからProfile Managementをアンインストールします。開始す
る前に、コンピューターの管理者であることを確認してください。

データ損失を避けるため、すべてのユーザーがログオフしていることを確認してください。

プログラムと機能のインストール済みプログラムの一覧から、Profile Managementを選択
し、アンインストールをクリックします。

はいをクリックします。

コンピューターを再起動します。

サイレントモードでProfile Managementをアンインストールすることもできます。

（オプション）ADMXテンプレートファイルをグループポリシーに追加
する
グループポリシーを使用してProfile Managementを構成する方法に応じて、ADMXテンプレート
ファイルをドメインコントローラーまたはコンピューターに追加します。

OU内のコンピューターに対してProfile Managementを一元的に構成するには、ADMXテンプ
レートファイルをすべてのドメインコントローラーに追加します。

各コンピューターに対してProfile Managementを個別に構成するには、ADMXテンプレート
ファイルをそのコンピューターに追加します。



プロファイル管理 2305 

63
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2.

インストールパッケージから以下のファイルをコピーし、ドメインコントローラーまたはコン
ピューターの場所に貼り付けます。詳細な手順については、次の表を参照してください。

ファイル名 元の場所（インストールパッ
ケージ）

コピー先（ドメインコントロー
ラーまたはコンピューター）

CitrixBase.adml \Group Policy 

Templates\CitrixBase

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\<language> （例： C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\en-US ）

CitrixBase.admx \Group Policy 

Templates\CitrixBase

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns

ctxprofile.adml \Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\<language>  (例: C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\en-US )

ctxprofile.admx \Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns

ADMX テンプレートファイルの詳細については、この Microsoft の記事を参照してください。

GPO を使用して Profile Management ポリシーを構成する

ADMX ファイルをドメインコントローラーに追加したら、次の手順に従って Profile Management 

ポリシーを表示および構成します。

ドメインコントローラーで、Active Directory ユーザーとコンピューターを開きます。Profile 

Management がインストールされているコンピューターを含む OU を特定します。

グループポリシーの管理を開き、OU を右クリックして、このドメインに GPO を作成し、こ
こにリンクを選択し、GPO を作成します。

注:

https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/desktop/policy/admx-schema
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•

GPO にセキュリティフィルターを適用する場合は、認証済みユーザーグループまたはコ
ンピューターグループのいずれかを使用してください。個々のユーザーのみを含むセ
キュリティグループは使用しないでください。

グループポリシーオブジェクトから、新しく作成した GPO を右クリックし、編集を選択しま
す。グループポリシー管理エディターウィンドウが表示されます。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート... > Citrix コンポーネント > Profile 

Management を選択します。すべての Profile Management ポリシーが表示されます。

必要に応じて Profile Management を構成します。

ローカルGPOでProfile Managementをテストする
本番環境にProfile Managementを展開する前に、テスト環境をセットアップすることをお勧めし
ます。ドメイングループポリシーオブジェクト (GPO) に設定を転送するための完全にサポートさ
れたより簡単な方法は、マシンへのローカルインストールに基づいています。

一般的なワークフローは次のとおりです。

マシンにProfile Managementをインストールします。

(/ja-jp/profile-management/2305/plan/configuration.html)に記載されている質問への回答に基づ
いて、ローカルGPOを使用してProfile Managementポリシーを構成します。

(/ja-jp/profile-management/2305/configure/enable.html)。

ログオンおよびログオフの動作をテストします。

満足のいく結果が得られるまで、ローカルGPO設定を調整します。

概要
マシンが本番OUのメンバーである場合、ローカルGPOを使用してProfile Managementを安全にテ
ストできます。OUおよびドメインのGPOが利用できない場合、ローカルGPOポリシーが適用さ
れます。ローカルGPOを使用する場合は、他の場所（たとえば、ドメインやサイト）でProfile 

Management GPOが使用されていないことを確認してください。

ドメインGPOを使用してグループポリシーを構成できない場合、ローカルGPOを長期的なソ
リューションとして使用できます。ただし、この方法では、次のような複雑さが環境に導入され
ます。

各マシンには、Profile Management ADMXファイルがインストールされている必要がありま
す。
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ドメインユーザーは、複数のマシンにアクセスする際に設定を維持できない可能性がありま
す。

重要:

ローカルGPOを長期的なエンタープライズソリューションとして使用することはお勧めしま
せん。

ユーザーエクスペリエンスをテストする
プロファイルソリューションを実装する際は、ユーザーがさまざまなマシンからリソースにアク
セスする際のユーザーエクスペリエンスの相違を最小限に抑える必要があります。

ユーザーのレジストリとファイルは、物理マシン、プロファイル構成、およびオペレーティング
システムによって異なる場合があります。したがって、ユーザーがローミングするマシンのシステ
ムインストール間の違いに対処するようにProfile Managementを構成する必要があります。

そのためには、本番環境を模倣した方法で、ユーザーのリソースへのアクセスを確認します。これ
らのリソースには、以下が含まれる場合があります。

ローカルにインストールされたアプリケーションを持つマシン

ストリーミングされたアプリケーションまたはローカルにインストールされたアプリケーショ
ンを含む仮想デスクトップ

仮想アプリサーバーで公開またはストリーミングされた仮想アプリ

ターミナルサービスクライアント

オペレーティングシステムのバリエーションをテストする
ユーザーは異なるオペレーティングシステムからアプリケーションにアクセスする場合がありま
す。それらの間のバリエーションにより、単一のユーザープロファイル内で競合する設定が作成さ
れる可能性があります。

詳細については、「プロファイルバージョン」を参照してください。

ユーザー ストアを作成する
この記事では、組織に最適な方法でユーザー ストアを作成するのに役立ちます。ここにある情報
を確認するだけでなく、ユーザー ストアへのパスを可能な限り効率的に構成するようにしてくだ
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さい。たとえば、変数を適切に使用してパスを構成します。この件に関するアドバイスと例につ
いては、「ユーザー ストアへのパスを指定する」を参照してください。

ユーザー ストアは、Citrix® ユーザー プロファイルを保存するための中央のネットワーク ロケー
ションです。

任意のサーバー メッセージ ブロック (SMB) または共通インターネット ファイル システム (CIFS) 

ファイル共有をユーザー ストアに使用できます。ベスト プラクティスは、以下を確実にすること
です。

共有が、Citrix ユーザー プロファイルで使用されるアカウントからアクセス可能であること。

共有が、プロファイル データを保存するのに十分な大きさであること。

共有が、ディスクまたはネットワーク障害の場合に堅牢であること。

この図は、リダイレクトされたフォルダー アイテムのストレージ、クロスプラットフォーム設定
ストア (別のファイル サーバー上)、および Microsoft Office を実行する Windows 11 仮想デスク
トップ (Citrix Virtual Desktops™ で公開) と関連するユーザー ストアの例を示しています。仮想デ
スクトップにアクセスするユーザー デバイスも参考として示されています。

安全なユーザー ストアの作成に関する推奨事項は、Microsoft TechNet Web サイトの「移動ユー
ザー プロファイル用のファイル共有を作成する」という記事で入手できます。これらの最小限の
推奨事項は、基本的な操作に対して高いレベルのセキュリティを保証します。また、ユーザー ス

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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トアへのアクセスを構成する際には、Citrix ユーザー プロファイルを変更または削除するために必
要な Administrators グループを含めてください。

展開に複数のプラットフォームが含まれる場合は、「複数のプラットフォームの計画」でバー
ジョン 1 およびバージョン 2 のプロファイル タイプに関する情報を確認してください。ユーザー 
ストアの構造については、「Profile Management のアーキテクチャ」を参照してください。

注： アプリケーションがユーザー プロファイル内のファイルのアクセス制御リスト (ACL) を変更
しても、Profile Management はそれらの変更をユーザー ストアにレプリケートしません。この動
作は、Windows の移動プロファイルと一貫しています。

このビデオを見て詳細を確認してください:

https://share.vidyard.com/watch/pFRbRBdE4GaFwmkuP6ZfvK?
https://share.vidyard.com/watch/pFRbRBdE4GaFwmkuP6ZfvK?
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アップグレードと移行

Profile Management のアップグレード
この記事では、Active Directory を使用して Profile Management の展開をアップグレードする方法
について説明します。

重要: このアップグレードプロセスでは、手順の順序に従うことが重要です。新しい .adm また
は .admx ファイルをグループポリシーに追加した後にのみ、すべてのコンピューターでソフト
ウェアをアップグレードしてください。事前にアップグレードすると、ログファイルが2つの場所
に保存される可能性があります。1つは古いバージョンのログファイルを含み、もう1つは新しい
バージョンのファイルを含みます。この考慮事項は、特に Citrix virtual desktops™ の展開に影響
します。

スケジュールされたメンテナンス期間中にアップグレードすることも重要です。または、Active 

Directory のレプリケーションによって変更が展開全体に伝播できるときにアップグレードしてく
ださい。通常、アップグレードには最大24時間かかる場合があります。

アップグレードプロセスには以下が含まれます。

グループポリシーオブジェクト (GPO) を作成し、新しい .adm または .admx ファイルを新し
い GPO に追加する

\- または -

この記事の後半で説明するように、既存の .adm または .admx ファイルをアップグレードす
る.

この記事の後半で説明するように、すべてのコンピューターで .msi ファイルをアップグレー
ドする.

GPO を適用する。

既存の .adm ファイルをアップグレードするには
以前のバージョンの Profile Management .adm ファイルがグループポリシーに存在する場合、次
の手順を使用してアップグレードできます。アップグレードすると、以前のバージョンのすべての
ポリシー設定が保持されます。
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ドメインコントローラーで、次のいずれかを実行します。

既存の .adm ファイルをインポートします。このファイルは、ダウンロードパッケージの
GPO\_Templates フォルダーにあります。

ダウンロードパッケージの GPO\_Templates フォルダーから C:

\Windows\PolicyDefinitions  フォルダーに .admx ファイルをコピーし、.adml ファイ
ルを C:\Windows\PolicyDefinitions\<localized  フォルダー\> にコピーします。た
とえば、英語のオペレーティングシステムでは、\&lt;localized folder\> は en-US です。

Profile Management を構成するために使用するコンピューターで、グループポリシーオブジェ
クトエディターを開きます。

グループポリシーオブジェクトエディターで、管理用テンプレートを右クリックし、テンプ
レートの追加と削除を選択します。

既存バージョンの Profile Management .adm ファイル（例: ctxprofile5.4.1）を選択し、削除を
クリックしてから閉じるをクリックします。管理用テンプレート\Citrix フォルダーが削除され
ます。

管理用テンプレートを右クリックし、もう一度テンプレートの追加と削除を選択します。

追加をクリックし、新しいバージョンの .adm または .admx ファイルの場所（例: 

ctxprofile5.5.0）を参照して選択し、閉じるをクリックします。新しいファイルがインポートさ
れますが、以前の設定は保持されます。

.msi ファイルをアップグレードするには
すべてのユーザーデバイスに同じバージョンの Profile Management をインストールし、その同じ
バージョンの .adm または .admx ファイルをすべてのドメインコントローラーの各グループポリ
シーオブジェクトに追加することをお勧めします。これにより、異なるユーザープロファイルスト
ア構造（異なるバージョンからのもの）が存在する場合に発生する可能性のあるプロファイル
データの破損を防ぐことができます。

新しい設定を有効にする前に、すべてのコンピューターを最新バージョンの Profile Management 

にアップグレードすることをお勧めします。使用しているバージョンで設定が新しいかどうかを
確認するには、「Profile Management ポリシー」を参照してください。

アップグレードするコンピューターからすべてのユーザーがログオフしていることを確認しま
す。

各コンピューターで .msi ファイルを実行して、既存のバージョンに新しいバージョンの
Profile Management をインストールします。詳しくは、「インストールとセットアップ」を参
照してください。
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.ini ファイルをアップグレードするには
以前のバージョンの Profile Management で .ini ファイルを編集し、新しいバージョンにアップグ
レードします。ソフトウェアはファイルが編集されたことを検出し、デフォルトでは上書きしま
せん。既存の .ini ファイル設定を保持し、新しいバージョンの新しい設定を使用するには、次のい
ずれかを実行する必要があります。

新しいバージョンの .ini ファイルから新しい設定を、既存の編集済み .ini ファイルに手動で追
加します。

既存の編集済みバージョンの .ini ファイルのコピーを保存します。アップグレード中にファイ
ルを強制的に上書きするには、OVERWRITEINIFILES=yes コマンドラインオプションを使用
します。保存した設定をアップグレードされた .ini ファイルに追加します。例：

msiexec /i <path to the MSI file\> /quiet [INSTALLDIR=<installation 

directory>] [OVERWRITEINIFILES=yes] [INSTALLPOLICYINIFILES=no]

注

HDX™ を介して Profile Management ポリシーを構成するには、次の手順を実行する必要が
あります。

Delivery Controller をアップグレードします。その理由は、HDX が XenApp および
XenDesktop のレイアウトにある UserProfileManager\_PowerShellSnapIn.msi ファイル
から Profile Management ポリシー設定を読み取るためです image-full\x64\Citrix 

Desktop Delivery Controller 。

VDA をアップグレードして、最新バージョンの Profile Management を入手します。

その他のリソース

Profile Management ポリシー

インストールとセットアップ
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構成

構成の優先順位
Profile Management は、グループポリシーと .ini ファイルを使用して構成できます。構成設定は
次のように適用されます。

グループポリシーで定義された設定が優先されます。ポリシー設定が未構成に設定されている
場合にのみ、.ini ファイルが照会されます。

注： 組織単位内のサイトおよびドメインにグループポリシーオブジェクトを選択的に適用す
る場合、さらに優先順位が適用されます。「グループポリシー：フィルタリングとアクセス許
可」を参照してください。ドメインおよびOUグループポリシーは、ローカルポリシーよりも
優先されます。

設定がポリシーで定義されていない場合、Profile Management は .ini ファイルから設定を読み
取ろうとします。

設定がグループポリシーまたは .ini ファイルで構成されていない場合、デフォルト設定が使用
されます。

グループポリシーと .ini ファイルで同じ設定を異なる方法で構成したい場合があります。たとえ
ば、グループポリシー設定でデフォルトのログ記録を有効にし、トラブルシューティングに使用
するコンピューターで .ini ファイルを使用して詳細ログ記録を有効にする場合などです。

Profile Management .ini ファイルについて

デフォルト構成
Profile Management には、.ini ファイルに保存されているデフォルト構成が付属しています。この
ファイルは、Profile Management Service が認識できるようにインストールフォルダーに配置する
必要があります。デフォルト構成はほとんどの環境に適しています。すべてのグループのすべての
ユーザーのプロファイルを処理します。

Windows XP または Windows Server 2003 で実行されている Profile Management の英語以外の展
開がある場合は、UPMPolicyDefaults\_all.ini を使用して、.ini ファイルの適切な言語バージョンを
作成する必要があります。このファイルのコピーを言語に合わせて名前変更し（たとえば、スペイ

https://social.technet.microsoft.com/wiki/contents/articles/51876.group-policy-filtering-and-permission.aspx
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ン語の場合は UPMPolicyDefaults\_all\_es.ini）、フォルダー名をローカライズします。次のファイ
ル名を使用します。

フランス語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_fr.ini

ドイツ語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_de.ini

スペイン語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_es.ini

日本語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_ja.ini

簡体字中国語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_zh-CN.ini

.ini ファイルの変更

.ini ファイルにエントリを追加する場合は、変数と値が正しい形式であることを確認してくださ
い。

フラグ（オン/オフインジケーター）は次の形式である必要があります。

<variable>=<value>

値が 1 の場合は設定が有効になり、その他の値または値がない場合は無効になります。たとえ
ば、次のエントリは ServiceActive  設定を有効にします。

ServiceActive=1

次のいずれかのエントリは、設定を無効にします。

ServiceActive=ON

ServiceActive=OFF

ServiceActive=TRUE

ServiceActive=FALSE

ServiceActive=

リストエントリは次の形式である必要があります。

<value>=
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以下のエントリは、同期するMicrosoft Officeファイルを指定します。

[SyncFileList]

AppData\Local\Microsoft\Office\*.OfficeUI

グループポリシー設定への変更は、ターゲットコンピューターで手動または自動のポリシー更新
が行われたときに有効になります。.ini ファイルへの変更は、推奨されるコマンド gpupdate /

force を発行したときに有効になります。または、ターゲットコンピューターでProfile 

Managementサービスを再起動したときに変更が有効になります。

競合するプロファイルを解決する
既存の展開にProfile Managementを追加すると、ローカルのWindowsユーザープロファイルと
Citrix®ユーザープロファイル（ユーザー ストア内）との間で競合が発生する可能性があります。
このシナリオでは、ローカルのWindowsプロファイル内のデータがどのように管理されるかを決
定する必要があります。

Profile Managementの下で、プロファイル処理フォルダーを開きます。

ローカルプロファイルの競合処理ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

ローカルプロファイルを使用。Profile ManagementはローカルのWindowsユーザープロ
ファイルを処理しますが、いかなる方法でも変更しません。

ローカルプロファイルを削除。Profile ManagementはローカルのWindowsユーザープロ
ファイルを削除し、その後、ユーザー ストアからCitrixユーザープロファイルをインポート
します。

ローカルプロファイルの名前を変更。Profile ManagementはローカルのWindowsユーザー
プロファイルの名前を変更し（バックアップ目的で）、その後、ユーザー ストアからCitrix

ユーザープロファイルをインポートします。

ここでローカルプロファイルの競合処理が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されま
す。この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルが
使用されます。
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変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているとおりに、コマンドプロンプ
トから gpupdate /force コマンドを実行します。

プロファイル管理を有効にする
既定では、展開を容易にするため、プロファイル管理はログオンまたはログオフを処理しませ
ん。プロファイル管理は、他のすべてのセットアップタスクを実行し、Citrix®ユーザープロファイ
ルが環境でどのように機能するかをテストした後でのみ有効にしてください。

グループポリシーを使用してプロファイル管理を有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix コンポーネント > プロファイル管理の下で、プロファイル管理を有効にするポリシーを
ダブルクリックします。

有効を選択します。

UPMPolicyDefaults_all.ini ファイルを使用してプロファイル管理を有効にすることもできます。そ
のためには、次の手順に従います。

プロファイル管理がインストールされているマシンで、 C:\Program Files\Citrix\User 

Profile Manager\UPMPolicyDefaults_all.ini に移動します。

UPMPolicyDefaults_all.ini をメモ帳で開きます。

設定を編集して、特定の要件を反映させます。

この設定がグループポリシーで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設
定がグループポリシーまたは.iniファイルで構成されていない場合、プロファイル管理はWindows

ユーザープロファイルを一切処理しません。

次の方法でプロファイル管理を有効にすることもできます。

Citrix Studio。Citrix Studioを使用してプロファイル管理を有効にする手順については、
Knowledge Centerの記事CTX222893を参照してください。

Workspace Environment Management (WEM)。WEMを使用してプロファイル管理を有効にす
る手順については、Knowledge Centerの記事CTX229258を参照してください。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX229258


プロファイル管理 2305 

75

•

•

•

•

1.

2.

3.

4.

このビデオを見て、詳細を確認してください:

テンプレートプロファイルまたは強制プロファイルを指定
する
デフォルトでは、新しいCitrix®ユーザープロファイルは、ユーザーが最初にログオンしたコン
ピューター上のデフォルトのユーザープロファイルから作成されます。プロファイル管理は、プロ
ファイルを作成する際に、代わりに一元的に保存されたテンプレートを使用できます。テンプレー
トは、任意のネットワークファイル共有に存在する標準の移動プロファイル、ローカルプロファ
イル、または強制プロファイルにすることができます。

異なるデバイスのデフォルトユーザープロファイルにばらつきがあると、ユーザー用に作成される
ベースプロファイルに違いが生じます。テンプレートプロファイルの選択は、グローバルデフォル
トユーザープロファイルと見なすことができます。

前提条件：

テンプレートプロファイルにユーザー固有のデータが含まれていないことを確認します

ユーザーがテンプレートプロファイルへの読み取りアクセス権を持っていることを確認します

ファイルNTUSER.MANの名前をNTUSER.DATに変更して、強制プロファイルをテンプレート
プロファイルに変換します

テンプレートプロファイルのNTUSER.DATからSACLを削除します

既存のMicrosoftプロファイルをカスタマイズしてテンプレートプロファイルを作成する方法につ
いては、 <https://support.microsoft.com/kb/959753> および <https://

support.microsoft.com/kb/973289> を参照してください。

プロファイル管理で、フォルダーを開きます。

テンプレートプロファイルポリシーをダブルクリックします。

を選択します。

テンプレートプロファイルへのパスに、テンプレートまたは強制プロファイルとして使用する
プロファイルの場所を入力します。このパスは、NTUSER.DATレジストリファイルと、テンプ
レートに必要なその他のフォルダーおよびファイルを含むフォルダーへの完全なパスです。

重要：パスがNTUSER.DATのみで構成されている場合、パスにファイル名を含めないでくだ
さい。たとえば、ファイル \\myservername\myprofiles\template\ntuser.dat の場合、
場所を \\myservername\myprofiles\template に設定します。

https://share.vidyard.com/watch/WcDAoaHvpGT5rj7MBefunu?
https://share.vidyard.com/watch/WcDAoaHvpGT5rj7MBefunu?
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UNCパスまたはローカルマシン上のパスである絶対パスを使用します。後者は、たとえば、
Citrix Provisioning™ Servicesイメージにテンプレートプロファイルを永続的に指定するために
使用できます。相対パスはサポートされていません。

このポリシーは、Active Directory属性、システム環境変数、または %USERNAME% およ
び %USERDOMAIN% 変数の展開をサポートしていません。

オプションで、既存のWindowsユーザープロファイルを上書きするためのチェックボックスを
選択します。ユーザーにCitrixユーザープロファイルがない場合でも、ローカルまたは移動ユー
ザープロファイルが存在する場合、デフォルトではローカルプロファイルが使用されます。無
効になっていない場合、このファイルはユーザーストアに移行されます。テンプレートプロ
ファイルがローカルプロファイルを上書きするまたはテンプレートプロファイルが移動プロ
ファイルを上書きするチェックボックスを有効にすることで、設定を変更できます。また、テ
ンプレートをCitrix強制プロファイルとして識別します。Windows強制プロファイルと同様に、
Citrix強制プロファイルには変更を保存できません。

ここでテンプレートプロファイルが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。こ
の設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、テンプレートまたは強制プロファイル
は使用されません。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

マイグレーションポリシーを選択する
Profile Managementが有効になった後、ユーザーが初めてログオンするとき、Citrix®ユーザープロ
ファイルは存在しません。しかし、ログオン中に既存のWindowsユーザープロファイルを「その
場で」移行できます。既存のどのプロファイル（ローミング、ローカル、またはその両方）をコ
ピーして、その後のすべての処理で使用するかを決定します。

マイグレーション戦略の計画について詳しくは、「プロファイルの移行または作成」を参照して
ください。さらに、「システム要件」で既存のプロファイルを移行するためのシステム要件を確
認してください。

Profile Managementで、フォルダーを開きます。

ポリシーをダブルクリックします。

を選択します。

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。
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ローカル。ローカルプロファイルを移行する場合は、この設定を使用します。

ローカルおよびローミング。ローカルプロファイルとローミングプロファイル（以前は
ターミナルサービスプロファイルとして知られていたリモートデスクトップサービスプロ
ファイルを含む）を移行する場合は、この設定を使用します。

ローミング。ローミングプロファイルまたはリモートデスクトップサービスプロファイル
を移行する場合は、この設定を使用します。

ここでが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここでも.iniファイ
ルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルとローミングプロファイルが移行さ
れます。この設定が無効になっている場合、プロファイルは移行されません。この設定が無効に
なっており、ユーザーストアにCitrixユーザープロファイルが存在しない場合、Profile 

Managementを使用しないセットアップと同様に、プロファイルを作成するための既存の
Windowsメカニズムが使用されます。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

項目の含める/除外する
この記事では、Profile Management がユーザープロファイルから項目を含めたり除外したりする
ために使用するプロセスについて説明します。ユーザーのログオンおよびログオフエクスペリエン
スを向上させるために、デフォルトの包含リストまたは除外リストを変更することを決定した場
合は、このプロセスを理解していることを確認してください。この変更が必要かどうかを判断す
るには、「使用中のアプリケーション」を参照してください。

たとえば、Microsoft Word は高度にカスタマイズ可能で頻繁に使用されるアプリケーションであ
り、アクセス方法に関わらずローミングユーザーに同じエクスペリエンスを提供する必要があるた
め、含めることができます。逆に、一部のグループではあまり使用されないエンタープライズアプ
リケーションは、ログオンおよびログオフのたびにプロファイルデータをダウンロードする必要
がないため、除外することができます。

デフォルトでは、ローカルプロファイル内のすべてのファイルとフォルダーはユーザーストアと同
期されます。同期したくないファイルやフォルダーは、除外リストに追加することで指定できま
す。フォルダーを除外した場合でも、同期したいサブフォルダーは包含リストに追加することで
指定できます。

含めることができる項目と除外できる項目:

プロファイル内に含まれるファイルとフォルダー。
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• 個人設定を保存するHKCUハイブ内のレジストリエントリ。HKLMハイブ内のエントリは、デ
フォルトでは処理されず、そのように構成することもできません。

項目を含める/除外する前に
ユーザープロファイルの内容を調整する前に、組み込みのWindowsパフォーマンス監視
（Perfmon）カウンターのセットを使用することを検討してください。これらはプロファイルの動
作に関する洞察を提供します。利用可能なカウンターには、プロファイルサイズとローカルコン
ピューターでCitrix®ユーザープロファイルを作成するのにかかる時間の測定値が含まれます。

プロファイルをローカルにキャッシュするかどうか（Profile Managementを実行するコンピュー
ター上）を決定する必要がある場合があります。この決定に影響する要因には、展開されている
Citrix製品、ローカルコンピューターの利用可能なスペース、および展開内のユーザー数が含まれ
ます。

ファイルとフォルダー
含まれるフォルダー名と除外されるフォルダー名はすべて言語固有です。ただし、ユーザーストア
内のフォルダー名は、オペレーティングシステムの言語に依存しない形式です。

オペレーティングシステムによってローカルとして扱われるディスク上のファイルまたはフォル
ダーを同期できます。ネットワークマップされたドライブ上のファイルまたはフォルダーは同期
できません。

レジストリ
既存のユーザーの場合、HKCUハイブ全体がユーザーストアにコピーされます。新規ユーザーの場
合、Microsoftのローカル、ローミング、デフォルト、またはテンプレートプロファイルのハイブ
がコピーされます。ユーザーストアに変更が加えられると、包含が追加され、除外がハイブから削
除されます。

不要なキーを含むテンプレートプロファイルがある場合は、SepagoのProfile Nurseなどのツール
を使用して、ユーザー ストアからそれらを削除します。

除外について
除外はログオン時ではなくログオフ時に処理されます。これらはユーザー ストアからデータを削
除するのではなく、新しいデータが書き込まれるのを防ぎます。

デフォルトの除外を除いて、通常、Profile Managementを初めて展開するときに項目を除外する
必要はありません。その後、アプリケーションのパフォーマンスを追跡し、ユーザーからの
フィードバックを収集するにつれて、複数のアプリケーションの設定が競合する場合や、不要な
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設定の収集によりユーザーのNTUSER.DATファイルが大きくなった場合に、項目を除外する必要
があるかもしれません。

リダイレクトされたフォルダーを除外として追加しないでください。

重要: Citrixでは、 AppData\LocalLow フォルダーを同期から除外することを推奨しています。デ
フォルトの構成では、除外リストにすでに AppData\LocalLow が含まれています。さらに、
AppData\Local フォルダーから一部のコンテンツを除外することも選択できます。
AppData\LocalLow または AppData\Local を除外しない場合、大量のデータがネットワーク経

由で転送され、ユーザーはログオン遅延を経験する可能性があります。これらのフォルダーは、
標準のWindowsローミングプロファイルでは同期されません。

含めるルールと除外するルール
Profile Managementがファイル、フォルダー、およびレジストリキーを含めたり除外したりする
際に、以下のルールが使用されます。

すべての項目はデフォルトで含まれます

同じパスが含める項目と除外する項目の両方として構成されている場合、含める項目が優先さ
れます

同じフォルダー内では、含める項目が除外する項目よりも優先されます

フォルダー階層の上位にある除外よりも、含める項目が優先されます

フォルダー階層の上位にある含める項目よりも、除外が優先されます

これらのルールにより、合理的で直感的な動作が実現されます。すべての項目はデフォルトで含ま
れます。この出発点から、最上位の例外を除外として構成し、次に最上位の例外に対するより深
い例外を含める項目として構成するといったことができます。

既定の包含と除外

注:

既定の包含と除外は、ファイルベースのプロファイルソリューションにのみ適用されます。

このトピックでは、Profile Management が処理に含める既定の項目と除外する既定の項目に
ついて説明します。展開内のアプリケーションによっては、追加の（既定以外の）項目が必
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要になる場合があります。含めるまたは除外する追加項目を決定するには、「使用中のアプ
リケーション」を参照してください。

重要：.ini ファイルではなくグループポリシーを使用する場合（または、.ini ファイルでのテスト
が成功した後にグループポリシー展開を展開する場合）、インストールされている .ini ファイルと
は異なり、.adm または .admx ファイルでは既定で項目が包含または除外されません。既定の項目
は手動でファイルに追加する必要があります。これらの項目は、このトピックの表に示されてい
ます。以下に注意してください。

.ini ファイルと .adm または .admx ファイルの設定名をマッピングし、Profile Management 変
数（例：\!ctx\_internetcache\!）がどのように展開されるかを理解するには、Profile 

Management ポリシーを使用します。

.ini ファイルから包含と除外を貼り付ける際は、各項目の末尾の =（等号）を削除してくださ
い。

包含と除外の先頭にバックスラッシュを追加しないでください。

レジストリ包含リスト

デフォルト値

なし

レジストリ除外リスト

デフォルト値

Software\Microsoft\AppV\Client\Integration=

Software\Microsoft\AppV\Client\Publishing=

Software\Microsoft\Speech_OneCore=

注: Microsoft App-V を使用している場合、この除外は正しくなく、 Profile Management と App-V

に記載されているように、異なる除外が必要です。

フォルダー包含リスト

デフォルト値

なし
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プロファイル内のすべてのフォルダーは既定で含まれます。

フォルダー除外リスト

このテーブル内のフォルダーは同期から除外されます。

デフォルト値

!ctx_internetcache!=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\Cache=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\Cached Theme Images=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\JumpListIcons=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\JumpListIconsOld=

\\!ctx_localappdata!\GroupPolicy=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\AppV=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Messenger=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Office\15.0\Lync\Tracing=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\OneNote=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Outlook=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Terminal Server Client=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\UEV=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows Live=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows Live Contacts=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Application Shortcuts=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Burn=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\CD Burning=
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デフォルト値

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Notifications=

\\!ctx_localappdata!\Packages=

\\!ctx_localappdata!\Sun=

\\!ctx_localappdata!\Windows Live=

\\!ctx_localsettings!\Temp=

\\!ctx_roamingappdata!\Microsoft\AppV\Client\Catalog=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\cache=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\log=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\tmp=

$Recycle.Bin=

AppData\LocalLow=

トレーシング=

ファイルの包含リスト

デフォルト値

空

プロファイル内のすべてのファイルは、デフォルトで含まれます。

ファイルの除外リスト

デフォルト値

空

プロファイル内のファイルは、デフォルトでは除外されません。
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2.

3.

4.

5.

6.

•

•

•

◦

◦

7.

8.

9.

項目を含める/除外する
前提条件として、含める項目と除外する項目の仕組みを理解していることを確認してください。詳
細については、「項目を含める/除外する」を参照してください。デフォルトで含まれる項目と除
外される項目については、「デフォルトの包含と除外」を参照してください。

項目を含める/除外する場合は、Enterキーを使用して複数のエントリを区切ります。

項目を除外するには

Profile Management \> Registryで、Exclusion listポリシーをクリックします。

Enabledを選択します。

Showをクリックし、Profile Managementがログオフ時に同期しないようにしたい HKCU ハイ
ブ内の任意のレジストリキーを追加します。例: Software\Policies 。

Profile Management \> File systemで、Exclusion list - directoriesポリシーをダブルクリッ
クします。

Enabledを選択します。

Showをクリックし、Profile Managementが同期しないようにしたい任意のフォルダーを追加
します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイル (%USERPROFILE%) を基準としたパスを使用してフォルダーを指
定し、パスの先頭のバックスラッシュは省略します。

プロファイルの場所を特定するには、変数 %USERPROFILE% を使用しますが、このポリ
シーに変数自体を入力しないでください。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードがサポートされています
が、再帰的には適用されません。

例:

Desktop . Desktop  フォルダーを同期しません。

MyApp\tmp . %USERPROFILE%\MyApp\tmp  フォルダーを同期しません。

Profile Management \> File system で、Exclusion list - files ポリシーをダブルクリックし
ます。

Enabled を選択します。

Show をクリックし、Profile Management で同期したくないファイルを追加します。
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◦
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◦

◦

次の点に注意してください。

ユーザープロファイル (%USERPROFILE%) に対する相対パスでファイル名を指定しま
す。このポリシーには変数 (%USERPROFILE%) を入力しないでください。

ファイル名でのワイルドカードはサポートされており、再帰的に適用されます。Profile 

Management 7.15 以降では、垂直バー ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーの
みに制限できます。

Profile Management 2112 以降では、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされて
いますが、再帰的には適用されません。

例:

Desktop\Desktop.ini . Desktop  フォルダー内の Desktop.ini  を無視します。

AppData&ast;.tmp . AppData  フォルダーとそのサブフォルダー内の .tmp  拡張子
を持つすべてのファイルを無視します。

AppData&ast;.tmp| . AppData  フォルダー内にある .tmp  拡張子を持つすべての
ファイルのみを無視します。

Downloads&ast;\a.txt . Downloads  フォルダーの直下のサブフォルダーにある 

a.txt  を無視します。

Exclusion list が無効になっている場合、レジストリキーは除外されません。この設定がここで構
成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここでも .ini ファイルでも構
成されていない場合、レジストリキーは除外されません。

「除外リスト - ディレクトリ」が無効になっている場合、フォルダーは除外されません。この設定
がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここでも.iniファイ
ルでも構成されていない場合、フォルダーは除外されません。

「除外リスト - ファイル」が無効になっている場合、ファイルは除外されません。この設定がここ
で構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここでも.iniファイルでも
構成されていない場合、ファイルは除外されません。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

項目を含めるには

ヒント:
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特定のトップレベルフォルダーを含めることができます。共同作業環境では、この手順によ
り、重要なフォルダーを他の管理者に通知できるという利点があります。

Profile Management \> Registryで、「Inclusion list」ポリシーをダブルクリックします。

Enabledを選択します。

Showをクリックし、ログオフ時にProfile Managementで処理させたいプロファイル関連のレ
ジストリキーを HKEY\_CURRENT\_USER ハイブに追加します。例: Software\Adobe 。

Profile Management \> File system \> Synchronizationで、「Directories to synchronize」
ポリシーをダブルクリックします。

Enabledを選択します。

Showをクリックし、除外されたフォルダー内にあるがProfile Managementで同期させたい
フォルダーを追加します。例: Desktop\exclude\include は、フォルダー
Desktop\exclude が同期されない場合でも、 include サブフォルダーが同期されるように

します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイルに対する相対パスを使用してフォルダーを指定します。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。

「プロファイル管理」\>「ファイルシステム」\>「同期」で、「同期するファイル」ポリシー
をダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、除外されたフォルダー内にあるが、Profile Managementで同期させた
いファイルを追加します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイルを指定します。

ファイル名でのワイルドカードはサポートされており、再帰的に適用されます。ただし、
ワイルドカードをネストすることはできません。Profile Management 7.15以降では、垂直
バー ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーのみに制限し、サブフォルダーには
適用されないようにすることができます。
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Profile Management 2112以降では、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされてい
ますが、再帰的には適用されません。

例：

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat 。デフォルト構成で除外されてい
るフォルダー内のファイルを指定します。

AppData\Local\MyApp&ast;.cfg 。 AppData\Local\MyApp フォルダーとそのサブ
フォルダー内の、 .cfg 拡張子を持つすべてのファイルを指定します。

Downloads&ast;\a.txt 。 Downloads フォルダーの直下のサブフォルダー内の
a.txt を指定します。

Profile Managementは、インストールされているシステムとユーザープロファイルストア
の間で、各ユーザーのプロファイル全体を同期します。このリストにファイルを追加し
て、ユーザープロファイルにファイルを含める必要はありません。

ここで「包含リスト」が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がこ
こでも.iniファイルでも構成されていない場合、HKEY\_CURRENT\_USERハイブ全体が処理され
ます。

ここで「同期するディレクトリ」が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。こ
の設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除外されて
いないフォルダーのみが同期されます。この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成
した場合と同じ効果があります。

ここで「同期するファイル」が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設
定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除外されていな
いファイルのみが同期されます。この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成した場
合と同じ効果があります。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているとおり、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

ワイルドカードを使用する
ファイルやフォルダーを参照するポリシーでは、疑問符 ( ? ) やアスタリスク ( * ) などのDOS形
式のワイルドカード文字を使用できます。例としては、ファイルの包含/除外リストやフォルダー
の包含/除外リストがあります。疑問符 ( ? ) は1文字に一致します。アスタリスク ( * ) は0文字以
上の文字に一致します。
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Profile Management 7.15以降では、縦棒 ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーのみに制
限できます。

次の点に注意してください。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に機能しますが、フォルダー名内のワイルドカードは
機能しません。ワイルドカードを使用する際は、有効なパスを指定してください。

ワイルドカードをサポートするポリシーは、環境変数やActive Directory属性の使用など、他の
種類の変数をサポートしていません。レジストリエントリを参照するポリシーでは、ワイルド
カードを使用できません。

例

ワイルドカード <path name>\h*.txt  は house.txt、h.txt、および house.txt.txt に一致します
が、ah.txt には一致しません。

ワイルドカード <path name>\a?c.txt  は abc.txt に一致しますが、ac.txt には一致しません。

ワイルドカード <path name>\a?c*d.txt  は abcd.txt および abccd.txt に一致しますが、acd.txt 

には一致しません。

プロファイルルートフォルダーでのポリシーの構成:

*.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内の拡張子 .txt を持つすべてのファイル
を指定します。

*h.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内でこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

h*.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内でこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

a?c.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内でこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

*.txt|  は、ルートフォルダー内の拡張子 .txt のファイルのみをすべて指定します。

プロファイル以外のルートフォルダーでのポリシーの構成:

AppData&ast;.txt  は、AppData フォルダーとそのサブフォルダー内にある、このワイルド
カードに一致するすべてのファイルを指定します。

AppData&ast;h.txt  は、AppData フォルダーとそのサブフォルダー内にある、このワイル
ドカードに一致するすべてのファイルを指定します。
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ログオン除外チェックを有効にする
ログオン除外チェックを有効にする機能は、ユーザーがログオンするときにユーザーストア内の
プロファイルに除外されたファイルとフォルダーが含まれている場合に、Profile Managementが
どうするかを制御します。デフォルトでは、この機能は無効になっています。

除外されたファイルとフォルダーとは、それぞれ除外リスト - ファイルおよび除外リスト - ディレ
クトリポリシーに追加するファイルとフォルダーを指します。ユーザーがログオフするとき、
Profile Managementは除外されたファイルとフォルダーをユーザーストアに同期しません。ただ
し、除外リストに追加する前に、除外されたファイルとフォルダーがユーザーストアに存在する
場合があります。ログオン除外チェックを有効にするポリシーを使用すると、ユーザーがログオ
ンするときに、Profile Managementにそれらのファイルとフォルダーを無視させるか、ユーザース
トアから削除させることができます。

この機能を使用するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrixコンポーネント > Profile Management > ファイルシステムで、ログオン除外チェック
ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ドロップダウンメニューからオプションを選択します。デフォルトでは、除外されたファイル
またはフォルダーを削除が選択されています。

OKをクリックします。

この機能には、次の3つのオプションがあります。

除外されたファイルまたはフォルダーを削除。ユーザーがログオンするときに、ユーザースト
アから除外されたファイルとフォルダーを削除します。

除外されたファイルまたはフォルダーを無視。ユーザーがログオンするときに、ユーザースト
アから除外されたファイルとフォルダーを無視します。

除外されたファイルまたはフォルダーを同期。ユーザーがログオンするときに、ユーザースト
アからローカルプロファイルに除外されたファイルとフォルダーを同期します。

警告:

除外されたファイルまたはフォルダーを削除を選択すると、Profile Managementはユーザー
ストアから除外されたファイルとフォルダーを完全に削除します。除外されたファイルと
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フォルダーを再度含めた場合でも、ログオン時にProfile Managementはキャッシュされた
ローカルプロファイルからそれらを削除します。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行しま
す。ログオフして再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate> を参照してください。

.iniファイルを使用してログオン除外チェックを有効にするには、次の手順を実行します。

Profile Management .iniファイルを開きます。.iniファイルの詳細については、「Profile 

Management .iniファイルについて」を参照してください。

セクションにEnableLogonExclusionCheck項目を追加します。

EnableLogonExclusionCheck項目の値を次のように設定します。

除外リストで指定された除外ファイルとフォルダーをユーザー ストアから無視するには、
値を1に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=1。

除外リストで指定された除外ファイルとフォルダーをユーザー ストアから削除するには、
値を2に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=2。

チェックを無効にするには、値を0に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=0。

Profile Management .iniファイルを保存して閉じます。

gpupdate /force コマンドを実行して、変更を有効にします。

構成の優先順位:

この設定がグループポリシーオブジェクト (GPO) で構成されていない場合、.iniファイルの値
が使用されます。

この設定がGPOと.iniファイルのどちらでも構成されていない場合、ポリシーは無効になりま
す。

どのグループのプロファイルを処理するかを定義します
プロファイルが処理されるユーザーと処理されないプロファイルを定義できます。コンピュー
ターのローカルグループとドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニバーサル）の両方を
使用できます。ドメイングループは <DOMAIN NAME>\<GROUP NAME>  の形式で指定します。ロー
カルグループは「GROUP NAME」の形式で指定します。
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注： コンピューターのローカルグループは、新しく作成されたローカルグループである必要があ
り、メンバーはドメインユーザーである必要があります。

Profile Management で、処理されたグループポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

表示をクリックします。

Profile Management で処理するプロファイルを持つユーザーが含まれるグループを追加しま
す。複数のエントリを区切るには、Enter キーを使用します。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここ
でも .ini ファイルでも構成されていない場合、除外されたグループポリシーを使用して除外し
ない限り、すべてのユーザーグループのメンバーが処理されます。

プロファイル管理で、除外されたグループポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

表示をクリックします。

Profile Management で処理したくないユーザーが含まれるグループを追加します。複数のエン
トリを区切るには、Enter キーを使用します。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここ
でも .ini ファイルでも構成されていない場合、どのグループのメンバーも除外されません。

ローカル管理者のプロファイルを管理するには、Profile Management で、ローカル管理者のロ
グオンを処理するポリシーをダブルクリックし、有効をクリックします。

重要： デフォルトでは、Profile Management は使用中のオペレーティングシステムを認識
し、サーバーではなくデスクトップオペレーティングシステム上のローカル管理者のアカウン
トを処理します。その理由は、ユーザーは通常デスクトップ上でのみローカル管理者グループ
のメンバーであり、サーバー環境での処理からローカル管理者を除外することはトラブル
シューティングに役立つためです。したがって、デフォルトの動作を変更したい場合にのみ、
このポリシーを有効にしてください。

除外されたグループポリシーは、ローカル管理者のログオンを処理するポリシーよりも優先さ
れます。アカウントが両方のポリシーに表示される場合、Profile Management はそれを処理し
ません。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここ
でも .ini ファイルでも構成されていない場合、ローカル管理者のプロファイルは処理されませ
ん。
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変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

ユーザー ストアへのパスを指定する
ユーザー ストアへのパスを指定する前に、 Profile Managementアーキテクチャを参照し、展開に
関連する場合は、その影響を理解してください。

多言語プロファイルの保存

インクルージョンとエクスクルージョンの組み合わせ

Profile Managementで、「ユーザー ストアへのパス」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択し、ユーザー設定（レジストリの変更と同期ファイル）が保存されるディレク
トリ（ユーザー ストア）へのパスを入力します。

パスは次のいずれかです。

相対パス。このパスはホームディレクトリに対する相対パスである必要があります。ホーム
ディレクトリは通常、Active Directory (AD) のユーザーの#homeDirectory#属性として構成され
ます。

UNCパス。このパスは通常、サーバー共有またはDFS名前空間を指定します。

無効または未構成。この場合、 \&num;homeDirectory&num;\Windows の値が想定されます。

この設定には、次の種類の変数を使用できます。

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数（例: %ProfVer%）。システム環境変数は通常、
追加のセットアップが必要です。詳しくは、(/ja-jp/profile-management/2305/plan/

administer.html)のを参照してください。

ハッシュで囲まれたADユーザーオブジェクトの属性（例: #sAMAccountName#）。

Profile Management変数。詳しくは、(/ja-jp/profile-management/2305/policies/settings.html)の
を参照してください。

%username% と %userdomain% を除き、ユーザー環境変数は使用できません。場所やユーザーな
どの組織変数を定義するために、カスタムAD属性を作成することもできます。属性は大文字と小
文字を区別します。

例:
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\\server\share&num;sAMAccountName# は、ユーザー設定をUNCパス \

\server\share\JohnSmith に保存します（現在のユーザーに対して#sAMAccountName#が
JohnSmithに解決される場合）。

\\server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! は \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64 に展開される場合があります。

重要: どの属性または変数を使用する場合でも、この設定がNTUSER.DATを含むフォルダーの1つ
上のフォルダーに展開されることを確認してください。たとえば、このファイルが \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64\UPM_Profile に含まれている場合、ユー
ザー ストアへのパスを \\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64 に設定します
（ \UPM_Profile サブフォルダーではありません）。

この図は、AD属性、環境変数、およびProfile Management変数を組み込んだ、ユーザー ストアへ
の一般的なパスのコンポーネントを示しています。

ユーザー ストアへのパスを指定する際に変数を使用する方法について詳しくは、次のトピックを
参照してください。

複数のファイルサーバーでCitrixユーザープロファイルを共有する
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•

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

ユーザーストアへのパスが無効になっている場合、ユーザー設定はホームディレクトリのWindows

サブディレクトリに保存されます。

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの設定が使用されます。ここで、または.ini

ファイルでこの設定が構成されていない場合、ホームドライブのWindowsディレクトリが使用さ
れます。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

ユーザー ストアのレプリケート
「ユーザー ストアのレプリケート」ポリシーを使用すると、ユーザーのログオンおよびログオフ
ごとに、ユーザー ストアを複数のパスにレプリケートできます。これにより、プロファイルの冗
長性が提供され、ユーザー プロファイルの可用性が高レベルで保証されます。

ユーザーのログオン中、Profile Management は次のように動作します。

プライマリユーザー ストア ( path to user store  で指定) への接続を試行し、ユーザー
プロファイルをローカルコンピューターにフェッチします。

プライマリ ストアが利用できない場合、Profile Management は、アクセス可能なレプリ
ケートされたユーザー ストア ( Paths to replicate a user store  で指定) に接続でき
るまで、順次接続を試行します。その後、アクセス可能なストアからユーザープロファイ
ルをフェッチします。

以前利用できなかったストアがアクセス可能になると、Profile Management はデータの一
貫性を確保するために、そのストアを他のストアと同期します。

ユーザーのログオフ中、Profile Management はローカルプロファイルをプライマリユーザー 
ストアとレプリケートされたユーザー ストアの両方に書き戻します。

注：

この機能は、ファイルベースとコンテナベースの両方のプロファイルソリューションで
利用できます。
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レプリケートされたプロファイルコンテナは、ユーザーログオンのプロファイル冗長性
を提供しますが、セッション内フェールオーバーには対応していません。

このポリシーを有効にすると、システムI/Oが増加し、ログオフ時間が長くなる可能性が
あります。

グループポリシーを使用して「ユーザー ストアのレプリケート」ポリシーを構成するには、
次の手順を実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Citrix Components > Profile Management > 

詳細設定 にアクセスし、「ユーザー ストアのレプリケート」ポリシーをダブルクリックしま
す。

ポリシーを「有効」に設定します。

「ユーザー ストアをレプリケートするパス」の横にある「Show」をクリックし、「値」
フィールドにパスを入力します。

ユーザープロファイルの一部でプロファイルコンテナが有効になっている場合、コンテナベー
スのプロファイルとファイルベースのプロファイルを異なる場所にレプリケートできます。そ
のためには、 <path to the replicated file-based profiles>|<path to the 

replicated container-based profiles>  の形式でパスを入力します。たとえば、 \

\path_a|\\path_b  は、Profile Management がファイルベースのプロファイルを \\path_a

に、コンテナベースのプロファイルを \\path_b  にレプリケートすることを示します。

「OK」をクリックし、もう一度「OK」をクリックします。

「注：」:

セッション中に変更されたファイルとフォルダーをユーザー ストアに同期するには、アク
ティブライトバックを有効にする ポリシーを有効にします。

変更を有効にするには、Profile Management がインストールされているマシンで、コマンド
プロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。すべてのセッションからログオフ
し、再度ログオンします。
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ユーザー ストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にす
る
デフォルトでは、Citrix Profile Management は現在のユーザーを偽装してユーザー ストアにアクセ
スします。この動作では、現在のユーザーがユーザー ストアに直接アクセスする権限を持ってい
る必要があります。対照的に、ユーザー ストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にするポリ
シーを使用すると、Profile Management はストア自身の資格情報を使用してユーザー ストアにア
クセスできます。

このポリシーにより、ユーザー ストアの展開とアクセスにおいて、より柔軟性が得られます。た
とえば、このポリシーを使用すると、現在のユーザーがアクセス権を持たないファイル共有
(Azure Files など) にユーザー ストアを展開できます。または、ユーザー ストアへのアクセス時に
Profile Management が現在のユーザーを偽装しないようにしたい場合は、このポリシーを有効に
できます。

注：

Profile Management は2種類のプロファイル ソリューションを提供しており、ユーザー スト
アは両方のストレージ場所として機能します。

ファイルベースのソリューション。ユーザー プロファイルは、ログオン時にリモート 
ユーザー ストアからローカル コンピューターにフェッチされ、ログオフ時に書き戻され
ます。

コンテナベースのソリューション。ユーザー プロファイルは VHDX ファイル (プロファ
イル コンテナとして知られています) に保存されます。これらの VHDX ファイルは、ロ
グオン時にアタッチされ、ログオフ時にデタッチされます。

このポリシーは、ファイルベースとコンテナベースの両方のソリューションで利用できま
す。Profile Management バージョン2212より前のバージョンでは、このポリシーはコンテ
ナベースのソリューションでのみ利用可能です。

安全なユーザー ストアの作成に関する詳細については、Microsoft TechNet Web サイトの移
動ユーザー プロファイル用のファイル共有を作成するを参照してください。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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Profile Management がストア自身の資格情報を使用してユーザー ストアにアクセスできるよ
うにするには、次の両方のアクションを実行する必要があります。

Profile Management が実行されている各マシンで、ユーザー ストアへの資格情報ベースのア
クセスを有効にするポリシーを有効にします。

ストアの資格情報をそれらのマシンに追加します。

その目標を達成するには、次のいずれかの方法を使用できます。Workspace Environment 

Management™ (WEM) サービスとGPO。

注：

コンテナベースのソリューションが有効になっている場合、ユーザー ストアの NTFS アクセ
ス許可は保持されます。

WEMサービスを使用した資格情報ベースのアクセスを有効にする
WEMを使用すると、Profile Managementが実行されている各マシンで同じ資格情報を入力する必
要がなくなります。WEMサービスコンソールでポリシーを有効にし、ユーザープロファイルスト
アの資格情報を一度だけ入力します。その後、WEMサービスはこれらの設定を各マシンに適用し
ます。

詳細な手順は次のとおりです。

管理コンソールで、ポリシーとプロファイル > Citrix Profile Management設定 > ユーザープ
ロファイルストアの資格情報に移動します。

ユーザープロファイルストアの資格情報タブで、ユーザープロファイルストアへの資格情報
ベースのアクセスを有効にするチェックボックスをオンにします。
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1.

追加をクリックします。新しい資格情報ダイアログボックスが表示されます。

プロファイルストレージサーバーのFQDNまたはIPアドレスと、その資格情報を入力します。

OKをクリックします。

GPOを使用した資格情報ベースのアクセスを有効にする
GPOを使用してポリシーを有効にすることを選択した場合、Profile Managementが実行されてい
る各マシンで資格情報を手動で追加する必要があります。

ポリシーを有効にする

詳細な手順は次のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。
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「ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > 詳細設定」にアクセスし、「ユーザー ストアへの資格情報ベースのア
クセスを有効にする」をダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。

Windows 資格情報マネージャーに資格情報を追加する

Profile Management は、ユーザー ストアにアクセスするために、マシンに保存されている資格情
報を使用します。Profile Management が実行されている各マシンで、ユーザー ストアの資格情報
を Windows 資格情報マネージャーに追加します。詳細な手順は次のとおりです。

Sysinternals Web サイトから PsExec をダウンロードし、ファイルを C:\PSTools  に解凍し
ます。

「スタート」メニューから「コマンド プロンプト」を右クリックし、「管理者として実行」を
選択します。コマンド シェルが起動します。

C:\PSTools\PsExec -s -i cmd  コマンドを実行します。別のコマンド シェルが起動しま
す。

注:

-s  パラメーターは、ローカル システム アカウントを使用してツールを実行しているこ
とを示します。その結果、資格情報を安全に保存できます。

新しいコマンド シェルで、 rundll32.exe keymgr.dll, KRShowKeyMgr  コマンドを実行し
ます。「保存されているユーザー名とパスワード」ダイアログ ボックスが表示されます。

「保存されているユーザー名とパスワード」ダイアログ ボックスで、「追加」をクリックしま
す。

プロファイル ストレージ サーバーの FQDN または IP アドレスとその資格情報を入力し、既
定の資格情報タイプをそのままにして、「OK」をクリックします。

ユーザー ストアの移行
Profile Management は、データ損失なしにユーザー ストアを移行するソリューションを提供しま
す。この機能は、ユーザー ストアをよりスケーラブルなファイル サーバーに移行したい場合に役
立ちます。
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ユーザー ストアを移行するには、 ポリシーを ポリシーと併用します。 ポリシーを使用すると、
ユーザー設定（レジストリの変更と同期されたファイル）が以前に保存されていたフォルダーへ
のパス（以前使用していたユーザー ストアのパス）を指定できます。

パスは、絶対 UNC パスまたはホーム ディレクトリに対する相対パスにすることができます。どち
らの場合も、次の種類の変数を使用できます。

システム環境変数（パーセント記号で囲まれています）

Active Directory ユーザー オブジェクトの属性（ハッシュ記号で囲まれています）

例：

フォルダー Windows\%ProfileVer%  は、ユーザー設定をユーザー ストアの 

Windows\W2K3  というサブフォルダーに保存します（%ProfileVer% が W2K3 に解決される
システム環境変数である場合）。

\\server\share&num;SAMAccountName#  は、ユーザー設定を UNC パス \

\server\share\<JohnSmith>  に保存します（ #SAMAccountName#  が現在のユーザーに対し
て JohnSmith に解決される場合）。

パスでは、 %username%  と %userdomain%  を除くユーザー環境変数を使用できません。

この設定が無効になっている場合、ユーザー設定は現在のユーザー ストアに保存されます。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの対応する設定が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ユーザー設定は現在のユーザー ス
トアに保存されます。

ポリシー設定の変更が有効になると、以前のユーザー ストアに保存されていたユーザー設定は、
ポリシーで指定された現在のユーザー ストアに移行されます。

グループ ポリシーでユーザー ストアの移行を構成するには、次の手順を実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix Components > 

Profile Management の下で、ユーザー ストアの移行ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

オプションペインで、以前使用していたユーザー ストアのパスを入力します。

OKをクリックします。
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変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。す
べてのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

Citrix Studio で Profile Management ポリシーを構成することもできます。これを行うには、次の
手順を実行します。

Citrix Studio の左ペインで、ポリシーをクリックします。

ポリシーの作成ウィンドウで、検索ボックスにポリシーを入力します。たとえば、「ユーザー 
ストアの移行」と入力します。

選択をクリックして、ユーザー ストアの移行ポリシーを開きます。

有効を選択し、以前使用していたユーザー ストアのパスを入力します。

OKをクリックします。

証明書を保存する
セッション中に証明書ストアにインポートされた個人証明書を保存するには、この手順に従って
ください。デフォルトでは、証明書は自動的に同期されます。

設定 Directories to synchronize にパス Application 

Data\Microsoft\SystemCertificates\My  を追加します。オペレーティングシステムの言語
によって、この場所のアプリケーションデータフォルダーが決まります。ポリシーを使用して
多言語システムを構成する場合は、各言語の場所をリストに追加します。

例
英語システムでは、パスは Application Data\Microsoft\SystemCertificates\My  です。ド
イツ語システムでは、 Anwendungsdaten\Microsoft\SystemCertificates\My  です。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

ユーザープロファイルのストリーミング
既定では、Citrix Profile Management は、ユーザーがログオンするときに、ユーザープロファイル
全体をユーザー ストアからローカルコンピューターにフェッチします。ユーザープロファイル内
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の大きなファイルは、ログオンを遅くする原因となる可能性があります。ユーザーのログオンエ
クスペリエンスを向上させるには、プロファイルストリーミング機能を有効にできます。

この機能を有効にすると、Profile Management は、ログオン後にアクセスされた場合にのみプロ
ファイルファイルとフォルダーをフェッチします。

注:

ユーザープロファイルには、ファイル、フォルダー、およびレジストリエントリが含まれま
す。この機能はファイルとフォルダーに適用されますが、レジストリエントリには適用され
ません。レジストリエントリは、ユーザーログオン時に常にフェッチされます。

プロファイルストリーミング機能を有効にする
次のポリシーを使用して、プロファイルストリーミング機能を有効にします。

プロファイルストリーミング。 このポリシーを有効にすると、ユーザーがアクセスしたときに
プロファイルファイルがローカルコンピューターにフェッチされます。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にする。 このポリシーを有効にすると、
ユーザーがアクセスしたときにプロファイルフォルダーがローカルコンピューターにフェッチ
されます。

ポリシーを有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ストリーミングされたユーザープロファイルにアクセスします。

プロファイルストリーミングをダブルクリックします。「有効」を選択し、「OK」をクリッ
クします。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするをダブルクリックします。「有効」を
選択し、「OK」をクリックします。

プロファイルストリーミングの機能強化を有効にする
プロファイルストリーミング機能を有効にした後、必要に応じてさまざまな機能強化を適用でき
ます。
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例1：ユーザーから、大きなプロファイルファイルの読み込みが遅いという報告がありました。こ
の場合、Always cacheポリシーを有効にし、大きなファイルの最小サイズを指定します。Profile 

Managementは、ユーザーログオン中に、そのサイズより大きいファイルをローカルプロファイル
にキャッシュします。

例2：組織内で、ユーザーが特定のプロファイルフォルダーに頻繁にアクセスします。そのため、
プロファイルストリーミングが有効になっている場合でも、ユーザーログオン時にそれらのフォ
ルダーをローカルプロファイルにフェッチしたいと考えています。この目標を達成するには、
Profile Streaming Exclusion list - directoriesポリシーを有効にし、プロファイルストリーミン
グからフォルダーを除外します。

必要に応じて、機能強化を有効にします。詳細な手順は次のとおりです。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ストリーミングユーザープロファイルにアクセスします。

大容量ファイルの読み込み時間を短縮するには、Profile Managementでログオン中に大容量
ファイルをローカルプロファイルにキャッシュするようにします。詳細な手順は次のとおりで
す。

Always cacheをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

キャッシュするプロファイルファイルのサイズの下限 (MB) を設定します。プロファイル
全体をキャッシュするには、制限をゼロに設定します。

注:

制限を超えるファイルは、Profile Managementがユーザーログオン中にバックエンド処
理スレッドを開始するとすぐに、ローカルプロファイルにキャッシュされます。

制限を下回るファイルは、ユーザーがアクセスしたときにローカルプロファイルに
フェッチされます。

OKをクリックします。

ドメイン内の特定のユーザーグループにのみプロファイルストリーミングを適用するには、次
の手順に従います。

Streamed user profile groupsをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

ユーザーグループのリストを入力します。エントリを区切るには Enter を押します。
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d.

4.

a.

b.

c.

d.

5.

a.

b.

c.

•

•

•

OKをクリックします。

**注：**デフォルトでは、このポリシーは無効になっており、プロファイルストリーミングは
ドメイン内のすべてのユーザーグループに適用されます。

特定のプロファイルフォルダーとファイルをプロファイルストリーミングから除外するには、
次の手順に従います。

Profile Streaming Exclusion list - directoriesポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

「表示」をクリックします。

Profile Managementでストリームしたくないフォルダーを追加します。詳しくは、この記
事の後半にある「プロファイルストリーミングの除外を有効にする」を参照してくださ
い。

同じユーザーの同時セッションで最適なログオンエクスペリエンスを確保するには、次の手順
に従います。

「保留領域のプロファイルストリーミングを有効にする」をダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

「OK」をクリックします。 詳しくは、この記事の後半にある「保留領域のプロファイル
ストリーミング」を参照してください。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。詳
しくは、 <https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb490983.aspx> を参照してくだ
さい。

構成の優先順位
ストリームユーザープロファイルの各ポリシーの構成の優先順位は次のとおりです。

GPOまたは.iniファイルでプロファイルストリーミングが構成されていない場合、プロファイ
ルストリーミングは無効になります。

GPOで常にキャッシュが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定
がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、無効になります。

ストリームユーザープロファイルグループが無効になっている場合、すべてのユーザーグルー
プが処理されます。この設定がGPOで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されま
す。この設定がGPOまたは.iniファイルで構成されていない場合、すべてのユーザーが処理さ
れます。
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•

•

1.

2.

3.

4.

5.

•

•

•

•

•

•

•

GPOまたは.iniファイルでフォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするが構成され
ていない場合、フォルダーのプロファイルストリーミングは無効になります。

GPOまたは.iniファイルでプロファイルストリーミングの除外を有効にするが構成されていな
い場合、すべてのフォルダーがストリームされます。

GPOまたは.iniファイルで保留領域のプロファイルストリーミングを有効にするが構成されて
いない場合、保留領域のプロファイルストリーミングは無効になります。

プロファイルストリーミング除外を有効にする
プロファイルストリーミングの除外が有効になっている場合、Profile Managementは除外リスト
内のフォルダーをストリームしません。ユーザーがログオンすると、除外リスト内のすべてのフォ
ルダーとファイルがユーザーストアからローカルコンピューターに即座にフェッチされます。

プロファイルストリーミングの除外を有効にするには、次の手順に従います。

プロファイル管理で、ストリーミングされたユーザープロファイルをダブルクリックします。

プロファイルストリーミング除外リスト - ディレクトリポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

表示をクリックします。

Profile Managementでストリーミングしたくないフォルダーを追加します。フォルダー名は、
絶対パスまたはユーザープロファイルに対する相対パス ( %USERPROFILE% ) として指定できま
す。その変数を使用してプロファイルの場所を特定しますが、このポリシーに変数自体を入力
しないでください。パスの先頭のバックスラッシュは省略してください。

例:

Desktop。Desktopフォルダーは、ユーザーログオン時にフェッチされます。

MyApp\tmp 。 %USERPROFILE%\MyApp\tmp フォルダーは、ユーザーログオン時にフェッチさ
れます。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイル内の次のフォルダーはデフォルトで除外さ
れます。

AppData\Local\Microsoft\Credentials

Appdata\Roaming\Microsoft\Credentials

Appdata\Roaming\Microsoft\Crypto

Appdata\Roaming\Microsoft\Protect

Appdata\Roaming\Microsoft\SystemCertificates
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1.

2.

注:

このポリシーは、プロファイルストリーミングが有効になっている場合にのみ有効になりま
す。

このポリシーは、ワイルドカード * および ? をサポートしていません。

エントリを区切るには、 Enter と入力します。

プロファイルストリーミング除外リストを手動で編集する場合は、ログオンがハングするのを
避けるために、前述のデフォルトで除外されているフォルダーを追加する必要があります。

保留領域のプロファイルストリーミング
Profile Managementは、保留領域を使用して、同じユーザーの同時セッションで変更されたプロ
ファイルファイルとフォルダーを一時的に保存します。デフォルトでは、この領域はプロファイ
ルストリーミング機能の例外です。この機能が有効になっている場合でも、ユーザーがログオンす
ると、その領域のファイルとフォルダーはローカルプロファイルにフェッチされます。

同じユーザーの同時セッションで最適なログオンエクスペリエンスを確保するには、プロファイ
ルストリーミング機能の強化として、保留領域のプロファイルストリーミングを有効にする機能
を有効にします。このポリシーが有効になっている場合、Profile Managementは、ユーザーがログ
オン時ではなくアクセス時に、保留領域のファイルとフォルダーをローカルプロファイルに
フェッチします。その領域に大きなファイルがある場合、ユーザーのログオン時間が大幅に短縮
されます。

フォルダーリダイレクトの構成
フォルダーリダイレクトはMicrosoft Windowsの機能であり、Profile Managementと組み合わせて
使用できます。

重要:

フォルダーリダイレクトは、Microsoft Active Directory（AD）GPOまたはCitrix®ポリシーの
いずれか1つの方法のみを使用して構成してください。複数の方法を使用してフォルダーリ
ダイレクトを構成すると、予期しない結果が生じる可能性があります。

フォルダーリダイレクトを構成するには、次の手順を実行します。

適用可能なユーザーを、Profile Management が管理する OU に移動します。

GPOを作成し、編集用に開きます。
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•
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•

［ユーザーの構成］>［管理用テンプレート］>［Citrix Components］>［Profile 

Management］>［フォルダーリダイレクト］ の順に移動し、リダイレクトするフォルダーを
選択します。

［ <folder name> フォルダーをリダイレクトする］ポリシーを有効にして、リダイレクトさ
れたパスを入力します。リダイレクトされたフォルダーを除外として追加しないでください。
ユーザー名やフォルダー名をパスに追加しないでください。たとえば、Desktopフォルダーの
パスを \\server\share\ に設定すると、ユーザー環境のフォルダーは \

\server\share\<user name>\Desktop としてリダイレクトされます。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。
詳しくは、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/

windows-commands/gpupdate> を参照してください。

次のフォルダーをリダイレクトできます。

AppData(ローミング)

デスクトップ

スタートメニュー

ドキュメント

写真

音楽

ビデオ

お気に入り

連絡先

ダウンロード

リンク

検索

保存されたゲーム

フォルダーをリダイレクトする際は、次の点に注意してください。

The Documents folder. ユーザーのホームディレクトリにリダイレクトできます。

The Music、Pictures、およびVideosフォルダー。これらはDocumentsフォルダーを基準と
したフォルダーにリダイレクトできます。
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フォルダーリダイレクトが機能することを確認する方法
フォルダーリダイレクトが機能することを確認するには、次の手順を実行します。

セッションで、リダイレクトしたフォルダーに移動し、フォルダーを右クリックして、プロパ
ティを選択します。

プロパティウィンドウで、ショートカットタブに移動し、ターゲットフィールドを確認しま
す。フィールドにリダイレクトされたパスが表示されている場合、フォルダーリダイレクトは
機能しています。そうでない場合、フォルダーリダイレクトは機能していません。

フォルダーリダイレクトログ

注:

プロファイル管理は、フォルダーリダイレクトが失敗した場合にのみ、Windowsイベントロ
グに情報を書き込みます。

プロファイル管理はWindowsイベントログに情報を書き込みます。Windowsイベントビュー
アーのアプリケーションペインでイベントを表示できます。この情報は、フォルダーリダイ
レクト機能の使用時に発生する問題のトラブルシューティングに役立ちます。

トランザクションフォルダーの管理
トランザクションフォルダーとは、相互依存するファイル（あるファイルが他のファイルを参照
する）を含むフォルダーを指します。ミラーするフォルダーポリシーは、プロファイル同期中に
トランザクションフォルダーの整合性を保証します。このポリシーにより、Profile Managementは
ユーザー ストアとローカル ユーザー プロファイルの間でトランザクションフォルダー全体をミ
ラーリングします。

フォルダーミラーリングの高速化ポリシーは、Profile Management 2106以降で利用可能です。

フォルダーミラーリングの仕組み
通常、Profile Managementがユーザー ストアとローカル プロファイル間でユーザー プロファイル
を同期する場合、タイムスタンプを比較して更新されたファイルのみを同期します。しかし、トラ
ンザクションフォルダー内のファイルは関連付けられているため、整合性の問題を避けるために
Profile Managementはフォルダー全体を同期する必要があります。トランザクションフォルダーの
例としては、トランザクションログファイルとそれに対応するデータベースファイルを含むフォ
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1.

2.

1.

2.

3.

ルダーが挙げられます。異なるセッションのトランザクションログファイルとデータベースファ
イルを混在させると、トランザクションの整合性に関する問題が発生する可能性があります。

トランザクションフォルダーを正しく同期するために、Profile Managementはミラーするフォル
ダーポリシーを提供します。トランザクションフォルダーを宛先に同期する際、Profile 

Managementは以下の手順を使用してフォルダーを宛先にミラーリングします。

フォルダー内のすべてのコンテンツを、タイムスタンプを無視して宛先にコピーします。

宛先にある追加のコンテンツをすべて削除します。

注意：

トランザクションフォルダーをミラーリングするということは、「最後の書き込みが優先さ
れる」ことを意味します。複数のセッションで変更されたファイルは、最新の更新によって
上書きされ、プロファイルの変更が失われる可能性があります。

ミラーするフォルダーの指定
ミラーするフォルダーポリシーを有効にし、ミラーするフォルダーを指定します。

Google Chromeを例にとってみましょう。 AppData\Local\Google\Chrome\User 

Data\Default 内のブックマーク関連ファイルとサブフォルダーは相互依存しており、プロファイ
ル同期中に全体として処理される必要があります。この目標を達成するには、このフォルダーを
ミラーするフォルダーポリシーに追加する必要があります。

ミラーするフォルダーからファイルやサブフォルダーを除外することもできます。前の例では、
AppData\Local\Google\Chrome\User Data\Default フォルダーにはブックマークとは無関係

のファイルやサブフォルダーも含まれています。それらを除外するには、除外リスト – ディレク
トリおよび除外リスト – ファイルポリシーを使用できます。

詳細な手順は次のとおりです。

「Profile Management \> File system \> Synchronization」に移動し、「Folders to mirror

」ポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

「List of folders to mirror」フィールドに、ユーザー ストアへの相対パス形式でミラーリング
するフォルダーのリストを入力します。フォルダーを区切るには Enter と入力します。
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a.

b.

1.

2.

1.

2.

3.

注：

このポリシーは再帰的に機能します。サブフォルダーをリストに追加しないでくださ
い。

たとえば、 AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies を追加した場合、
AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies\Low は追加しないでください。

「OK」をクリックします。

ミラーリングされたフォルダー内の一部のファイルとサブフォルダーをミラーリングプロセス
から除外するには、次の手順に従います。

「Profile Management \> File system」に移動し、「Exclusion list – directories」ポリ
シーまたは「Exclusion list – files」ポリシーをダブルクリックします。

除外するファイルとサブフォルダーを指定します。

構成の優先順位：

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、フォルダーはミラーリングされ
ません。

フォルダーミラーリングの高速化
Profile Management 2106以降、「Accelerate folder mirroring」ポリシーを有効にすることで、
フォルダーミラーリングを高速化できます。

このポリシーを有効にすると、Profile ManagementはミラーリングされたフォルダーをVHDXベー
スの仮想ディスクに保存します。Profile Managementはログオン時に仮想ディスクをアタッチし、
ログオフ時にデタッチするため、ユーザープロファイルストアとローカルプロファイルの間で
フォルダーをコピーする必要がなくなります。

このポリシーを有効にするには、次の手順に従います。

Profile Management \> ファイルシステム \> 同期で、フォルダーミラーリングの高速化ポリ
シーをダブルクリックします。

**［有効］**を選択します。

**［OK］**をクリックします。

構成の優先順位：
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ここでこのポリシーが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ポリシーは無効になります。

Internet ExplorerのCookieフォルダーを管理する
この記事は、Profile Management 3.1以降に適用されます。

Internet ExplorerのCookieフォルダーを管理する際は、プロファイルの肥大化を抑えつつ、トラン
ザクションの整合性を確保する必要があります。この目標を達成するには、ミラーするフォル
ダーポリシーとログオフ時にインターネットCookieファイルを処理するポリシーを使用します。

詳細な手順は次のとおりです。

ミラーするCookieフォルダーを指定する。

プロファイルの肥大化の問題が発生した場合は、ユーザーログオフ時に古いCookieの削除を有
効にする。

変更を有効にするには、このMicrosoftの記事に記載されているように、コマンドプロンプトから
gpupdate /force コマンドを実行します。

概要
このセクションでは、2つのポリシーがCookieフォルダーの管理にどのように役立つかを説明しま
す。

Internet Explorer 8のCookieフォルダーを例にとってみましょう。このフォルダーには、index.dat

とCookieファイルが含まれています。ユーザーがインターネットを閲覧すると、index.datが
Cookieファイルを参照します。たとえば、ユーザーがそれぞれ異なるデバイスから2つのInternet 

Explorerセッションを持ち、各セッションで異なるサイトにアクセスした場合、各サイトからの
Cookieは対応するデバイスに追加されます。

トランザクションの整合性を確保する方法

上記の例で、ユーザーが両方のセッションからログオフした場合に何が起こるかを見てみましょ
う。セッションからのCookieはマージされ、index.datファイルは最後にログオフしたセッション
のものと同期されます。その結果、Cookieファイルとindex.dat内のそれらのCookieファイルへの
参照が一致しなくなります。

ミラーするフォルダーポリシーがこの問題を解決します。このポリシーを設定すると、Profile 

Managementはプロファイル同期中にフォルダー全体を宛先にコピーします。このポリシーの動作
の詳細については、「トランザクションフォルダーを管理する」を参照してください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate
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プロファイルの肥大化を回避する方法

新しいセッションでのブラウジングは、Cookieフォルダーの肥大化につながります。また、Web

サイトを再訪問すると、古いCookieが蓄積されます。ログオフ時にインターネットCookieファイ
ルを処理するポリシーは、ユーザーログオフ時にプロファイルから古いCookieを削除すること
で、この問題を解決します。

注:

Internet Explorer 9以前のCookieと閲覧履歴情報は、Internet Explorer 10以降のCookieと閲覧
履歴情報とは互換性がありません。異なるバージョンのInternet Explorerがインストールさ
れている複数のシステム間で移動しないことをお勧めします。\[#474200\]

ミラーリングするCookieフォルダーを指定する
ミラーリングするフォルダーポリシーを有効にします。ポリシーで、展開でサポートされている
OSのバージョンに基づいて、ミラーリングするCookieフォルダーを指定します。

Profile Management \> ファイルシステム \> 同期に移動します。

ミラーリングするフォルダーポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ミラーリングするフォルダーのリストフィールドで、次のCookieフォルダーを追加します。
フォルダーを区切るには Enter を使用します。

AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies  (バージョン2プロファイルの場合).

AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCookies  (Windows 8.1以降のCookieフォル
ダー)

AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies  (Windows 7およびWindows 8の
Cookieフォルダー)

AppData\Local\Microsoft\Windows\WebCache  (Internet Explorer 10以降で利用可能な
フォルダーで、Cookieデータベースファイル Webcache01.dat が保存されます)

OKをクリックします。

Profile Management 2106以降を使用している場合は、フォルダーミラーリングの高速化ポリ
シーをダブルクリックし、有効を選択します。
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(オプション) ログオフ時に古いCookieを削除する
ユーザーのログオフ時にProfile Managementで古いCookieを削除するには、「ログオフ時にイン
ターネットCookieファイルを処理する」ポリシーを有効にします。

このポリシーはログオフ時間を増加させるため、プロファイルの肥大化の問題が発生した場合に
のみ有効にしてください。

Profile Management \> 詳細設定 に移動します。

「ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する」ポリシーをダブルクリックしま
す。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。

オフラインプロファイルを構成する
Citrix®オフラインプロファイルは、ネットワークへのアクセスが断続的であるラップトップユー
ザーまたはモバイルデバイスユーザーを対象としています。この機能により、プロファイルは可能
な限り早くユーザー ストアと同期できます。ネットワーク接続が切断されても、再起動または休
止状態になった後でも、プロファイルはラップトップまたはデバイス上でそのまま維持されま
す。モバイルユーザーが作業すると、プロファイルはローカルで更新され、ネットワーク接続が
再確立されると最終的にユーザー ストアと同期されます。

この機能は、ドメインに参加しているコンピューター（Citrix XenClient®を実行しているコン
ピューターを含む）でのみ機能します。ネットワーク接続が永続的である傾向があるサーバーや
デスクトップコンピューターでの使用は意図されていません。

通常、オフラインプロファイルとストリーミングユーザープロファイルの両方を有効にすること
はありません。このため、オフラインプロファイルが優先され、ストリーミングユーザープロ
ファイルと「ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する」設定が無効に
なります。ユーザーが最初にログオンするときは、常にラップトップまたはモバイルデバイスに
完全なプロファイルがあることを確認してください。

オフラインプロファイルは、次の方法で構成できます。

グループポリシーを使用する。このポリシーにより、機能の一元的な管理制御が可能になりま
すが、オフラインプロファイルを使用するラップトップまたはデバイスを含む個別のOUを作
成する必要があります。

.iniファイルを使用する。ラップトップやモバイルデバイス専用の特別なOUを作成したくない
場合は、より簡単なオプションです。ただし、この機能の制御は個々のデバイス所有者に効果
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的に委ねられます。このオプションでは、各ラップトップまたはモバイルデバイスの1回限り
の構成が必要です。

オフラインプロファイルのサポートがグループポリシーを使用して構成されていない場合、.ini

ファイルの値が使用されます。この設定がグループポリシーまたは.iniファイルで構成されていな
い場合、オフラインプロファイルは無効になります。

グループポリシーを使用する
Profile Managementによって管理されるすべてのコンピューターを含むOUを作成します。オフ
ラインプロファイルを使用するラップトップとモバイルデバイス、Citrix Virtual Apps™サー
バー、および仮想デスクトップを含めます。

ラップトップとモバイルデバイスのみを含む子OUを作成します。

グループポリシー管理で、サイト全体のポリシーを適用するベースライングループポリシーオ
ブジェクト（GPO）を作成し、両方のOUにリンクします。

すべてのコンピューターに共通のProfile Management設定でベースラインGPOを構成します。

2番目のオフラインGPOを作成し、子OUにリンクします。

オフラインGPOを次のように構成します。

プロファイル管理の下で、オフラインプロファイルサポートをダブルクリックします。

有効を選択し、OKをクリックします。

ラップトップとモバイルデバイスにのみ適用したい他の設定を構成します。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

.ini ファイルの使用
前提条件として、ベースラインとオフラインの両方のGPOで、オフラインプロファイルサポート
が未構成（デフォルト）であることを確認してください。これらの設定が構成されている場
合、.ini ファイルの設定は上書きされます。

各ラップトップまたはモバイルデバイスで、プロファイル管理インストーラーによって作成さ
れた .ini ファイルを見つけます。.ini ファイルを見つけるには、ダウンロードに含まれるファ
イル を参照してください。

この行のコメントを解除します（セミコロンを削除して）：
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;OfflineSupport=

.ini ファイルを保存します。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロン
プトから gpupdate /force  コマンドを実行します。

カスタマーエクスペリエンス向上プログラム (CEIP) を構成
する
CEIP を構成するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix コンポーネント > プロファイル管理 > 詳細設定 の下で、カスタマーエクスペリエンス
向上プログラム をダブルクリックします。

有効 または 無効 を選択し、OK をクリックします。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロン
プトから gpupdate /force  コマンドを実行します。

注記:

非ヨーロッパ地域のマシンでは、このポリシーが GPO で構成されていない場合、.ini 

ファイルの値が使用されます。このポリシーが GPO または .ini ファイルのいずれでも構
成されていない場合、CEIP が有効になります。

ヨーロッパ地域のマシンでは、このポリシーが GPO で構成されていない場合、.ini ファ
イルの値にかかわらず CEIP は無効になります。

CEIP の詳細については、Citrix カスタマーエクスペリエンス向上プログラム (CEIP) につい
て を参照してください。

https://www.citrix.com/community/cx/ceip.html?_ga=1.132974989.220607373.1476062399
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クロスプラットフォーム設定の構成

クロスプラットフォーム設定でサポートされるオペレーティングシステ
ムとアプリケーション
この記事では、Profile Management のこのリリースにおけるクロスプラットフォーム設定機能で
サポートされるアプリケーションとオペレーティングシステム (OS) について説明します。

定義ファイルについて

定義ファイルには、選択した Windows アプリケーションの共通のパーソナライゼーションが含ま
れています。各ファイルとその中の定義により、ユーザーは複数の OS 上で同じアプリケーション
に接続でき、各プラットフォームで実質的に同一のプロファイルが提示されます。たとえば、ユー
ザーは Microsoft Office の2つのインスタンスにアクセスする場合があります。1つは Windows 7 

仮想デスクトップにインストールされ、もう1つは Windows Server 2003 上で Citrix Virtual 

Apps™ を使用して公開されています。どちらのインスタンスにアクセスしても、ユーザーの
Office エクスペリエンスは一貫しています。

事前構成された定義ファイルは、クロスプラットフォーム設定機能の重要な側面です。サポート
されているアプリケーションごとに定義ファイルがあります。定義ファイルは XML 形式です。

重要: すべての OS におけるアプリケーションの動作を徹底的に分析し、この機能の操作を完全に
理解することなく定義ファイルを編集すると、ユーザープロファイルに予期しない変更が生じ、
トラブルシューティングが困難になる可能性があります。このため、Citrix® は提供されている定
義ファイルの編集や新しい定義ファイルの作成をサポートしていません。さらに、Windows ユー
ザープロファイルの性質上、一部のアプリケーション設定は OS 間で複製できません。

さらに、この機能はレジストリおよびアプリケーション設定には適していますが、ファイルや
フォルダー、またはフォルダーリダイレクトで通常使用されるオブジェクト（たとえば、ブラウ
ザのお気に入り、デスクトップ、スタートメニューの設定など）には適していないことに注意し
てください。

サポートされるオペレーティングシステム

サポートされているシングルセッション OS 間、およびサポートされているマルチセッション OS 

間でプロファイルをローミングできます。

以下がサポートされています（該当する場合は x86 および x64 バージョン）：

シングルセッション OS。Windows XP、Windows 7、および Windows Vista。

マルチセッション OS。Windows Server 2003、Windows Server 2008、および Windows 

Server 2008 R2。
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サポートされる Citrix 製品

クロスプラットフォーム設定機能は、以下の Citrix 製品をサポートしています。

Windows Server 2003 以降に対応した XenApp® 5 Feature Pack

XenDesktop® 4以降

サポートされているアプリケーション

以下の定義ファイルがこのリリースで利用可能です。XMLファイル名は、サポートされているア
プリケーションとバージョンを示します。

Internet Explorer 7 Plus.xml。このファイルは、複数のプラットフォーム間でのInternet 

Explorerのバージョン7、8、9 (お気に入りを除く) のローミングをサポートします。お気に入
りおよびフィードのローミングはサポートされていません。

オフィス 2007.xml。

オフィス 2010.xml。

Wallpaper.xml。このファイルは、複数のプラットフォーム間でのデスクトップの壁紙のロー
ミングをサポートします。複数のプラットフォーム間でのテーマのローミングはサポートされ
ていません。

重要: 各アプリケーションの定義ファイルは、上記のサポートされているシナリオでのみ使用して
ください。たとえば、Internet Explorer 7 Plus.xmlは、そのブラウザーの複数のバージョン間で設
定をローミングします。しかし、Officeのバージョン間で設定をローミングするためにOffice 

2007.xmlまたはOffice 2010.xmlを使用することはできません。

アプリケーション定義ファイルの構造
この記事では、プロファイル管理アプリケーション定義ファイルのXML構造について説明しま
す。この構造は、アプリケーションプロファイラーとクロスプラットフォーム設定の両方に適用さ
れます。
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アーキテクチャ図

XML宣言とエンコーディング属性

XML宣言では、属性 \<?xml version="1.0"\> を指定する必要があります。

Encoding="UTF-8" は推奨される属性です。

GroupDefinitions

グループのコレクションのコンテナ。XMLドキュメントのルート要素として機能します。その
属性にはバージョンとGUIDが含まれます。これらは必須属性です。

グループ

サブアプリケーションの設定を定義します。その属性はnameとGUIDです。これらは必須属性
です。

オブジェクト

サブアプリケーションの1つの設定を定義します。その属性はnameとGUIDです。これらは必
須属性です。

プラットフォーム

Platformは、異なるオペレーティングシステムで異なる定義を提供します。オペレーティング
システムを指定するために、オプションの属性OSVersionNumberを使用できます。属性がない
場合、すべてのプラットフォームは設定の内部定義を受け入れます。Platformには、RegKey、
RegValue、File、Folder、Wallpaperのいずれかの要素が含まれている必要があります。

RegKey
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設定をレジストリ内のキーとして定義します。Key要素を含める必要があります。オプション
のサブ要素としてRecurseとMergeの2つが含まれます。RecurseとMergeは、Profile 

Managementがキーをローミングする際のパフォーマンスを定義します。もう1つのオプショ
ンのサブ要素はExcludeValuesです。ExcludeValuesは、除外できるレジストリ値を定義しま
す。

RegValue

設定をレジストリ内の値として定義します。親キーのパスを指定するためにKeyを含める必要
があります。

フォルダー

設定をフォルダとして定義します。フォルダのパスを指定するためにPathを含める必要があり
ます。オプションのサブ要素として Recurse と Merge があります。RecurseとMergeは、
Profile Managementがフォルダをローミングする際のパフォーマンスを定義します。もう1つ
のオプションのサブ要素は ExcludeFiles で、これは除外できるファイルを定義します。

ファイル

設定をファイルとして定義します。親フォルダのパスを指定するためにPathを、ファイル名を
指定するために FileName を含める必要があります。

壁紙

すべての壁紙設定を定義します。属性やサブ要素は必要ありません。Profile Managementはこ
れらの設定を自動的にローミングします。

Key

レジストリキーのパス、または親レジストリキーのパスを指定します。KeyはRegKeyと
RegValueのサブ要素です。

ValueName

レジストリ値の名前を指定します。RegValueのサブ要素です。

パス

フォルダーのパスまたは親フォルダーのパスを指定します。これはFolderとFileのサブ要素で
す。Profile Management変数は利用できます。

ファイル名

ファイルの名前を指定します。これはFileのサブ要素です。

再帰
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RegKey および Folder のオプションのサブ要素です。この要素が存在する場合、Profile 

Management はキーとフォルダーを再帰的にローミングします。

マージ

RegKeyとFolderのオプションのサブ要素です。この要素が存在する場合、Profile 

Managementはキーとフォルダーをマージします（ただし、置換はしません）。

ExcludeValues

RegKeyのオプションのサブ要素です。キーをローミングする際に除外できる値を指定しま
す。

ExcludeFiles

Folderのオプションのサブ要素です。フォルダーをローミングする際に除外できるファイルを
指定します。

除外

ExcludeValues および ExcludeFiles のサブ要素です。ファイルまたはレジストリ値の除外項目
を指定します。

注

ドキュメントに正しい構文形式が含まれていることを確認してください。これらのファイル
がロードされる際、Profile ManagementはCPSValidationSchema.xsd検証ファイルを使用し
てこれらのファイルをチェックします。検証ファイルはProfile Managementのインストール
パスの下にあります。Profile Managementは不正なファイルを無視し、エラーメッセージを
ログに記録します。

サンプル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!-- Copyright 2011 Citrix Systems, Inc. All Rights Reserved. -->

&lt;GroupDefinitions GUID="748E63D3-426E-4796-9C32-420B25DB2D9F" 

Version="4.0.0.0">
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<!-- Application Settings -->

&lt;Group GUID="0FCCCF29-0A0E-482d-A77E-3F39A8A854A6" Name="Application 

Settings">

<!-- Registry Key Setting Example -->

&lt;Object GUID="637EC13C-2D47-4142-A8EB-3CEA6D53522A" 

Name="Software\Application\certain key">

&lt;Platform>

&lt;RegKey>

&lt;Key>Software\Microsoft\Office\certain key&lt;/Key>

&lt;Merge/>

&lt;Recurse/>

&lt;ExcludeValues>
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&lt;Exclude>excluded value 1&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded value 2&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded value 3&lt;/Exclude>

&lt;/ExcludeValues>

&lt;/RegKey>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- Registry Value Setting Example -->

&lt;Object GUID="3C896310-10C4-4e5f-90C7-A79F4E653F81" 

Name="Software\Application\certain value">

<!-- Folder Setting Example -->

&lt;Object GUID="7F8615D0-5E63-4bd0-982D-B7740559C6F9" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\setting folder">
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&lt;Platform>

&lt;Folder>

<!-- We can use Citrix variable if necessary -->

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\setting folder&lt;/Path>

&lt;Merge/>

&lt;Recurse/>

&lt;ExcludeFiles>

&lt;Exclude>excluded file 1&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded file 2&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded file 3&lt;/Exclude>

&lt;/ExcludeFiles>
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&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- File Setting Example -->

&lt;Object GUID="7F8615D0-5E63-4bd0-982D-B7740559C6F9" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\file.txt">

&lt;Platform>

&lt;File>

<!-- We can use Citrix variable if necessary -->

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application&lt;/Path>

&lt;FileName>file.txt&lt;/FileName>
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&lt;/File>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- Setting based on different OS -->

&lt;Object GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\%osname%\folder">

<!-- Assuming that the folder locates differently when in different 

platforms -->

&lt;Platform OSVersionNumber="6.1">

<!-- Win7 -->

&lt;Folder>

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder&lt;/Path>

&lt;Recurse/>
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&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;Platform OSVersionNumber="10.0">

<!-- Win10 -->

&lt;Folder>

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder&lt;/Path>

&lt;Recurse/>

&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

&lt;/Group>
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&lt;/GroupDefinitions>

クロスプラットフォーム設定 - ケーススタディ
クロスプラットフォーム設定機能は、Windows 7およびWindows Server 2008からWindows 8およ
びWindows Server 2012への移行に主に使用されます。この移行では、Microsoft Office 2003また
はOffice 2007からOffice 2010への移行も含まれる場合があります。Windows 2003システムへの一
般的な投資を考慮すると、かなりの共存期間が予想されます。この機能は、移行と継続的な共存
の両方をサポートすることが期待されています。

このケーススタディは、Office 2007が稼働している既存のWindows 7およびWindows 2008環境か
ら始まり、Windows 8の共有プロビジョニング済み仮想デスクトップを追加します。

このケーススタディは、以下で構成されます。

初期構成

新しいサイトの計画

計画の実行

その他の考慮事項

計画を実行する

フェーズ1：新しいファイルサーバーを構成する

NewDomainに、クロスプラットフォーム設定の管理用 ( \\FileServ3 ) と、 2k12_Farm  のプロ
ファイル保存用 ( \\FileServ2 ) のファイルサーバーをセットアップします。

このケースでは、プロファイル用とクロスプラットフォーム設定用に別々のファイルサーバーを
セットアップすることを選択します。この方法は厳密には必須ではありませんが、クロスプラッ
トフォーム設定サーバーを利用可能にする簡単な方法です。プロファイルサーバーは、たとえば
DFS名前空間を使用するなど、異なる設計になっている可能性があり、実装に時間がかかる場合
があります。

どちらの場合も、共有フォルダー上の移動ユーザープロファイルに関するセキュリティ推奨事項に
従ってサーバー共有を設定します。詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles>  を参照し
てください。
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フェーズ2：2k8\_FarmのコンピューターをProfile Management 5.0にアップグレードする

手順については、Profile Managementのアップグレード を参照してください。

フェーズ3：展開する定義ファイルを選択する

Microsoft Office、Internet Explorer、およびWindowsの壁紙用に、いくつかの構成ファイル（定義
ファイルと呼ばれます）が提供されています。

重要：Citrix®の担当者から指示がない限り、これらのファイルを更新しないでください。

展開に関連する構成ファイルを選択し、これらのファイルのみを \

\FileServ3\CrossPlatform\Definitions  にコピーします。この例では、Office 2007.xmlのみ
をコピーします。

フェーズ4：2k8\_FarmのコンピューターをProfile Management 5.0用に構成する

アップグレードが完了したら、クロスプラットフォーム設定機能を（部分的に）有効にするため
に、以下の構成変更を行います。この段階では、 \\FileServ3\CrossPlatform  のみが利用可能
である必要があります。

ポリシー 値 注

ユーザーストアへのパス \

\FileServ1\Profiles#sAMA

ccountName#\%ProfVer%

変更なし。このパスは
OldDomainユーザーのみが使
用するため、NewDomain
ユーザーをサポートするため
に変更する必要はありませ
ん。

クロスプラットフォーム設定
を有効にする

有効

クロスプラットフォーム設定
ユーザーグループ

無効 すべてのユーザーグループが
処理されます。

クロスプラットフォーム定義
へのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Definitions

このパスは、定義ファイルが
置かれている場所です。

クロスプラットフォーム設定
ストアへのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Store\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%

クロスプラットフォーム設定
ストアは両方のドメインの
ユーザーによって共有される
ため、パスには %USERNAME%
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ポリシー 値 注

と %USERDOMAIN% の両方を
指定する必要があります。

クロスプラットフォーム設定
の作成元

有効 ユーザーがNewDomainリ
ソースにアクセスする前に、
OldDomainからのクロスプ
ラットフォーム設定を使用し
てクロスプラットフォーム設
定ストアが初期化されるよう
にします。

マシンログオンスクリプトに変更は必要ありません。

フォルダーリダイレクトポリシーに変更は必要ありません。

OU 2k8_Farm は、このまま実行できます。ユーザーがログオンすると、Profile Managementは定
義ファイルOffice 2007.xmlで識別された設定をクロスプラットフォーム設定ストアにコピーしま
す。

フェーズ5：2k12\_Farmのマシンを準備する

ファイルサーバーが 2k8_Farm にセットアップされたので、Citrix仮想デスクトップサイトを構築
する時が来ました。Windows 7仮想デスクトップが実行されているときにProfile Management 5.0

をインストールします。適切な構成を次に示します。

ポリシー 値 注

ユーザーストアへのパス \\FileServ2\Profiles\

%USERNAME%.%USERDOMAIN%\

%ProfVer%

このファイル共有は両方のド
メインのユーザーによって使
用されるため、ドメイン情報
を含めることも重要です。

アクティブライトバック 無効

クロスプラットフォーム設定
を有効にする

有効

クロスプラットフォーム設定
ユーザーグループ

無効 すべてのユーザーグループが
処理されます。
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ポリシー 値 注

クロスプラットフォーム定義
へのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Definitions

このパスは、定義ファイルが
置かれている場所です。この
設定は、 2k8_Farm の設定
と一致する必要があります。

クロスプラットフォーム設定
ストアへのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Store\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%

両方のドメインのユーザーが
クロスプラットフォーム設定
ストアを共有するため、パス
には %USERNAME%

と %USERDOMAIN% の両方を
指定する必要があります。こ
の設定は、 2k8_Farm の設
定と一致する必要がありま
す。

クロスプラットフォーム設定
の作成元

無効 クロスプラットフォーム設定
ストアでのプロファイルデー
タの初期設定にNewDomain
からの設定が使用されるのを
防ぎます。これにより、
OldDomainからの設定が優先
されるようになります。

システム環境変数%ProfVer%を設定するマシンログオンスクリプトが、OU内のすべてのマシンで
実行されます。

マシンタイプ %PROFVER% 注

Windows 2012上のXenApp
サーバー

ウィンドウズ2012x64 計画されている64ビットサー
バーが利用可能になったとき
に必要になります。詳細につ
いては、その他の考慮事項を
参照してください。

Windows 7デスクトップ Win7 Windows 7の32ビット版と64
ビット版の両方が展開されて
いる場合、それぞれに個別の
プロファイルを持たせること
をお勧めします。そのため、
%ProfVer%は各プラット
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1.

マシンタイプ %PROFVER% 注

フォームで異なる方法で構成
する必要があります。

したがって、OldDomainユーザーのjohn.smithは、Windows 7デスクトップ用に \

\FileServ2\Profiles\john.smith.OldDomain\Win7 に、Citrix Virtual Appsサーバー用に \

\FileServ2\Profiles\john.smith.OldDomain\Win2012x64 にプロファイルを持っています。

そして、NewDomainユーザーのwilliam.brownは、Windows 7デスクトップ用に \

\FileServ2\Profiles\william.brown .NewDomain\Win7 に、XenAppサーバー用に \

\FileServ2\Profiles\william.brown.NewDomain\Win2012x64 にプロファイルを持っていま
す。

ここでも、グループポリシーを使用してフォルダーリダイレクトを設定します。ドメインは
Windows Server 2012に基づいているため、フォルダーリダイレクトは**<Group Policy Object 

Name\>** \> ユーザーの構成 \> ポリシー \> Windows の設定 \> フォルダーリダイレクトから設定
します。

ポリシー 値

お気に入り \\FileServ2\Redirected\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%\Favorites

マイドキュメント \\FileServ2\Redirected\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%\Documents

%USERDOMAIN%がフォルダーリダイレクトパスに追加されました。このポリシーは
NewDomainユーザーにのみ適用されるため、この設定は必須ではありません。しかし、将来
OldDomainユーザーを同じサーバーに移行することを決定した場合に役立つ可能性があります。
今のところ、OldDomainユーザーはOldDomainからのフォルダーリダイレクトポリシーを引き続
き使用し、フォルダーは \\FileServ1 にリダイレクトされます。

フェーズ6：ライブテスト

テストは2つの段階で実行します。

NewDomainのユーザーのプロファイルデータが正しく動作するかをテストします。これらの
ユーザーは、クロスプラットフォーム設定ストアにデータが設定されていません。クロスプ
ラットフォーム設定を作成するためのポリシーソースが無効に設定されているため、プロファ
イルの変更はOldDomainに伝播しません。
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2.

•

OldDomainの数人のユーザーでテストします。最初にログオンすると、クロスプラットフォー
ム設定データがプロファイルにコピーされます。その後のログオンでは、いずれかのドメイン
からの変更がもう一方のドメインにコピーされます。OldDomainのユーザーがNewDomainに
ログオンし、プロファイルデータが存在しない場合（OldDomainがProfile Management 5.0に
アップグレードされて以来、ユーザーがOldDomainでプロファイルを使用していないため）、
クロスプラットフォーム設定ストアは更新されません。このトピックで説明されている構成で
は、ユーザーの設定がドメイン間でローミングする前に、ユーザーはOldDomainにログオンす
る必要があります。これにより、ユーザー設定（おそらく長年にわたって作成されたもの）が
NewDomainのデフォルト設定によって上書きされることがなくなります。

その他の考慮事項

このケーススタディで構成されているように、Profile ManagementはNewDomainの設定を使用し
てクロスプラットフォーム設定ストアを初期化しません。OldDomainの設定のみがストアの初期
化に使用できます。NewDomainに複数の種類のプロファイル（Windows 7 32ビットやWindows 7 

64ビットなど）が含まれるまでは許容されます。あるいは、NewDomainのユーザーがOldDomain

のリソースにアクセスする必要があるかもしれません。これらの場合、さらに多くの種類のマシ
ンでポリシー「クロスプラットフォーム設定作成元」を適切に有効にする必要があります。

注意:

もし クロスプラットフォーム設定の作成元が誤って設定されている場合、新しいプロファイ
ルが、多くの蓄積された大切な設定を持つ既存のプロファイルを上書きしてしまう可能性が
あります。そのため、このポリシーは一度に1つのプラットフォームタイプにのみ設定する
ことをお勧めします。このプラットフォームは通常、ユーザーが最も保持したい設定が蓄積
されている、より古い（より成熟した）プラットフォームです。

このケーススタディでは、いくつかの点を説明するために別々のドメインが使用されていま
す。また、クロスプラットフォーム設定機能は、2つのOU間、あるいは単一のOU内の異な
る種類のマシン間で設定のローミングを管理できます。この場合、異なるマシンの種類に対
してポリシー「クロスプラットフォーム設定作成元」を異なる方法で設定する必要があるか
もしれません。この設定はいくつかの方法で実現できます。

.iniファイル内の設定CPMigrationsFromBaseProfileToCPStoreを使用して、各マシンの種類で
ポリシーを異なる方法で設定します。ポリシー「クロスプラットフォーム設定作成元」は設定
しないでください。
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•

1.

2.

3.

1.

2.

Windows Management Instrumentation (WMI) フィルタリングを使用して、同じOU上の異なる
GPOを管理します。OU内のすべてのマシンに適用されるGPOで共通設定を構成できます。た
だし、追加のGPOにはポリシー「クロスプラットフォーム設定作成元」のみを追加し、WMI

クエリを使用してフィルタリングします。

ユーザーのログオフを強制する
デフォルトでは、問題が発生した場合（たとえば、ユーザー ストアが利用できない場合）に、
ユーザーには一時プロファイルが与えられます。ただし、代わりにProfile Managementを構成し
て、エラーメッセージを表示し、ユーザーをログオフさせることができます。このエラーメッセー
ジはトラブルシューティングに役立ちます。

Profile Managementの下で、詳細設定フォルダーを開きます。

問題が発生した場合にユーザーをログオフするポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ファイルセキュリティ属性の同期
Profile Management が、プロファイルがインストールされているシステムとユーザー ストアの間
でユーザープロファイル内のファイルとフォルダーをコピーするときに、セキュリティ属性を同期
できます。この機能は、セキュリティ属性間の不整合を防ぐことを目的としています。Windows 

10 以降、および Windows Server 2016 で必要です。

この機能はデフォルトで有効になっています。無効にするには、次の手順を実行します。

UPMPolicyDefaults\_all.ini ファイルで、General Settings セクションに 

SecurityPreserveEnabled=0 を追加します。

コマンドラインから、 gpupdate /force  コマンドを実行します。

Profile Management は、プロファイルの最終変更時刻に基づいてプロファイルの変更を同期しま
す。変更がファイルのセキュリティ属性のみに対して行われた場合、Profile Management はファ
イルを同期しません。

大容量ファイル処理を有効にする
プロファイル内に存在する大容量ファイルは、ログオンまたはログオフが遅くなる一般的な原因
です。Citrix®は、大容量ファイルをユーザー ストアにリダイレクトするオプションを提供しま
す。このオプションにより、これらのファイルをネットワーク経由で同期する必要がなくなりま
す。
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1.

2.

3.

1.

2.

1.

グループポリシーで大容量ファイル処理を有効にするには、次の手順を実行します。

Profile Managementの下にあるファイルシステムフォルダーを開きます。

大容量ファイル処理 - シンボリックリンクとして作成されるファイルポリシーをダブルクリッ
クします。

処理するファイルを指定します。

UPMPolicyDefaults\_all.iniファイルで大容量ファイル処理を有効にするには、次の手順を実行しま
す。

.iniファイルに**\[LargeFileHandlingList\]**セクションを追加します。

そのセクションで処理するファイルを指定します。

ファイルを参照するポリシーではワイルドカードを使用できます。例： \\!ctx_localappdata!

\Microsoft\Outlook&ast;.ost

これらのファイルがCitrix Profile Managementの除外リストに追加されていないことを確認してく
ださい。

注

一部のアプリケーションでは、ファイルの同時アクセスが許可されていません。Citrixでは、
大容量ファイル処理ポリシーを定義する際に、アプリケーションの動作を考慮することをお
勧めします。

Citrixは、Microsoftセキュリティ更新プログラムMS15-090を適用することを推奨します。一
般的なセキュリティ対策として、Microsoft Windowsシステムを常に最新の状態に保つように
してください。

アプリケーションプロファイラーを有効にする
この機能は、アプリケーションベースのプロファイル処理を定義します。この機能を有効にする
と、定義ファイルで定義された設定のみが同期されます。

アプリケーションプロファイラーを有効にするには、次の手順を実行します。

プロファイル管理の下にあるCitrix Virtual Apps™ Optimization settingsフォルダーを開きま
す。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/security-updates/SecurityBulletins/2015/ms15-090
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2.

3.

4.

5.

1.

2.

•

•

Citrix Virtual Apps Optimizationを有効にするポリシーを有効にします。

Citrix Virtual Apps最適化定義へのパスポリシーを有効にします。

Citrix Virtual Apps最適化の定義ファイルが配置されているフォルダーを指定します。

gpupdate /force コマンドを実行して、ポリシーの展開を適用します。

注:

定義ファイルの作成については、「定義ファイルの作成」を参照してください。

ログオフ時には、定義ファイル内の設定のみが同期され、その他のすべての設定は破棄され
ます。セッションでユーザーのドキュメントを表示または更新する場合は、フォルダーリダ
イレクトを使用します。フォルダーリダイレクトの構成については、「フォルダーリダイレ
クトの構成」を参照してください。

ファイルの重複排除を有効にする
ユーザー ストア内のさまざまなユーザー プロファイルに同一のファイルが存在する可能性があり
ます。ユーザー ストアにファイルの重複インスタンスが保存されていると、ストレージ コストが
増加します。

ファイル重複排除ポリシーを使用すると、Profile Management はユーザー ストアから重複ファイ
ルを削除し、それらのインスタンスを中央の場所（共有ストア と呼ばれる）に 1 つだけ保存でき
ます。これにより、ユーザー ストアでのファイルの重複が回避され、ストレージ コストが削減さ
れます。

ファイルの重複排除を有効にし、共有ストアに含めるファイルを指定するには、次のポリシーを
構成します。

ファイルの重複排除 > 重複排除のために共有ストアに含めるファイル

(オプション) ファイルの重複排除 > 共有ストアから除外するファイル

ファイル重複排除ポリシーを構成すると、Profile Management はユーザー ストアと同じパスに共
有ストアを作成します。例：

ユーザー ストアへのパス: \\server\profiles$\%USERDOMAIN%\%USERNAME%\!

CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! !

共有ストアへのパス: \\server\profiles$\%USERDOMAIN%\SharedFilesStore
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

•

•

•

•

•

•

•

重複排除のために共有ストアにファイルを含める
ユーザー ストアに重複ファイルが存在する場合は、ファイルの重複排除を有効にし、重複排除の
ために共有ストアに含めるファイルを指定します。

重要:

共有ストアに重複排除されたすべてのファイルはすべてのドメイン ユーザーが読み取れるた
め、個人データや機密データの重複排除は推奨しません。

詳細な手順は次のとおりです。

グループ ポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > プ
ロファイル管理 > ファイルの重複排除 にアクセスします。

共有ストアに含める重複排除ファイル をダブルクリックします。

有効 を選択します。

共有ストアに含めるファイルのリスト フィールドで、 表示 をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイル名を入力します。

ワイルドカードは、次の考慮事項とともにサポートされています。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。現在のフォルダーのみに制限す
るには、垂直バー ( | ) を使用します。

フォルダー名内のワイルドカードは再帰的に適用されません。

例:

Downloads\profilemgt_x64.msi  — Downloads フォルダー内の profilemgt_x64.msi 

ファイル

*.cfg  — ユーザープロファイルフォルダーとそのサブフォルダー内の .cfg 拡張子を持つ
ファイル

Music&ast;  — Music フォルダーとそのサブフォルダー内のファイル

Downloads&ast;.iso  — Downloads フォルダーとそのサブフォルダー内の .iso 拡張子を
持つファイル

Downloads&ast;.iso|  — Downloads フォルダー内のみの .iso 拡張子を持つファイル



プロファイル管理 2305 

136

•

7.

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

•

•

•

•

AppData\Local\Microsoft\OneDrive&ast;&ast;.dll  — 

AppData\Local\Microsoft\OneDrive フォルダーの直下のサブフォルダー内の .dll 拡張子を持
つファイル

OK をクリックし、もう一度 OK をクリックします。

構成の優先順位

この設定が無効になっている場合、共有ストアは無効になります。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、共有ストアは無効になります。

共有ストアからファイルを除外する
ワイルドカード文字を使用すると、ファイルのグループを一度にまとめて共有ストアに含めるこ
とができます。グループから一部のファイルを除外するには、次の手順で 共有ストアから除外す
るファイル ポリシーを有効にして構成します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ファイルの重複排除 にアクセスします。

共有ストアから除外するファイル をダブルクリックします。

有効 を選択します。

共有ストアから除外するファイルのリスト フィールドで、表示 をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイル名を入力します。

ワイルドカードはサポートされていますが、以下の考慮事項があります。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。それらを現在のフォルダーのみ
に制限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

フォルダ名内のワイルドカードは再帰的に適用されません。

例:

Downloads\profilemgt_x64.msi  — Downloadsフォルダー内のprofilemgt_x64.msiファ
イル

*.tmp  — ユーザープロファイルフォルダーとそのサブフォルダーにある.tmp拡張子の
ファイル
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AppData&ast;.tmp  — AppDataフォルダーとそのサブフォルダーにある.tmp拡張子の
ファイル

AppData&ast;.tmp|  — AppDataフォルダー内のみにある.tmp拡張子のファイル

Downloads&ast;\a.txt  — Downloadsフォルダーの直下のサブフォルダーにあるa.txt

ファイル

OKをクリックし、もう一度OKをクリックします。

構成の優先順位

この設定が無効になっている場合、ファイルは除外されません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ファイルは除外されません。

共有ストアのセキュリティ設定を構成する
共有ストアが存在しない場合、Profile Managementは以下の権限設定で自動的に共有ストアを作
成します。

ドメインコンピューター: フルコントロールアクセス

ドメインユーザー: 読み取りアクセス

デフォルト設定ではドメインコンピューターにフルコントロールアクセス権が付与されるため、
共有ストアを手動で作成し、セキュリティを向上させるために資格情報ベースのアクセスを実装
することをお勧めします。そのためには、次の手順に従います。

ユーザーストアへのパス設定の %USERNAME% パラメーターと同じディレクトリレベルに共有ス
トアフォルダーを作成します。たとえば、ユーザーストアへのパス設定が \

\SERVER\UPM_USER_STORE\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! の
場合、共有ストアフォルダーは \\SERVER\UPM_USER_STORE\SharedStore である必要があり
ます。

共有ストアに次の権限を付与します。この図に示すように、ユーザー
SharedStoreManagementUser は共有ストアへのアクセスに使用される資格情報です。

共有ストアの管理に使用されるプリンシパル(/en-us/profile-management/2305/media/

shared_store_principal.png)

各VDAで、共有ストアにアクセスするための SharedStoreManagementUser ユーザーアカウ
ントのWindows資格情報を追加します。この目的には、Windows資格情報マネージャーまたは
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Workspace Environment Managementを使用できます。詳細については、ユーザーストアへの
資格情報ベースのアクセスを有効にするに記載されている手順を参照してください。

ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを有効にする
「Enable search index roaming for Outlook」機能は、ネイティブのOutlook検索エクスペリエン
スを提供します。この機能により、オフラインOutlookデータファイル（.ost）とユーザー固有の
検索データベースが、ユーザープロファイルとともにローミングされます。

前提条件
この機能は、以下の要件を満たすマシンで利用できます。

オペレーティングシステム:

Microsoft Windows 10 1709 以降のバージョン

Windows Server 2016 以降のバージョン

Microsoft Outlook 2019、2016、または2103、あるいはMicrosoft Office 365

この機能を有効にするには、マシンでMicrosoft Windows Search Serviceが有効になっていること
を確認してください。デフォルトでは、Windowsデスクトップでは有効になっており、Windows

サーバーでは無効になっています。Windowsサーバーでサービスを有効にする方法の詳細につい
ては、このMicrosoftの記事を参照してください。以下のバージョンがテストされ、サポートされ
ています。

7.0.20348.380、7.0.20348.138、7.0.20344.1

7.0.21286.1000、7.0.21343.1000

7.0.17134.376、7.0.17134.285、7.0.17134.228、7.0.17134.1

7.0.16299.402、7.0.16299.248、7.0.16299.15

7.0.15063.413

7.0.14393.2457, 7.0.14393.2430, 7.0.14393.2368, 7.0.14393.2312, 7.0.14393.2273, 

7.0.14393.2248, 7.0.14393.1884, 7.0.1493.1593

7.0.1393.2125, 7.0.1393.1884, 7.0.1393.1770

7.0.10240.17443

7.0.9600.18722

注記：

https://docs.microsoft.com/ja-jp/troubleshoot/windows-server/shell-experience/windows-search-is-disabled-by-default#resolution


プロファイル管理 2305 

139

•

•

•

この機能は、Microsoft Windows Search Service の将来のバージョンをサポートする予定で
す。この機能が Microsoft Windows Search Service の特定の将来のバージョンをサポートし
ないことが判明した場合は、Citrix テクニカルサポートにお問い合わせください。

仕組み
VHDX (Virtual Hard Disk) は、仮想マシンの仮想および論理ディスクストレージ領域を表すために
使用されるディスクファイル形式です。Outlook の検索インデックスローミングを有効にする機能
は、VHDX ファイルに依存して動作します。

VHDX ファイルは、この機能を使用する各ユーザーに対して作成されます。VHDX ファイルは、
ユーザー固有のプロファイルを、そのユーザーのプロファイル専用の個別の仮想ディスクに保存
します。Profile Management は、ログオン時に VHDX ファイルをマウントし、ログオフ時にアン
マウントします。VHDX ファイルは次の2種類です。

OutlookOST.vhdx ファイル。オフライン Outlook データファイル ( .ost ) を格納します

OutlookSearchIndex.vhdx ファイル。OutlookOST.vhdx ファイルに保存されているオフライン
フォルダーファイル用の検索インデックスデータベースを格納します

注記：

デフォルトでは、Profile Management はセッション中にデタッチされた VHDX ファイルを
自動的に再アタッチします。詳しくは、「セッションでデタッチされた VHDX ディスクを自
動的に再アタッチする」を参照してください。

Profile Management は、デフォルトで 30 GB の VHDX 容量を提供します。それに応じてス
トレージクォータを計画してください。VHDX の実際の使用量が以前に構成したクォータを
超えると、VHDX ファイルはアンマウントされます。

キャッシュされた Exchange モードとオンラインモード間の自動切り替え

Profile Management は、Outlook コンテナが有効なマシンで、中断のない Outlook サービスを提
供します。

ユーザーログオン時にOutlookコンテナが機能するためのすべての条件が満たされていること
を検出すると、Profile ManagementはOutlookのキャッシュされたExchangeモードを自動的に
有効にします。キャッシュされたExchangeモードが有効になっている場合、ユーザーはメー
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ルボックスデータのためにOutlookコンテナにリンクされます。これらの条件には以下が含ま
れます。

Outlookの検索インデックスローミングを有効にするポリシーが有効になっている。

Outlookコンテナがアタッチされている。

カスタマイズされたOSTパスが設定されていないか、Outlookコンテナのマウントパスであ
る appdata\local\microsoft\outlook に設定されている。

セッション中にコンテナがデタッチされたことを検出すると、Profile ManagementはOutlook

をキャッシュされたExchangeモードからオンラインモードに切り替えます。ユーザーはメー
ルボックスデータのためにExchange Serverにリンクされます。

セッション中にコンテナが再アタッチされたことを検出すると、Profile Managementは
OutlookをキャッシュされたExchangeモードに戻します。

同時セッションのサポート

Outlook検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする機能により、Profile 

Managementは同じユーザーの同時セッションでネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを提
供します。

この機能は、ユーザーの同時セッションごとにOutlook OSTファイルのコピーを割り当てます。デ
フォルトでは、Profile ManagementはOutlook OSTファイルを保存するために2つのVHDXディス
ク（ディスクごとに1つのファイル）を提供します。ユーザーがさらにセッションを開始すると、
追加のOutlook OSTファイルはローカルプロファイルに保存されます。

ストレージ容量に余裕がある場合は、VHDXディスクのデフォルト数を増やすことができます。た
とえば、数を3に設定します。その結果、Profile Managementは最初の3つのセッションのOST

ファイルをVHDXディスクに保存し、それ以降のセッションのOSTファイルはローカルプロファイ
ルに保存します。

Outlook検索インデックスデータベースの自動バックアップと復元

Profile Managementは、検索インデックスデータベースの最後に確認された正常なコピーのバッ
クアップを自動的に保存し、破損が発生した場合はそのコピーに復元できます。この目的を達成
するには、Outlookの検索インデックスローミングを有効にし、Outlook検索インデックスデータ
ベース – バックアップと復元ポリシーを有効にします。詳細については、「Outlook検索インデッ
クスデータベースの自動バックアップと復元」を参照してください。
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機能の有効化
ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを提供するには、Outlookの検索インデックスローミ
ングを有効にする機能を有効にし、必要に応じてその拡張機能を有効にします。詳細な手順は次
のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > 詳細設定」にアクセスします。

以下の手順で機能を有効にします。

「Outlook の検索インデックスローミングを有効にする」ポリシーをダブルクリックしま
す。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。

同じユーザーの同時セッションでこの機能をサポートするには、以下の手順に従います。

「Outlook 検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする」ポリシーをダ
ブルクリックします。

「有効」を選択します。

ストレージ容量に余裕がある場合は、「Outlook OST ファイルを保存するための VHDX 

ディスクの最大数」フィールドで、デフォルトの VHDX ディスクの数を増やします。この
フィールドの詳細については、「同時セッションのサポート」を参照してください。

「OK」をクリックします。

この機能の安定性を高めるには、以下の手順に従います。

「Outlook 検索インデックスデータベースのバックアップと復元」ポリシーをダブルク
リックします。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。

この機能の可用性を高めるには、以下の手順に従います。

「セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする」ポリシーをダブルクリックし
ます。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。
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変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行し、すべて
のセッションからログオフしてから、再度ログオンします。詳しくは、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate> を参照してください。

「注：」:

この機能をMicrosoft Windows 10 1809以降およびWindows Server 2019以降で動作させるに
は、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows Search の下にDWORD値
EnablePerUserCatalog = 0 を追加します。レジストリ設定を有効にするには、VDAを再

起動します。

Outlook 検索インデックスデータベースの自動バックアップ
と復元
Profile Management は、Outlook の検索インデックスローミングを有効にする機能の安定性を確
保するためのソリューションを提供します。これは、検索インデックスデータベースの最後に確認
された正常なコピーのバックアップを自動的に保存し、破損した場合にそのコピーに復元するこ
とで実現されます。その結果、データベースが破損した場合でも、手動でデータベースを再イン
デックスする必要がなくなります。

この機能はデフォルトで無効になっています。使用するには、まず Outlook の検索インデックス
ローミングを有効にする必要があります。Outlook の検索インデックスローミングの詳細について
は、「ネイティブ Outlook 検索エクスペリエンスを有効にする」を参照してください。

Outlook の検索インデックスローミングを有効にした後、この機能を有効にするには、次の手順を
実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADM) > クラシック管理用テンプレート
(ADM) > Citrix® > Profile Management > 詳細設定の下で、Outlook 検索インデックスデータ
ベース – バックアップと復元ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択し、OKをクリックします。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。す
べてのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://
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docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

Citrix Studio で Profile Management ポリシーを構成することもできます。これを行うには、次の
手順を実行します。

Citrix Studio の左ペインで、ポリシーをクリックします。

ポリシーの作成ウィンドウで、検索ボックスにポリシーを入力します。たとえば、「Outlook 

検索インデックスデータベース – バックアップと復元」と入力します。

選択をクリックして、Outlook 検索インデックスデータベース – バックアップと復元ポリシー
を開きます。

有効を選択し、OKをクリックします。

仕組み
この機能が有効になっている場合、Profile Management は、ログオン時にデータベースが正常に
マウントされるたびに、検索インデックスデータベースのバックアップを保存します。新しいバッ
クアップが正常に保存されると、Profile Management は以前に保存されたバックアップを削除し
ます。Profile Management は、バックアップを検索インデックスデータベースの正常なコピーと
して扱います。検索インデックスデータベースのマウント試行が失敗した場合、Profile 

Management は検索インデックスデータベースを最後に確認された正常なコピーに自動的に復元
します。

重要:

プロファイル管理は、ポリシーが適用され、検索インデックスデータベースが初めて作
成された後には、検索インデックスデータベースのバックアップを保存しません。

プロファイル管理は、新しいバックアップが正常に保存された後、以前に保存された
バックアップを削除します。バックアップは、VHDXファイルの利用可能なストレージ
スペースをより多く消費します。

Citrix Profile Management プロファイルコンテナ

重要:
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この機能はWindows 7では動作しません。

ユーザープロファイル内の大きなフォルダーは、ユーザーログオンの遅延を引き起こす可能
性があります。ログオンエクスペリエンスを向上させるため、Profile ManagementはVHDX

ベースのプロファイルソリューションであるプロファイルコンテナを提供します。このソ
リューションにより、選択したプロファイルフォルダーをVHDXプロファイルディスクに保
存できます。ユーザーがログオンすると、VHDXプロファイルディスクがマウントされ、プ
ロファイルフォルダーがすぐに利用可能になります。

プロファイルコンテナを展開するための一般的なワークフローは次のとおりです。

VHDXファイルのストレージサイズとパスを指定します（オプション）(#optional-specify-the-

storage-path-for-the-vhdx-files)。

ニーズに合わせてプロファイルコンテナを有効にします。

ユーザープロファイルの一部に対してプロファイルコンテナを有効にする(#enable-the-

profile-container-for-a-portion-of-the-user-profile)

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする(#enable-the-

profile-container-for-the-entire-user-profile)（コンテナベースのプロファイルソリューショ
ン）。

注:

コンテナベースのプロファイルソリューションが有効になっている場合、以下のユー
ザープロファイル（存在する場合）は、初回使用時に自動的にコンテナに移行されま
す。

ローカルWindowsユーザープロファイル

Citrixファイルベースのプロファイルソリューションからのユーザープロファイル 。

プロファイルコンテナからフォルダーとファイルを除外します（オプション）(#optional-

include-and-exclude-folders-and-files)。

展開でマルチセッションシナリオが一般的な場合は、プロファイルコンテナのマルチセッショ
ンライトバックを有効にします(/ja-jp/profile-management/2305/configure/enable-multi-

session-write-back-for-profile-containers.html)。
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ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にしている場合、必要に応じ
て以下のいずれかのポリシーを有効にできます。

ユーザーログオンのプロファイル冗長性を提供するには、ユーザーストアのレプリケート
を有効にします。

プロファイルコンテナの高い可用性を提供するには、プロファイルコンテナのローカル
キャッシュを有効にするを有効にします。

注：

ユーザーストアのレプリケートポリシーとプロファイルコンテナのローカルキャッ
シュを有効にするポリシーは互換性がなく、同時に有効にすることはできません。

プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にするポリシーとプロファイルコ
ンテナのマルチセッション書き戻しを有効にするポリシーは互換性がなく、同時に有
効にすることはできません。

概要
主要な概念と情報について説明します。

ユーザーストアとプロファイルコンテナについて

ユーザーストアは、ユーザープロファイルを保存するための中央ネットワークロケーションです。
ユーザーがログオンすると、プロファイルはユーザーストアからユーザー環境にコピーされます。
ユーザープロファイル内の大きなプロファイルフォルダは、ユーザーログオンを長引かせます。

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナは、ユーザープロファイルを保存するために使用
されるVHDXベースのネットワークディスクです。これを使用して、ユーザープロファイル全体ま
たは一部を保存できます。ログオン時に、プロファイルコンテナはユーザー環境にマウントさ
れ、プロファイルフォルダはすぐに利用可能になります。

他のポリシーへの影響

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にすると、他のポリシーへの影
響は次のとおりです。

ユーザーストアベースのプロファイルソリューションは自動的に無効になります。ユーザース
トア専用に設計されたポリシーは適用されなくなります。
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c.

プロファイルストリーミング

例外：プロファイルストリーミングは、プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有
効にするポリシーが有効になっている場合、プロファイルコンテナに適用されます。詳細
については、「プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする」(#optional-

enable-local-caching-for-profile-containers)を参照してください。

ファイルシステム

アクティブなライトバック

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

Outlookの検索インデックスローミング機能との下位互換性を維持するため、Profile 

Managementは、以下のファイルをそれぞれ保存するために使用される2つのVHDXディスクを
保持します。

Outlook検索インデックスデータベース

オフラインOutlookデータファイル ( .ost )

同時アクセスが機能する方法

プロファイル管理は、プロファイルコンテナへの同時アクセスをサポートします。すべての同時
セッションの中で、読み取り/書き込みセッションは1つしか存在せず、プロファイルへの変更をプ
ロファイルコンテナにマージできます。

Profile Managementが同時アクセスを処理する方法は次のとおりです。

セッションログオン時：

読み取り/書き込みセッションが存在するかどうかを確認します。存在する場合、現在のセッ
ションは読み取り専用になります。存在しない場合、読み取り/書き込みセッションになりま
す。

セッションログオフ時：

プロファイルコンテナをマウント解除します。

現在のセッションが読み取り専用の場合、プロファイルの変更を破棄します。

読み書きセッションのプロファイル変更を、他の同時セッションがない場合にプロファイ
ルコンテナにマージします。

マルチセッションライトバックを有効にするには、プロファイルコンテナのマルチセッションラ
イトバックを有効にするポリシーを使用します。
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(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定する
デフォルトでは、VHDXプロファイルディスク (VHDXファイル) はユーザー ストアに保存されま
す。

たとえば、ユーザー ストアのパスを次のように構成します。 \\myprofileserver\profiles$\

%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness! 。

VHDXプロファイルディスクは、次に以下に保存されます。 \\myprofileserver\profiles$\

%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness!\ProfileContainer\!ctx_osname! 。

Profile Management 2112以降、Profile Management内のすべてのVHDXファイルを保存するため
の個別のネットワークロケーションを指定できます。詳細については、VHDXファイルの保存パス
を指定するを参照してください。

ユーザープロファイルの一部に対してプロファイルコンテナを有効にす
る
ユーザー ストアでのログオン時間を短縮するために、プロファイルコンテナ機能を有効にし、そ
れらの大きなプロファイルフォルダをプロファイルコンテナに追加できます。

注：

プロファイルコンテナに追加するフォルダは、ユーザー ストアにも存在します。プロファイ
ルコンテナ機能を有効にすると、Profile Managementはプロファイルコンテナとユーザー ス
トアの間でフォルダを同期させます。 プロファイルコンテナ機能を有効にしてから無効にし
たとします。一貫性のあるユーザープロファイルを確保するために、Profile Managementは
ユーザー ストアプロファイルをプロファイルコンテナと同期させます。この同期はユーザー
ログオン時に行われます。除外リスト内のフォルダはユーザー ストアにコピーされません。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMXファイル) > 

Citrix Components > Profile Management > プロファイルコンテナ設定で、プロファイルコ
ンテナポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式でフォルダを追加します。大き
なキャッシュファイルを含むフォルダを追加することをお勧めします。たとえば、Citrix Files
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1.

2.

3.

コンテンツキャッシュフォルダをリストに追加します: AppData\Local\Citrix\Citrix 

Files\PartCache 。

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする
Profile Management 2009以降では、ユーザープロファイル全体をプロファイルコンテナに配置
し、VHDXベースのプロファイルソリューション全体を有効にすることができます。詳細な手順は
次のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix Components > Profile Management > Profile container settings の下で、Profile 

container ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、プロファイルコンテナリストにアスタリスク ( * ) を追加します。

OKをクリックします。

(オプション) フォルダーとファイルを含めるおよび除外する
プロファイルコンテナの肥大化を防ぐため、フォルダーとファイルをそこから除外できます。必
要に応じて、親フォルダーが除外されている場合にフォルダーとファイルを含めることができま
す。

プロファイルコンテナからフォルダーを除外する

重要:

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にしても、フォルダーリダ
イレクト設定は引き続き有効です。リダイレクトするフォルダーを「プロファイルコンテナ
から除外するフォルダー」リストに入れないでください。そうしないと、フォルダーリダイ
レクトが機能しません。

プロファイルコンテナから除外するフォルダーポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で除外するフォルダーを入力し
ます。
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Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。例:

Desktop  は Desktop  フォルダーを示します。

Downloads&ast;  は Downloads  フォルダーのすべての直下サブフォルダーを示しま
す。

注：

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする場合（コンテナベー
スのプロファイルソリューション）、 appdata\local\temp  フォルダーはプロファイルコ
ンテナから自動的に除外されます。

この設定が無効になっている場合、フォルダーは除外されません。ここで設定が構成されて
いない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで、または.iniファイルのいずれでも設
定が構成されていない場合、フォルダーは除外されません。

プロファイルコンテナにフォルダーを含める

除外されたフォルダーのサブフォルダーをプロファイルコンテナに含めるには、次の手順に従い
ます。

プロファイルコンテナに含めるフォルダーポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で含めるフォルダーを入力しま
す。

次の点に注意してください。

このリスト上のフォルダーは、除外されたフォルダーのサブフォルダーである必要がありま
す。そうでない場合、この設定は機能しません。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。

ポリシーを有効にして空のリストを構成することは、設定を無効にすることと同じ効果がありま
す。ここで設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで、または.ini

ファイルのいずれでも設定が構成されていない場合、除外リストにないフォルダーはプロファイ
ルコンテナに含まれます。
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プロファイルコンテナにファイルを含める

Profile Management 2112以降、プロファイルコンテナにファイルを含めることができます。

プロファイルコンテナからフォルダを除外した後、そのフォルダ内のファイルをプロファイルコ
ンテナに含めることができます。詳細な手順は次のとおりです。

「プロファイルコンテナに含めるファイル」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で含めるファイルを入力し
ます。

次の点に注意してください。

このリストのファイルは、除外されたフォルダ内にある必要があります。そうでない場合、こ
の設定は機能しません。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。ポリシーを現在のフォルダのみに制
限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

Profile Management 2112以降、フォルダ名内のワイルドカードはサポートされますが、再帰
的には適用されません。

例:

Desktop\Desktop.ini  は Desktop\Desktop.ini  ファイルを示します。

AppData&ast;.tmp  は、 AppData  フォルダとそのサブフォルダ内の .tmp  拡張子を持つ
すべてのファイルを示します。

AppData&ast;.tmp|  は、 AppData  フォルダ内のみの .tmp  拡張子を持つすべてのファイ
ルを示します。

Downloads&ast;\a.txt  は、 Downloads  フォルダの直下のサブフォルダ内の a.txt  を
示します。

ポリシーを有効にして空のリストを構成することは、設定を無効にすることと同じ効果がありま
す。ここで設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで設定が構成さ
れていない場合も、.iniファイルで設定が構成されていない場合も、除外リストにないファイルは
プロファイルコンテナに含まれます。

プロファイルコンテナからファイルを除外する

Profile Management 2112以降、プロファイルコンテナからファイルを除外できます。詳細な手順
は次のとおりです。
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「プロファイルコンテナから除外するファイル」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で除外するファイルを入力
します。

次の点に注意してください。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。ポリシーを現在のフォルダーのみに
制限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

Profile Management 2112以降、フォルダー名内のワイルドカードはサポートされますが、再
帰的には適用されません。

この設定が無効になっている場合、ファイルは除外されません。ここで設定が構成されていない
場合、.iniファイルの値が使用されます。ここでも.iniファイルでも設定が構成されていない場合、
ファイルは除外されません。

(オプション) プロファイルコンテナーのローカルキャッシュを有効にす
る
「プロファイルコンテナーのローカルキャッシュを有効にする」機能は、プロファイルコンテ
ナーがユーザープロファイル全体に対して有効になっている場合にのみ有効になります。「プロ
ファイルコンテナーのローカルキャッシュを有効にする」ポリシーを有効にすると、ユーザーロ
グオン時に、プロファイルコンテナー内のユーザープロファイルがユーザーのローカルユーザープ
ロファイルにキャッシュされます。

「重要:」:

OneDriveなど、コンテナーベースのプロファイルソリューションでのみ機能するアプリケー
ションは、このポリシーが有効になっている場合、正しく機能しない可能性があります。
OneDriveが正しく機能するようにするには、このポリシーを無効にするか、OneDriveコン
テナーポリシーを有効にしてください。

デフォルトでは、ユーザーログオン時にユーザープロファイル全体がキャッシュされます。
ユーザーログオン時間を短縮するには、「プロファイルストリーミング」ポリシーを有効に
できます。その結果、ユーザープロファイル内のプロファイルフォルダーはログオン後にオ
ンデマンドでキャッシュされます。
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プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを
有効にする

ヒント:

FSLogix Profile Containerの詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

fslogix/configure-profile-container-tutorial> を参照してください。Citrix Profile 

Managementプロファイルコンテナの詳細については、Citrix Profile Managementプロファイ
ルコンテナを参照してください。

概要
FSLogixプロファイルコンテナやCitrix Profile ManagementプロファイルコンテナといったVHD

ベースのプロファイルソリューションは、マルチセッション環境での変更の保存に対応していま
せん。読み取り/書き込みモードのセッション1つのみが変更を書き込めます。読み取り専用モード
の他のセッションで行われた変更は破棄されます。

しかし、マルチセッションシナリオはCitrix仮想アプリのユースケースで一般的です。これらの
ユースケースを容易にするために、プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有
効にするポリシーを提供しています。このポリシーにより、FSLogix Profile ContainerとCitrix 

Profile Managementプロファイルコンテナの両方でマルチセッションライトバックを有効にでき
ます。同じユーザーが異なるマシンで複数のセッションを起動した場合、Profile Managementは各
セッションで行われた変更をユーザーのプロファイルコンテナに同期して保存します。

ユーザーログオン中に、ユーザーのプロファイルコンテナディスクがマウントされ、I/O要求はマ
ウントされたディスクにリダイレクトされます。その後、Profile Managementはユーザーストアか
らローカルプロファイルに変更を同期します。

ユーザーログオフプロセス中、Profile Managementはセッションで使用されているFSLogix Profile 

Containerのモードによって動作が異なります。

読み取り専用モードが使用されている場合、Profile Managementは変更をユーザーストアに書
き戻します。

読み取り/書き込みモードが使用されている場合、Profile Managementはユーザーストアからの
変更をローカルプロファイルに適用します。その後、変更はユーザーのプロファイルコンテナ
にマージされます。

注:
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FSLogix Profile Containerが使用されている場合、マルチセッションライトバック機能はプ
ロファイルストリーミングと互換性がありません。

以下のイベントが変更と見なされます。

作成

変更

削除

名前変更

ライトバック戦略

Profile Management は、変更を適用するために「最終書き込み優先」戦略を使用します。

ファイル/フォルダーの作成および変更の場合、ファイル/フォルダーの最終書き込み時刻を比
較して変更をライトバックします。

ファイル/フォルダーの削除および名前変更の場合、変更に関連付けられたタイムスタンプを
比較して変更をライトバックします。Profile Management は、変更が発生したときにタイムス
タンプをログに記録します。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする
プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを有効に設定する
ことで、マルチセッションライトバック機能を使用できます。このポリシーは、デフォルトで無効
に設定されています。

FSLogix Profile Container でこの機能を使用するには、次の手順を完了します。

FSLogix プロファイル コンテナ

FSLogix Profile Container がインストールされ、有効になっていることを確認します。

プロファイルの種類が読み取り/書き込みプロファイルを試行し、読み取り専用に
フォールバックするに設定されていることを確認します。

Citrix プロファイル管理

Profile Management を有効にするポリシーを有効に設定します。

ユーザー ストアへのパスポリシーを有効なパスに設定します。
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(オプション)処理済みグループおよび除外グループポリシーを設定します。処理する
ユーザーグループがFSLogixプロファイルコンテナのグループと一致していることを確
認します。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを有効
に設定します。このポリシーは、GPOまたはCitrix Studioで設定できます。詳細につい
ては、この記事の後半の手順を参照してください。

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナのマルチセッションライトバック機能を使用
するには、次の手順を実行します。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを有効に設
定します。

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ機能を有効にする。

注：

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするは、プロファイルコン
テナのローカルキャッシュを有効にすると互換性がなく、同時に有効にすることはできませ
ん。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを有効にする
には、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Citrix Components > Profile Management > 

詳細設定で、プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを
ダブルクリックします。

有効を選択し、OKをクリックします。

変更を有効にするには、Profile Managementがインストールされているマシンでコマンドプロン
プトから gpupdate /force コマンドを実行します。すべてのセッションからログオフし、再度ロ
グオンします。詳しくは、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> を参照してください。
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OneDrive コンテナを有効にする
OneDrive コンテナを使用すると、OneDrive フォルダーをユーザーと共にローミングできます。
その結果、ユーザーはどのコンピューターからでも同じ OneDrive フォルダーにアクセスできま
す。

OneDrive コンテナは、VHDXベースのフォルダーローミングソリューションです。Profile 

Management は、ファイル共有上にユーザーごとにVHDXファイルを作成し、ユーザーの
OneDriveフォルダーをVHDXファイルに保存します。VHDXファイルは、ユーザーがログオンする
ときにアタッチされ、ログオフするときにデタッチされます。

Profile Management は以下の2つのプロファイルソリューションを提供しており、OneDrive コン
テナは両方に適用されます。

ファイルベース。ユーザープロファイルは、ログオン時にリモートユーザーストアからローカ
ルコンピューターにフェッチされ、ログオフ時に書き戻されます。

コンテナベース。ユーザープロファイルはVHDXファイル（プロファイルコンテナとして知ら
れています）に保存されます。これらのVHDXファイルは、ログオン時に自動的にアタッチさ
れ、ログオフ時にデタッチされます。

OneDrive コンテナを展開するための一般的なワークフローは次のとおりです。

(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定する

OneDrive コンテナを有効にして構成する

注：

Citrix Profile Management 2206以降、コンテナベースのソリューションを使用している場
合、OneDriveフォルダーはデフォルトでユーザーと共にローミングされます。ただし、別の
コンテナを使用してOneDriveフォルダーをローミングしたい場合は、OneDriveコンテナを
有効にすることもできます。

(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定する
デフォルトでは、OneDrive コンテナのVHDXファイルは、ユーザーストアと同じストレージサー
バーに保存されます。

たとえば、ユーザーストアのパスを次のように構成します。

\\myprofileserver\profiles$\%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness! !
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

OneDriveコンテナのVHDXファイルは、その後、に保存されます。

\\myprofileserver\profiles$\%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness!

\OneDrive

必要に応じて、OneDriveフォルダーのVHDXディスクを保存する別のファイル共有を指定できま
す。詳細については、「VHDXファイルの保存パスを指定する」を参照してください。

OneDriveコンテナを有効にして構成する
OneDriveコンテナポリシーを有効にし、VHDXファイルに保存するOneDriveフォルダーを指定し
ます。詳細な手順は次のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMXファイル) > Citrix Components > 

Profile Management > 詳細設定にアクセスし、OneDriveコンテナを有効にするをダブルク
リックします。

有効を選択します。

OneDriveフォルダーのリストフィールドで、表示をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスの形式でOneDriveフォルダーを入力し、OKをクリッ
クします。

たとえば、OneDriveフォルダーの絶対パスが %userprofile%\OneDrive - Citrix の場合、
OneDrive - Citrix をリストに追加します。

注:

相対パスには、 !CTX_OSNAME! や !CTX_OSBITNESS! などの変数を含めることはできま
せん。

OKをクリックします。

VHDXファイルのストレージサイズとパスを指定する
この記事では、Profile Managementが作成するVHDXファイルのストレージサイズとパスを指定す
る方法について説明します。
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•

•

•

•

•

◦

◦

•

◦

◦

•

◦

◦

•

◦

◦

概要
Profile Managementは、以下のVHDXベースの機能を提供します。

Outlook検索インデックスのローミング

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ設定

フォルダーミラーリングの高速化

OneDriveコンテナの有効化

デフォルトでは、すべてのVHDXファイルはユーザーストアに保存されます。必要に応じて、それ
らを保存するための別のパスを指定できます。以下に、VHDXファイルのデフォルトおよびカスタ
ムのストレージパスを示します。

プロファイルコンテナー設定

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\ProfileContainer\{OS_NAME_SHORT}\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\ProfileContainer\{OS_NAME_SHORT}\

Outlook検索インデックスのローミング

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\VHD\{OS_NAME_SHORT}\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\VHD\{OS_NAME_SHORT}\

フォルダーのミラーリングを高速化する

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\MirrorFolders\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\MirrorFolders\

OneDriveコンテナを有効にする

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\OneDrive\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\OneDrive\

Profile Management は、VHDX ファイルにアクセスするために現在のユーザーを偽装するように
なり、VHDX ファイルのストレージパスに対する Domain Computers full control  権限を付与
しません。

ストレージサイズを指定する
すべての VHDX ファイルの最大サイズは、デフォルトで 50 GB です。デフォルトの最大サイズを
変更するには、VHDX ポリシーを有効にする前に、次のレジストリ値を構成します。 
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1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

•

•

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\VhdCapacity

(DWORD、サイズは GB 単位)。

VHDX ファイルは、手動でファイルを削除しても自動的に縮小されません。VHDX ファイルのサ
イズを縮小するには、ディスクの管理に移動し、該当するボリュームを右クリックして、ボリュー
ムの縮小を選択します。

ストレージパスを指定する
VHDX ファイル用のネットワークストレージの場所を準備します。ユーザーにストレージの場所
に対する Modify  以上の権限が付与されていることを確認してください。

次の手順に従って、VHDX ファイルのストレージパスを指定します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Citrix コンポーネント > Profile Management 

> 詳細設定で、VHDX ファイルのストレージパスをカスタマイズポリシーをダブルクリックし
ます。

「Enabled」を選択します。

VHDX ファイルを保存するパスフィールドに、ストレージの場所のフルパスを入力します。例: 

\\myservername\vhdx_store 。

適用をクリックし、OKをクリックします。

設定を有効にするには、次の操作を行います。

ユーザープロファイルを使用しているすべてのセッションからログオフします。

コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。

ポリシーが有効になるタイミングは、ユースケースによって異なります。

VHDXファイルのストレージパスを初めて指定する場合、ポリシーはユーザーがログオン
した後に有効になります。

VHDXファイルのストレージパスを変更する場合、ポリシーはユーザーが初めてログオフ
した後に有効になります。

gpupdate コマンドの詳細については、Microsoftドキュメントを参照してください。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここで
も.iniファイルでも構成されていない場合、Profile ManagementはVHDXファイルをユーザースト
アに保存します。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate
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•

•

•

1.

2.

3.

セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする
「セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする」機能により、Profile Managementは
VHDXベースのポリシーの高い安定性を確保します。

概要
Citrix Profile Managementは、以下のVHDXベースのポリシーを提供します。

ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを有効にする

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ

フォルダミラーリングを高速化する

各ポリシーは、適切に機能するために関連するVHDXディスクに依存しています。Profile 

Managementは、ログオン時にこれらのディスクをアタッチし、ログオフ時にデタッチします。し
かし、これらのVHDXディスクはセッション中に誤ってデタッチされる可能性があり、ポリシーが
適切に機能しなくなることがあります。VHDXディスクがデタッチされる可能性のある原因は次の
とおりです。

ファイルサーバーで一時的なエラーが発生する

ネットワーク接続が遅い

「セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする」ポリシーが有効になっている場合、
Profile Managementは、前述のVHDXベースのポリシーで使用されているVHDXディスクを監視し
ます。いずれかのディスクがデタッチされた場合、Profile Managementはディスクを自動的に再ア
タッチします。

ポリシーを有効にする
デフォルトでは、このポリシーは有効になっています。VHDXベースのポリシーの高い安定性を確
保するために、デフォルト設定を維持することをお勧めします。

VHDXベースのポリシーでパフォーマンスの問題が発生した場合は、以下の手順に従ってポリシー
設定を確認してください。

グループポリシー管理エディターを開きます。

「Citrix Components > Profile Management > Advanced settings」の下で、「セッション
でVHDXディスクを自動的に再アタッチする」ポリシーをダブルクリックします。

設定が「無効」になっている場合は、「有効」を選択し、「OK」をクリックします。
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•

•

•

•

変更を有効にするには、Microsoftの記事に記載されているとおり、コマンドプロンプトから
gpupdate /force コマンドを実行します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用され、デフォルトで有
効になります。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ポリシーはデフォルトで有効に
なります。

VHDディスクの圧縮を有効にする
VHDディスクの圧縮とは、VHDファイル内の空き領域を削除し、データを結合することで、VHD

ファイルのサイズを削減するプロセスです。VHDディスクの圧縮を有効にするポリシーを使用す
ると、Profile ManagementでVHDディスクの圧縮を有効にできます。Profile Managementによって
作成されたVHDファイルは、特定の条件が満たされると、ユーザーのログオフ時に自動的に圧縮
され、中央ストレージまたはクラウドストレージの領域を節約できます。

この記事では、VHDディスクの圧縮を有効にする方法、およびデフォルトの圧縮設定と動作を調
整する方法について説明します。

概要
VHDXディスクの圧縮は、Profile Managementの次のVHDXファイルに適用されます。

プロファイルコンテナ(/ja-jp/profile-management/2305/configure/citrix-profile-management-

profile-container.html)

OneDriveコンテナ

フォルダーミラーリングコンテナ

VHDディスクの圧縮を有効にするポリシーが有効になっている場合、次のいずれかの条件が満た
されると、VHDXファイルはユーザーのログオフ時に自動的に圧縮されます。

VHDファイルの空き領域の比率が指定された値（デフォルトでは20%）を超えている

空き領域の比率 = (現在のVHDファイルサイズ – 必要な最小VHDファイルサイズ*) ÷ 現在の
VHDファイルサイズ

* Microsoft Windowsオペレーティングシステムの MSFT_Partition クラスの
GetSupportedSizeメソッドを使用して取得されます。詳細については、「VHDファイルの必要
な最小サイズを取得する」を参照してください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate
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•

•

•

•

1.

2.

3.

4.

1.

前回の圧縮以降のログオフ回数が指定された値（デフォルトでは5）に達している

注:

ユーザーがログオフすると、VHDディスクの圧縮プロセスはログオフプロセスと並行し
て実行されます。したがって、ディスクの圧縮によってログオフ時間が長くなることはあ
りません。ユーザーが再度ログオンしようとしたときにVHDディスクの圧縮プロセスが
完了していない場合、Profile Managementはログオン試行を防止します。

ニーズと利用可能なリソースに応じて、詳細設定で以下のポリシーを使用して、これらのデフォル
ト設定を調整できます。

VHDディスク圧縮をトリガーする空き領域の比率

VHDディスク圧縮をトリガーするログオフ回数

VHDディスク圧縮が有効になっている場合、VHDディスクファイルはまずWindows組み込みの
defrag ツールを使用してデフラグされ、その後圧縮されます。VHDディスクのデフラグはより

良い圧縮結果をもたらしますが、無効にするとシステムリソースを節約できます。必要に応じて、
詳細設定で以下のポリシーを使用してデフラグを無効にできます。

VHDディスク圧縮のデフラグを無効にする

VHDディスク圧縮を有効にする
VHDディスク圧縮を有効にすると、プロファイルコンテナ、OneDriveコンテナ、およびフォルダ
ミラーリングコンテナによって消費されるストレージスペースを節約できます。

GPOを使用してVHDディスク圧縮を有効にするには、以下の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMXファイル) > Citrixコンポーネント > プ
ロファイル管理 > プロファイルコンテナ設定にアクセスします。

VHDディスク圧縮ポリシーをダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択し、OKをクリックします。

構成の優先順位は次のとおりです。

この設定がGPO、Studio、またはWorkspace Environment Management™ (WEM) を使用して
構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
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•

•

•

1.

2.

3.

a.

b.

4.

a.

b.

5.

a.

b.

•

a.

この設定がどこにも構成されていない場合、この機能は無効になります。

圧縮設定と動作を変更する
VHDディスク圧縮を有効にするとストレージ容量を節約できますが、システムI/Oとネットワーク
帯域幅も消費します。圧縮プロセス中のシステムおよびネットワークリソースの使用状況を監視し
て、以下の設定を調整するかどうかを決定できます。

VHDディスク圧縮をトリガーする空き領域の比率

VHDディスク圧縮をトリガーするログオフ回数

VHDディスク圧縮のデフラグを無効にする

GPOを使用してデフォルトの圧縮設定と動作を変更するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > 詳細設定にアクセスします。

圧縮をトリガーする空き領域の比率を変更するには、次の手順に従います。

VHDディスク圧縮をトリガーする空き領域の比率ポリシーをダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択し、必要に応じてパーセンテージを入力し
て、OKをクリックします。

圧縮をトリガーするログオフ回数 (最後の圧縮以降) を変更するには、次の手順に従います。

VHDディスク圧縮をトリガーするログオフ回数ポリシーをダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択し、必要に応じて値を入力して、OKをク
リックします。

VHDディスク圧縮のデフラグを無効にするには、次の手順に従います。

「VHDディスクの圧縮のためのデフラグを無効にする」ポリシーをダブルクリックしま
す。

表示されるポリシーウィンドウで、Enabledを選択し、OKをクリックします。

構成の優先順位は次のとおりです。

VHDディスクの圧縮をトリガーする空き領域の比率

この設定がGPO、Studio、またはWEMを使用して構成されていない場合、.iniファイルの
値が使用されます。
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b.

•

a.

b.

•

a.

b.

1.

2.

3.

•

•

この設定がどこにも構成されていない場合、デフォルト値の20 (%)が使用されます。

VHDディスクの圧縮をトリガーするログオフ回数

この設定がGPO、Studio、またはWEMを使用して構成されていない場合、.iniファイルの
値が使用されます。

この設定がどこにも構成されていない場合、デフォルト値の5が使用されます。

VHDディスクの圧縮のためのデフラグを無効にする

この設定がGPO、Studio、またはWEMを使用して構成されていない場合、.iniファイルの
値が使用されます。

この設定がどこにも構成されていない場合、デフラグはデフォルトで有効になります。

VHDファイルの必要な最小サイズを取得する
詳細な手順は次のとおりです。

VHDファイルがオペレーティングシステムに接続されていることを確認してください。

このPowerShellコマンドを管理者として実行します。

Get-WmiObject -Class MSFT_Partition -Namespace 

ROOT\Microsoft\Windows\Storage

現在のデスクトップのすべてのパーティションが表示されます。

VHDファイルに対応するパーティションを見つけ、GetSupportedSizeメソッドを使用して必要
な最小サイズ ( SizeMin ) を取得します。

Azure AD参加済みおよび非ドメイン参加済みVDAマシンに
対するサポートを有効にする
Citrix Profile Managementは、顧客が管理するAzureサブスクリプション内のAzure AD参加済みお
よび非ドメイン参加済みVDAマシンに対して、プロファイル管理を提供できるようになりまし
た。

前提条件
プロフィール管理 2203 以降

VDAバージョン2203以降
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•

1.

2.

3.

4.

•

•

プロファイルストレージサーバーの資格情報を保存するためにWorkspace Environment 

Management (WEM)を使用している場合、WEMエージェントバージョン2109.2.0.1以降

Profile Managementを有効にする
Azure AD参加済みまたは非ドメイン参加済みVDAマシンでProfile Managementを有効にするに
は、次の設定を完了します。

Profile Managementで、Enable Profile managementポリシーをenabledに設定します。

Path to user storeポリシーを、VDAからアクセス可能な有効なパスに設定します。たとえ
ば、ユーザーストアがファイルサーバーまたはAzure Files共有上にある場合、アクセス可能で
す。

Profile containerポリシーをEnableに設定し、プロファイルコンテナリストにアスタリスク
(*) を追加します。詳細については、「ユーザープロファイル全体のプロファイルコンテナを有
効にする」を参照してください。

Enable credential-based access to user storesポリシーをEnabledに設定します。次に、
Profile Managementがユーザーストアにアクセスできるように、プロファイルストレージサー
バーの資格情報をWEMまたはWindows資格情報マネージャーに保存します。詳細について
は、「ユーザーストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にする」を参照してください。

ログオン時のユーザーグループポリシーの非同期処理を有
効にする
Windowsは、ユーザーグループポリシーに同期モードと非同期モードの2つの処理モードを提供し
ます。Windowsは、次回のユーザーログオン時の処理モードを決定するためにレジストリ値を使
用します。レジストリ値が存在しない場合、同期モードが適用されます。

レジストリ値はマシンレベルの設定であり、ユーザーとともにローミングされません。そのた
め、ユーザーが以下の場合、非同期モードは期待どおりに適用されません。

異なるマシンにログオンする。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するポリシーが有効になってい
る同じマシンにログオンする。

Citrix Profile Managementは、この問題を解決するために「ログオン時のユーザーグループポリ
シーの非同期処理を有効にする」ポリシーを提供します。このポリシーが有効になっている場
合、Profile Managementはレジストリ値をユーザーとともにローミングします。その結果、ユー
ザーがログオンするたびに実際の処理モードが適用されます。
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•

•

◦

◦

1.

2.

3.

4.

5.

1.

2.

この機能は、WindowsおよびWindows Server OSの両方に適用されます。

前提条件
Windowsマシンで非同期モードを有効にするために、追加のアクションは必要ありません。ただ
し、Windows Serverマシンでこのモードを有効にするには、以下の要件を満たしていることを確
認してください。

リモートデスクトップセッションホストの役割がインストールされていること。

グループポリシーが次のように設定されていること。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > システム > ログオン > コンピューターの起
動とログオン時に常にネットワークを待機する: 無効

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > システム > グループポリシー > リモートデ
スクトップサービス経由でログオンする際に非同期ユーザーグループポリシー処理を許可
する: 有効

ポリシーを有効にする
ポリシーを有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開き、次に ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義
(ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > Profile Management にアクセスします。

Profile Management で、詳細設定をクリックします。

ログオン時のユーザーグループポリシーの非同期処理を有効にするポリシーをダブルクリック
します。

有効を選択します。

OKをクリックします。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。す
べてのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの対応する設定が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ポリシーは無効になります。
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•

•

•

•

•

•

•

アプリケーションへのユーザーアクセスを制御する
アプリケーションアクセス制御機能を使用すると、ルールを使用してアプリケーションへのユー
ザーアクセスを制御できます。これにより、アプリケーションとイメージの管理を効率化できま
す。たとえば、異なる部門に同一のマシンを提供しながら、それぞれの固有のアプリケーション
要件を満たし、イメージの数を減らすことができます。

この記事では、アプリケーションアクセス制御を有効にし、制御ルールを構成するプロセスにつ
いて説明します。また、この機能を使用して仮想環境でのイメージ管理を簡素化する例も示しま
す。

概要
アプリケーションアクセス制御機能を使用すると、非表示ルールを構成することで、ユーザー、マ
シン、およびプロセスからアプリケーションを非表示にできます。

アプリケーション非表示ルールは、次の2つの情報を定義します。

非表示にするオブジェクト。 アプリケーションに対して非表示にしたいファイル、フォル
ダー、およびレジストリエントリ。

たとえば、アプリケーションを非表示にするには、ファイル、フォルダー、レジストリエント
リなど、そのアプリケーションに関連付けられているすべてのオブジェクトを指定する必要が
あります。

割り当て。 アプリケーションを非表示にする対象のユーザー、マシン、およびプロセス。

割り当ての種類

非表示ルールにおける割り当ては、ユーザー、マシン、プロセスの3つのカテゴリに分類されま
す。詳細な割り当ての種類は次のとおりです。

ユーザー

ユーザーグループ

マシン

組織単位（OU）

プロセス

注:
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•

•

•

1.

a.

アプリケーションアクセス制御のコンテキストでは、OUはマシン専用のコンテナとして使
用されます。その結果、OU割り当ては、OU内のマシンからのみアプリを非表示にします。
OU内のユーザーからはアプリを非表示にしません。

アプリケーション非表示ルールに複数の割り当てが構成されている場合は、以下の考慮事項
に注意してください。

それらの割り当てが同じカテゴリである場合（例: ユーザー Aとユーザー グループB）、アプ
リケーションは、それらの割り当てで指定されたすべてのオブジェクト（ユーザーAとユー
ザーグループB内のすべてのユーザー）から非表示になります。

それらの割り当てが異なるカテゴリである場合（例: ユーザー Aとマシン X）、アプリケー
ションは、それらのすべての割り当てで指定された条件が満たされたとき（ユーザーAがマシ
ンXにサインインしたとき）に非表示になります。

それらの割り当てがプロセス カテゴリである場合、アプリケーションは、それらの割り当て
で指定されたすべてのプロセスから非表示になります。

注:

ルールに割り当てが構成されていない場合、ルールで指定されたアプリケーションは非表示
になります。

ワークフロー
アプリケーションアクセス制御機能を使用すると、Profile Managementは、提供するルールに基
づいて、ユーザー、マシン、プロセスからアプリケーションを非表示にできます。

環境にアプリケーションアクセス制御を適用するには、まず非表示ルールを作成する必要があり
ます。そのためには、Profile Managementインストールパッケージに同梱されているPowerShell

ツールであるRule Generatorを使用します。

大まかに言えば、非表示ルールを作成する手順は次のとおりです。

アプリケーションの非表示ルールを作成します。

アプリケーションに対して非表示にするファイル、フォルダー、およびレジストリエント
リを指定します。
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b.

2.

3.

4.

•

•

1.

2.

3.

a.

•

•

•

ルールの割り当てを構成します。これを行うには、アプリケーションを非表示にするユー
ザー、マシン、またはプロセスのグループを指定します。詳細については、「割り当ての
種類」を参照してください。

他のアプリケーションの非表示ルールを作成するには、手順1を繰り返します。

構成したすべてのルールについて生データを生成します。

Rule Generatorの詳細については、「Rule Generatorを使用してルールを作成、管理、展開す
る」を参照してください。

GPOを使用して、環境内のマシンに非表示ルールを適用します。詳細については、「GPOを
使用してアプリのアクセス制御を有効にする」を参照してください。

Rule Generatorを使用してルールを作成、管理、展開する
このセクションでは、PowerShellベースのRule Generatorを使用してルールを作成、管理、展開す
る方法について説明します。

開始する前に、ツールを実行するマシンが次の条件を満たしていることを確認してください。

Windows 10または11、あるいはWindows Server 2016、2019、または2022がインストールさ
れていること

ユーザーおよびマシンと同じドメインにあること

一般的な手順は次のとおりです。

管理者としてWindows PowerShellを実行します。

Profile Management インストールパッケージ内の**\tool**フォルダーにアクセスし、
CPM_App_Access_Control_Config.ps1を実行します。

画面の指示に従って、非表示ルールを作成、管理、生成します。

マシンにインストールされている各アプリケーションとその状態を表示します。

未構成。アプリケーションに対してルールは構成されていません。

構成済み。アプリケーションに対して1つ以上のルールが構成されていますが、それら
のいずれもマシンには適用されていません。

構成済みで適用済み。アプリケーションに対して1つ以上のルールが構成されており、
少なくとも1つのルールがマシンに適用されています。
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b.

c.

アプリケーションリストから、非表示にするアプリケーションをインデックスを入力して
選択します。そのアプリケーションに対して非表示になるすべてのファイル、フォル
ダー、およびレジストリエントリが表示されます。

選択したアプリケーションに対して追加のファイル、フォルダー、またはレジストリエン
トリを非表示にするには、それらのパスを入力してアプリケーションに追加します。

パスにはシステム環境変数（%windir%など）を使用できます。ユーザー環境変数
（%appdata%など）はサポートされていません。

注:
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d.

4.

5.

特定のファイル、フォルダー、およびレジストリエントリに関連付けることで、アプ
リケーションを手動で定義することもできます。

ルールの割り当てを構成します。具体的には、割り当てタイプ（ユーザー、ユーザーグ
ループ、マシン、OU、またはプロセス）を指定し、次にアプリケーションを非表示にする
対象となる、選択したタイプの特定のオブジェクトを入力します。ユーザー、ユーザーグ
ループ、およびOUの場合は、それらのADドメイン名を入力します。マシンの場合は、そ
れらのDNSホスト名を入力します。

注:

ルールに割り当てを構成しない場合、そのルールで指定されたアプリは非表示になり
ます。

他のアプリケーションの非表示ルールを作成するには、手順3を繰り返します。

画面の指示に従って、構成したルールの生データを生成し、将来の使用のために.txtファイル
に保存します。
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6.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

2.

ルールの有効性をテストするには、ローカルレジストリ、またはGPOを介してマシンのグルー
プのレジストリにルールを展開します。

注：

このツールを使用して本番環境にルールを展開することはお勧めしません。

GPOを使用してアプリのアクセス制御を有効にする
アプリのアクセス制御ルールを作成および生成したら、GPOを使用して環境内のマシンにルール
を適用できます。

GPOを使用してマシンに制御ルールを適用するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > アプリのアクセス制御にアクセスします。

アプリのアクセス制御をダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択します。

生成されたルールを保存した.txtファイルを開き、内容をコピーして、アプリのアクセス制御
ルールフィールドに貼り付けます。

OKをクリックします。

この機能の構成の優先順位は次のとおりです。

この設定がGPO、Studio、またはWEMを使用していない場合、.iniファイルの値が使用されま
す。

この設定がどこにも構成されていない場合、この機能は無効になります。

例
このセクションでは、イメージのアプリアクセス制御を実装するためのガイドとして例を使用し
ます。

要件

この例における要件は次のとおりです。
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•

•

◦

◦

1.

2.

•

•

•

1.

•

•

2.

単一のイメージを使用して、営業、人事、およびエンジニアリング部門向けの仮想マシンを作
成します。

以下のアプリケーションへのユーザーアクセスを制御します。

Microsoft Excel: 人事部門のユーザーには表示されません。

Visual Studio Code: 営業部門または人事部門のユーザーには表示されません。

解決策

インストールされているアプリケーションへのユーザーアクセスを制御するために、Profile 

Managementをインストールします。

テンプレートマシンのインストール

イメージをキャプチャするためのテンプレートマシンをインストールします。手順は次のとおりで
す。

新しいマシンを、ユーザーおよびマシンと同じADドメインに参加させます。

以下のソフトウェアをマシンにインストールします。

必要に応じて、Windows 10または11、あるいはWindows Server 2016、2019、または
2022

Profile Managementバージョン2303以降

必要なすべてのアプリケーション

非表示ルールを作成および生成する

テンプレートマシンで、Rule Generatorを使用して非表示ルールを作成および生成します。

ルール1：人事部門のユーザーからMicrosoft Excelを非表示にする（アプリケーション：
Microsoft Excel; 割り当て：人事ユーザーグループ）

ルール2：営業部門または人事部門のユーザーからVisual Studio Codeを非表示にする（ア
プリケーション：Visual Studio Code; 割り当て：営業ユーザーグループおよび人事ユー
ザーグループ）

2つのルールの生データを生成し、.txtファイルに保存します。

ツールの使用方法の詳細については、「Rule Generatorを使用してルールを作成、生成、展開する
」を参照してください。

これで、テンプレートマシンからイメージをキャプチャできます。
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1.

2.

3.

1.

2.

3.

1.

GPOを使用してアプリのアクセス制御を有効にする

仮想マシンが作成されたら、GPOを使用してアプリのアクセス制御を一元的に有効にし、生成さ
れたルールをマシンに適用します。詳細については、「GPOを使用してアプリのアクセス制御を
有効にする」を参照してください。

ユーザーレベルのポリシー設定を有効にして構成する
デフォルトでは、ほとんどのProfile Managementポリシーはマシンレベルで機能します。これらの
ポリシー設定をコンテナ（サイト、ドメイン、またはOU）に適用すると、誰がログオンしても、
そのコンテナ内のマシンに適用されます。

「ユーザーレベルのポリシー設定」機能が有効になっている場合、これらのマシンレベルのポリ
シーはユーザーレベルで機能し、ユーザーまたはグループ固有の設定を構成できます。これらの設
定をコンテナに適用すると、指定されたユーザーまたは指定されたグループのユーザーがそのコ
ンテナ内のマシンにログオンした場合にのみ適用されます。

設定の競合が発生した場合、Profile Managementは次の優先順位で処理します。

ユーザー固有の設定

ユーザーグループ固有の設定

マシンレベルの設定

構成手順
ユーザーレベルのポリシー設定を有効にして構成するには、次の手順に従います。

ユーザーレベルのポリシー設定を有効にする

ユーザーまたはグループのポリシー設定を構成する

(オプション) ユーザーグループの優先順位を指定する。

ユーザーレベルのポリシー設定を有効にする
To apply user-level Profile Management settings, you must first enable the user-level policy 

settings feature. You can accomplish this goal using various tools such as Group Policy Object 

(GPO), Workspace Environment Management™ (WEM), or Web Studio.

GPOを使用してこの機能を有効にするには、次の手順に従います。

GPOを作成し、サイト、ドメイン、またはOUなどのターゲットマシンを保持するコンテナに
リンクします。
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2.

3.

4.

5.

1.

2.

1.

2.

1.

2.

3.

•

•

GPOのグループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー \> 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) \> Citrix コンポーネント \> 

Profile Management \> 詳細設定にアクセスします。

ユーザーレベルのポリシー設定を有効にするポリシーをダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択し、OKをクリックします。

構成の優先順位は次のとおりです。

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこの設定が構成されていない場合、無効になります。

ユーザーとグループのポリシー設定を構成する
このセクションでは、ユーザーまたはグループ固有のポリシー設定を構成する方法について説明
します。

たとえば、組織には経理、営業、マーケティングなどのグループがあります。経理グループは独自
のユーザー ストアを使用し、他のグループはユーザー ストアを共有します。この要件を満たすに
は、経理グループに対してユーザーレベルのユーザー ストアへのパスポリシーを構成し、組織に
対してマシンレベルのユーザー ストアへのパス設定を構成します。

ユーザーまたはグループ固有のポリシー設定を構成するには、次の手順に従います。

ユーザーとグループのセキュリティ識別子 (SID) を取得する

ユーザーまたはグループ固有のポリシー設定を構成する

ユーザーとグループのセキュリティ識別子 (SID) を取得する

ユーザーまたはグループに対してユーザー固有のProfile Management設定を構成する前に、まずそ
のドメイン名に基づいてSIDを取得します。詳細な手順は次のとおりです。

ドメインコントローラーにログオンします。

管理者として Windows PowerShell を実行します。

PowerShellコマンドラインから、必要に応じて次のいずれかのコマンドを実行します。

ユーザーのSIDを取得するには、 Get-ADUser -Identity <ADUser> と入力します。例: 

Get-ADUser -Identity user5

グループのSIDを取得するには、 Get-ADGroup -Identity <ADGroup> と入力します。例: 

Get-ADGroup -Identity HR_Group
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4.

•

•

1.

2.

3.

返された結果からSIDをコピーします（例: 次の結果の
S-1-5-21-2069497100-3951106413-1778302672-1117 ）。

ユーザーまたはグループ固有のポリシー設定を構成する

ユーザーレベルのポリシー設定は、以下を使用して構成できます。

グループポリシー基本設定 (GPP)

WEM Webコンソール

GPPを使用して設定を構成する

GPPを使用してユーザーレベルのポリシー設定を構成できます。グループポリシーの一部として、
GPP設定はGPOを介してドメイン参加済みコンピューターに自動的に配布されます。

ユーザーまたはグループのポリシー設定を構成するには、次の手順に従います。

ターゲットGPOのグループポリシー管理エディターを開きます。

GPP設定エントリ(/en-us/profile-management/2305/media/config-user-level-setting-1.png)

Computer Configuration \> Preferences \> Windows Settings \> Registry に移動し、New 

\> Registry Item を右クリックします。New Registry Properties ウィンドウが表示されま
す。

GPPレジストリエントリ(/en-us/profile-management/2305/media/gpp-initial-page.png)

General タブで、次の表に示すように、ユーザーまたはグループ固有のポリシーを構成しま
す。この表には、ユーザーの Path to user store ポリシー (SID: 

S-1-5-21-259756655-2069503554-2063751945-1108 ) を設定するための構成例も示されて
います。

フィールド 説明 例

アクション デフォルトのままにしま
す。

更新
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4.

5.

フィールド 説明 例

ハイブ デフォルトのままにしま
す。

HKEY\_LOCAL\_MACHINE

キーパス ユーザーまたはグループ固
有のポリシーのレジストリ
キーパスを入力します。ま
ず、GPPプロパティ設定
テーブルでポリシー名を検
索してキーパスを取得しま
す。次に、キーパス内の
<SID> を実際のSIDに置き

換えます。

SOFTWARE\Citrix\UserPr

ofileManager\UserGroupC

onfigs\S-1-5-21-2597566

55-2069503554-206375194

5-1108

値の名前 ポリシーのレジストリ値の
名前を入力します。ポリ
シーの値の名前を見つける
には、GPPプロパティ設定
テーブルでポリシー名を検
索します。

ユーザーストアへのパス

値の型 ポリシーのレジストリ値の
型を選択します: REG\_SZ 
または REG\_DWORD。ポ
リシーの値の型を見つける
には、GPPプロパティ設定
テーブルでポリシー名を検
索します。

REG\_SZ

値のデータ ポリシーのレジストリ値
データ (設定値) を入力しま
す。値のデータはポリシー
によって異なります。詳細
については、GPPプロパ
ティ設定テーブルを参照し
てください。

\\WXFRP-

DDC-1\UPM1\#sAMAccountN

ame#\!CTX_OSNAME!!

CTX_OSBITNESS! !

共通タブをクリックし、適用されなくなったときにこの項目を削除するを選択します。メッ
セージボックスが表示されます。

OKをクリックして確認します。全般タブのアクションオプションが置換に変わります。
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6.

7.

OKまたは適用をクリックします。変更はドメインコントローラーに保存されます。構成結果
(例: ユーザー ストアへのパス ポリシー) が表示されます。 

このGPOに対してさらにユーザーまたはグループ固有のポリシー設定を構成するには、各設定
について手順2～6を繰り返します。例セクションの構成例を参照してください。

これらのポリシー設定をコンピューターに手動で同期するには、コンピューターで 

groupupdate/force  コマンドを実行します。ユーザーレベルのポリシー設定を有効にするに
は、コンピューターからログオフし、再度ログオンします。

次のスクリーンショットに示すように、ユーザーレベルのポリシー設定は、次のレジストリキー
に表示されます: HKLM\SOFTWARE\Citrix\UserProfileManager\UserGroupConfigs\\<SID\>。

ユーザーストアへのパスのレジストリ結果 (/en-us/profile-management/2305/media/

registry_key_path_to_user_store.png)

WEM Web Console を使用して設定を構成する

WEM Web Console を使用して、ユーザーレベルのポリシー設定を構成できます。詳細について
は、Workspace Environment Management Service のドキュメントの「GPO の作成」を参照して
ください。

例

このセクションでは、ユーザーレベルのポリシー設定を構成するためのいくつかの例を示しま
す。

プロファイル管理を有効にする

GPP 設定を使用して、ユーザーまたはグループに対してプロファイル管理を有効にするポリシー
を構成します。

フィールド 値

キーパス SOFTWARE\Citrix\UserProfileManager\UserGr
oupConfigs\S-1-5-21-259756655-2069503554-
2063751945-1108

値の名前 ServiceActive

https://docs.citrix.com/jp/ja/workspace-environment-management/service/manage/configuration-sets/actions.html#create-a-gpo


プロファイル管理 2305 

178

1.

フィールド 値

値の型 REG_DWORD

値のデータ 1

レジストリ内の場所:

プロファイル管理を有効にするためのレジストリ内の結果(/en-us/profile-management/2305/

media/registry_key_service_activate.png)

ミラーリングするフォルダー

注:

ファイルとフォルダーのリストを含むユーザー固有のポリシーを構成するには、複数のGPP

レジストリアイテムを構成する必要があります。

ユーザーまたはグループのミラーリングするフォルダーポリシーを構成するには、次の手順
に従います。

これらのGPP設定を使用してポリシーを有効にします。

フィールド 値

キーパス SOFTWARE\Citrix\UserProfileManager\User
GroupConfigs\S-1-5-21-259756655-2069503
554-2063751945-1108\MirrorFoldersList

値の名前 有効

値の型 REG\_DWORD

値のデータ 00000001

レジストリ内の場所:
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2.

3.

これらのGPP設定を使用して、ミラーリングするフォルダー（例: AppData\Local\Packages）
を追加します。

フィールド 値

キーパス SOFTWARE\Citrix\UserProfileManager\User
GroupConfigs\S-1-5-21-259756655-2069503
554-2063751945-1108\MirrorFoldersList\List

値の名前 AppData\Local\Packages

値の型 REG\_SZ

値のデータ AppData\Local\Packages

注：

値の名前フィールドと値のデータフィールドの両方に、ミラーリングするフォルダーを
入力します。

レジストリ内の場所：

このポリシーにフォルダーを追加するには、手順2を繰り返します。

（オプション）ユーザーグループの優先順位を指定する
ユーザーが競合するポリシー設定を持つ複数のグループに属している場合、それらのグループの優
先順位を指定します。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

2.

設定の競合が発生した場合、最も優先順位の高いグループのポリシー設定が優先されます。優先
順位が指定されていない場合、アルファベット順で最も早いSIDを持つグループが優先されます。

GPOを使用して優先順位を構成するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー \> 管理用テンプレート：ポリシー定義（ADMXファイル） \> Citrix Components \> 

Profile Management \> 詳細設定にアクセスします。

「ユーザーグループの優先順位を設定」ポリシーをダブルクリックします。ポリシーウィンド
ウが表示されます。

「有効」を選択します。

「ユーザーグループの優先順位」フィールドに、グループのセキュリティ識別子 (SID) または
ドメイン名を、優先順位の降順でセミコロン ( ; ) で区切って入力します。

例:

ctxxa.local\groupb;S-1-5-21-674278408-26188528-2146851469-1174;ctxxa.local\groupc; ;

「OK」をクリックします。

構成の優先順位は次のとおりです。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、優先順位は指定されません。

GPPプロパティ設定
この表は、ユーザーレベルのプロファイル管理ポリシーのGPPプロパティ設定を一覧表示しま
す。

注:

この表には6つの列があります。一部の列はビューポートを超えて表示される場合がありま
す。非表示の列を表示するには、下にスクロールして水平スクロールバーを使用してくださ
い。
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

プロファイ
ル管理を有
効にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

ServiceActi
ve

0:無効; 1:
有効;

処理された
グループ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Proc

essedGrou

ps

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Proc

essedGrou

ps\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

除外グルー
プ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Excl

udedGroup

s

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Excl

udedGroup

s\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

ローカル管
理者ログオ
ンの処理

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

ProcessAd
mins

0:無効; 1:
有効;

ユーザー ス
トアへのパ
ス

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ PathToUse
rStore

絶対パス、
またはホー
ムディレク
トリからの
相対パス。

ユーザー ス
トアの移行

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ MigrateUse
rStore

以前使用し
ていたユー
ザー ストア
のパス。

アクティブ
な書き戻し

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

REG_DWO
RD

PSMidSess
ionWriteBa
ck

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

Configs\

<SID>

アクティブ
なライト
バックレジ
ストリ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSMidSess
ionWriteBa
ckReg

0:無効; 1:
有効;

セッション
ロックおよ
び切断時の
アクティブ
なライト
バック

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSMidSess
ionWriteBa
ckSessionL
ock

0:無効; 1:
有効;

オフライン
プロファイ
ルのサポー
ト

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

オフライン
サポート

0:無効化; 
1:有効化;

ログオフ時
にローカル
にキャッ
シュされた
プロファイ
ルを削除す
る

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

DeleteCac
hedProfiles
OnLogoff

0:無効化; 
1:有効化;

キャッシュ
されたプロ
ファイルを

Software\P
olicies\Citri
x\UserProfil

REG_DWO
RD

ProfileDelet
eDelay

遅延 (秒単
位)。
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

削除するま
での遅延

eManager<
SID>

既存プロ
ファイルの
移行

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

MigrateWin
dowsProfile
sToUserSto
reEnabled

0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

MigrateWin
dowsProfile
sToUserSto
re

1:ローカル
とローミン
グ; 2:ロー
カル; 3:
ローミン
グ; 4:なし;

既存のアプ
リケーショ
ンプロファ
イルの自動
移行

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

Application
ProfilesAut
oMigration
Enabled

0:無効; 1:
有効;

ローカルプ
ロファイル
の競合処理

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

LocalProfil
eConflictHa
ndling

1:ローカル
プロファイ
ルを使用; 
2:ローカル
プロファイ
ルを削除; 
3:ローカル
プロファイ
ルの名前を
変更;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

テンプレー
トプロファ
イル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ TemplatePr
ofilePath

テンプレー
トプロファ
イルへのパ
ス。

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

TemplatePr
ofileOverrid
esLocalPro
file

0:無効; 1:
有効;

テンプレー
トプロファ
イルがロー
カルプロ
ファイルを
上書きする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

TemplatePr
ofileOverrid
esRoaming
Profile

0:無効; 1:
有効;

テンプレー
トプロファ
イルがロー
ミングプロ
ファイルを
上書きする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

TemplatePr
ofileIsMand
atory

0:無効; 1:
有効;

すべてのロ
グオンで
Citrix強制
プロファイ
ルとして使
用されるテ
ンプレート
プロファイ
ル

ロックされ
たファイル
へのアクセ
ス時の再試
行回数

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

REG_DWO
RD

LoadRetrie
s

再試行回
数。
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

Configs\

<SID>

自動構成を
無効にする

Software\P
olicies\Citri
x\UserProfil
eManager<
SID>

REG_DWO
RD

DisableDyn
amicConfig

0:無効; 1:
有効;

問題が発生
した場合に
ユーザーを
ログオフす
る

Software\P
olicies\Citri
x\UserProfil
eManager<
SID>

REG_DWO
RD

LogoffRath
erThanTem
pProfile

0:無効; 1:
有効;

カスタマー
エクスペリ
エンス向上
プログラム

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

CEIP有効 0:無効; 1:
有効;

Outlook の
検索イン
デックス
ローミング
を有効にす
る

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

OutlookSe
archRoami
ngEnabled

0:無効; 1:
有効;

Outlook 検
索インデッ
クスデータ
ベース - 
バックアッ
プと復元

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

OutlookEd
bBackupEn
abled

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

Outlook 検
索データ
ローミング
の同時セッ
ションサ
ポートを有
効にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

OutlookSe
archRoami
ngConcurr
entSession
Enabled

0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

OutlookOst
VhdxMaxN
um

Outlook 
OST ファ
イルを保存
するための
VHDX ディ
スクの最大
数。

プロファイ
ルコンテナ
のマルチ
セッション
ライトバッ
クを有効に
する

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

FSLogixPr
ofileContai
nerSupport

0:無効; 1:
有効;

ユーザース
トアをレプ
リケートす
る

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Mult

ipleRemot

eStoreRep

lication

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

UserGrou

pConfigs\

<SID>\Mul

tipleRemo

teStoreRe

plication

\List

ユーザース
トアへの資
格情報ベー
スのアクセ
スを有効に
する

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

CredBased
AccessEna
bled

0:無効; 1:
有効;

VHDXファ
イルのスト
レージパス
をカスタマ
イズ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ PathToVhd
Store

VHDXファ
イルを保存
するパス。

セッション
内でVHDX
ディスクを
自動的に再
アタッチ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

EnableVolu
meReattac
h

0:無効; 1:
有効;

ログオン時
のユーザー
グループポ
リシーの非
同期処理を
有効にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

SyncGpoSt
ateEnabled

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

OneDrive
コンテナを
有効にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\OneD

riveConta

iner

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\OneD

riveConta

iner\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

VHDディス
クの圧縮を
トリガーす
る空き領域
の比率

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

CompactV
HDFreePor
tion

空き領域の
比率 (%)。

VHDディス
クの圧縮を
トリガーす
るログオフ
回数

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

CompactV
HDIteration
s

ログオフ回
数。

VHDディス
ク圧縮のデ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

REG_DWO
RD

CompactV
HDnDefrag

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

フラグを無
効にする

eManager

\UserGrou

pConfigs\

<SID>

プロファイ
ルコンテナ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

ner

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

ner\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

プロファイ
ルコンテナ
のローカル
キャッシュ
を有効にす
る

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

ProfileCont
ainerLocal
Cache

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

プロファイ
ルコンテナ
から除外す
るフォルダ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerExclus

ionListDi

r

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerExclus

ionListDi

r\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

プロファイ
ルコンテナ
に含める
フォルダー

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerInclus

ionListDi

r

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

eManager

\UserGrou

pConfigs\

<SID>\Pro

fileConta

inerInclu

sionListD

ir\List

プロファイ
ルコンテナ
から除外す
るファイル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerExclus

ionListFi

le

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerExclus

ionListFi

le\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

プロファイ
ルコンテナ
に含める
ファイル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerInclus

ionListFi

le

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Prof

ileContai

nerInclus

ionListFi

le\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

VHDディス
クの圧縮を
有効にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

EnableVH
DCompact

0:無効; 1:
有効;

除外リスト SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Excl

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

usionLis

tRegistry

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Excl

usionList

Registry\

List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

インクルー
ジョンリス
ト

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Incl

usionList

Registry

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Incl

usionList

Registry\

List

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

NTUSER.D
AT のバッ
クアップ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

LastKnown
GoodRegis
try

0:無効; 1:
有効;

除外リスト
- ファイル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

Exclusion

ListFiles

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

Exclusion

ListFiles

\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

除外リスト
- ディレク
トリ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

Exclusion

ListDir

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

Exclusion

ListDir\L

ist

REG_SZ リスト項目 リスト項目

ログオン除
外チェック

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

LogonExcl
usionChec
k

0:除外され
たファイル
またはフォ
ルダーを同
期する; 1:
除外された
ファイルま
たはフォル
ダーを無視
する; 2:除
外された
ファイルま
たはフォル
ダーを削除
する;

ラージファ
イル処理 - 
シンボリッ
クリンクと
して作成さ
れるファイ
ル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Larg

eFileHand

lingList

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Larg

eFileHand

lingList\

List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

同期する
ディレクト
リ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

DirList

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

DirList\L

ist

REG_SZ リスト項目 リスト項目

同期する
ファイル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

FileList

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Sync

FileList\

List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

ミラーリン
グするフォ
ルダー

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Mirr

orFolders

List

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Mirr

orFolders

List\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

フォルダミ
ラーリング
の高速化

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

Accelerate
FolderMirro
ring

0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

プロファイ
ルストリー
ミング

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PS有効 0:無効; 1:
有効;

保留中の領
域のプロ
ファイルス
トリーミン
グを有効に
する

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSForPend
ingAreaEn
abled

0:無効; 1:
有効;

常にキャッ
シュ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSAlways
Cache

0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSAlways
CacheSize

このサイズ
以上のファ
イルを
キャッシュ
する (MB単
位)。

保留中のエ
リアロック
ファイルの
タイムアウ
ト (日数)

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

PSPending
LockTimeo
ut

保留中のエ
リアロック
ファイルの
タイムアウ
ト (日数)。
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

ストリーミ
ングされた
ユーザープ
ロファイル
グループ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\PSUs

erGroupsL

ist

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\PSUs

erGroupsL

ist\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

プロファイ
ルストリー
ミング除外
リスト - 
ディレクト
リ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Stre

amingExcl

usionList

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Stre

amingExcl

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

usionLis

t\List

クロスプ
ラット
フォーム設
定を有効に
する

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

CP有効 0:無効; 1:
有効;

クロスプ
ラット
フォーム設
定ユーザー
グループ

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\CPUs

erGroupLi

st

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\CPUs

erGroupLi

st\List

REG_SZ リスト項目 リスト項目

クロスプ
ラット
フォーム定
義へのパス

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ CPSchema
Path

クロスプ
ラット
フォーム定
義へのパ
ス。



プロファイル管理 2305 

202

ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

クロスプ
ラット
フォーム設
定ストアへ
のパス

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ CPパス クロスプ
ラット
フォーム設
定ストアへ
のパス。

クロスプ
ラット
フォーム設
定を作成す
るための
ソース

Software\P
olicies\Citri
x\UserProfil
eManager<
SID>

REG_DWO
RD

CPMigratio
nFromBase
ProfileToC
PStore

0:無効; 1:
有効;

Citrix 
Virtual 
Appsの最
適化を有効
にする

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_DWO
RD

XenAppOpt
imizationEn
abled

0:無効; 1:
有効;

Citrix 
Virtual 
Appsの最
適化定義へ
のパス

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>

REG_SZ XenAppOpt
imizationD
efinitionPat
h

Citrix 
Virtual 
Appsの最
適化定義へ
のパス。

重複排除の
ために共有
ストアに含
めるファイ
ル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Shar

edStoreFi

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;
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ポリシー名 キーパス 値の型 値の名前 値のデータ 値の説明

leInclus

ionList

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Shar

edStoreFi

leInclusi

onList\Li

st

REG_SZ リスト項目 リスト項目

共有ストア
から除外す
るファイル

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Shar

edStoreFi

leExclusi

onList

REG_DWO
RD

有効 0:無効; 1:
有効;

SOFTWARE

\Citrix\U

serProfil

eManager\

UserGroup

Configs\<

SID>\Shar

edStoreFi

leExclusi

onList\Li

st

REG_SZ リスト項目 リスト項目
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ポリシー

プロファイル管理ポリシー
この記事では、.admファイルと.admxファイルにおけるポリシーの重要な側面について説明しま
す。

プロファイル管理変数
このバージョンのプロファイル管理では、グループポリシーと.iniファイルの両方で使用できる次
の変数が利用可能です。

ファイルとレジストリエントリを定義するポリシーの場合、次の変数は次のように展開されま
す。

変数 バージョン1プロファイルの展開 バージョン2プロファイルの展開

!ctx_localsettings! ! Local 

Settings\Application 

Data

AppData\Local

!ctx_roamingappdata! ! Application Data AppData\Roaming

!ctx_startmenu! ! Start Menu AppData\Roaming\Microso

ft\Windows\Start menu

!ctx_internetcache! ! Local 

Settings\Temporary 

Internet Files

AppData\Local\Microsoft

\Windows\Temporary 

Internet Files

!ctx_localappdata! ! Local 

Settings\Application 

Data

AppData\Local

パスを構築するために使用されるポリシーの場合、オペレーティングシステムに応じて、 !

ctx_osbitness!  変数はx86またはx64に展開されます。次の変数も展開されます。
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•

•

オペレーティングシステムに応じて、 !ctx_osname!  は次のように短い名前に展開されま
す。

オペレーティングシステムに応じて、 !ctx_profilever!  は次のようにプロファイルバー
ジョンに展開されます。

Profile Management Serviceが起動すると、長い名前がログファイルに書き込まれます。

長い名前 短い名前 プロファイルバージョン

Windows 11 Win11 v6

Windows 10 Redstone 6 ウィンドウズ10 RS6 v6

Windows 10 Redstone 5 ウィンドウズ10 RS5 v6

Windows 10 Redstone 4 ウィン10RS4 v6

Windows 10 Redstone 3 ウィン10RS3 v6

Windows 10 Redstone 2 ウィンテンアールエスツー v6

Windows 10 Redstone 1 ウィンテンアールエスワン v6

Windows 10 Win10 v5

Windows 8.1 Win8.1 v4 または v2

Windows 8 Win8 v3 または v2

Windows 7 Win7 v2

Windows Server 2022 Win2022 v6

Windows Server 2019 Win2019 v6

Windows Server 2016 Win2016 v6

Windows Server 2012 R2 ウィン2012R2 v4 または v2

Windows Server 2012 Win2012 v3 または v2

Windows Server 2008 R2 Win2008 v2
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•

•

•

•

長い名前 短い名前 プロファイルバージョン

Windows Server 2008 Win2008 v2

注:

20H1以降のWindows 10の場合、長い名前はWindows10 \&lt;postfix\>で、対応する短い名前
はWin10_\&lt;postfix\>です。\&lt;postfix\>の値は、次の2つの特定のレジストリエントリから
取得されます。

エントリ: HKLM\Software\\Microsoft\\Windows NT\\CurrentVersion > 値の名前: 

DisplayVersion

エントリ: HKLM\\Software\\Microsoft\\Windows NT\\CurrentVersion > 値の名前: 

ReleaseId

最初のレジストリエントリに値が含まれている場合、それが\&lt;postfix\>として使用されま
す。それ以外の場合は、2番目のレジストリエントリの値が使用されます。

Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012、およびWindows Server 2012R2の場
合、実際のプロファイルバージョンは、
HLKM\System\CurrentControlset\Services\ProfSvc\Parameters の下にある
UseProfilePathExtensionVersion レジストリキーの設定によって変更される可能性があ

ります。

1 に設定されている場合、プロファイルバージョンはオペレーティングシステムに応じて
v3 または v4 になります。

設定されていないか、0 に設定されている場合、プロファイルバージョンは v2 になりま
す。

バージョン別のポリシー
移行を支援するため、以下の表は、Profile Management の異なるバージョンで利用可能なポリ
シー、.adm (または .admx) ファイルおよび .ini ファイル内の各ポリシーの場所、そして各ポリ
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シーが設計されている機能 (またはすべての展開の基本構成の一部であるかどうか) を示していま
す。

.adm または .admx ファイル内の場所は、 Citrix > Profile Management  を基準としていま
す。

バージョン 2305 から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

UserGroupLevelConf
igEnabled

\AdvancedSettings UserGroupLevelConf
igEnabled

ユーザーレベルのポ
リシー設定を有効に
する

OrderedGroups \AdvancedSettings OrderedGroups ユーザーグループの
優先順位を設定する

バージョン2303以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

PSMidSessionWrite
BackSessionLock

\BasicSettings PSMidSessionWrite
BackSessionLock

セッションロックお
よび切断時にアク
ティブなライトバッ
クを有効にする

AppAccessControl \AppAccessControl AppAccessControl アプリケーションア
クセス制御を有効に
する

EnableVHDDiskCom
paction

\ProfileContainerSetti
ngs

EnableVHDDiskCom
paction

VHDディスク圧縮を
有効にする

FreeRatio4Compacti
on

\AdvancedSettings FreeRatio4Compacti
on

VHDディスク圧縮を
トリガーする空き領
域の比率

Nログオフズ4コンパ
クション

\AdvancedSettings Nログオフズ4コンパ
クション

VHDディスク圧縮を
トリガーするログオ
フ回数
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

Nデフラグ4コンパク
ション

\AdvancedSettings Nデフラグ4コンパク
ション

VHDディスクの圧縮
におけるデフラグを
無効にする

バージョン2209以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

SharedStoreFileInclu
sionList

\ファイル重複排除 SharedStoreFileInclu
sionList

重複排除のために共
有ストアに含める
ファイル

SharedStoreFileExcl
usionList

\ファイル重複排除 SharedStoreFileExcl
usionList

共有ストアから除外
するファイル

バージョン 2206 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

SyncGpoStateEnabl
ed

\AdvancedSettings SyncGpoStateEnabl
ed

ログオン時のユー
ザーグループポリ
シーの非同期処理を
有効にする

OneDriveContainer \AdvancedSettings OneDriveContainer ローミングOneDrive
フォルダーを有効に
する

OutlookSearchRoam
ingConcurrentSessio
nEnabled

\AdvancedSettings OutlookSearchRoam
ingConcurrentSessio
nEnabled

同時セッションでの
Outlook検索データ
ローミングを有効に
する

PSForPendingAreaE
nabled

\ストリーミングされ
たユーザープロファ
イル

PSForPendingAreaE
nabled

保留中の領域のプロ
ファイルストリーミ
ングを有効にする
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バージョン2203以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

EnableVolumeReatta
ch

\AdvancedSettings EnableVolumeReatta
ch

セッションでVHDX
ディスクを自動的に
再アタッチする

バージョン2112以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainerExcl
usionListFile

プロファイルコンテ
ナー設定

ProfileContainerExcl
usionListFile

プロファイルコンテ
ナーからファイルを
除外する

ProfileContainerInclu
sionListFile

プロファイルコンテ
ナー設定

ProfileContainerInclu
sionListFile

プロファイルコンテ
ナーにファイルを含
める

VhdStorePath AdvancedSettings PathToVhdStore VHDXファイル用の
ネットワークスト
レージの場所を指定
します

バージョン2109以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

CredBasedAccessEn
abled

AdvancedSettings CredBasedAccessEn
abled

ユーザーストアへの
資格情報ベースのア
クセスを有効にする

バージョン2106以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

AccelerateFolderMirr
oring

\FileSystemSettings\
FSSynchronization

AccelerateFolderMirr
oring

フォルダーミラーリ
ングの高速化
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

CredBasedAccessEn
abled

AdvancedSettings CredBasedAccessEn
abled

ユーザーストアへの
資格情報ベースのア
クセスを有効にする

MultiSiteReplication AdvancedSettings MultiSiteReplication ユーザーストアをレ
プリケートする

バージョン2103以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

PSForFoldersEnable
d

\PsSettings PSForFoldersEnable
d

フォルダーのプロ
ファイルストリーミ
ング

ProfileContainerLoca
lCache

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerLoca
lCache

プロファイルコンテ
ナのローカルキャッ
シュ

バージョン2009以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainerExcl
usionListDir

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerExcl
usionListDir

プロファイルコンテ
ナ

ProfileContainerInclu
sionListDir

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerInclu
sionListDir

プロファイルコンテ
ナ

バージョン2003以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

FSLogixProfileContai
nerSupport

\AdvancedSettings FSLogixProfileContai
nerSupport

バージョン2103より
前: FSLogix Profile 
Container のマルチ
セッションライト
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

バックを有効にする 
バージョン2103以
降: Profile Container 
のマルチセッション
ライトバックを有効
にする

バージョン1909以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

MigrateUserStore MigrateUserStore ユーザー ストアの移
行

OutlookEdbBackupE
nabled

\AdvancedSettings OutlookEdbBackupE
nabled

Outlook 検索イン
デックスデータベー
ス - バックアップと
復元

ApplicationProfilesAu
toMigration

\AdvancedSettings ApplicationProfilesAu
toMigration

既存のアプリケー
ションプロファイル
の自動移行

バージョン 1903 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainer バージョン 2009 よ
り前:
\FileSystemSettings\
FSSynchronization 
バージョン 2009 以
降: \ProfileContainer

ProfileContainer プロファイルコンテ
ナ
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バージョン 7.18 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

OutlookSearchRoam
ingEnabled

\AdvancedSettings OutlookSearchRoam
ingEnabled

Outlook 検索ローミ
ング

バージョン 7.16 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

XenAppOptimization
Settings

\XenAppOptimization
Settings

XenAppOptimization
Settings

Citrix Virtual Apps 
and Desktops アプリ
ケーション最適化

XenAppOptimization
DefinitionPath

\XenAppOptimization
Settings

XenAppOptimization
DefinitionPath

Citrix Virtual Apps 
and Desktops アプリ
ケーション最適化

LargeFileHandlingLis
t

\FileSystemSettings LargeFileHandlingLis
t

大容量ファイルの処
理

バージョン 7.15 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

LogonExclusionChec
k

\FileSystemSettings LogonExclusionChec
k

ログオン除外チェッ
ク

バージョン 5.8 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

StreamingExclusionL
ist

\PsSettings StreamingExclusionL
ist

プロファイルスト
リーミング除外リス
ト
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バージョン 5.6 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

CEIPEnabled \AdvancedSettings CEIPEnabled CEIP

PSMidSessionWrite
BackReg

PSMidSessionWrite
BackReg

アクティブなライト
バックレジストリ

バージョン 5.5 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

デフォルトの除外リ
スト

\Registry DefaultExclusionList
Registry

ベース

NTUSER.DAT \Registry LastKnownGoodRegi
stry

NTUSER.DAT の
バックアップ

デフォルトの除外リ
スト - ディレクトリ

\ファイルシステム DefaultSyncExclusio
nListDir

ベース

バージョン 5.0～5.4 で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

除外されたグループ ExcludedGroups 除外されたグループ

自動構成を無効にす
る

\詳細設定 DisableDynamicConf
ig

自動構成

AppData (Roaming) 
フォルダーをリダイ
レクトする、
Desktop  フォル

ダーをリダイレクト
する、...

\フォルダーリダイレ
クト (ユーザー構成
内)

注: 該当なし XenDesktop との統
合
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.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

キャッシュされたプ
ロファイルを削除す
るまでの遅延

\プロファイルの処理 ProfileDeleteDelay ベース

バージョン4.x以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

クロスプラット
フォーム設定ユー
ザーグループ

\クロスプラット
フォーム設定

CPUserGroupList クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定を有効
にする

\クロスプラット
フォーム設定

CPEnabled クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定を作成
するためのソース

\クロスプラット
フォーム設定

CPMigrationFromBa
seProfileToCPStore

クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム定義へのパ
ス

\クロスプラット
フォーム設定

CPSchemaPath クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定ストア
へのパス

\クロスプラット
フォーム設定

CPPath クロスプラット
フォーム設定

オフラインプロファ
イルのサポート

\クロスプラット
フォーム設定

OfflineSupport オフラインプロファ
イル

問題が発生した場合
にユーザーをログオ
フする

\詳細設定 LogoffRatherThanTe
mpProfile

トラブルシューティ
ングの改善
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バージョン 3.x から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

アクティブライト
バック

PSMidSessionWrite
Back

アクティブプロファ
イルライトバック
（バージョン4.0では
「Active write 
back」に名称変更）

ミラーリングする
フォルダー（バー
ジョン3.1以降で利用
可能）

\ファイルシステム
\同期

MirrorFoldersList フォルダーミラーリ
ング

ログオフ時にイン
ターネットCookie
ファイルを処理する
（バージョン3.1以降
で利用可能）

\詳細設定 ProcessCookieFiles フォルダーミラーリ
ング

リダイレクトされた
フォルダーを削除す
る（バージョン3.2、
3.2.2、および4.0で
利用可能）

\詳細設定 DeleteRedirectedFol
ders

フォルダーリダイレ
クトのサポート

常にキャッシュする \ストリーミングされ
たユーザープロファ
イル

PSAlwaysCache ストリーミングユー
ザープロファイル

プロファイルスト
リーミング

\ストリーミングユー
ザープロファイル

PSEnabled ストリーミングユー
ザープロファイル

保留中の領域ロック
ファイルのタイムア
ウト

\ストリーミングユー
ザープロファイル

PSPendingLockTime
out

ストリーミングユー
ザープロファイル

ストリーミングユー
ザープロファイルグ
ループ

\ストリーミングユー
ザープロファイル

PSUserGroupsList ストリーミングユー
ザープロファイル
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バージョン2.xから利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

ユーザー ストアへの
パス

PathToUserStore ベース

処理されたグループ ProcessedGroups ベース

ローカル プロファイ
ルの競合処理

\プロファイル処理 LocalProfileConflictH
andling

ベース

既存プロファイルの
移行

\プロファイル処理 MigrateWindowsProfi
lesToUserStore

ベース

テンプレートプロ
ファイル

\プロファイル処理 テンプレートプロ
ファイルパス, テン
プレートプロファイ
ルオーバーライド
ローミングプロファ
イル, テンプレート
プロファイルオー
バーライドローカル
プロファイル

ベース

ログオフ時にローカ
ルにキャッシュされ
たプロファイルを削
除

\プロファイル処理 DeleteCachedProfile
sOnLogoff

ベース

MFTキャッシュファ
イルのディレクトリ
(バージョン5.0で削
除)

\詳細設定 USNDBPath ベース

同期するディレクト
リ

\ファイルシステム
\同期

SyncDirList ベース

除外リスト \レジストリ ExclusionListRegistr
y

ベース

同期するファイル \ファイルシステム
\同期

SyncFileList ベース
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.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

包含リスト \レジストリ InclusionListRegistry ベース

除外リスト - ディレ
クトリ

\ファイルシステム SyncExclusionListDir ベース

除外リスト - ファイ
ル

\ファイルシステム SyncExclusionListFil
es

ベース

ロックされたファイ
ルへのアクセス時の
再試行回数

\詳細設定 LoadRetries ベース

ローカル管理者のロ
グオンを処理する

ProcessAdmin 基本

プロファイル管理を
有効にする

ServiceActive 基本

ログ記録を有効にす
る

\ログ設定 LoggingEnabled ログ記録

ログ設定 \ログ設定 LogLevel ログ記録

ログファイルの最大
サイズ

\ログ設定 MaxLogSize ログ記録

ログファイルへのパ
ス (バージョン2.1以
降で利用可能)

\ログ設定 PathToLogFile ログ記録

Profile Management ポリシーの説明とデフォルト
このトピックでは、Profile Management の .adm および .admx ファイルに含まれるポリシーにつ
いて説明します。

ポリシーの詳細については、「Profile Management のポリシー」を参照してください。

.adm および .admx ファイルのセクション
Profile Management のポリシーは、次のセクションにあります。
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1.

2.

プロファイル管理

Profile Management\\フォルダーリダイレクト (ユーザー構成)

プロファイル管理\プロファイル処理

プロファイル管理\詳細設定

プロファイル管理\ログ設定

プロファイル管理\レジストリ

プロファイル管理\ファイルシステム

プロファイル管理\ファイルシステム\同期

プロファイル管理\ファイル重複排除

プロファイル管理\ストリーム配信ユーザープロファイル

プロファイル管理\クロスプラットフォーム設定

グループポリシーオブジェクトエディターでは、ほとんどのポリシーは Computer Configuration 

\> Administrative Templates \> Classic Administrative Templates \> Citrix の下に表示されま
す。リダイレクトされたフォルダーポリシーは User Configuration \> Administrative Templates 

\> Classic Administrative Templates \> Citrix の下に表示されます。

グループポリシーエディターでは、ポリシーが User Configuration というラベルのセクションに
ない限り、ポリシーは Computer Configuration の下に表示されます。

プロファイル管理

Profile Management を有効にする

Profile Management を有効にできます。デフォルトでは、展開を容易にするため、Profile 

Management はログオンまたはログオフを処理しません。他のすべてのセットアップタスクを実
行し、Citrix® ユーザープロファイルが環境でどのように動作するかをテストした後にのみ、
Profile Management を有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、Profile Management は
Windows ユーザープロファイルを一切処理しません。
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•

•

1.

2.

3.

•

•

1.

2.

3.

4.

処理されるグループ

プロファイルが処理されるユーザーを指定できます。以下のユーザーグループを使用してユーザー
を指定します。

ドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニバーサル）の形式で <DOMAIN 

NAME>\<GROUP NAME>

ローカルグループの形式で GROUP NAME

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されている場合、Profile Management はこれらのユーザーグループ
のメンバーのみを処理します。このポリシーが無効になっている場合、Profile Management は
すべてのユーザーを処理します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、すべてのユーザーグループ
のメンバーが処理されます。

除外されるグループ

プロファイルが処理されないユーザーを指定できます。以下のユーザーグループを使用してユー
ザーを指定できます。

ドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニバーサル）の形式で <DOMAIN 

NAME>\<GROUP NAME>

ローカルグループの形式で GROUP NAME

構成の優先順位:

この設定がここで構成されている場合、Profile Management はそれらのユーザーグループのメ
ンバーを除外します。

この設定が無効になっている場合、Profile Management はどのユーザーも除外しません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、どのグループのメンバーも除外
されません。

ローカル管理者によるログオンの処理

Profile Management が BUILTIN\Administrators  グループのメンバーのログオンを処理するか
どうかを指定できます。このポリシーを有効にすることは、ほとんどのユーザーがローカル管理
者である Citrix Virtual Desktops 展開環境で推奨されます。
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1.

2.

3.

•

•

•

Citrix Virtual Apps 環境は、マルチセッションオペレーティングシステムの典型的なユースケース
です。このポリシーがマルチセッションオペレーティングシステムで無効になっているか、構成さ
れていない場合、Profile Management はドメインユーザーのログオンを処理しますが、ローカル
管理者のログオンは処理しません。Citrix Virtual Desktops™ 環境は、シングルセッションオペ
レーティングシステムの典型的なユースケースです。シングルセッションオペレーティングシステ
ムでは、Profile Management はローカル管理者のログオンを処理します。

ローカル管理者権限を持つドメインユーザーは、通常、仮想デスクトップが割り当てられた Citrix 

Virtual Desktops ユーザーです。デスクトップで Profile Management に問題が発生した場合、こ
のポリシーにより、ユーザーはログオン処理をバイパスしてログオンし、問題をトラブルシュー
ティングできます。

注:

ドメインユーザーのログオンは、通常、製品ライセンスへの準拠を確実にするために、グ
ループメンバーシップによって課される制限の対象となる場合があります。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、Profile Management はローカル管理者によるログオン
を処理しません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、管理者は処理されません。

ユーザー ストアへのパス

ユーザーストアのストレージパスを指定できます。ユーザーストアは、ユーザープロファイル（レ
ジストリの変更と同期されたファイル）が保存される中央のネットワークロケーションです。

パスは次のいずれかです。

ホームディレクトリに対する相対パス。ホームディレクトリは、通常、Active Directory のユー
ザーの #homeDirectory#  属性として構成されます。

UNCパス。通常、サーバー共有またはDFS名前空間を指定します。

無効または未構成。この場合、パスは #homeDirectory#\Windows  です。

パス設定では、次の種類の変数を使用できます。
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•

•

•

•

•

•

•

•

1.

2.

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数（例: %ProfVer% ）。システム環境変数は、通
常、追加のセットアップが必要です。

ハッシュで囲まれた Active Directory ユーザーオブジェクトの属性（例: 

#sAMAccountName# ）。

Profile Management変数。詳しくは、Profile Management変数の製品ドキュメントを参照して
ください。

%username% と %userdomain% を除き、ユーザー環境変数は使用できません。場所やユーザーな
どを完全に定義するために、カスタム属性を作成することもできます。属性では大文字と小文字が
区別されます。

例:

\\server\share&num;sAMAccountName# は、ユーザー設定をUNCパス \

\server\share\JohnSmith に保存します（現在のユーザーの#sAMAccountName#が
JohnSmithに解決される場合）。

\\server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! は \

\server\profiles$\JohnSmith.DOMAINCONTROLLER1\Win8x64 に展開される場合がありま
す。

重要: どの属性または変数を使用する場合でも、このポリシーが NTUSER.DAT を含むフォルダー
の1つ上のフォルダーに展開されることを確認してください。たとえば、このファイルが \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64\UPM_Profile  に存在する場合、ユーザース
トアへのパスを \\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64  に設定します
（\UPM_Profile サブフォルダーではありません）。

ユーザー ストアへのパスを指定する際に変数を使用する方法について詳しくは、次のトピックを
参照してください。

複数のファイルサーバーで Citrix ユーザープロファイルを共有する

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

構成の優先順位:

ユーザーストアへのパスが無効になっている場合、ユーザー設定はホームディレクトリの
Windows サブディレクトリに保存されます。このポリシーが無効になっている場合、ユーザー
設定はホームディレクトリの Windows サブディレクトリに保存されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
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3.

•

•

•

•

1.

2.

3.

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ホームドライブ上の
Windowsディレクトリが使用されます。

ユーザーストアの移行

Profile Managementが以前使用していたユーザーストアの保存パス（以前指定した path to user 

store 設定）を指定できます。

この設定が構成されている場合、以前のユーザーストアに保存されていたユーザー設定は現在の
ユーザーストアに移行されます。

パスは、絶対UNCパスまたはホームディレクトリに対する相対パスにすることができます。

どちらの場合も、次の種類の変数を使用できます。

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数

ハッシュ記号で囲まれたActive Directoryユーザーオブジェクトの属性

例:

%ProfileVer%がW2K3に解決されるシステム環境変数である場合、 Windows\%ProfileVer%

フォルダーはユーザー設定をユーザーストアの Windows\W2K3 というサブフォルダーに保存
します。

現在のユーザーに対して #SAMAccountName# がJohnSmithに解決される場合、 \

\server\share&num;SAMAccountName# はユーザー設定をUNCパス \

\server\share\<JohnSmith> に保存します。

構成の優先順位:

パスには、 %username% と %userdomain% を除くユーザー環境変数を使用できます。この設
定が無効になっている場合、ユーザー設定は現在のユーザーストアに保存されます。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルからの対応する設定が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザー設定は現在のユーザース
トアに保存されます。

アクティブライトバック

アクティブライトバック機能を有効にできます。この機能が有効になっている場合、Profile 

Managementはセッション中にローカルコンピューターで変更されたファイルとフォルダーをユー
ザーストアに同期します。

構成の優先順位:
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このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーが構成されていない場合、無効になります。

アクティブライトバックレジストリ

Profile Managementがセッション中にローカルコンピューターで変更されたレジストリエントリ
をユーザーストアに同期できるようにします。このポリシーはアクティブライトバックポリシーと
組み合わせて使用してください。

構成の優先順位:

ここでこの設定を構成しない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定をここでも.iniファイルでも構成しない場合、アクティブライトバックレジストリは無
効になります。

セッションロックおよび切断時のアクティブライトバック

このポリシーとアクティブライトバックポリシーの両方が有効になっている場合、プロファイル
ファイルとフォルダーは、セッションがロックまたは切断されたときにのみ書き戻されます。

このポリシーとアクティブライトバックおよびアクティブライトバックレジストリポリシーの両方
が有効になっている場合、レジストリエントリは、セッションがロックまたは切断されたときに
のみ書き戻されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、このポリシーは無効になります。

オフラインプロファイルのサポート

オフラインプロファイル機能を有効にできます。この機能により、プロファイルは可能な限り早く
ユーザーストアと同期されます。

この機能は、頻繁にローミングするラップトップまたはモバイルデバイスのユーザーを対象とし
ています。ネットワーク接続が切断された場合、再起動または休止状態の後でも、プロファイル
はラップトップまたはデバイス上でそのまま維持されます。モバイルユーザーがセッションを開
始すると、プロファイルはローカルで更新されます。Profile Managementは、ネットワーク接続が
復元された後にのみ、プロファイルをユーザーストアと同期します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
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このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、オフラインプロファイルは
無効になります。

プロファイル管理\詳細設定

ロックされたファイルへのアクセス時の再試行回数

ロックされたファイルにアクセスする際の再試行回数を指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、デフォルト値である5回の再試行が使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。

ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

一部の展開では、 Index.dat  が参照しない余分なインターネットCookieが残されます。継続的
なブラウジングの後、ファイルシステムに残された余分なCookieは、プロファイルの肥大化につ
ながる可能性があります。このポリシーを使用すると、Profile Managementを有効にして
Index.datの処理を強制し、余分なCookieを削除できます。このポリシーはログオフ時間を増加さ
せるため、この問題が発生した場合にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Index.datの処理は行われま
せん。

自動構成を無効にする

プロファイル管理は、Citrix仮想デスクトップ環境（たとえば、パーソナルvDiskの有無など）を検
査し、それに応じてグループポリシーを構成します。未構成状態のプロファイル管理ポリシーの
みが調整されるため、行ったカスタマイズはすべて保持されます。

このポリシーにより、展開を高速化し、最適化を簡素化できます。このポリシーを構成する必要
はありません。ただし、次のいずれかの操作を行う場合は、自動構成を無効にできます。

以前のバージョンからの設定を保持するためにアップグレードする

トラブルシューティング
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自動構成は、実行時に環境に応じてデフォルトのポリシー設定を自動的に構成する動的な構成
チェッカーと見なすことができます。これにより、設定を手動で構成する必要がなくなります。実
行時環境には以下が含まれます。

ウィンドウズ OS

Windows OS のバージョン

Citrix仮想デスクトップの有無

パーソナル vDisk の有無

環境が変更された場合、自動構成によって以下のポリシーが変更される可能性があります。

アクティブライトバック

常にキャッシュ

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

キャッシュされたプロファイルを削除するまでの遅延

プロファイルストリーミング

異なるOSにおける上記のポリシーのデフォルトステータスについては、次の表を参照してくださ
い。

マルチセッションOS シングルセッションOS

アクティブライトバック 有効 有効

常にキャッシュ 無効 有効

ログオフ時にローカルに
キャッシュされたプロファイ
ルを削除する

有効 Citrix仮想デスクトップが割
り当てられているか、Citrix仮
想デスクトップがインストー
ルされていない場合は、*無
効*になります。それ以外の
場合は、有効です。

キャッシュされたプロファイ
ルを削除するまでの遅延

0秒 ユーザーの変更が永続的でな
い場合は60秒。それ以外の場
合は0秒。

プロファイルストリーミング 有効 有効
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マルチセッションOS シングルセッションOS

フォルダーのプロファイルス
トリーミング

有効 有効

ただし、自動構成が無効になっている場合、上記のすべてのポリシーはデフォルトで無効になり
ます。

Windows 10、Windows Server 2016、およびWindows Server 2019でスタートメニューのローミ
ングが正しく機能するようにするには、次の手順に従います。

自動構成を有効にするか、自動構成を無効にするポリシーを有効に設定します。

(/ja-jp/profile-management/2305/profile-management-best-practices.html)記事のに記載されて
いる構成手順を完了します。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここで、または.iniファイルで構成されていない場合、自動構成がオンになります。
この場合、環境が変更されるとProfile Managementの設定が変更される可能性があります。

問題が発生した場合にユーザーをログオフする

問題が発生した場合に Profile Management がユーザーをログオフさせるかどうかを指定できま
す。

このポリシーが無効になっているか、構成されていない場合、問題が発生すると Profile 

Management はユーザーに一時プロファイルを提供します。たとえば、ユーザー ストアが利用で
きない場合などです。

構成の優先順位:

この設定が有効になっている場合、エラーメッセージが表示され、ユーザーはログオフされま
す。この設定により、問題のトラブルシューティングが簡素化されます。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここで、または.iniファイルで構成されていない場合、一時プロファイルが提供さ
れます。



プロファイル管理 2305 

227

カスタマー エクスペリエンス向上プログラム

デフォルトでは、匿名の統計情報と使用状況データを送信することでCitrix製品の品質とパフォー
マンスを向上させるために、カスタマーエクスペリエンス向上プログラムが有効になっています。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

Outlook の検索インデックス ローミングを有効にする

このポリシーを有効にすると、Profile Management は、Outlook 検索データをユーザープロファ
イルとともに自動的にローミングすることで、ユーザーにネイティブの Outlook 検索エクスペリエ
ンスを提供します。このポリシーでは、Outlook の検索インデックスを保存するために追加のスト
レージが必要です。

このポリシーを有効にするには、ログオフしてから再度ログオンしてください。

Outlook 検索インデックス データベース – バックアップと復元

Outlook の検索インデックス ローミングを有効にするポリシーが有効になっている場合に、ログオ
ン中に Profile Management が何を行うかを指定できます。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Management は、ログオン時に検索インデックス 
データベースが正常にマウントされるたびに、そのデータベースをバックアップします。Profile 

Management は、そのバックアップを検索インデックス データベースの良好なコピーとして扱い
ます。データベースの破損により検索インデックス データベースのマウントが失敗した場合、
Profile Management は検索インデックス データベースを最後に確認された良好なコピーに戻しま
す。

注:

新しいバックアップが正常に保存されると、Profile Managementは以前に保存されたバック
アップを削除します。バックアップは利用可能なVHDXストレージを消費します。

Outlook検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする

Profile Managementにより、同じユーザーの同時セッションでネイティブのOutlook検索エクスペ
リエンスが提供されます。このポリシーは、Outlookの検索インデックスローミングポリシーと併
用してください。

このポリシーが有効な場合、各同時セッションは個別のOutlook OSTファイルを使用します。
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デフォルトでは、Outlook OSTファイルを保存するために使用できるVHDXディスクは2つだけで
す（ディスクごとに1ファイル）。ユーザーがさらにセッションを開始した場合、そのOutlook 

OSTファイルはローカルユーザープロファイルに保存されます。Outlook OSTファイルを保存する
ためのVHDXディスクの最大数を指定できます。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする

マルチセッションシナリオでプロファイルコンテナのライトバックを有効にできます。

注:

Citrix Profile Management プロファイルコンテナは、Citrix Profile Management 2103 以降で
利用可能です。FSLogix プロファイルコンテナは、Citrix Profile Management 2003 以降で利
用可能です。

このポリシーが有効な場合、すべてのセッションでの変更がプロファイルコンテナに書き戻
されます。そうでない場合、最初のセッションのみがプロファイルコンテナで読み取り/書き
込みモードであるため、最初のセッションでの変更のみが保存されます。

FSLogix Profile Containerでこのポリシーを使用するには、以下の前提条件が満たされていること
を確認してください。

FSLogix Profile Container機能がインストールされ、有効になっていること。

FSLogixでプロファイルタイプが 読み取り/書き込みプロファイルを試行し、読み取り専用に
フォールバックする に設定されていること。

ユーザーストアをレプリケートする

リモートユーザープロファイルストアを、ログオンおよびログオフごとに複数のパスにレプリ
ケートできます。これにより、Profile Managementはユーザーログオンのプロファイル冗長性を提
供できます。

このポリシーを有効にすると、システムI/Oが増加し、ログオフが長くなる可能性があります。

注:

この機能は、ユーザーストアとフルプロファイルコンテナの両方で利用できます。
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レプリケートされたプロファイルコンテナは、ユーザーログオンのプロファイル冗長性
を提供しますが、セッション内フェールオーバーには対応していません。

ユーザーストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にする

資格情報ベースのユーザーストアへのアクセスを有効にできます。

デフォルトでは、Citrix Profile Management は現在のユーザーを偽装してユーザーストアにアクセ
スします。そのため、現在のユーザーがユーザーストアにアクセスする権限を持っている必要があ
ります。状況によっては、現在のユーザーがアクセス権を持たないストレージリポジトリ（Azure 

Files など）にユーザーストアを配置したい場合があります。そのような場合は、このポリシーを
有効にして、Profile Management がストレージリポジトリの資格情報を使用してユーザーストア
にアクセスできるようにします。

Profile Management が資格情報を使用してユーザーストアにアクセスできるようにするには、資
格情報を Workspace Environment Management™ (WEM) または Windows 資格情報マネージャー
に保存します。Profile Management を実行している各マシンで同じ資格情報を構成する必要をな
くすために、Workspace Environment Management を使用することをお勧めします。Windows 資
格情報マネージャーを使用する場合は、ローカルシステムアカウントを使用して資格情報を安全
に保存してください。

注:

このポリシーは、ファイルベースと VHDX ベースの両方のユーザー ストアで利用できます。
Profile Management のバージョン 2212 より前では、このポリシーは VHDX ベースのユー
ザー ストアでのみ利用できます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

VHDX ファイルのストレージパスを指定します

Profile Management で使用される VHDX ファイルを保存するストレージパスを指定できます。
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Citrix Profile Management は、次の VHDX ベースのポリシーを提供します: ネイティブの Outlook 

検索エクスペリエンスの有効化、Citrix Profile Management プロファイルコンテナ、およびフォル
ダミラーリングの高速化。デフォルトでは、VHDX ファイルはユーザーストアに保存されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

セッションで VHDX ディスクを自動的に再アタッチする

このポリシーを有効にすると、Profile Management は VHDX ベースのポリシーの高い安定性を確
保します。デフォルトでは、このポリシーは有効になっています。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Management は VHDX ベースのポリシーで使用さ
れている VHDX ディスクを監視します。いずれかのディスクがデタッチされた場合、Profile 

Management はそのディスクを自動的に再アタッチします。

ログオン時のユーザーグループポリシーの非同期処理を有効にする

Windowsは、ユーザーグループポリシーに同期モードと非同期モードの2つの処理モードを提供し
ます。Windowsは、次のユーザーログオンの処理モードを決定するためにレジストリ値を使用し
ます。レジストリ値が存在しない場合、同期モードが適用されます。レジストリ値はマシンレベル
の設定であり、ユーザーとともにローミングされません。したがって、ユーザーが次の場合、非同
期モードは期待どおりに適用されません。

異なるマシンにログオンする。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するポリシーが有効になってい
る同じマシンにログオンする。

このポリシーを有効にすると、レジストリ値はユーザーとともにローミングされます。その結
果、ユーザーがログオンするたびに処理モードが適用されます。

VHDディスクの圧縮をトリガーする空き領域の比率

VHDディスクの圧縮を有効にする が有効な場合に適用されます。VHDディスクの圧縮をトリガー
する空き領域の比率を指定できます。ユーザーログオフ時に空き領域の比率が指定された値を超
えると、ディスクの圧縮がトリガーされます。

空き領域の比率 = (現在のVHDファイルサイズ – 必要な最小VHDファイルサイズ*) ÷ 現在のVHD

ファイルサイズ
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* Microsoft Windowsオペレーティングシステムの MSFT_Partition クラスのGetSupportedSizeメ
ソッドを使用して取得されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルト値の 20 (%) が使用
されます。

VHDディスクの圧縮をトリガーするログオフ回数

VHDディスクの圧縮を有効にする が有効な場合に適用されます。VHDディスクの圧縮をトリガー
するユーザーログオフ回数を指定できます。

最後の圧縮以降のログオフ回数が指定された値に達すると、ディスク圧縮が再度トリガーされま
す。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルト値の 5 が使用されま
す。

VHDディスク圧縮のデフラグを無効にする

VHDディスク圧縮を有効にする が有効な場合に適用されます。VHDディスク圧縮のファイルデフ
ラグを無効にするかどうかを指定できます。

VHDディスク圧縮が有効な場合、VHDディスクファイルはまずWindowsに組み込まれている 

defrag  ツールを使用して自動的にデフラグされ、その後圧縮されます。VHDディスクのデフラ
グはより良い圧縮結果をもたらしますが、無効にするとシステムリソースを節約できます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルトでデフラグが有効に
なります。

OneDriveコンテナを有効にする

OneDriveフォルダーをユーザーとともにローミングできるようにします。
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OneDriveコンテナは、VHDXベースのフォルダーローミングソリューションです。Profile 

Managementは、ファイル共有上にユーザーごとにVHDXファイルを作成し、ユーザーのOneDrive

フォルダーをVHDXファイルに保存します。VHDXファイルは、ユーザーがログオンするときにア
タッチされ、ログオフするときにデタッチされます。

ユーザーレベルのポリシー設定を有効にする

このポリシーを有効にすると、マシンレベルのポリシー設定がユーザーレベルで機能し、ユー
ザーレベルの設定がマシンレベルの設定を上書きします。

構成の優先順位:

ここでこのポリシーが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーが構成されていない場合、無効になります。

ユーザーグループの優先順位を設定する

ユーザーグループの優先順位を指定します。この順序は、ユーザーが異なるポリシー設定を持つ複
数のグループに属している場合に、どのグループが優先されるかを決定します。

ユーザーが競合するポリシー設定を持つ複数のグループに属している場合、以下を考慮してくださ
い:

ユーザーがこのポリシーで定義されている1つ以上のグループに属している場合、最も優先順
位の高いグループが優先されます。

ユーザーがこのポリシーで定義されているどのグループにも属していない場合、アルファベッ
ト順で最も早くリストされているSIDを持つグループが優先されます。

構成の優先順位:

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、優先順位は指定されません。

プロファイル管理\Citrix Virtual Apps最適化設定

Citrix Virtual Apps™最適化を有効にする

この機能を有効にすると、ユーザーが起動または終了する公開アプリケーションに固有の設定の
みが同期されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
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この設定がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、Citrix Virtual Appsの最適化設定は
適用されません。

Citrix Virtual Apps最適化定義へのパス

Citrix Virtual Apps最適化の定義ファイルを保存するフォルダーを指定できます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、Citrix Virtual Appsの最適化設定は
適用されません。

注:

フォルダーはローカルストレージまたはSMBファイル共有に配置できます。

プロファイル管理\クロスプラットフォーム設定

クロスプラットフォーム設定を有効にする

クロスプラットフォーム設定を有効にできます。クロスプラットフォーム設定機能は、主に
Windows 7およびWindows Server 2008からWindows 8およびWindows Server 2012への移行に使
用されます。この移行では、Microsoft Office 2003またはOffice 2007からOffice 2010への移行も含
まれる場合があります。

デフォルトでは、展開を容易にするために、クロスプラットフォーム設定は無効になっています。
このポリシーは、この機能の十分な計画とテストを行った後にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここまたは.iniファイルで構成されていない場合、クロスプラットフォーム設
定は適用されません。

クロスプラットフォーム設定ユーザーグループ

クロスプラットフォーム設定機能が適用されるWindowsユーザーグループを指定できます。たと
えば、このポリシーを使用して、テストユーザーグループのプロファイルのみを処理できます。

構成の優先順位:
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このポリシーが構成されている場合、Profile Management のクロスプラットフォーム設定機能
は、これらのユーザーグループのメンバーのみを処理します。このポリシーが無効になってい
る場合、この機能は、処理対象グループポリシーで指定されたすべてのユーザーを処理しま
す。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、すべてのユーザーグループ
が処理されます。

クロスプラットフォーム定義へのパス

定義ファイルが置かれているネットワークの場所を指定できます。

このパスは UNC パスである必要があります。ユーザーはこの場所への読み取りアクセス権を持っ
ている必要があり、管理者はこの場所への書き込みアクセス権を持っている必要があります。この
場所は、Server Message Block (SMB) または Common Internet File System (CIFS) ファイル共有
である必要があります。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、クロスプラットフォーム設
定は適用されません。

クロスプラットフォーム設定ストアへのパス

クロスプラットフォーム設定ストアへのパスを指定できます。ストアとは、ユーザーのクロスプ
ラットフォーム設定が保存されるフォルダーを指します。

このストアは、複数のプラットフォームで共有されるプロファイルデータが格納されているユー
ザーストア内にあります。ユーザーはストアへの書き込みアクセス権を持っている必要がありま
す。パスは、絶対 UNC パスまたはホームディレクトリに対する相対パスにすることができます。
ユーザーストアへのパスで使用される変数を使用できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、 Windows\PM_CP  パスが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。
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クロスプラットフォーム設定の作成元

このポリシーがそのプラットフォームの OU で有効になっている場合、プラットフォームをベー
スプラットフォームとして指定できます。このポリシーは、ベースプラットフォームのプロファイ
ルからクロスプラットフォーム設定ストアにデータを移行します。デフォルトでは、このポリ
シーは無効になっています。

各プラットフォーム独自のプロファイルセットは、個別の OU に保存されます。クロスプラット
フォーム設定ストアをシードするためのベースプラットフォームとして使用するプラットフォーム
のプロファイルデータを決定します。

このポリシーが有効になっている場合、次のいずれかの状況が発生すると、Profile Management 

は、シングルプラットフォームプロファイルからストアにデータを移行します。

クロスプラットフォーム設定ストアにデータのない定義ファイルが含まれている。

シングルプラットフォームプロファイルのキャッシュデータが、ストア内の定義データよりも
新しい。

重要:

このポリシーが複数の OU、ユーザーオブジェクト、またはマシンオブジェクトで有効に
なっている場合、最初にユーザーがログオンするプラットフォームがベースプロファイルに
なります。

プロファイル管理\ファイルシステム

除外リスト - ファイル

プロファイル管理が同期中に無視するファイルを指定できます。ファイル名は、ユーザープロファ
イル (%USERPROFILE%) に対する相対パスである必要があります。ワイルドカードが許可され
ており、再帰的に適用されます。

例:

Desktop\Desktop.ini  は Desktop  フォルダー内の Desktop.ini  ファイルを無視しま
す。

%USERPROFILE%&ast;.tmp  はプロファイル全体の .tmp  拡張子を持つすべてのファイルを
無視します。



プロファイル管理 2305 

236

•

1.

2.

3.

1.

2.

3.

•

1.

2.

3.

AppData\Roaming\MyApp&ast;.tmp  はプロファイルの一部にある .tmp  拡張子を持つすべ
てのファイルを無視します。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、ファイルは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ファイルは除外されませ
ん。

デフォルトの除外リストを有効にする - ディレクトリ

プロファイル管理が同期中に無視するディレクトリのデフォルトリストを指定できます。このポリ
シーを使用して、GPO 除外ディレクトリを手動で入力することなく指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーを無効にすると、Profile Management はデフォルトでどのディレクトリも除外し
ません。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Management は .ini ファイルの値を使用しま
す。

ここで、または .ini ファイルでこのポリシーを構成しない場合、Profile Management はデフォ
ルトでどのディレクトリも除外しません。

除外リスト - ディレクトリ

プロファイル管理が同期中に無視するフォルダーを指定できます。フォルダー名は、ユーザープロ
ファイル (%USERPROFILE%) に対する相対パスとして指定する必要があります。

例:

デスクトップは、ユーザープロファイル内のデスクトップフォルダーを無視します

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、フォルダーは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、フォルダーは除外されませ
ん。
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ログオン除外チェック

ユーザー ストア内のプロファイルに除外されたファイルまたはフォルダーが含まれている場合
に、Profile Management が何を行うかを指定できます。

構成の優先順位:

この設定が無効になっているか、デフォルト値の 除外されたファイルまたはフォルダーを同
期する に設定されている場合、ユーザーがログオンすると、Profile Management はユーザー 
ストアからローカル プロファイルに除外されたファイルまたはフォルダーを同期します。

この設定が 除外されたファイルまたはフォルダーを無視する に設定されている場合、ユー
ザーがログオンすると、Profile Management はユーザー ストア内の除外されたファイルまた
はフォルダーを無視します。この設定が 除外されたファイルまたはフォルダーを削除する に
設定されている場合、ユーザーがログオンすると、Profile Management はユーザー ストア内
の除外されたファイルまたはフォルダーを削除します。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、Profile Management はユーザー 
ストアからローカル プロファイルに除外されたファイルまたはフォルダーを同期します。

大容量ファイルの処理 - シンボリックリンクとして作成されるファイル

シンボリックリンクとして作成されるファイルを指定できます。この設定は、ログオンパフォー
マンスを向上させ、サイズの大きいファイルを処理するために使用されます。

ファイルを参照するポリシーでワイルドカードを使用できます。例: !ctx_localappdata!

\Microsoft\Outlook*.OST 。

オフライン Outlook データファイル (* .ost ) を処理するには、Outlook フォルダーが Profile 

Management の除外対象になっていないことを確認してください。

これらのファイルは、複数のセッションで同時にアクセスすることはできません。

プロファイル管理\ファイルシステム\同期

同期するディレクトリ

親フォルダーが除外されている場合に、Profile Management で同期するフォルダーを指定できま
す。

このリストのパスは、ユーザープロファイルに対する相対パスである必要があります。
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Profile Management は、インストールされているシステムとユーザー ストアの間で、各ユーザー
のプロファイル全体を同期します。ユーザープロファイルのサブフォルダーをこのリストに追加し
て含める必要はありません。

このポリシーを無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の
除外されていないフォルダーのみが同期されます。

同期するファイル

親フォルダーが除外されている場合に、Profile Management で同期するファイルを指定できま
す。

このリストのパスは、ユーザープロファイルに対する相対パスである必要があります。ファイル名
とフォルダー名にはワイルドカードを使用できます。ただし、ワイルドカードはファイル名にの
み再帰的に適用されます。

例:

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat は、デフォルト構成で除外されているフォルダー内
のファイルを指定します。

AppData\Local\MyApp*.cfg は、プロファイルフォルダー AppData\Local\MyApp とそのサブ
フォルダー内の拡張子 .cfg を持つすべてのファイルを指定します。

プロファイル管理は、インストールされているシステムとユーザー ストアの間で、各ユーザーの
プロファイル全体を同期します。このリストにファイルを追加して、ユーザー プロファイルに
ファイルを含める必要はありません。

このポリシーを無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ユーザー プロファイル内の
除外されていないファイルのみが同期されます。
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ミラーリングするフォルダー

このポリシーは、トランザクション フォルダー（参照フォルダーとも呼ばれます）に関する問題
の解決に役立ちます。この種のフォルダーには、相互に依存するファイルが含まれており、ある
ファイルが他のファイルを参照しています。

このポリシーを使用すると、プロファイル管理は、ユーザープロファイルを同期する際に、トラ
ンザクションフォルダーとその内容を単一のエンティティとして処理します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、フォルダーはミラーリング
されません。

フォルダーのミラーリングを高速化する

このポリシーとミラーリングするフォルダーポリシーの両方を有効にすると、Profile 

ManagementはミラーリングされたフォルダーをVHDXベースの仮想ディスクに保存します。ログ
オン時に仮想ディスクをアタッチし、ログオフ時にデタッチします。このポリシーを有効にする
と、ユーザーストアとローカルプロファイルの間でフォルダーをコピーする必要がなくなり、
フォルダーのミラーリングが高速化されます。

プロファイル管理\ファイル重複排除
ユーザーストア内のさまざまなユーザープロファイルに同一のファイルが存在する場合がありま
す。ユーザーストアにファイルの重複インスタンスが保存されていると、ストレージコストが増加
します。

ファイル重複排除ポリシーにより、Profile Management はユーザーストアから重複ファイルを削
除し、それらの単一インスタンスを中央の場所 (共有ストア と呼ばれる) に保存できます。これに
より、ユーザーストアでのファイルの重複が回避され、ストレージコストが節約されます。

重複排除のために共有ストアに含めるファイル

ファイル重複排除を有効にし、重複排除のために共有ストアに含めるファイルを指定できます。

共有ストアから除外するファイル

共有ストアから除外するファイルを指定できます。このポリシーは、重複排除のために共有スト
アに含めるファイル ポリシーと併用してください。
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プロファイル管理\ログ設定

ログの有効化

プロファイル管理のログ記録を有効にするかどうかを指定できます。このポリシーは、プロファ
イル管理のトラブルシューティングを行う場合にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、エラーのみがログに記録されます。このポリシーがこ
こで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、エラーのみがログに記録さ
れます。

ログ設定

プロファイル管理がログに記録するイベントまたはアクションを選択できます。Citrix の担当者か
ら要求された場合にのみ、すべてを選択してください。

構成の優先順位:

ポリシーがここで構成されていない場合、プロファイル管理は .ini ファイルの値を使用しま
す。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、エラーと一般情報がログに
記録されます。

このポリシーのチェックボックスは、.ini ファイルの次の設定に対応しています: 

LogLevelWarnings, LogLevelInformation, LogLevelFileSystemNotification, 

LogLevelFileSystemActions, LogLevelRegistryActions, LogLevelRegistryDifference, 

LogLevelActiveDirectoryActions, LogLevelPolicyUserLogon, LogLevelLogon, LogLevelLogoff, and 

LogLevelUserName.

ログファイルの最大サイズ

Profile Managementログファイルの最大サイズをバイト単位で指定できます。

Profile Managementログファイルの最大サイズのデフォルト値は10 MBです。十分なディスク容量
がある場合は、この値を増やしてください。ログファイルが最大サイズを超えて大きくなった場
合、次のようになります。

既存のファイルのバックアップ (.bak) が削除されます。

ログファイルの名前が.bakに変更されます。
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新しいログファイルが作成されます。

ログファイルは %SystemRoot%\System32\Logfiles\UserProfileManager またはログファイル
へのパスポリシーで指定された場所に作成されます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、デフォルト値の10 MBが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。

ログファイルのパス

ログファイルを保存するための代替パスを構成できます。

パスはローカルドライブまたはネットワークベースのドライブ（UNCパス）を指すことができま
す。

大規模な分散環境では、リモートドライブが推奨されます。ただし、リモートドライブは大量
のネットワークトラフィックを生成する可能性があり、ログファイルには適さない場合があり
ます。

ローカルドライブは、永続的なハードドライブを持つプロビジョニングされた仮想マシンでよ
く使用されます。

この設定により、マシンの再起動時にログファイルが保持されます。永続的なハードドライブを
持たない仮想マシンの場合、UNCパスを設定することでログファイルを保持できます。ただし、
マシンのシステムアカウントはUNC共有への書き込みアクセス権を持っている必要があります。
オフラインプロファイル機能によって管理されるラップトップには、ローカルパスを使用してくだ
さい。

ログファイルにUNCパスを使用する場合、Citrixはログファイルフォルダーに適切なアクセス制御
リストを適用することを推奨します。アクセス制御により、承認されたユーザーまたはコンピュー
ターアカウントのみが保存されたファイルにアクセスできるようになります。

例:

D:\LogFiles\ProfileManagement.

\\server\LogFiles\ProfileManagement
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このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシーが
ここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルトの場所 %SystemRoot%

\System32\Logfiles\UserProfileManager が使用されます。

プロファイル管理\プロファイルコンテナー設定

プロファイルコンテナ

VHDXベースのネットワークディスク（プロファイルコンテナー）を使用してユーザープロファイ
ルを保存できます。ユーザープロファイル全体または一部を保存するために使用できます。ユー
ザーログオン時に、プロファイルコンテナーはユーザー環境にマウントされ、プロファイルフォ
ルダーはすぐに利用可能になります。

プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナーのローカルキャッシュを有効にできます。この
ポリシーは、プロファイルコンテナーがユーザープロファイル全体に対して有効になっている場合
にのみ適用されます。

ポリシーが有効に設定されている場合、各ローカルプロファイルは、そのCitrix Profile 

Managementプロファイルコンテナーのローカルキャッシュとして機能します。プロファイルスト
リーミングが使用されている場合、ローカルにキャッシュされたファイルはオンデマンドで作成
されます。それ以外の場合は、ユーザーログオン時に作成されます。

プロファイルコンテナから除外するフォルダー

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナーから除外するフォルダーを指定できます。

プロファイルコンテナに含めるフォルダー

親フォルダーが除外されている場合に、Citrix Profile Managementプロファイルコンテナーに保持
するフォルダーを指定できます。

このリストのフォルダーは、除外されたフォルダーのサブフォルダーである必要があります。そ
うでない場合、この設定は機能しません。

この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

プロファイルコンテナに含めるファイル

親フォルダーが除外されている場合に、Citrix Profile Managementプロファイルコンテナーに含め
るファイルを指定できます。
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このリストのファイルは、除外されたフォルダー内にある必要があります。そうでない場合、こ
の設定は機能しません。

プロファイルコンテナから除外するファイル

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナーから除外するファイルを指定できます。

VHDディスクの圧縮を有効にする**

Profile ManagementのVHDディスク圧縮を有効にできます。有効にすると、特定の条件が満たさ
れたときに、ユーザーのログオフ時にVHDディスクが自動的に圧縮されます。このポリシーによ
り、プロファイルコンテナ、OneDriveコンテナ、およびミラーフォルダコンテナによって消費さ
れるストレージスペースを節約できます。

必要性と利用可能なリソースに応じて、詳細設定にある「VHDディスク圧縮をトリガーする空き
領域の比率」、「VHDディスク圧縮をトリガーするログオフ回数」、「VHDディスク圧縮のデフ
ラグを無効にする」の各ポリシーを使用して、デフォルトのVHD圧縮設定と動作を調整できま
す。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、この機能は無効になります。

プロファイル管理\プロファイル処理

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

ログオフ後にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するかどうかを指定できます。

このポリシーが有効になっている場合、ユーザーのローカルプロファイルキャッシュはユーザー
ログオフ後に削除されます。この設定はターミナルサーバーに推奨されます。このポリシーが無効
になっている場合、キャッシュされたプロファイルは削除されません。

注:

ログオフ時にプロファイルキャッシュがいつ削除されるかを、「キャッシュされたプロファ
イルを削除するまでの遅延」ポリシーを使用して制御できます。

構成の優先順位:
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このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、キャッシュされたプロファ
イルは削除されません。

キャッシュされたプロファイルを削除するまでの遅延

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルが削除されるまでの遅延に、オプション
の延長を指定できます。遅延を延長することは、ログオフ中にプロセスがファイルまたはユー
ザーレジストリハイブを開いたままにしていることがわかっている場合に役立ちます。大規模なプ
ロファイルの場合、この設定はログオフを高速化することもできます。

値が0の場合、ログオフプロセスの終了時にプロファイルがすぐに削除されます。

Profile Managementは1分ごとにログオフをチェックします。値が60の場合、最後のチェックが行
われた時期に応じて、ユーザーがログオフしてから1分から2分の間にプロファイルが削除される
ことが保証されます。

重要: このポリシーは、「ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する」が
有効になっている場合にのみ機能します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシーが
ここでも.iniファイルでも構成されていない場合、プロファイルはすぐに削除されます。

既存プロファイルの移行

ユーザーストアが空の場合に、Profile Managementがどの種類のユーザープロファイルをユーザー
ストアに移行するかを指定できます。

ユーザーがユーザーストアにプロファイルを持っていない場合、Profile Managementはログオン中
に既存のプロファイルを「オンザフライ」で移行できます。ローミングプロファイルまたはリ
モートデスクトップサービスプロファイルを移行する場合は、ローミングを選択します。

ログオン中に次のイベントが発生します。ユーザーがユーザーストアにCitrixユーザープロファイ
ルではなくWindowsプロファイルを持っている場合、Profile ManagementはWindowsプロファイ
ルをユーザーストアに移行します。このプロセス後、Profile Managementは、同じユーザーストア
へのパスで構成された現在のセッションおよびその他のセッションでユーザーストアプロファイ
ルを使用します。

構成の優先順位:
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4.

この設定が有効になっている場合、プロファイルの移行は、ローミングプロファイルとローカ
ルプロファイル（デフォルト）、ローミングプロファイルのみ、ローカルプロファイルのみに
対してアクティブ化できます。または、プロファイルの移行を無効にすることもできます。

このポリシーが無効になっており、ユーザーストアにCitrixユーザープロファイルが存在しない
場合、プロファイルを作成するための既存のWindowsメカニズムが使用されます。

プロファイルの移行が無効になっており、ユーザーストアにCitrixユーザープロファイルが存在
しない場合、プロファイルを作成するための既存のWindowsメカニズムが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Profile Managementは既存の
ローカルプロファイルとローミングプロファイルをユーザーストアに移行します。

既存のアプリケーションプロファイルの自動移行

この設定は、異なるオペレーティングシステム間での既存のアプリケーションプロファイルの自
動移行を有効または無効にします。アプリケーションプロファイルには、AppDataフォルダー内
のアプリケーションデータと、 HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE の下のレジストリエントリの両
方が含まれます。この設定は、異なるオペレーティングシステム間でアプリケーションプロファイ
ルを移行したい場合に役立ちます。

例えば、オペレーティングシステム (OS) をWindows 10バージョン1803からWindows 10バージョ
ン1809にアップグレードする必要があるとします。この設定が有効になっている場合、Profile 

Managementは、各ユーザーが最初にログオンしたときに、既存のアプリケーション設定を
Windows 10バージョン1809に自動的に移行します。AppDataフォルダー内のアプリケーション
データと、 HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE の下のレジストリエントリが移行されます。

既存のアプリケーションプロファイルが複数ある場合、Profile Managementは次の優先順位で移
行を実行します。

同じOSタイプのプロファイル（シングルセッションOSからシングルセッションOS、マルチ
セッションOSからマルチセッションOS）。

同じWindows OSファミリーのプロファイル（例：Windows 10からWindows 10、または
Windows Server 2016からWindows Server 2016）。

以前のバージョンのOSのプロファイル（例：Windows 7からWindows 10、またはWindows 

Server 2012からWindows 2016）。

最も近いOSのプロファイル。

注:
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ユーザーストアパスに !CTX_OSNAME! 変数を含めることで、OSの短い名前を指定する必要
があります。これにより、Profile Managementは既存のアプリケーションプロファイルを特
定できます。

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの設定が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

ローカルプロファイルの競合処理

ユーザーストア内のプロファイルとローカルのWindowsユーザープロファイル（Citrixユーザープ
ロファイルではない）の両方が存在する場合に、Profile Managementがどのように動作するかを
指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっているか、デフォルト値のローカルプロファイルを使用に設定され
ている場合、Profile Managementはローカルプロファイルを使用しますが、それを一切変更し
ません。

このポリシーがローカルプロファイルを削除に設定されている場合、Profile Managementは
ローカルのWindowsユーザープロファイルを削除します。そして、ユーザーストアからCitrix

ユーザープロファイルをインポートします。このポリシーがローカルプロファイルの名前を変
更に設定されている場合、Profile ManagementはローカルのWindowsユーザープロファイルの
名前を変更します（バックアップ目的で）。そして、ユーザーストアからCitrixユーザープロ
ファイルをインポートします。

ここでこのポリシーが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシー
がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルが使用され
ます。

テンプレートプロファイル

テンプレートとして使用するプロファイルの保存パスを指定できます。このパスは、
NTUSER.DATレジストリファイルと、テンプレートプロファイルに必要なその他のフォルダーお
よびファイルを含むフォルダーのフルパスです。

重要: パス設定に NTUSER.DAT を含めないでください。例えば、 \

\myservername\myprofiles\template\ntuser.dat ファイルの場合、場所を \

\myservername\myprofiles\template として設定します。 絶対パスを使用します。これはUNC

パスまたはローカルコンピューター上のパスのいずれかです。後者は、例えば、Citrix 
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•

Provisioning™ Servicesイメージ上にテンプレートプロファイルを永続的に指定するために使用で
きます。相対パスはサポートされていません。

このポリシーは、Active Directory属性、システム環境変数、または %USERNAME% およ
び %USERDOMAIN% 変数の展開をサポートしていません。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、テンプレートは使用されません。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Managementはユーザープロファイルを作成す
るときに、ローカルのデフォルトプロファイルの代わりにテンプレートを使用します。ユー
ザーがCitrixユーザープロファイルを持っておらず、ローカルまたは移動Windowsユーザープロ
ファイルが存在する場合、デフォルトではローカルプロファイルが使用されます。そして、こ
のポリシーが無効になっていない場合、ローカルプロファイルはユーザーストアに移行されま
す。この設定は、テンプレートプロファイルがローカルプロファイルを上書きするまたはテン
プレートプロファイルが移動プロファイルを上書きするチェックボックスを有効にすることで
変更できます。また、テンプレートをCitrix強制プロファイルとして識別することは、Windows

強制プロファイルと同様に、変更が保存されないことを意味します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、テンプレートは使用されませ
ん。

プロファイル管理 > レジストリ

除外リスト

ログオフ時にProfile Managementが無視するHKCUハイブ内のレジストリキーを指定できます。

例: Software\Policies

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、レジストリキーは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、レジストリキーは除外され
ません。

包含リスト

ログオフ時にProfile Managementが処理するHKCUハイブ内のレジストリキーを指定できます。
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例: Software\Adobe。

構成の優先順位:

このポリシーが有効になっている場合、このリストのキーのみが処理されます。このポリシー
が無効になっている場合、HKCUハイブ全体が処理されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、HKCU全体が処理されます。

デフォルトの除外リストを有効にする - Profile Management 5.5

Profile Managementがユーザープロファイルに同期しないHKCUハイブ内のレジストリキーを指定
できます。このポリシーを使用して、GPO除外ファイルを手動で入力することなく指定できま
す。

構成の優先順位:

このポリシーを無効にすると、Profile Managementはデフォルトでレジストリキーを除外しま
せん。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementは.iniファイルの値を使用します。

このポリシーをここでも.iniファイルでも構成しない場合、Profile Managementはデフォルト
でレジストリキーを除外しません。

NTUSER.DATのバックアップ

NTUSER.DATの最後に正常に動作したコピーのバックアップを有効にし、破損が発生した場合に
ロールバックできるようにします。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementは.iniファイルの値を使用します。こ
のポリシーをここでも.iniファイルでも構成しない場合、Profile ManagementはNTUSER.DATを
バックアップしません。

プロファイル管理 > アプリのアクセス制御
ファイル、フォルダー、およびレジストリへのユーザーアクセスを制御できます。

アプリケーションアクセス制御

有効にすると、Profile Management は、指定したルールに基づいて、項目 (ファイル、フォル
ダー、レジストリなど) へのユーザーアクセスを制御します。

アプリケーションルールを作成するには、次の方法を使用します。
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GUIベースのツール – WEM Tool Hub > アプリケーションアクセス制御用ルールジェネレー
ター

PowerShellツール – Profile Managementインストールパッケージで利用可能

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーが構成されていない場合、無効になります。

プロファイル管理\ストリーミングされたユーザープロファイル

プロファイルストリーミング

プロファイルストリーミング機能を有効にできます。この機能を有効にすると、ユーザープロファ
イル内のファイルは、ユーザーがアクセスしたときにのみ、ユーザーストアからローカルコン
ピューターにフェッチされます。 NTUSER.DAT  ファイルと保留領域内のファイルは例外です。こ
れらはすぐにフェッチされます。NTUSER.DAT にはレジストリエントリが格納されます。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーが構成されていない場合、無効になります。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にする

ユーザープロファイル内のフォルダーのプロファイルストリーミング機能を有効にできます。

このポリシーとプロファイルストリーミングポリシーの両方が有効に設定されている場合、ユー
ザープロファイル内のフォルダーは、ユーザーがアクセスしたときにのみ、ユーザーストアから
ローカルコンピューターにフェッチされます。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、無効になります。

常にキャッシュ

ログオン直後にユーザーストアからローカルコンピューターにフェッチされるファイルのサイズ
の最小制限を指定できます。
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プロファイルストリーミング機能が有効になっている場合、ユーザープロファイル内のファイル
は、ユーザーがアクセスしたときにローカルコンピューターにフェッチされます。このオンデマン
ドファイルフェッチメカニズムは、ユーザーが要求するファイルが大きい場合に読み込みが遅く
なる原因となります。このポリシーを有効にすると、Profile Management は、指定されたサイズ
より大きいファイルをログオン直後にローカルコンピューターにフェッチします。

ログオン直後にプロファイル全体をローカルコンピューターにフェッチするには、この制限をゼ
ロに設定します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、無効になります。

ペンディングエリアロックファイルのタイムアウト

Profile Management がユーザーのファイルを解放するまでのタイムアウト期間 (日数) を指定でき
ます。タイムアウトが発生すると、ストレージサーバーが応答しなくなったときにユーザーストア
がロックされたままである場合、ユーザーのファイルは保留領域からユーザーストアに書き込ま
れます。このポリシーを使用して、保留領域の肥大化を防ぎ、ユーザーストアに常に最新のファイ
ルが含まれるようにします。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、デフォルト値の 1 日が使用
されます。

ストリーミングされたユーザープロファイルグループ

ユーザープロファイルがストリーミングされるWindowsユーザーグループを指定できます。

このポリシーは、OU内のWindowsユーザーグループのサブセットのプロファイルをストリーミン
グします。他のすべてのグループのユーザーのプロファイルはストリーミングされません。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、すべてのユーザーグループが処理されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシー
がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、すべてのユーザーが処理されます。
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1.

2.

3.

プロファイルストリーミング除外リスト - ディレクトリ

プロファイルストリーミングが無視するフォルダーを指定できます。フォルダー名は、ユーザープ
ロファイルに対する相対パスとして指定する必要があります。

例: Desktop と入力すると、ユーザープロファイル内の Desktop ディレクトリが無視されます。

構成の優先順位:

この設定が無効になっている場合、フォルダーは除外されません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、フォルダーは除外されません。

注:

プロファイルストリーミングの除外は、構成されたフォルダーがプロファイル処理から除外
されることを意味しません。Citrix Profile Managementは引き続きそれらを処理します。

ペンディングエリアのプロファイルストリーミングを有効にする

ペンディングエリア内のファイルとフォルダーに対してプロファイルストリーミング機能を有効
にできます。

ペンディングエリアは、プロファイルストリーミングが有効になっている間、プロファイルの一
貫性を確保するために使用されます。これは、同時セッションで変更されたプロファイルファイ
ルとフォルダーを一時的に保存します。

既定では、このポリシーは無効になっており、ログオン時に保留領域内のすべてのファイルとフォ
ルダーがローカルプロファイルにフェッチされます。このポリシーを有効にすると、保留領域内
のファイルは要求されたときにのみローカルプロファイルにフェッチされます。このポリシーを
プロファイルストリーミングポリシーと組み合わせて使用すると、同時セッションシナリオで最
適なログオンエクスペリエンスを確保できます。

このポリシーは、フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするポリシーが有効になっ
ている場合に、保留領域内のフォルダーに適用されます。

Profile Management\フォルダーリダイレクト (ユーザー構成)
プロファイルによく表示されるフォルダーをリダイレクトするかどうか、およびリダイレクト
ターゲットを指定できます。ターゲットは、UNCパス（サーバー共有またはDFS名前空間の場
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1.

a.

合）またはユーザーのホームディレクトリに対する相対パスとして指定します。ホームディレクト
リは通常、Active Directoryの #homeDirectory# 属性で構成されます。

ここでポリシーが構成されていない場合、Profile Managementは指定されたフォルダーをリダイ
レクトしません。

注:

フォルダーリダイレクトにUNCパスを使用する場合、#homedirectory#変数はサポートされ
ません。ユーザーのホームディレクトリにリダイレクトポリシーを選択した後、パスを指定
する必要はありません。

<folder-name> フォルダーのリダイレクトポリシーでは、 <folder-name> フォルダーを
リダイレクトする方法を指定できます。これを行うには、有効を選択し、リダイレクトされ
たパスを入力します。

注意:

データ損失が発生する可能性があります。

ポリシーが有効になった後でパスを変更したい場合があります。ただし、変更を行う前に、
潜在的なデータ損失を考慮してください。変更されたパスが以前のパスと同じ場所を指して
いる場合、リダイレクトされたフォルダーに含まれるデータが削除される可能性がありま
す。

たとえば、連絡先パスを path1  として指定します。その後、 path1  を path2  に変更しま
す。 path1  と path2  が同じ場所を指している場合、ポリシーが有効になった後、リダイレク
トされたフォルダーに含まれるすべてのデータが削除されます。

潜在的なデータ損失を回避するには、次の手順を実行します。

Active Directoryグループポリシーオブジェクトを介して、Profile Managementが実行されてい
るマシンにMicrosoftポリシーを適用します。詳細な手順は次のとおりです。

グループポリシー管理コンソールを開きます。
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b.

c.

2.

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Windows コンポーネント > エクスプロー
ラー に移動します。

古いフォルダーリダイレクトターゲットと新しいフォルダーリダイレクトターゲットがリ
ダイレクト前に同じ共有を指していることを確認する を有効にします。

該当する場合は、Profile Managementが実行されているマシンにホットフィックスを適用しま
す。詳細については、 <https://support.microsoft.com/ja-jp/help/977229>  および 

<https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2799904>  を参照してください。

ファイルベースおよびコンテナベースのソリューションの
ポリシー
Profile Management は、ファイルベースおよびコンテナベースのプロファイルソリューションを
提供します。次の表に、Profile Management のポリシーと、各ソリューションへの適用方法を示
します。

カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

該当なし プロファイルの
リセット

Y Y この設定は、ポ
リシー設定では
なく、Profile 
Management 
WMI プラグイ
ンによって提供
される WMI コ
マンドです。コ
ンテナベースの
ソリューション
が有効になって
いる場合、
Profile 
Management は
ユーザープロ
ファイルを作成
し、
Downloads  や
Pictures  な

どのプロファイ
ルフォルダー内
のレガシーコン
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

テンツを復元し
ません。

プロファイル管
理

プロファイル管
理を有効にする

Y Y

処理されたグ
ループ

Y Y

除外されたグ
ループ

Y Y

ローカル管理者
のログオンを処
理する

Y Y

ユーザーストア
へのパス

Y Y

ユーザーストア
を移行する

Y N

アクティブライ
トバック

Y N

アクティブライ
トバックレジス
トリ

Y N

セッションロッ
クと切断時のア
クティブライト
バック

Y N

オフラインプロ
ファイルサポー
ト

Y N

プロファイル管
理\詳細設定

ロックされた
ファイルへのア

はい いいえ
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

クセス時の再試
行回数

ログオフ時にイ
ンターネット
クッキーファイ
ルを処理する

はい いいえ

自動構成を無効
にする

はい いいえ

問題が発生した
場合にユーザー
をログオフする

はい はい

顧客体験向上プ
ログラム

はい はい

ユーザーレベル
のポリシー設定
を有効にする

Y Y

ユーザーグルー
プの優先順位を
設定する

Y Y

Outlook の検索
インデックス
ローミングを有
効にする

Y Y

Outlook 検索
データローミン
グの同時セッ
ションサポート
を有効にする

Y Y

プロファイルコ
ンテナのマルチ
セッションライ

Y Y
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

トバックを有効
にする

ユーザーストア
をレプリケート
する

はい はい

ユーザー ストア
への資格情報
ベースのアクセ
スを有効にする

はい はい

VHDX ファイル
のストレージ パ
スをカスタマイ
ズする

はい はい

アプリのアクセ
ス制御

はい はい

セッションで
VHDX ディスク
を自動的に再ア
タッチする

はい はい

ログオン時に
ユーザー グルー
プ ポリシーの
非同期処理を有
効にする

Y Y

OneDrive コン
テナを有効にす
る

Y Y

VHD ディスク
の圧縮をトリ
ガーする空き領
域の比率

Y Y
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

VHD ディスク
の圧縮をトリ
ガーするログオ
フ回数

Y Y

VHD ディスク
の圧縮のための
デフラグを無効
にする

Y Y

Profile 
Management\ア
プリ アクセス制
御

アプリのアクセ
ス制御

Y Y

プロファイル管
理\Citrix Virtual 
Apps 最適化

Citrix Virtual 
Appsの最適化
を有効にする

Y N

Citrix Virtual 
Apps™最適化
定義へのパス

Y N

プロファイル管
理\クロスプ
ラットフォーム
設定

クロスプラット
フォーム設定を
有効にする

Y N

クロスプラット
フォーム設定
ユーザーグルー
プ

はい いいえ

クロスプラット
フォーム定義へ
のパス

はい いいえ

クロスプラット
フォーム設定ス
トアへのパス

はい いいえ
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

クロスプラット
フォーム設定を
作成するための
ソース

はい いいえ

プロファイル管
理\ファイル重
複排除

重複排除のため
に共有ストアに
含めるファイル

はい いいえ

共有ストアから
除外するファイ
ル

Y N

プロファイル管
理\ファイルシ
ステム

除外リスト - 
ファイル

Y N

デフォルトの除
外リストを有効
にする - ディレ
クトリ

Y N

除外リスト - 
ディレクトリ

Y N

ログオン除外
チェック

Y N

大容量ファイル
の処理 - シンボ
リックリンクと
して作成する
ファイル

Y N

プロファイル管
理\ファイルシ
ステム\同期

同期するディレ
クトリ

Y N

同期するファイ
ル

Y N
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

ミラーリングす
るフォルダー

Y N

フォルダーミ
ラーリングの高
速化

Y N

プロファイル管
理\ログ設定

ログを有効にす
る

Y Y

ログ設定 Y Y

ログファイルの
最大サイズ

Y Y

ログファイルへ
のパス

Y Y

プロファイル管
理\プロファイ
ルコンテナ設定

プロファイルコ
ンテナ

N Y

プロファイルコ
ンテナから除外
するフォルダー

N Y

プロファイルコ
ンテナに含める
フォルダー

N Y

プロファイルコ
ンテナから除外
するファイル

N Y

プロファイルコ
ンテナに含める
ファイル

N Y

プロファイルコ
ンテナのローカ

N Y コンテナベース
のソリューショ
ンでこのポリ
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

ルキャッシュを
有効にする

シーが有効に
なっている場
合、ファイル
ベースのソ
リューションに
適用されるすべ
てのポリシー設
定は、プロファ
イルストリーミ
ングやアクティ
ブライトバック
など、コンテナ
ベースのソ
リューションで
も機能します。

VHDディスクの
圧縮を有効にす
る

Y Y

プロファイル管
理\プロファイ
ル処理

ログオフ時に
ローカルに
キャッシュされ
たプロファイル
を削除する

Y N コンテナベース
のソリューショ
ンが有効になっ
ている場合、ポ
リシーが無効に
なっていても、
ユーザーログオ
フ時にローカル
プロファイルは
常に自動的に削
除されます。

キャッシュされ
たプロファイル
を削除するまで
の遅延

Y Y コンテナベース
のソリューショ
ンが有効になっ
ている場合、ポ
リシーが無効に
なっていても、
ユーザーログオ
フ時にローカル
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

プロファイルは
常に自動的に削
除されます。

既存プロファイ
ルの移行

Y N コンテナベース
のソリューショ
ンが有効になっ
ている場合、
ユーザーログオ
フ時にローカル
プロファイルは
自動的にコンテ
ナに移行されま
す。

既存のアプリ
ケーションプロ
ファイルの自動
移行

Y N

ローカルプロ
ファイルの競合
処理

Y N コンテナベース
のソリューショ
ンが有効になっ
ている場合、
ユーザーログオ
フ時にローカル
プロファイルは
自動的にコンテ
ナに移行されま
す。

テンプレートプ
ロファイル

Y Y

プロファイル管
理\レジストリ

除外リスト Y N

デフォルトの除
外リストを有効
にする

Y N
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カテゴリ ポリシー名 ファイルベース
に適用

コンテナベース
に適用

コメント

包含リスト Y N

NTUSER.DAT 
のバックアップ

Y N

プロファイル管
理\ストリーミ
ングされたユー
ザープロファイ
ル

プロファイルス
トリーミング

Y N

フォルダーのプ
ロファイルスト
リーミングを有
効にする

Y N

保留領域のプロ
ファイルスト
リーミングを有
効にする

Y N

常にキャッシュ
する

Y N

保留領域ロック
ファイルのタイ
ムアウト (日数)

Y N

ストリーミング
されたユーザー
プロファイルグ
ループ

Y N

プロファイルス
トリーミング除
外リスト - ディ
レクトリ

Y N
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統合

プロファイル管理とCitrix Virtual Apps™
Citrix Virtual AppsサーバーでのこのバージョンのProfile Managementの使用は、Profile 

Management EULAに従うものとします。Profile Managementはローカルデスクトップにもインス
トールでき、ユーザーがローカルプロファイルを公開リソースと共有できるようになります。

注: Profile ManagementはCitrix Virtual Desktops™では自動的に構成されますが、Citrix Virtual 

Apps環境では構成されません。Citrix Virtual Apps展開のProfile Management設定を調整するに
は、グループポリシーまたは.iniファイルを使用してください。

Profile Managementは、リモートデスクトップサービス（旧称ターミナルサービス）を使用する
Citrix Virtual Apps環境で機能します。これらの環境では、サポートされているオペレーティングシ
ステムごとにOUを設定する必要があります。詳細については、Microsoftドキュメントを参照して
ください。

異なるバージョンのCitrix Virtual Appsを含むファーム、または異なるオペレーティングシステムを
実行するファームでは、Citrixは各バージョンまたはオペレーティングシステムを実行するサー
バーごとに個別のOUを使用することを推奨します。

重要: 複数のユーザーによって共有されるフォルダー（たとえば、Citrix Virtual Appsで公開される
共有アプリケーションデータを含むフォルダー）の包含と除外はサポートされていません。

ストリーミングアプリケーション
Profile Managementは、アプリケーションがユーザーデバイスに直接ストリーミングされる環
境、またはCitrix Virtual Appsサーバーにストリーミングされ、そこからユーザーに公開される環
境で使用できます。

Citrix Virtual Appsのクライアント側のアプリケーション仮想化テクノロジーは、アプリケーション
を自動的に分離するアプリケーションストリーミングに基づいています。アプリケーションスト
リーミング機能により、アプリケーションはCitrix Virtual Appsサーバーとクライアントデバイスに
配信され、保護された仮想環境で実行されます。ユーザーにストリーミングされるアプリケー
ションを分離する理由は多数あり、たとえば、アプリケーションの競合を防ぐためにユーザーデ
バイス上でアプリケーションがどのように相互作用するかを制御できることなどが挙げられます。
たとえば、同じアプリケーションの異なるバージョンが存在する場合、ユーザー設定の分離が必
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要です。Microsoft Office 2003がローカルにインストールされ、Office 2007がユーザーのデバイス
にストリーミングされる場合があります。ユーザー設定の分離に失敗すると競合が発生し、両方
のアプリケーション（ローカルおよびストリーミング）の機能に深刻な影響を与える可能性があ
ります。

ストリーミングアプリケーションでのProfile Managementの使用に関する要件については、シス
テム要件を参照してください。

プロファイル管理とCitrix Virtual Desktops™
重要: Citrix Virtual Desktopsに統合されているプロファイル管理機能を使用することをお勧めしま
す。詳しくは、 Citrix Virtual Desktopsのドキュメントを参照してください。このトピックの情報
は、Citrix Virtual Desktopsと、別途インストールおよび構成されたプロファイル管理コンポーネン
トを使用する、別の展開に適用されます。

Citrix Virtual Desktops展開でのプロファイル管理のインストールとアッ
プグレード
Citrix Virtual Desktopsでこのバージョンのプロファイル管理を使用するには、プロファイル管理
EULAに従う必要があります。EULAの条項に従い、Citrix Virtual Desktops環境でCitrix Virtual 

Apps™とプロファイル管理を使用することもできます。

Citrix Virtual Desktops展開でプロファイル管理をアップグレードする場合、プロファイル管理の
アップグレードで説明されているログファイルの場所への影響を考慮してください。

Quick DeployセットアップのCitrix Virtual Desktopsについては、構成の決定の推奨事項を参照して
ください。

Citrix Virtual Desktops展開でのプロファイル管理の構成
イメージが展開される前にプロファイル管理が正しく構成されていない場合、グループポリシー
が適用される前にプロファイル管理サービスが開始されます。これを回避するには、イメージを
本番環境に投入する前に、文書化された手順を使用して構成を実行してください。

重要: 複数のユーザーで共有されるフォルダー（たとえば、複数の仮想デスクトップで共有できる
データを含むフォルダー）を含めたり除外したりすることはサポートされていません。

Personal vDisk展開でのプロファイル管理の構成
Citrix Virtual DesktopsのPersonal vDisk機能を使用する場合、Citrixユーザープロファイルは、デ
フォルトで仮想デスクトップのPersonal vDisk（通常はP:ドライブ）に保存されます。プロファイ
ルはユーザーのC:ドライブには保存されません。しかし、プロファイル管理はプロファイルをC:

https://docs.citrix.com/jp/ja/xenapp-and-xendesktop/7-12.html
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•

•

ドライブにあると想定しています。そのため、Virtual Delivery Agentのインストールまたはアップ
グレード中に、マスターイメージのレジストリを変更する必要があります。さらに、Personal 

vDiskの空き容量を増やしたため、マスターイメージ上のアプリケーションのデフォルトのディス
ク容量割り当てを増やすことも良い習慣です。これらの変更に関する手順については、「Citrix 

Virtual Desktopsのドキュメントの管理」を参照してください。

Personal vDiskにコピーが残っている間に、ユーザーストア内のプロファイルのコピーを削除しな
いでください。これを行うと、プロファイル管理エラーが発生し、仮想デスクトップへのログオ
ンに一時プロファイルが使用されることになります。詳しくは、一般的な問題のトラブルシュー
ティングの「ユーザーが新規または一時プロファイルを受け取る」を参照してください。

Windows アプリ - マイクロソフトストア
Citrix Virtual Desktops環境では、Microsoft Storeのアプリケーション（UWPアプリとも呼ばれま
す）がサポートされています。プールされたマシン（プールランダム、静的、またはRDS）で
Microsoft Storeアプリケーションを使用するには、グループポリシー管理エディターを開き、**

［ポリシー］\>［管理用テンプレート］\>［従来の管理用テンプレート（ADM）］\>［Citrix］\>

［Profile Management］\>［ファイルシステム］\>［同期］**で次の設定を構成します。

ミラーリングするフォルダーを有効にし、その後、 appdata\local\packages をミラーリン
グするフォルダーのリストに追加します

ファイルの同期を有効にし、 !ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\UsrClass.dat* を
同期するファイルのリストに追加します。

ユーザーのプロファイルがすでに別のデスクトップで作成されている場合、Personal vDisk (推奨
ソリューション) を使用して専用デスクトップにアクセスすると、Microsoft Store アプリケーショ
ンが動作しない可能性があります。

Citrix Virtual Desktops の設定例
このトピックでは、一般的な Citrix Virtual Desktops 展開で使用される Profile Management ポリ
シー設定を一覧表示します。Windows 7 仮想デスクトップは Citrix Provisioning™ Services で作成
され、複数のユーザーで共有されます。この例では、プールされたランダムカタログから作成さ
れ、ログオフ時に削除されるデスクトップは、静的ワークステーション (モバイルノートパソコン
ではない) での使用を目的としており、パーソナル vDisk は使用されません。

ポリシーがリストされていない場合、グループポリシーで選択または入力は行われず、デフォルト
設定が適用されます。

次の点に注意してください。
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ユーザーストアへのパス - Profile Management 変数をユーザーストアへのパスに組み込むこと
ができます。この例では、パスが解釈されるときにそれぞれ Win7 と x86 に展開される \!

CTX\_OSNAME\! と \!CTX\_OSBITNESS\! を使用しています。AD 属性 #sAMAccountName# 

もユーザー名を指定するために使用されます。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する - デスクトップにはパーソ
ナル vDisk が含まれておらず、ユーザーがログオフすると削除されるため、このポリシーを無
効にしても安全です。したがって、ローカルにキャッシュされたプロファイルを保持する必要
はありません。(ログオフ時にデスクトップが破棄されない場合は、このポリシーを有効にし
てください。)

プロファイルストリーミング - この設定を有効にすると、この展開でのログオン時間が改善さ
れます。

アクティブライトバック - この展開のプールされたデスクトップはユーザーに一時的に割り当
てられるだけであるため、このポリシーは有効になっています。そのため、ユーザーはプロ
ファイルを変更する可能性がありますが、デスクトップセッションを閉じるのを忘れる (また
は気にしない) 可能性があります。この設定を有効にすると、プロファイル内のローカルファ
イルの変更がログオフ前にユーザーストアにミラーリングされます。

注: アクティブライトバックポリシーを有効にすると、セッション内で多数のファイル操作 (ファ
イルの作成、ファイルのコピー、ファイルの削除など) を実行すると、システム I/O アクティビ
ティが高くなり、Profile Management がファイル変更をユーザーストアに同期している間、一時
的なパフォーマンスの問題が発生する可能性があります。

ローカル管理者のログオンを処理する - ほとんどのユーザーがローカル管理者である Citrix 

Virtual Desktops 展開では、この設定を有効にすることをお勧めします。

処理されたグループ - すべてのドメインユーザーのプロファイルは Profile Management によっ
て管理されます。

除外リスト - ディレクトリ (ファイルシステム) および 除外リスト (レジストリ) - これらの設定
は、リストされた一時ファイルまたはキャッシュファイル、およびリストされたレジストリエ
ントリが処理されるのを防ぎます。これらのファイルとエントリは、通常ユーザープロファイ
ルに保存されます。

同期するディレクトリ および 同期するファイル - ユーザーのアプリケーションデータがどこ
に保存されているかを知ることで、これらの設定を定義するのに役立ちました。

重要: Citrix Virtual Desktops の展開はさまざまであるため、決定する Profile Management ポリ
シー設定は、この例のものとは異なる可能性があります。設定を計画するには、 構成を決定する
のアドバイスに従ってください。
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Citrix/プロファイル管理
Profile Management を有効にする

有効

処理されるグループ

`MyDomainName\Domain Users`

ユーザーストアへのパス

`\\MyServer.MyDomain\MyUserStore&num;sAMAccountName#\!CTX_OSNAME!_!

CTX_OSBITNESS!`!

アクティブライトバック

有効

ローカル管理者によるログオンの処理

有効

Citrix/プロファイル管理/プロファイル処理
ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

無効

Citrix/プロファイル管理/詳細設定
ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

有効

Citrix/プロファイル管理/ファイルシステム
除外リスト - ディレクトリ
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$Recycle.Bin

`AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files`

`AppData\Local\Microsoft\Outlook`

`AppData\Local\Temp`

`AppData\LocalLow`

`AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Start Menu`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\cache`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\log`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\tmp`

Citrix/プロファイル管理/ファイルシステム/同期
同期するディレクトリ

`AppData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Dazzle Apps`

ミラーリングするフォルダー
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`AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies`

Citrix/プロファイル管理/ストリーミングユーザープロファイル
プロファイルストリーミング

有効

プロファイル管理とUE-V
Profile Management 5.xとMicrosoft User Experience Virtualization (UE-V) 2.0は、同じ環境で共存
できます。UE-Vは、複数のプロファイルバージョンが存在する場合（例：バージョン1とバージョ
ン2のプロファイル）に役立ちます。このため、UE-Vが存在する場合は、Citrix Profile 

Managementのクロスプラットフォーム設定機能を使用しないでください。UE-Vは、より多くの
アプリケーション、ユーザーセッション中の同期、およびアプリケーションのXML構成と生成を
サポートするため、その機能よりも優先される場合があります。

Profile ManagementがUE-Vと共存する場合、クロスプラットフォーム設定機能が有効になってい
るかどうかにかかわらず、次の点に注意してください。

AppData\Local\Microsoft\UEV フォルダーを除外します。UE-Vによってキャプチャされた
プロファイル設定は、Profile Managementによってキャプチャされたプロファイル設定を上書
きします。

UE-Vによって制御されるプロファイルを、Profile Managementのみによって制御されるプロ
ファイルと共有しないでください。共有すると、「最後の書き込みが優先される」ことになり
ます。つまり、プロファイルを同期する最後のコンポーネント（UE-VまたはProfile 

Management）が、どのデータが保存されるかを決定し、データ損失につながる可能性があり
ます。

注： UE-Vには、Microsoft Desktop Optimization Pack (MDOP)が必要です。

プロファイル管理と Citrix Content Collaboration™
この記事の情報は、Citrix Content Collaboration の展開における Profile Management の使用に適
用されます。その一部は、他のインターネットベースのファイル共有システムにも役立つ場合があ
ります。

Profile Management 4.1.2 以降で Citrix Content Collaboration を使用できます。Citrix Content 

Collaboration は、オンデマンドモードでのみサポートされています。
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インストール
ShareFile 2.7 を使用している場合は、互換性の問題を回避するために、Profile Management をイ
ンストールする前にこのバージョンをインストールしてください。このインストール依存関係は
ShareFile 2.6 には存在しません。

除外
Citrix Content Collaboration は、構成データをローカルの \AppData\Roaming\ShareFile  フォ
ルダーに保存します。Citrix ユーザープロファイルを持つユーザーの場合、ユーザー固有の Citrix 

Content Collaboration 構成が保持されるように、このデータはユーザープロファイルと共にロー
ミングする必要があります。この ShareFile  フォルダーはプロファイルの一部であるため、
Profile Management の構成は不要です。構成データはデフォルトでローミングされます。

ただし、Citrix Content Collaboration によって管理されるユーザーデータは、プロファイルのルー
トにある ShareFile  フォルダー ( %USERPROFILE%\ShareFile ) に含まれています。このデータ
は Citrix Content Collaboration サーバーによって管理され、同期されるため、プロファイルと共に
ローミングしてはなりません。したがって、このフォルダーを Profile Management の除外対象と
して追加する必要があります。除外設定の手順については、「アイテムの包含と除外」を参照して
ください。

パーソナル vディスク
Personal vDisks を使用して仮想デスクトップを作成する場合、vDisks 上のユーザーデータの場所
で Citrix Content Collaboration を構成します。これにより、デスクトップと Citrix Content 

Collaboration サーバー間でファイル同期が行われるようになります。デフォルトでは、Personal 

vDisks はデスクトップ上で P: ドライブとしてマッピングされるため、データは P:

\Users\<user  name\> に配置される可能性があります。この場合、Citrix Content Collaboration 

の LocalSyncFolder ポリシーを使用して場所を設定します。

重要: 仮想デスクトップ上で同期する必要がある場合を除き、Profile Management と Personal 

vDisks のパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性のある不要な同期を防ぐため、大きなファイル
を含むフォルダーでは Folder-ID 設定を使用することをお勧めします。これは ShareFile の設定で
す。

プロファイル管理とApp-V
Microsoft Application Virtualization 5.x (App-V 5.x) と同じ環境でProfile Managementを使用できま
す。
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注:

Profile Managementは、グローバルに公開されたApp-Vのみをサポートします。

Profile Managementの除外機能を使用して、次の項目を除外します。

プロファイル管理\\ファイルシステム\\除外リスト\\ディレクトリ:

AppData\Local\Microsoft\AppV

AppData\Roaming\Microsoft\AppV\Client\Catalog

プロファイル管理\\レジストリ\\除外リスト:

Software\Microsoft\AppV\Client\Integration

Software\Microsoft\AppV\Client\Publishing

除外設定の手順については、項目を含めるおよび除外するを参照してください。

App-VでUserLogonRefresh設定が有効になっている場合、Profile Managementのプロファイルス
トリーミングポリシーを無効にしてください。この制限は、UserLogonRefreshとプロファイル
ストリーミングの非互換性によるものです。

App-Vアプリケーションをシーケンスする方法の例については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows/application-management/app-v/appv-sequence-a-

new-application> を参照してください。

App-Vが有効なサードパーティのProfile Managementソリューションの構成については、
<https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-desktop-optimization-pack/appv-v5/

performance-guidance-for-application-virtualization-50> を参照してください。
Microsoft Windows 10システムでは Software\Classes を含めないでください。

プロファイル管理とプロビジョニングサービス
この記事では、Citrix Provisioning Servicesで作成された仮想ディスク（vDisk）上のCitrixユーザー
プロファイルを維持するためのアドバイスを提供します。このアドバイスに従う前に、永続的また
はプロビジョニング済み、専用または共有で説明されているように、vDisk構成がプロファイル管
理構成にどのように影響するかを理解してください。



プロファイル管理 2305 

272

1.

2.

3.

4.

5.

サポートされているモード
プロファイル管理は、標準イメージモードおよびプライベートイメージモードで実行されている
vDiskで使用できますが、差分ディスクイメージモードでは使用できません。

マスターターゲットデバイスから不要なローカルキャッシュプロファイ
ルを削除するには
不要なローカルキャッシュプロファイルが保存されないようにするには、マスターターゲットデ
バイスイメージを取得する前に、標準イメージモードで実行されているvDiskからこれらのプロ
ファイルを削除してください。ただし、現在ログオンしているローカル管理者のプロファイルは
削除しないでください。これを実現する良い方法は次のとおりです。この手順中に、エラーメッ
セージが表示される場合があります。

コンピューターを右クリックします。

プロパティを選択します。

詳細システム設定をクリックします。

詳細設定タブで、ユーザープロファイルの「設定」をクリックします。

削除したい各プロファイルを強調表示し、「削除」をクリックします。

vDiskイメージからログファイルを取得する
このトピックでは、Citrix Provisioning™ Servicesで作成された共有（vDisk）イメージに存在する
ログファイルの使用に関するガイダンスを提供します。プロファイル管理はログオフ時にファイ
ルを保存します。しかし、vDiskイメージを使用する場合、ベースイメージがリセットされる可能
性があり、その結果ログファイルが削除されるという事実を考慮する必要があります。したがっ
て、ファイルを回復するために何らかの措置を講じる必要があります。講じる措置は、ログファ
イルがログオン時に削除されるかログオフ時に削除されるかによって異なります。

vDiskイメージの使用はCitrix virtual desktops™の展開で一般的であるため、このトピックのガイ
ダンスではその製品を例として使用します。

ログオフ時に削除されるログファイルを取得するには
プロファイル全体またはその一部がネットワーク上のユーザーストアに保存されない場合、ログ
ファイルもそこに保存されません。

Provisioning ServicesのライトキャッシュがProvisioning Servicesを実行しているコンピューター
に保存されている場合、この問題は発生しません。そして、ログファイルはユーザーストアに保存
されます。
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ライトキャッシュがローカルに保存されている場合、この手順ではユーザーと同じデバイスから
ログオンする必要があるかもしれません。ただし、ライトキャッシュがRAMにローカルに保存さ
れている場合は、これも失敗する可能性があります。

ライトキャッシュがProvisioning Servicesを実行しているコンピューター上にない場合、vDiskイ
メージのコピーを作成する必要があるかもしれません。それを新しい仮想マシンに割り当て、そ
のコンピューターに保存されるようにイメージ上のライトキャッシュを変更します。

Citrix仮想デスクトップで、デスクトップグループを作成し、そこに仮想マシンを1台追加し、
vDiskイメージを指すようにします。

仮想マシンへのアクセスを1人のテストユーザーと管理者に付与します。

デスクトップグループのアイドルプール数を終日1に変更します（電源管理によるマシンの
シャットダウンを防ぐため）。ログオフ動作を「何もしない」に設定します（マシンの再起動
とイメージのリセットを防ぐため）。

テストユーザーとして仮想デスクトップにログオンし、その後ログオフします。

XenCenter®またはVMwareコンソールから管理者としてログオンし、ログファイルを取得しま
す。

デスクトップグループの作成とプロパティの変更に関する詳細については、Citrix Virtual Desktops

のドキュメントを参照してください。

ログオン時に削除されるログファイルを取得するには
ネットワーク上のユーザーストアにプロファイルが存在するものの、ユーザーがログオンしたと
きに正しくロードされない場合、ログファイルのエントリは失われます。

\\<vmhostname>\C$ にドライブをマップし、ユーザーがセッションからログオフする前にロ
グファイルを特定します。ログファイルは完全ではありませんが（一部のエントリが欠落して
いる可能性があります）、トラブルシューティングしている問題がログオン時に発生している
場合は、問題の原因を特定するのに十分な情報を提供できます。

Provisioning Servicesのログファイルを再配置するには
標準イメージモードを使用している場合、システムがシャットダウンするとProvisioning Services

のイベントログファイルは失われます。これを防ぐためにファイルのデフォルトの場所を変更す
る方法については、Knowledge Centerの記事CTX115601を参照してください。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops.html
https://support.citrix.com/article/CTX115601
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プロビジョニングされたイメージでのProfile Managementの
事前構成
Citrix Provisioning Services、Citrix XenServer、VMware ESXなどのプロビジョニングソフトウェ
アを使用すると、Profile Managementがプレインストールされたイメージを構築できます。その
際、イメージのセットアップ中にレジストリにグループポリシー設定の一部がキャプチャされる
可能性があります。たとえば、Provisioning Servicesでプライベートイメージモードの場合に発生
します。イメージを展開しても、設定はそのまま残ります。たとえば、Provisioning Servicesで標
準イメージモードに戻した場合などです。理想的には、仮想マシンが実行を開始するときの状態
と、ユーザーがログオンするときの要件に適したデフォルトを選択してください。最低限、(/ja-jp/

profile-management/2305/plan/upm-plan-decide-4a.html)で説明されているポリシーに適切なデ
フォルトが設定されていることを確認してください。

Citrix Profile Management Serviceが開始する前に gpupdate が実行されない場合、デフォルトが
使用されます。そのため、ほとんどの場合に適切なデフォルトであることを確認するのが最善で
す。この手順を使用して、イメージに保持したいこれらの設定やその他の設定を事前構成します。

注：Provisioning Servicesを使用する場合は、まずProfile Managementの.iniファイルでイメージを
事前構成することをお勧めします。そして、テストが成功したことが証明されてから、設定
を.admまたは.admxファイルに転送してください。

.admまたは.admxファイルを使用する場合は、適切なGPOでそのファイルを使用して目的の設
定を変更します。.iniファイルを使用する場合は、この手順を省略します。変更は後の手順で行
います。

ログレベルにも同じ変更を加えます。

次のいずれかを実行します。

イメージをプライベートイメージモード（Citrix Provisioning™ Services）に切り替え、そ
の上でオペレーティングシステムを起動します。

オペレーティングシステムを起動します（Citrix XenServer®またはVMware ESX）。

管理者アカウント（設定した可能性のあるテストユーザーアカウントではない）を使用してロ
グオンし、 gpupdate /force を実行します。この手順により、レジストリが正しく構成され
ます。

.iniファイルを使用する場合は、ファイル内の目的の設定を変更します。

Profile Managementサービスを停止します。

新しく作成されるログファイルとの混同を避けるため、古いProfile Managementログファイル
と構成ログファイルを削除します。これらは古いイメージの名前を使用するファイル名を持っ
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ています。更新されたイメージには新しいファイル（新しいイメージの名前を持つ）があるた
め、これらは冗長です。

次のいずれかを実行します。

イメージを標準イメージモード（Citrix Provisioning Services）に戻します。

更新されたイメージ (Citrix XenServer または VMware ESX) を保存します。

イメージ上のオペレーティングシステムを起動します。

プロファイル管理とセルフサービスプラグイン
デフォルトでは、プロファイル管理は Windows の メニュー フォルダーを除外します。Citrix セル
フサービスプラグインのユーザーは、 メニュー でサブスクライブしたアプリケーションを表示で
きません。このデフォルトの動作を調整するには、 ポリシーからフォルダー %APPDATA%

\Microsoft\Windows\Start Menu  を削除します。さらに、構成に GPO を使用している場合
は、プロファイル管理の .ini ファイルを削除することをお勧めします。これらのアクションによ
り、サブスクライブされたアプリケーション（およびユーザーが作成したサブフォルダー）を含
む メニュー フォルダーがプロファイル管理によって処理されるようになります。

注： グループポリシーではなくプロファイル管理の .ini ファイルを使用している場合は、その
ファイルのデフォルトの除外リストからこのエントリを削除してください。

プロファイル管理とOutlook
この記事では、Microsoft Outlookとローミングプロファイルを統合するためのベストプラクティス
について説明します。

ユーザーがOutlookデータをネットワーク共有やローカルではなくサーバーに保存するようにする
ことは、良い習慣です。

ローミングプロファイルでは、環境変数 %UserProfile%  (ローカルコンピューター上) で定義さ
れた場所にあるファイルとフォルダーは、1つのフォルダー %UserProfile%\Local Settings

を除いて、ユーザーと共にローミングします。この例外はOutlookユーザーに影響します。
Microsoftの推奨事項により、既定では一部のOutlookデータ (たとえば、 .ost 、 .pst 、および
.pab  ファイル) がこのローミングしないフォルダーに作成されるためです。

重要: この場所にあるファイルは通常サイズが大きく、ローミングプロファイルのパフォーマンス
を妨げます。
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•

•

•

•

以下のプラクティスは、Outlookでのローミングプロファイルのトラブルシューティングを減ら
し、ユーザーと管理者による適切なメール管理を促進します。

可能であれば、 .pst  ファイルの使用を禁止するMicrosoft Office用のADMテンプレートを使
用します。

ユーザーがより多くのスペースを必要とする場合は、ネットワーク共有ではなく、Microsoft 

Exchangeサーバーのストレージを増やします。

個々のユーザーに .pst  ファイルの例外を許可したり、個人ストレージ容量を増やしたりす
るのではなく、会社全体でメール保持ポリシー（会社全体のメールストレージサーバーを含む
もの）を定義し、適用します。このポリシーは、ユーザーが受信トレイへのメール復元を簡単
に要求できるようにすることで、 .pst  ファイルへの依存を推奨しないものでなければなり
ません。

.pst  ファイルを禁止できない場合は、プロファイル管理またはローミングプロファイルを
構成しないでください。Outlookの検索インデックスローミングを有効にする機能は、 .pst

ファイル向けには設計されていません。

Windows プロファイルと Password Manager およびシングル
サインオンの使用
この記事には、Profile Management に固有の情報は含まれていません。Citrix Single Sign-on が
ローカルプロファイル、移動プロファイル、強制プロファイル、またはハイブリッドプロファイ
ルで最適に動作するように、特定の Windows オプションを構成する方法について説明します。こ
のトピックは、Citrix Single Sign-on 4.8 または 5.0 に適用されます。

ローカルプロファイル
ローカルプロファイルは、ユーザーがログオンしたローカルサーバーに保存されます。Password 

Manager とシングルサインオンは、ユーザーレジストリの 

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Citrix\MetaFrame Password Manager  ハイブにレジストリ情
報を保存します。

%SystemDrive%\Documents  および Settings\%username%\NTUSER.DAT 。

ファイルも次の場所に保存されます。

%SystemDrive%\Documents and Settings\%username%\Application 

Data\Citrix\MetaFrame Password Manager 。

Windows 7 では、シングルサインオンは以下を使用します。
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•

•

%APPDATA%\Roaming\Citrix\MetaFrame Password Manager

重要: シングルサインオンが以下のファイルに対してフルコントロールアクセス権を持つことが不
可欠です。

ファイル名 説明

%username%.mmf aelist.ini へのポインターを持つユーザーの資格
情報ファイル。

entlist.ini 同期ポイントまたは Active Directory でエン
タープライズレベルで作成されたアプリケー
ション定義ファイル。

aelist.ini ユーザーのローカルアプリケーション定義
ファイル (applist.ini) とエンタープライズアプ
リケーション定義 (entlist.ini) をマージして作
成されたアプリケーション定義ファイル。

ローミングプロファイル
ローミングプロファイルはネットワーク共有に保存され、ユーザーがログオンするたびにローカ
ルサーバーのコピーに同期されます。ローミングプロファイルの展開を成功させるための特徴に
は、SAN (System Area Network) や NAS (Network Area Storage) などの高速ネットワーク接続が
含まれます。その他の一般的な展開には、プロファイルが高可用性サーバーに保存されるクラス
タリングソリューションがあります。

ローミングプロファイルと強制プロファイルの展開には、次の2つの問題があります。

単一のローミングプロファイルは、1つのファイル同期ポイントでのみ使用できます。複数の
同期ポイントが使用される場合、メモリマップトファイル (MMF) 内のデータが破損する可能
性があります。

複数の同時セッションでローミングプロファイルが使用される場合、バックエンドのMMFを
共有します。すべてのアクティブなセッションは、再試行ロックカウンター、最終使用データ
カウンター、イベントログエントリなどの共通セッションデータを共有します。

強制プロファイルまたはハイブリッドプロファイル
強制プロファイルは、定義上、ユーザー読み取り専用プロファイルです。シングルサインオンに
は、Application Dataの下のプロファイルフォルダーへの書き込み権限が必要です。強制プロファ
イルでは、ユーザーは変更を行うことができますが、ログオフ時に変更はプロファイルに保存さ



プロファイル管理 2305 

278

れません。シングルサインオンが強制プロファイルで正しく機能するためには、Application Data

フォルダーをリダイレクトする必要があります。

レジストリの変更は、ユーザーがログオンするたびに書き込まれます。資格情報は同期ポイント
と同期されますが、変更はプロファイルに保存されません。

Windows 2000以降、MicrosoftはApplication Dataフォルダーをリダイレクトするメカニズムを提
供しています。ただし、Windows NT4ドメインを使用する場合は、Application Dataフォルダー
の場所を変更できるログオンスクリプトが必要です。これを達成するには、 Kix や VBScript の
ようなツールを使用して、Application Dataフォルダーの書き込み可能な場所を定義できます。

次の例では、ユーザーログオン中に Kix を使用してApplication Dataフォルダーをリダイレクト
します。

重要: このサンプルスクリプトは情報提供のみを目的としています。まずテストせずに、ご自身の
環境で使用しないでください。

$LogonServer = "%LOGONSERVER%"

$HKCU = "HKEY_CURRENT_USER"

$ShellFolders_Key =

"$HKCU\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Shell

Folders"

$UserShellFolders_Key =

"$HKCU\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\User

Shell Folders"

$UserProfFolder =

"$LogonServer\profiles\@userID"

$UserAppData =

"$LogonServer\profiles\@userID\Application Data"
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$UserDesktop =

"$LogonServer\profiles\@userID\Desktop"

$UserFavorites =

"$LogonServer\profiles\@userID\Favorites"

$UserPersonal = "X:\My Documents"

$UserRecent =

"$LogonServer\profiles\@userID\Recent"

if (exist("$UserAppData") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserAppData"'

endif

if (exist("$UserDesktop") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserDesktop"'

endif

if (exist("$UserRecent") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserRecent"'

endif

if (exist("$UserFavorites") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserFavorites"'

endif

ハイブリッドプロファイルは、強制プロファイルの問題に対する別の解決策です。ユーザーがロ
グオンすると、強制プロファイルがロードされ、カスタムアプリケーションがユーザーが利用で
きるアプリケーションに基づいてユーザーレジストリハイブをロードおよびアンロードします。強
制プロファイルと同様に、ユーザーはセッション中にレジストリのそれらの部分を変更できま
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•

•

•

•

•

す。強制プロファイルとの違いは、ユーザーがログオフするときに変更が保存され、再度ログオ
ンするときに再ロードされることです。

ハイブリッドプロファイルが使用される場合、
HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Citrix\MetaFrame Password レジストリキーはログオンおよ

びログオフプロセスの一部としてインポートおよびエクスポートする必要があります。

フォルダーリダイレクト
フォルダーリダイレクトは、グループポリシーオブジェクトとActive Directoryを使用して実装さ
れます。グループポリシーを使用して、ユーザープロファイルの一部であるフォルダーの場所を定
義します。

次の4つのフォルダーをリダイレクトできます。

マイドキュメント

アプリケーションデータ

デスクトップ

スタートメニュー

グループポリシーを使用して、基本リダイレクトと高度なリダイレクトの2つのリダイレクトモー
ドを設定できます。どちらもシングルサインオンでサポートされています。Windows 2000では、
アプリケーションデータを格納する共有を %username% 変数を使用して参照する必要があります
（例： \\servername\sharename\%username% ）。

フォルダーリダイレクトはユーザーに対してグローバルであり、そのユーザーのすべてのアプリ
ケーションに影響します。Application Dataフォルダーを使用するすべてのアプリケーションがこ
れをサポートしている必要があります。

フォルダーリダイレクトの詳細については、以下のMicrosoftの記事を参照してください。

方法: フォルダーリダイレクトを使用して安全なリダイレクトフォルダーを動的に作成する

Windows のフォルダーリダイレクト機能

管理者がリダイレクトされたフォルダーにアクセスできるようにする

ベストプラクティス
可能な場合は、Application Dataフォルダーをリダイレクトします。このアプローチにより、
ネットワークパフォーマンスが向上し、ユーザーがログオンするたびにそれらのフォルダー内
のデータをコピーする必要がなくなります。

https://support.microsoft.com/?kbid=274443
https://support.microsoft.com/?kbid=232692
https://support.microsoft.com/?kbid=288991
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• Password Manager Agentのトラブルシューティングを行う際は、ログオンしているユーザー
が自身のApplication Dataフォルダーに対してフルコントロールのアクセス許可を持っているこ
とを常に確認してください。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

 

トラブルシューティング

プロファイル管理設定を確認する
問題のトラブルシューティングの最初のステップとして、現在のプロファイル管理設定を次のよ
うに確認します。

Citrix Directorでトラブルシューティングを開始します。このコンソールには、問題の診断と修
正に役立つプロファイルのプロパティが表示されます。

UPMConfigCheckツールを使用して、稼働中のプロファイル管理展開を調査し、最適に構成さ
れているかどうかを判断します。

このツールのインストールと使用の詳細については、Knowledge Centerの記事CTX132805を
参照してください。

プロファイル管理の.iniファイルが使用されている場合は、影響を受けるマシンでその構成を
確認します。

リストとして入力するプロファイル管理ポリシー（除外リストや包含リストなど）を無効にす
るには、ポリシーを「Disabled」に設定します。「Not Configured」に設定しないでくださ
い。

影響を受けるマシンで HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies レジストリエントリを確
認します。GPタトゥーの問題により古いポリシーがある場合は、それらを削除します。タ
トゥーとは、ポリシーがGPから削除されてもレジストリに残る場合に発生します。

各ユーザーに適用されているプロファイル管理設定を含むUPMSettings.iniファイルを確認しま
す。このファイルは、ユーザーストア内の各Citrixユーザープロファイルのルートフォルダーに
存在します。

Profile Management ログファイルを確認する
ログファイルは、システム動作のトラブルシューティングを行う際に役立ちます。Profile 

Management 設定の確認後、Profile Management のログ記録を有効にし、問題を再現してログ
ファイルを確認します。

詳細な手順は次のとおりです。

すべてのイベントとアクションに対してProfile Management のログ記録を有効にする。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/director.html
https://support.citrix.com/article/CTX132805?_ga=1.60278061.1208613434.1464163161
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2.

3.

4.

5.

6.

1.

2.

3.

マシン上で問題を再現する。

%SystemRoot%\system32\LogFiles\UserProfileManager フォルダー内のProfile 

Management ログファイル（例：#computername#.#domainname#_pm.log）でエラーと警告
を確認します。それぞれ「ERROR」または「WARNINGS」という単語を検索して見つけま
す。

ログファイルの詳細については、この記事の後半にあるリファレンスを参照してください。

ユーザー ストアへのパスが正しいことを確認します。

Active Directory からのすべての情報が正しく読み取られたことを確認します。

タイムスタンプを確認して、時間がかかりすぎるアクションがないか調べます。

ヒント:

Microsoft Excel を使用してProfile Management ログファイルを確認できます。詳細について
は、Knowledge Center の記事CTX200674を参照してください。

Profile Management のログ記録を有効にする
Profile Management の展開で問題のトラブルシューティングを行う場合にのみ、すべてのイベン
トとアクションに対してProfile Management のログ記録を有効にします。問題が解決したら、ロ
グ記録を無効にし、機密情報が含まれている可能性があるためログファイルを削除します。

このセクションでは、GPO と UPMPolicyDefaults_all.ini を使用して、すべてのイベントとア
クションのログ記録を有効にする方法について説明します。

この目標は、Citrix Studio および Workspace Environment Management (WEM) を使用しても達成
できます。詳細については、「Profile Management を集中管理する場所を決定する」を参照して
ください。

GPO を使用してログ記録を有効にする

GPO を使用してすべてのイベントとアクションの Profile Management ログ記録を有効にするに
は、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開き、グループポリシーオブジェクトを作成します。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ログ設定 にアクセスします。

次のように Profile Management のログ記録を有効にします。

https://support.citrix.com/article/CTX200674
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a.

b.

c.

4.

a.

b.

c.

5.

a.

b.

c.

6.

1.

2.

ログ記録を有効にする をダブルクリックします。

有効 をクリックします。

OK をクリックします。

Profile Management ですべてのイベントとアクションをログに記録するように有効にします。

ログ設定 をダブルクリックします。

すべてのイベントとアクションを選択します。それらの説明の詳細については、「イベン
トとアクション」を参照してください。

OK をクリックします。

ログファイルのデフォルトの最大サイズを変更するには、次の手順に従います。

ログファイルの最大サイズ をダブルクリックします。

「有効にする」をクリックし、次に「最大サイズ（バイト単位）」フィールドにサイズを
入力します。

「OK」をクリックします。

「ヒント:」:

最大サイズに達すると、Profile Management はバックアップファイルを1つ保持します
（例: Logfilename.log.bak）。

マシンで gpupdate /force  コマンドを実行します。

これらのポリシーはマシンで有効になります。

ログ設定ポリシーの詳細については、Profile Management ポリシーの説明とデフォルトを参照し
てください。

.ini ファイルを使用してログを有効にする

UPMPolicyDefaults_all.ini  を使用してすべてのイベントとアクションに対して Profile 

Management のログを有効にするには、次の手順に従います。

Profile Management のインストールフォルダー（デフォルトでは C:\Program Files\Citrix\User 

Profile Manager）で UPMPolicyDefaults_all.ini  を開きます。

Log settings を検索して設定を見つけます。
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3.

4.

5.

6.

•

•

•

ログに関連する設定 (/en-us/profile-management/2305/media/troubleshoot-ini-log-settings.png)

LoggingEnabled  に 1  を入力します。

LogLevelWarnings  から LogLevelUserName  までの各パラメーターに 1  を入力します。
これらのパラメーターの詳細については、イベントとアクションを参照してください。

ログファイルのデフォルトの最大サイズを変更するには、必要に応じて MaxLogSize  にサイ
ズを入力します。

ログファイルのデフォルトフォルダを変更するには、必要に応じて PathToLogFile のパスを
入力します。

参照
このセクションでは、以下の情報を提供します。

ログの種類

イベントとアクション

Profile Managementログファイルのフィールド

ログの種類

この表は、プロファイル管理のトラブルシューティングに使用できるログを一覧表示します。

通称 ログファイル名 場所 ログ情報の種類

Profile Management
ログファイル

#computername#.#d
omainname#_pm.log

%SystemRoot%
\system32\LogFiles\
UserProfileManager

情報メッセージ、警
告、およびエラー
は、Profile 
Managementログ
ファイルに書き込ま
れます。ドメイン名
はコンピューターの
ドメインです。コン
ピューター名を特定
できない場合、この
ログファイルは
UserProfileManager.l
ogという名前になり
ます。コンピュー
ター名が利用可能で
あるにもかかわらず
ドメインを特定でき
ない場合、ログファ
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通称 ログファイル名 場所 ログ情報の種類

イルは
#computername#_p
m.logという名前にな
ります。

Profile Management
構成ログファイル

#computername#.#d
omainname#_pm_co
nfig.log

%SystemRoot%
\system32\LogFiles\
UserProfileManager

構成ログファイル
は、ログ記録がオフ
になっている場合で
も、GPOおよび.ini
ファイルの設定を
キャプチャします。
コンピューター名を
特定できない場合、
UserProfileManager_
pm_configという名
前になります。コン
ピューター名が利用
可能であるにもかか
わらずドメインを特
定できない場合、ロ
グファイルは
#computername#_p
m_config.logという
名前になります。

Windowsイベントロ
グ

Application.evtx %SystemRoot%
\System32\winevt\Lo
gs

Microsoftイベント
ビューアーで表示す
るWindowsイベント
は、主にエラー報告
に使用されます。エ
ラーのみが書き込ま
れます。

イベントとアクション

この表は、Profile Managementがログに記録できるイベントとアクションを示します。

種類 説明 .INIのパラメーター

一般的な警告 一般的なすべての警告。 LogLevelWarnings
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種類 説明 .INIのパラメーター

一般情報 一般的なすべての情報。 LogLevelInformation

ファイルシステム通知 処理されたファイルまたは
フォルダーが変更されるたび
に、1つのログエントリが作
成されます。

LogLevelFileSystemNotificati
on

ファイルシステムアクション Profile Managementによって
実行されるファイルシステム
操作。

LogLevelFileSystemActions

レジストリアクション Profile Managementによって
実行されるレジストリアク
ション。

LogLevelRegistryActions

ログオフ時のレジストリの相
違点

セッション中に変更された
HKCUハイブ内のすべてのレ
ジストリキー。重要：この設
定は、ログファイルに大量の
出力を生成します。

LogLevelRegistryDifference

Active Directoryアクション Profile ManagementがActive 
Directoryを照会するたびに、
エントリがログファイルに書
き込まれます。

LogLevelActiveDirectoryActio
ns

ポリシー値 Profile Managementサービス
が開始されるか、ポリシーの
更新が行われると、ポリシー
値がログファイルに書き込ま
れます。

LogLevelPolicyUserLogon

ログオン ログオン中のアクションの
シーケンスがログファイルに
書き込まれます。

LogLevelLogon

ログオフ ログオフ中のアクションの
シーケンスがログファイルに
書き込まれます。

LogLevelLogoff
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1.

2.

種類 説明 .INIのパラメーター

パーソナライズされたユー
ザー情報

該当する場合、ユーザー名と
ドメイン名はログファイルの
専用列に記録されます。

LogLevelUserName

ログファイルフィールド

Profile Managementログファイルの各行には、セミコロンで区切られた複数のフィールドがあり
ます。この表は、ログファイルのフィールドを示しています。

フィールド 説明

日付 ログエントリの日付

時刻 ログエントリの時刻（ミリ秒を含む）

重大度 INFORMATION、WARNING、またはERROR
のいずれか

ドメイン ユーザーのドメイン（該当する場合）

ユーザー名 ユーザー名（該当する場合）

セッションID セッションID（該当する場合）

スレッドID この行を作成したスレッドのID

関数と説明 その時点で実行されていたProfile 
Management関数の名前とログメッセージ

Windowsイベントを確認する
Profile Managementによってログに記録されたWindowsイベントは、トラブルシューティングの
ための診断情報も提供します。Windowsイベントは、 %SystemRoot%

\System32\winevt\Logs\ フォルダー内のApplication.evtxファイルに保存されます。

Windowsイベントビューアーを使用してイベントを表示するには、次の手順に従います。

Windowsマシンでイベントビューアーを起動します。

左ペインでWindowsログ > アプリケーションノードを選択します。
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イベントは右ペインに表示されます。

イベントのリスト
Profile Managementによってログに記録されるイベントは、すべてが連続して番号付けされている
わけではなく、このバージョンのProfile Managementですべてが使用されているわけではありませ
ん。ただし、以前のバージョンからアップグレードした場合は、ログに記録される可能性があり
ます。

イベントID 説明 原因 アクション

6 Citrix Profile 
Managementサービ
スが開始されまし
た。

Citrix Profile 
Managementサービ
スが開始されまし
た。これは、自動開
始、手動開始、また
は再起動の結果であ
る可能性がありま
す。

開始または再起動が
計画的でなかった場
合、イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

7 Citrix Profile 
Managementサービ
スが停止しました。

Citrix Profile 
Managementサービ
スが停止しました。
これは手動による停
止、またはシャット
ダウン処理の一部と
して発生した可能性
があります。

サービス停止が計画
的でなかった場合、
イベントログでエ
ラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

8 ユーザーのプロファ
イルは、Citrix Profile 
Managementの新し
いバージョンによっ
て変更されたため、
このバージョンでは
使用できません…

このマシンのCitrix 
Profile Management
サービスは、Profile 
Managementの新し
いバージョンがユー
ザーストア内のユー
ザープロファイルを
変更したことを検出
しました。データ損
失の可能性を防ぐた

このコンピューター
（およびユーザース
トアを共有し、以前
のバージョンの
Profile Management
を使用している他の
すべてのコンピュー
ター）をアップグ
レードして、最新
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イベントID 説明 原因 アクション

め、以前のバージョ
ンのProfile 
Managementは一時
プロファイルの使用
に戻ります。

バージョンを使用し
てください。

9 ログオンフック検出
で問題が発生しまし
た…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、ログオン通知
の設定中に問題を検
出しました。Citrix 
Profile Management
サービスでは、イン
ストールパスにス
ペースが含まれてい
ないこと、または
サービスがインス
トールされているボ
リュームで8.3ファイ
ル名サポートが有効
になっていることが
必要です。

Citrix Profile 
Managementをス
ペースのないパスに
再インストールする
か、Profile 
Managementがイン
ストールされている
ボリュームで8.3ファ
イル名サポートを有
効にしてください。

10 ユーザーストアへの
ユーザーパスは…

指定された場所に有
効なCitrixユーザープ
ロファイルが見つか
りました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。

11 spsMain: 
CreateNamedPipe 
が失敗しました…

(このイベントは使用
されなくなりまし
た。)

なし。

12 StartMonitoringProfil
e: ログオン中に
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出されました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。Windows
変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
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イベントID 説明 原因 アクション

出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

13 StopMonitoringProfil
e: ログオフ中に
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出されました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーの監視を停止で
きませんでした。
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出され、サービスが
変更の監視を妨げま
した。Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーを処理し
ません。ユーザーの
ファイルおよびレジ
ストリの変更は同期
されません。

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

14 CJIncreaseSizeIfNec
essary: 変更ジャーナ
ルの作成/サイズ変更
に失敗しました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルを作成ま
たはサイズ変更しよ

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
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イベントID 説明 原因 アクション

うとしたときに問題
が検出され、サービ
スが変更を監視でき
なくなりました。
Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーを処理し
ません。代わりに
Windowsユーザープ
ロファイルが使用さ
れます。

とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

15 CJInitializeForMonito
ring: ジャーナルを照
会できません…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルを照会中
に問題が検出され、
サービスが変更を監
視できなくなりまし
た。Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーを処理し
ません。代わりに
Windowsユーザープ
ロファイルが使用さ
れます。

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

16 CJInitializeForMonito
ring: 初期MFTスキャ
ンがエラーで終了し
ました。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルの初期ス

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
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イベントID 説明 原因 アクション

キャン中に問題が検
出され、サービスが
変更を監視できなく
なりました。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

17 CJInitializeForMonito
ring: サービス開始以
降のFS変更の処理に
失敗しました。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルの更新ス
キャン中に問題が検
出されました。この
エラーは、サービス
が変更を監視するこ
とを妨げません。
Citrix Profile 
Managementはこの
ディレクトリを通常
どおり処理します。

このエラーはProfile 
Managementの動作
を妨げるものではあ
りませんが、念のた
めエラーを確認して
ください。Profile 
Managementによっ
て管理されているす
べてのボリューム
で、変更ジャーナル
処理が構成され、動
作していることを確
認してください。コ
ンピューターに十分
なシステムリソース
があることを確認し
てください。イベン
トログでエラーを確
認し、Profile 
Managementのトラ
ブルシューティング
手順を含め、示され
ている是正措置を講
じてください。

18 CJProcessAvailable
Records: 内部エ
ラー…

Citrix Profile 
Managementサービ
スで、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
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イベントID 説明 原因 アクション

ダーの監視中に障害
が発生しました。ボ
リューム上のNTFS
変更ジャーナルの更
新スキャン中に問題
が検出され、サービ
スが最近の変更を監
視できませんでし
た。Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーの処理を
完了しません。重要
なデータは手動で
バックアップしてく
ださい。

ダーを監視できませ
んでした。Windows
変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

19 USNChangeMonitor: 
変更ジャーナルの初
期化に失敗しまし
た…

Citrix Profile 
Managementサービ
スで、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーの監視中に障害
が発生しました。ボ
リューム上のNTFS
変更ジャーナルの初
期スキャンを準備中
に問題が検出され、
サービスが変更を監
視できませんでし
た。Citrix Profile 
Managementはこの
ディレクトリの処理
を完了しません。重
要なデータは手動で
バックアップしてく
ださい。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。Windows
変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

20 CADUser::Init: DNS
ドメインとADsPath
の決定に失敗しまし
た…

ログオンしている
ユーザーに関する情
報をActive Directory
に照会中に問題が発

コンピューターがド
メインコントロー
ラーへの機能する
ネットワークパスを
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イベントID 説明 原因 アクション

生しました。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

持っていることを確
認してください。コ
ンピューターに十分
なシステムリソース
があることを確認し
てください。イベン
トログでエラーを確
認し、Profile 
Managementのトラ
ブルシューティング
手順を含む、示され
た是正措置を講じて
ください。

21 DNSドメインと
ADsPathの決定に失
敗しました…

この問題は、
Microsoft TechNetの
記事263693に記載さ
れているように、メ
モリ割り当ての制限
によって引き起こさ
れる可能性がありま
す。

この問題の解決策
は、Citrix 
Knowledge Centerの
記事CTX124953に記
載されています。

22 ファイルアクセスが
遅かった。ユーザー
は、ユーザー ストア
からファイルが
フェッチされる際に
遅延を経験しまし
た。

ユーザーはファイル
にアクセスしようと
しましたが、Profile 
Managementはこの
操作で遅延を検出し
ました。ユーザーは
警告メッセージを受
け取りました。この
エラーは、アンチウ
イルスソフトウェア
がユーザー ストア内
のファイルへのアク
セスを妨げているこ
とが原因である可能
性があります。

エンタープライズア
ンチウイルス製品に
関するトラブル
シューティングと構
成のアドバイスにつ
いては、Profile 
Managementのド
キュメントを参照し
てください。

23 ファイルアクセスが
拒否される可能性が

ユーザーはファイル
にアクセスしようと

エンタープライズア
ンチウイルス製品に
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イベントID 説明 原因 アクション

あります。ユーザー
は、ユーザー ストア
からファイルが
フェッチされる際に
長い遅延を経験しま
した。

しましたが、Profile 
Managementはこの
操作で非常に大きな
遅延を検出し、アク
セスが拒否される可
能性があると判断し
ました。ユーザーは
エラーメッセージを
受け取りました。こ
のエラーは、アンチ
ウイルスソフトウェ
アがユーザー ストア
内のファイルへのア
クセスを妨げている
ことが原因である可
能性があります。

関するトラブル
シューティングと構
成のアドバイスにつ
いては、Profile 
Managementのド
キュメントを参照し
てください。

24 RevertToSelfがエ
ラーコードで失敗
し、Profile 
Managementが
シャットダウンされ
ました。

一部のログオンおよ
びログオフ処理は、
偽装を使用して実行
されます。
RevertToSelf関数は
通常、偽装が完了し
たときに呼び出され
ます。この場合、関
数が呼び出されませ
んでした。そのた
め、セキュリティ上
の理由から、Profile 
Managementソフト
ウェアがシャットダ
ウンされました。
ユーザーはエラー
メッセージを受け取
りました。

セキュリティ侵害が
疑われる場合は、組
織の手順に従って対
処し、Profile 
Managementを再起
動してください。

25 ユーザーのプロファ
イルはCitrix Profile 
Managementによっ
て管理されています

このコンピューター
上のCitrix Profile 
Managementサービ
スは、指定された
ユーザー ストアに到

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
り、このコンピュー
ターとサーバー間の
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イベントID 説明 原因 アクション

が、ユーザー ストア
に到達できません…

達できません。これ
は通常、ネットワー
クの問題が原因であ
るか、ユーザー スト
アをホストしている
サーバーが利用でき
ないためです。

ネットワークが動作
していることを確認
してください。

26 デフォルトのプロ
ファイル場所が無効
です。この場所にあ
るプロファイルは正
しく監視できませ
ん…

このコンピューター
上のプロファイル
は、ドライブ文字
（例：C:）にマウン
トされたディスク上
にある必要がありま
す。

このコンピューター
上のプロファイルを
ドライブ文字にマウ
ントされたディスク
に移動し、Profile 
Managementを再起
動してください。

27 ユーザーのプロファ
イルフォルダーがデ
フォルトのプロファ
イル場所の下に存在
しません…

レジストリ内で、こ
のユーザーのプロ
ファイルの場所とデ
フォルトプロファイ
ルの場所が一致しま
せん。これは、たと
えば、Profile 
Managementサービ
スを実行しているマ
シン上の異なるボ
リューム間でプロ
ファイルが移動され
た場合に発生する可
能性があります。

このユーザーのプロ
ファイルがデフォル
トのフォルダーの場
所にあることを確認
してください。必要
に応じて適切なツー
ルを使用し、ファイ
ルシステム内のプロ
ファイルデータがプ
ロファイルのレジス
トリ設定と一致する
ようにしてくださ
い。

28 ユーザーのレジスト
リハイブでセキュリ
ティ権限をリセット
しようとしていると
きにエラーが発生し
ました。

このCitrixユーザープ
ロファイルを作成す
るために使用された
デフォルトまたはテ
ンプレートプロファ
イル内のレジストリ
に、権限の問題があ
る可能性がありま
す。

必要に応じて、
SetAclなどのサード
パーティ製ユーティ
リティを使用して、
Profile Management
ユーザー ストア内の
ユーザーのレジスト
リハイブのセキュリ
ティ権限をリセット
してください。
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イベントID 説明 原因 アクション

29 テンプレートプロ
ファイルパスが構成
されていますが、プ
ロファイルが見つか
りませんでした…

指定されたフォル
ダーには
NTUSER.DATファイ
ルが含まれていない
ため、テンプレート
プロファイル設定で
使用できません。こ
の問題は、
NTUSER.DATファイ
ルを含むフォルダー
ではなく、
NTUSER.DATファイ
ルのフルパスが構成
されている場合に頻
繁に発生します。テ
ンプレートプロファ
イル設定は、Active 
Directory属性、シス
テム環境変数、また
は %USERNAME% およ
び %USERDOMAIN% 変
数の展開をサポート
していません。

テンプレートプロ
ファイルを含むフォ
ルダーへの有効なパ
スを構成しているこ
とを確認してくださ
い。パスに
NTUSER.DATが含ま
れていることを確認
してください。この
ファイルが有効であ
り、すべてのファイ
ルへの読み取りアク
セスを許可するよう
にフォルダーのアク
セス権が正しく設定
されていることを確
認してください。

33 Citrix Profile 
Managementは、
LOCATIONにある
ローカルプロファイ
ルからユーザースト
アにプロファイルを
作成しました

示された場所から
ユーザーストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。

34 Citrix Profile 
Managementは、
LOCATIONにある移
動プロファイルから
ユーザーストアにプ
ロファイルを作成し
ました

示された場所から
ユーザーストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。
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イベントID 説明 原因 アクション

35 Citrix Profile 
Managementは、
LOCATIONにあるテ
ンプレートプロファ
イルからユーザース
トアにプロファイル
を作成しました

示された場所から
ユーザーストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。

36 USER の既存のプロ
ファイルフォルダ
を、このユーザーの
新しい Citrix 強制プ
ロファイル用に準備
できません。可能で
あれば、ユーザーに
は一時プロファイル
が与えられます。

Citrix 強制プロファ
イルは、ログオンご
とにテンプレートプ
ロファイルのコピー
を使用します。既存
のプロファイルはす
べて削除され、Citrix 
強制プロファイルは
指定されたテンプ
レートの場所からコ
ピーされます。この
プロセスは失敗しま
した。

既存のプロファイル
フォルダを手動で削
除してください。別
のプロセスによって
ファイルがロックさ
れ、削除が失敗する
場合は、コンピュー
ターを再起動する必
要があるかもしれま
せん。テンプレート
フォルダが存在し、
ユーザーがその内容
を読み取る権限を
持っていることを確
認してください。

37 ユーザーのユーザー 
ストア パスに到達で
きません。このユー
ザーには一時プロ
ファイルが作成さ
れ、このユーザー ス
トアのプロファイル
には変更が保存され
ません。

このコンピューター
上の Citrix Profile 
Management Service 
は、指定されたユー
ザー ストアに到達で
きません。これは通
常、ネットワークの
問題、またはユー
ザー ストアをホスト
しているサーバーが
利用できないためで
す。

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
り、このコンピュー
ターとサーバー間の
ネットワークが動作
していることを確認
してください。

38 ユーザーのプロファ
イルは Citrix Profile 
Management によっ
て管理されています

このコンピューター
上の Citrix Profile 
Management Service 
は、指定されたユー

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
ることを確認してく
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イベントID 説明 原因 アクション

が、ユーザー ストア 
パスが見つかりませ
ん。このユーザーに
は一時プロファイル
が作成され、この
ユーザー ストアのプ
ロファイルには変更
が保存されません。

ザー ストア内のプロ
ファイルを見つける
ことができません。
これは、ネットワー
クの問題、または
ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用できない
ためである可能性が
あります。しかし、
ユーザー ストア内の
プロファイルが削除
または移動されたた
めである可能性もあ
ります。あるいは、
ユーザー ストアへの
パスが変更され、
ユーザー ストア内の
既存のプロファイル
を正しく指していな
い可能性もありま
す。

ださい。また、この
コンピューターと
サーバー間のネット
ワークが動作してお
り、ユーザー ストア
へのパスが既存のプ
ロファイルを指して
いることを確認して
ください。ユーザー 
ストア内のプロファ
イルが削除されてい
る場合は、ローカル
マシン上のプロファ
イルを削除してくだ
さい。

42 ユーザー 
<userdomain>\<us

ername>  のポリ
シー設定を更新しよ
うとしているときに
エラーが発生しまし
た。ポリシー設定が
正しく適用されてい
ない可能性がありま
す。エラーコード
: <error code>

Citrix Profile 
Management は、
Citrix グループポリ
シー設定の更新に失
敗しました。

Citrix Group Policy 
Client-Side 
Extension がインス
トールされ、正常に
動作していることを
確認します。

3005 <path1>  からアク
セスポイント 
<path2>  への仮想

ディスクのマウント
に失敗しました。

Citrix Profile 
Management は、仮
想ディスクをアクセ
スポイントにマウン
トできませんでし
た。この問題は、仮

マシンを再起動し、
問題が解決したかど
うかを確認します。
解決しない場合は、
CDF トレースを収集
し、Citrix テクニカ
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1.

2.

イベントID 説明 原因 アクション

想ディスクにアクセ
スできない場合、ア
クセスポイントが空
でない場合、または
仮想ディスクがすで
にマウントされてい
る場合に発生する可
能性があります。

ルサポートにお問い
合わせください。

3008 <path1>  からアク
セスポイント 
<path2>  への検索

データベースのマウ
ントに失敗しまし
た。

Windows Search 
サービスは、検索
データベースをマウ
ントできませんでし
た。この問題は、検
索データベースが破
損している場合に発
生する可能性があり
ます。

CDF トレースを収集
し、Citrix テクニカ
ルサポートにお問い
合わせください。

一般的な問題のトラブルシューティング
この記事では、一般的なProfile Managementの問題をトラブルシューティングする方法について
説明します。

ログオンが遅い
ユーザーのログオンが遅い場合は、次の手順に従ってトラブルシューティングを行ってください。

Citrix Directorのパネルでプロファイルの読み込み時間を確認します。予想よりも大幅に長い場
合は、ユーザープロファイルの読み込みが原因でログオンが遅くなっています。

詳細については、ユーザーログオンの問題の診断を参照してください。

Citrix Profile Managementログファイルでプロファイルの処理時間を確認します。

C:\Windows\System32\Log Files\User Profile Manager にあるProfile Managementログ
ファイルで、 DispatchLogonLogoff で始まるエントリを見つけます。次の例は、ログオン処
理時間が10.22秒であることを示しています。

DispatchLogonLogoff: ---------- Finished logon processing successfully in 

[s]: <10.22>. .

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/director/troubleshoot-deployments/user-issues/user-logon.html
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3.

4.

1.

2.

推奨されるProfile Managementポリシーが適用されていることを確認してください。

ユーザーログオンパフォーマンスの向上で、ログオンパフォーマンスを向上させるための推奨
事項に従ってください。

Citrixテクニカルサポートにお問い合わせください。

ログオンの遅延が続く場合は、Citrixテクニカルサポートに連絡して、さらにサポートを受けて
ください。詳細については、Citrixテクニカルサポートへのお問い合わせを参照してください。

プロファイルがストリーミングされていることを確認する
ストリーミングユーザープロファイルを有効にしており、この機能がユーザーのプロファイルに適
用されていることを確認したい場合は、次の手順を実行します。

Profile Managementログファイルで次の種類のエントリを確認します。

2010-03-16;16:16:35.369;INFORMATION;;;;1140;ReadPolicy: Configuration 

value read from policy: PSEnabled=<1>

最後の項目は、機能が有効になっている場合、PSEnabled=\<1\> に設定する必要があります。

Profile Management ログファイルで、ユーザーの次のエントリを確認します。

2010-03-16;20:17:30.401;INFORMATION;<domain name>;<user 

name>;2;2364;ProcessLogon: User logging on with Streamed Profile 

support enabled.

ストリーミングされたユーザープロファイルが適用されていない場合、項目には
「ProcessLogon: User logging on with Streamed Profile support disabled」と表示されます。

適用されているポリシーを特定する
UPMSettings.ini ファイルを使用して、適用されている Profile Management ポリシーを特定しま
す。このファイルは、ユーザーストア内の各 Citrix ユーザープロファイルのルートフォルダーに存
在します。このファイルを調べることは、ポリシーの結果セット (RSoP) を使用するよりも便利な
場合があります。特に、GPO と .ini ファイル設定を組み合わせてポリシーを決定している場合に
便利です。

UPMFRSettings.ini ファイルを使用して、除外リストにあるため処理されないプロファイルフォル
ダーを特定します。UPMFRSettings.ini ファイルもルートフォルダーに存在します。
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1.

2.

3.

4.

破損したプロファイルデータを除外する
ユーザープロファイルが破損しており、問題が特定のファイルまたはフォルダーにあると確信して
いる場合は、同期プロセスから除外します。その方法は、そのファイルまたはフォルダーを除外
リストに追加することです。

レジストリエントリへの接続をクリーンアップする
一部のシナリオ (Profile Management が関係するものに限らず) では、ユーザーがログオフした後
もレジストリプロファイルデータへの接続が保持されます。この保持により、ログオフが遅く
なったり、ユーザーセッションが完全に終了しなかったりする可能性があります。Microsoft の
User Profile Hive Cleanup ( UPHClean ) ツールは、これらのシナリオの解決に役立ちます。

ローカルプロファイルを削除する
Microsoft Delprof.exe と Sepago Delprof2 は、ユーザープロファイルの削除に役立つツールです。

プロファイルがどこに保存されているかを特定する
プロファイルの問題を診断するには、ユーザープロファイル内のファイルがどこに保存されてい
るかを特定する必要があります。次の手順は、プロファイルがどこに保存されているかをすばや
く特定する方法を提供します。

イベントビューアーで、左ペインの をクリックします。

右ペインの「ソース」の下で、目的のCitrix Profile Managementイベントを見つけてダブルク
リックします。

イベントに関連付けられているユーザー ストアへのパスは、 タブにリンクとして表示されま
す。

ファイルを探索する場合は、リンクをたどってユーザー ストアを参照してください。

サーバーの確認
サーバーがユーザーのログオンとログオフを正しく処理しているかどうかを確認するには、ユー
ザー ストア内のユーザー プロファイルにある PmCompatibility.ini というファイルを確認します。
このファイルはプロファイルのルート フォルダーにあります。ファイルの最後のエントリは、
ユーザーが最後にログオフしたサーバーの名前です。たとえば、サーバーが Profile Management 

5.0 を実行している場合、エントリは次のようになります。
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[LastUpdateServerName]

5.0=<computer name>

ロールバック
Profile Management の以前のバージョンにロールバックするには、ユーザー ストアをホストして
いるファイル サーバーのコマンド ラインから del /s を実行します。このコマンドは、各プロファ
イルから PmCompatibility.ini ファイルを削除します。たとえば、ユーザー ストアへのローカル パ
スが D:\UpmProfiles  の場合、次を実行します。

del /s D:\UpmProfiles\pmcompatibility.ini

コマンドが完了すると、ユーザーは以前のバージョンを実行しているコンピューターにログオン
し、ユーザー ストアからプロファイルを受け取ることができます。

ユーザー ストア内の除外フォルダー
除外されたフォルダーはユーザー ストアに表示されます。この問題は想定されており、修正措置
は不要です。除外リストにあるフォルダーはユーザー ストアに作成されますが、その内容は同期
されません。

ログ ファイルの情報が不足している
デバッグ モードをアクティブにしても、完全なログ記録が自動的に有効になるわけではありませ
ん。ログ設定で、ログに記録するイベントのすべてのチェック ボックスが選択されていることを
確認してください。

ヒント: リストの最後のチェック ボックスを有効にするには、下にスクロールする必要がある場合
があります。

GPO 設定が機能しない
GPO 設定を変更しても、Citrix Profile Management Service を実行しているコンピューターで有効
になりません。この問題は、GP がすぐに更新されず、展開で指定されたイベントまたは間隔に基
づいているために発生します。GP をすぐに更新するには、コンピューターで gpupdate /

force  を実行します。
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変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

ユーザーが新規プロファイルまたは一時プロファイルを受け取る
デフォルトでは、問題が発生した場合（例：ユーザーストアが利用できない場合）に、ユーザー
には一時プロファイルが与えられます。または、Profile Managementを構成してエラーメッセージ
を表示し、その後ユーザーをログオフさせることもできます。このアプローチはトラブルシュー
ティングに役立ちます。

この機能の構成方法については、「ユーザーのログオフを強制する」を参照してください。

特定の状況では、ユーザーがログオンしたときに、キャッシュされたプロファイルの代わりに新
しいプロファイルを受け取ることがあります。

ユーザーストア内のコピーが削除された後にローカルプロファイルが存在する場合、ユーザーは
一時プロファイルを受け取ることもあります。この状況は、ユーザーストアがクリアされても、ロ
グオフ時にローカルプロファイルが削除されない場合に発生する可能性があります。

Profile Managementは、このような部分的なプロファイルの削除をネットワーク、共有、または
権限のエラーとして扱い、ユーザーに一時プロファイルを提供します。このため、部分的な削除
は推奨されません。この問題を回避するには、影響を受けるコンピューターにログオンし、プロ
ファイルを手動で削除してください。

展開にパーソナルvDiskが含まれている場合、これらのディスクのデフォルト処理が正しく調整さ
れていないと、ユーザーは一時プロファイルを受け取る可能性があります。詳細については、
「ユーザープロファイルの移行」を参照してください。

仮想デスクトップセッションが応答しなくなったときにプロファイル
データが失われる
Citrix仮想デスクトップの展開では、リモートデスクトッププロトコル（RDP）セッションから切
断すると、仮想デスクトップが応答しなくなったり、再起動したりする可能性があります。この動
作は、セッション終了時にプロファイルデータが失われるため、Profile Managementに影響を与
えます。この問題は、Citrix Virtual Delivery Agentバージョン3.1.3242以降で修正されています。

ユーザーがログオンできない（イベントID: 1000、ソース: Userenv）
ユーザーはCitrix環境にログオンできず、「Windows did not load your roaming profile and is 

attempting to log you on with your local profile... Contact your network administrator.」というエ
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•

•

◦

◦

◦

•

•

ラーメッセージを受け取ります。このエラーは、Windowsアプリケーションイベントログ（イベ
ントID: 1000、ソース: Userenv）に表示されます。

印刷
Citrix virtual desktops™環境では、ユーザーはデフォルトプリンターを選択できますが、ログオン
間でその選択が保持されないことがあります。この問題は、Citrix Provisioning Services Personal 

vDiskに基づくプールされた仮想デスクトップで、標準イメージモードでCitrix仮想デスクトップの
ポリシーを使用してプリンターを設定する場合に観察されています。

この問題はProfile Managementに起因するものではありません。Profile Managementのログファ
イルには、プリンターのレジストリエントリがログオフ時にコピーされたことが示されています
が（これは予期される動作です）、ユーザーのNTUSER.datにはそのエントリが含まれていません
（これは予期されない動作です）。この問題は実際には、Citrix仮想デスクトップが
DefaultPmFlags レジストリ設定を使用する方法に起因しています。

時折、予期しないプリンターがプロファイルに追加されることがあります。ユーザーがそれらを
削除しても、次回のログオン時にプリンターが再表示されます。詳細については、Profile 

Managementサポートフォーラムを参照してください。

複数のプラットフォームでのアプリケーション設定に関する問題
複数のプラットフォーム間でアプリケーション設定が正しくローミングされないという問題が発
生する場合があります。通常、これらの問題は次の原因で発生します。

あるシステムから別のシステムに適用できない設定。たとえば、すべてのシステムに存在する
わけではないハードウェア固有の設定などです。

異なるシステムに異なる方法でインストールされているアプリケーション。例：

あるシステムではC:ドライブにインストールされているが、別のシステムではD:ドライブ
にインストールされているアプリケーション。

あるシステムでは C:\Program Files  にインストールされているが、別のシステムでは 

C:\Program Files (x86)  にインストールされているアプリケーション。

あるシステムにはインストールされているが、別のシステムにはインストールされていな
いExcelアドイン。

設定情報をプロファイルに保存しないアプリケーション。たとえば、ローカルマシンの設定ま
たはユーザープロファイルの外部に保存されている情報などです。

レジストリに保存されている言語固有の構成設定。Profile Managementは、バージョン1プロ
ファイルの言語固有のフォルダー名を自動的に翻訳しますが、レジストリは翻訳しません。
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•

•

•

•

ほとんどの場合、これらの問題を引き起こすシステムの標準化を改善することで、問題を最小限
に抑えることができます。ただし、多くの場合、問題はOSまたはそれぞれのアプリケーションの
（複数のプラットフォームとの）固有の非互換性に起因します。問題のある設定が重要でない場
合は、プロファイルから除外することで問題が解決する可能性があります。

不明なアカウントが所有するプロファイル
まれに、プロファイルが不明なアカウントに属しているように見えることがあります。コンピュー
ターのシステムプロパティダイアログボックスの詳細設定タブで、ユーザープロファイルの設定を
クリックすると、「アカウント不明」と表示されます。この問題は、イベントログエントリ 「コ
ンポーネント \&lt;application ID\> のイベント作成のプロファイル通知が失敗しました。エラー
コードは???」 とともに発生します。レジストリでは、アプリケーションIDはMicrosoftコンポー
ネントであるSHACCTプロファイル通知ハンドラーを指します。

この問題が環境で発生していることを確認するには、Profile Managementがデータを処理しない
ユーザーとしてログオンし、これらの症状を確認してください。

これはProfile Managementの問題ではなく、Active Directoryが仮想マシンのスナップショットと
適切に連携しない結果である可能性があります。Citrixユーザープロファイルの操作には影響あり
ません。ユーザーはログオンおよびログオフでき、プロファイルの変更は保持されます。

高度なトラブルシューティングを実行する
現在のProfile Management設定を確認し、Profile Managementログが有用な情報のソースとして除
外された後、このチェックリストを使用してさらにトラブルシューティングを行ってください。

分析しているマシンから結果ポリシーセット (RSoP) レポートを確認し、すべてのGPOが期待
どおりに適用されていることを確認します。

レポートを生成するには、マシンで gpresult  コマンドを実行します。

最新バージョンのProfile Managementがインストールされていることを確認します。詳細につ
いては、「Profile Managementのバージョンを確認する」を参照してください。

他のユーザーからの解決策については、Profile Managementサポートフォーラム を確認してく
ださい。

影響を受けるマシンと同じオペレーティングシステムを持つクリーンなマシンで問題を再現し
てみてください。ソフトウェア製品を1つずつインストールし、各インストール後に問題が再
現できるか確認します。詳細については、「テスト環境にProfile Managementを展開する」を
参照してください。

https://discussions.citrix.com/forum/163-profile-management/
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Profile Managementのバージョンを確認する
バージョン情報を確認するには、次の手順に従います。

WindowsエクスプローラーでUserProfileManager.exeファイルを右クリックします。

> をクリックします。

最新バージョンでない場合は、My Accountサイトから最新バージョンをダウンロードします。
Citrix®製品を選択し、ダウンロードセクションからProfile Managementをダウンロードしま
す。

ヒント:

アップグレード後、必要に応じて後続の機能を有効にできます。

テスト環境にProfile Managementを展開する
ログファイルが問題のトラブルシューティングに役立たない場合は、次の例で使用されているト
ラブルシューティングアプローチを試してください。このアプローチは、次の目的で使用できま
す。

どの構成設定が読み取られているかを判断します。

構成設定がどこから読み取られているかを判断します（複数のADMファイルが存在する場
合）。

ログファイルがプロファイルに加えられた変更を正しく追跡していることを確認します。

展開例

この例での展開は次のとおりです。

Citrix virtual apps™ サーバーはWindows Server 2022で実行されています。

ユーザーは、Windows用Citrix Workspaceアプリを使用して公開リソースに接続しています。

INIファイルベースの構成の代わりに、OUベースのGPOが使用されます。

注意:

レジストリを誤って編集すると、オペレーティングシステムの再インストールが必要になる
ような深刻な問題が発生する可能性があります。レジストリエディターの不適切な使用に
よって生じる問題が解決できることを保証することはできません。レジストリエディターの
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使用は自己責任で行ってください。編集する前に必ずレジストリをバックアップしてくださ
い。

トラブルシューティングのワークフロー

この例には、1台のサーバーのみで構成される小さなテストOUが含まれています。サーバーのプ
ロファイル設定を編集できます。その後、ログファイルとポリシーの結果セット (RSoP) レポート
で設定の変更を追跡します。

詳細な手順は次のとおりです。

実稼働環境から、CitrixユーザープロファイルをホストするCitrix virtual appsサーバーの1つを
削除します。次に、そのサーバーを新しいOUに追加します。

サーバーからProfile Managementを削除し、再インストールします。

ドメイン管理者としてサーバーにログオンします。

ローカルポリシーを調べて、このレベルのADMファイルを削除します。

新しいOUに割り当てられているGPOへのリンクをすべて削除します。

サーバーで、レジストリエディターからキーとすべてのサブキーを削除します: 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\ 。

Profile Managementの.iniファイルをすべて削除します。

マイコンピューター \> プロパティ \> 詳細設定を使用して、テストしたいプロファイル以外の
すべてのプロファイルを削除します。表示されるエラーを調査します。

Authenticated Usersグループにファイルのフルコントロールを付与します。これにより、ユー
ザーとしてログオンしたときにProfile Managementのログファイルを確認できます。ログファ
イルは C:

\Windows\System32\LogFiles\UserProfileManager\<domainname>#<computername>_pm.log

です（ここで\&lt;domainname\>はコンピューターのドメイン、\&lt;computername\>はその名
前です）。ドメインを特定できない場合、ログファイルはUserProfileManager.logです。

次の設定のみを含むGPOを作成し、新しいOUにリンクします。GPOがAuthenticated Usersグ
ループに割り当てられていることを確認してください。これらの設定を有効にして構成しま
す。

Profile Managementを有効にします。

ユーザーストアへのパス。

ログ記録を有効にします。

ログ設定。すべてのイベントとアクションを選択します。
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g.

h.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

既存のプロファイルの移行。ローミングプロファイルとローカルプロファイルを選択しま
す。

ローカルプロファイルの競合処理。ローカルプロファイルの名前を変更を選択します。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除します。

ローカル管理者ログオンの処理設定を無効にします。これにより、Profile Managementが
誤って構成され、ユーザーのログオンが妨げられた場合でも、管理者としてログオンでき
ます。

OUを右クリックし、継承のブロックを選択して、GPOリンクがOUに適用される方法を制御し
ます。

サーバーに一度もログオンしたことがなく、ローカル管理者グループのメンバーではないドメ
インテストユーザーを作成します。

このユーザーにフルデスクトップを公開し、ユーザーがRemote Desktop Usersグループに属
していることを確認します。

ドメインに複数のドメインコントローラー (DC) がある場合は、サーバーと同じサイト内のす
べてのDC間でADレプリケーションを強制します。

ドメイン管理者としてサーバーにログオンし、ログファイルを削除し、Citrix Profile 

Managementサービスを再起動して、 gpupdate /force  を実行します。

レジストリを確認し、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\  の値が新しい

GPOの値のみであることを確認します。

管理者としてログアウトします。

Internet Explorerの設定をいくつか変更し、 フォルダーに空のテストファイルを作成します。

Profile Managementログファイルへのショートカットを作成します。それを開いてエントリを
調べます。注意が必要な項目を調査します。

ログアウトしてから、ドメイン管理者として再度ログオンします。

gpresult  を実行して、テストユーザーとサーバーのRSoPレポートを生成します。

レポートに期待する内容が含まれていない場合は、注意が必要な項目を調査します。

Citrixテクニカルサポートへのお問い合わせ
このセクションのトラブルシューティングの助言を確認し、発生した問題がProfile Management

に起因すると考えられる場合は、Citrixテクニカルサポートにお問い合わせください。常に以下の
ファイルと、可能な限り多くのその他の情報を収集して提供してください。
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Profile Managementログファイルの収集
詳細な手順は次のとおりです。

すべてのイベントとアクションをログに記録するように、マシンでProfile Managementを有効
にします。詳しくは、「Profile Managementのログ記録を有効にする」を参照してください。

影響を受けるマシンで問題を再現します。

%SystemRoot%\System32\Logfiles\UserProfileManager からProfile Managementログ
ファイルとそのバックアップファイルを収集します。

影響を受けるマシンからのログファイルには、少なくとも以下の情報が含まれます。

サービスの開始（Profile Managementのバージョンとビルド番号を含む）

サービスによる構成の読み取り

影響を受けるユーザーの完全なログオンプロセス

問題発生時のユーザーのアクティビティ

影響を受けるユーザーの完全なログオフプロセス

Windowsイベントログファイルの収集
影響を受けるマシンで問題を再現した後、以下の手順に従ってWindowsイベントログファイルを
収集します。

%SystemRoot%\System32\winevt\Logs フォルダーを見つけます。

Application.evtx ファイルを収集します。

インストールされているソフトウェアの詳細を収集する
影響を受けるマシンにインストールされている以下のソフトウェアの詳細を収集します。

オペレーティングシステム、言語、およびバージョン。

Citrix 製品とバージョン。

.ini ファイルを収集する
Profile Management に関連付けられている .ini ファイルを収集するには、次の手順に従います。

ユーザー ストア内の各 Citrix ユーザー プロファイルのルート フォルダーを見つけます。

次の .ini ファイルを収集します。

UPMSettings.ini
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6.

7.

UPMFRSettings.ini

PmCompatibility.ini

Always On Tracing ログファイルを収集する
Always On Tracing (AOT) ログは、Profile Management の重大な問題を特定するのに役立つ情報を
提供するため、問題を再現する必要性を減らします。

AOT ログファイルを収集するには、次の手順に従います。

問題が発生したマシンで、 C:\ProgramData\Citrix\TelemetryService\CitrixAOT  に移動
します。すべての AOT ログファイルが表示されます。

注:

AOT が有効になっている他の Citrix コンポーネントがマシンにインストールされている
場合、AOT ログファイルにはそれらのコンポーネントからのログも含まれます。

最新のログファイルを手動で生成するには、次の手順に従います。

Windows PowerShell を管理者として実行します。

コマンドを実行します: Restart-Service -Name "Citrix Telemetry Service"

すべての AOT ログファイルを集めて、Citrix テクニカルサポートに送信します。

CDFControl を使用して診断トレースログを収集する
CDFControl を使用して診断トレースログを次のように収集します。

Knowledge Center の記事 CTX111961 から CDFControl ツールをダウンロードします。

CDFControl 実行可能ファイルを実行します。

表示されるウィンドウで、必要に応じて 1 つ以上のトレースモジュールを選択します。それら
の機能の説明の詳細については、次の表を参照してください。

Start Tracing をクリックします。

問題を再現します。

Stop Tracing をクリックします。

CDFControl 実行可能ファイルと同じフォルダーでトレースログを見つけます。

この表は、CDFControl のトラックモジュールの機能を示しています。

https://support.citrix.com/article/CTX111961
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トレースモジュール 説明

UPM_DLL_GPCSE Profile Management から Citrix Group Policy 
クライアント側拡張機能に送信されたユー
ザーグループポリシー評価要求をトレースしま
す。

UPM_DLL_OUTLOOK_HOOK Outlook の Profile Management フックモ
ジュールをトレースします。Outlook 検索イン
デックスのローミング機能に関する問題をト
レースするには、これを選択します。

UPM_DLL_Perfmon Profile Management に関連付けられた
Windows パフォーマンスモニターカウンター
と、Profile Management によって生成された
エラーをトレースします。

UPM_DLL_SearchSvc_Hook Windows Search Service の Profile 
Management フックモジュールをトレースし
ます。Outlook 検索インデックスのローミング
機能に関する問題をトレースするには、これ
を選択します。

UPM_DLL_WfShell 公開アプリケーションのデスクトップ準備完
了イベントを報告する Profile Management 
Wfshell  プラグインをトレースします。

UPM_Driver Citrix ストリーミングユーザープロファイルド
ライバーが使用されるたびに、ファイルシス
テムの変更をトレースします。

UPM_Service Profile Management Service が呼び出されるた
びに情報をトレースします。例としては、ログ
オン時、ログオフ時、セッション中の同期、
または定期メンテナンスの実行時などがあり
ます。

UPM_SessionLaunchEvaluation Profile Management の一意のトランザクショ
ン ID に関連付けられた起動イベントをトレー
スします。

UPM_WMI Profile Management VDA WMI プラグインイベ
ントをトレースします。
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その他の情報の収集
可能であれば、次の情報を収集してください。

gpresult  コマンドを実行して、影響を受けるマシンとユーザーのポリシーの結果セット
(RSoP) レポート。

アプリケーションイベントログ。

利用可能な場合は、Userenv デバッグファイル。このツールについては、Microsoft のドキュ
メントを参照してください。

注:

Citrix Provisioning Services が展開の一部であり、プロファイルの初期化時に問題が発生す
る場合、データ収集は複雑になる可能性があります。そのシナリオでは、上記の構成更新
を .ini ファイルで行い（GPO ログ設定を無効にして）、プロビジョニングされたイメージで
の Profile Management の事前構成 の手順に従うことをお勧めします。
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ハウツー

特定のプロファイル管理タスクを実行するには、以下の記事を使用してください。

ユーザーログオンパフォーマンスの向上

ファイル重複排除によるストレージ容量の節約

ユーザーログオンパフォーマンスの向上
Profile Management は、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させるためのさまざまなポリ
シーを提供します。例としては、ストリーミングユーザープロファイル、フォルダーミラーリング
の高速化、プロファイルコンテナポリシーなどがあります。これらのポリシーは、ユーザープロ
ファイルが日常的に増大し続けるシナリオで役立ちます。

このセクションでは、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させる2つのProfile Managementソ
リューションについて説明します。

ストリーミングプロファイルを有効にし、フォルダーミラーリングを高
速化する
環境にユーザーストアを展開した後、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させるために、次
のポリシーを有効にします。

Profile Management > ストリーミングユーザープロファイルに移動し、プロファイルスト
リーミングとフォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするを有効にします。

Profile Management > ファイルシステムに移動し、フォルダーミラーリングの高速化を有効
にします。

完全なプロファイルに対してプロファイルコンテナを有効にする
ログオンパフォーマンスを向上させるために、VHDXベースのCitrix®プロファイルソリューション
（プロファイルコンテナと呼ばれます）を展開できます。これらのVHDXファイルは、ユーザーロ
グオン時に動的にアタッチされます。 VHDXベースのソリューションを展開するには、完全な
ユーザープロファイルを保存するようにプロファイルコンテナを次のように有効にします。

Profile Management > プロファイルコンテナ設定に移動します。
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2. プロファイルコンテナを有効にし、プロファイルコンテナリストにアスタリスク (*) を入力し
ます。

パフォーマンスの比較
一般的なユーザープロファイルを使用したテストに基づいて、上記のソリューションを推奨しま
す。詳細については、Knowledge Centerの記事CTX463658を参照してください。以下の表に示す
ように、いずれかのソリューションを展開した後、ユーザーのログオン時間とログオフ時間は大
幅に短縮されました。

ストリーミングユーザープロファイルとフォルダーミラーリングの高速化ポリシーを有効にした
場合のテスト結果:

パラメーター 変更前 変更後

ログオン時間 / 合計ログオン
時間

53.81 秒 / 56.48 秒 1.80 秒 / 4.45 秒

ログオフ時間 / 合計ログオフ
時間

42.49 秒 / 43.67 秒 5.62 秒 / 6.89 秒

完全なプロファイルに対してプロファイルコンテナポリシーを有効にした場合のテスト結果:

パラメーター 変更前 変更後

ログオン時間 / 合計ログオン
時間

53.81 秒 / 56.48 秒 2.66 秒 / 5.26 秒

ログオフ時間 / 合計ログオフ
時間

42.49 s / 43.67 s 3.63 s / 4.99 s

ファイルの重複排除を使用してストレージ容量を節約する
ユーザー ストア内のさまざまなユーザー プロファイルに、同一のファイルが存在する可能性があ
ります。たとえば、異なるユーザーが同じファイルをダウンロードしたり、同じソフトウェアを
自分のユーザー プロファイルにインストールしたりする場合があります。ファイル重複排除ポリ
シーを使用すると、Profile Management は、ユーザー ストアからファイルの重複インスタンスを
中央の場所（共有ストアと呼ばれます）に移動し、他のファイルを削除します。そのため、スト
レージ コストが削減されます。

https://support.citrix.com/article/CTX463658/reduce-logon-time-with-profile-management
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前提条件
ファイルの重複排除を有効にするには、次のことを確認してください。

共有ストアが自動的に作成されるように、ユーザー ストアへのパス設定で %username% ま
たは #samaccountname# を使用します。

Citrix Profile Management バージョン 2209 以降をインストールします。

ファイル重複排除ポリシーを有効にして構成する
例として、Workspace Environment Management™ (WEM) Web コンソールを使用します。コン
ソールを使用してファイルの重複排除を有効にして構成するには、次の手順に従います。

プロファイル > プロファイル管理設定 > ファイル重複排除に移動します。

ファイルの包含を有効にするを選択し、重複排除するファイルを指定します。必要に応じて、
ファイルの除外を有効にするを選択し、含まれるファイルから除外するファイルを指定しま
す。詳細については、「ファイルの重複排除を有効にする」を参照してください。

変更頻度の低いファイルのみを重複排除することをお勧めします。たとえば、次のファイルです。

ユーザーがインストールするプログラム ファイル:

AppData\Local\Microsoft\Teams&ast;.exe 、
AppData\Local\Microsoft\Teams&ast;.dll 、
AppData\Local\Microsoft\OneDrive&ast;.exe 、
AppData\Local\Microsoft\OneDrive&ast;.dll

ユーザーがダウンロードするインストーラーまたはイメージ ファイル:

Downloads&ast;.exe 、 Downloads&ast;.msi 、 Downloads&ast;.iso

以下のファイルの重複排除は推奨しません。

ユーザーが頻繁に編集する可能性のあるドキュメント:

Documents&ast;.xlsx 、 Documents&ast;.docx

頻繁に変更される可能性のあるデータファイル:

AppData\Local&ast;.dat

注:
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ファイルの重複排除の効果は、ユーザー環境や重複排除の対象として指定するファイルに
よって異なります。実際の状況に基づいてファイル設定をカスタマイズすることをお勧めし
ます。

権限設定の変更
共有ストアフォルダーを作成すると、Profile Management はそのフォルダーに以下のプリンシパ
ルへのアクセス権を付与します。

ドメインコンピューター（フルコントロールアクセス権）

ドメインユーザー（読み取りアクセス権）

これらのデフォルトの権限設定では、ファイルの重複排除はドメイン参加済みマシンでのみ機能
します。ドメインに参加していないマシンで機能させるには、共有ストアフォルダーへのフルコ
ントロールアクセス権を持つユーザーアカウントをそれらのマシンに割り当てる必要があります。
詳細な手順は次のとおりです。

共有ストアサーバーで、ユーザーアカウント（例: admin0 ）に共有ストアフォルダーへのフ
ルコントロールアクセス権を付与します。

各VDAで、 admin0  ユーザーアカウントのWindows資格情報を追加して、共有ストアフォル
ダーにサインインします。これを行うには、Windows資格情報マネージャーまたはWorkspace 

Environment Managementを使用します。詳細については、「ユーザーストアへの資格情報
ベースのアクセスを有効にする」に記載されている手順を参照してください。

（オプション）共有ストアサーバーで、共有ストアフォルダーを見つけて、ドメインコン
ピューターの権限エントリを削除します。

重複排除されたファイルのデータ変更のサポート
この機能は、重複排除されたファイルのデータ変更を処理できます。たとえば、2人のユーザーが
ソフトウェアXYZバージョン1をインストールし、それをファイル重複排除に含めるとします。そ
の後、1人のユーザーがバージョン2にアップグレードすると、Profile Managementは共有ストア
に新しいバージョンのファイルを作成します。もう1人のユーザーもバージョン2にアップグレー
ドすると、Profile Managementは古いバージョンのファイルを削除します。
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アクティブライトバックを構成する
既定では、Profile Management は、ユーザーがログオフするときに、ローカルユーザープロファ
イルに加えられた変更をユーザー ストアに書き戻します。ユーザーが最初のセッションからログ
オフする前に2番目のセッションを開始した場合、最初のセッションで行われたローカルプロファ
イルの変更は、2番目のセッションでは利用できません。

同時セッション間でのプロファイルの一貫性を向上させるには、アクティブライトバック機能を
有効にできます。この機能により、Profile Management は、ユーザーがログオフするまで待つの
ではなく、セッション中にローカルプロファイルの変更をユーザー ストアに書き戻します。

概要
Profile Management は、アクティブライトバックポリシーと、次の2つの拡張ポリシーを提供しま
す。

アクティブライトバック。Profile Management は、ローカルのプロファイルファイルとフォル
ダーに加えられた変更をユーザー ストアに書き戻します。既定では、Profile Management は5

分ごとにアクティブライトバックを実行します。

アクティブライトバックレジストリ。アクティブライトバックポリシーと組み合わせて使用し
ます。Profile Management は、ローカルのレジストリエントリに加えられた変更をユーザープ
ロファイルに書き戻します。

セッションロックおよび切断時のアクティブライトバック。アクティブライトバックポリシー
と組み合わせて使用します。Profile Management は、5分ごとではなく、セッションがロック
または切断された場合にのみアクティブライトバックを実行します。

アクティブライトバックを有効にする
GPOを使用してアクティブライトバックを有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management にアクセスします。

アクティブライトバックをダブルクリックします。
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表示されるポリシーウィンドウで、有効を選択し、OKをクリックします。 既定では、アク
ティブライトバックは5分ごとに実行されます。

レジストリエントリのアクティブライトバックを有効にするには、次の手順に従います。

「Active write back registry」をダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、「Enabled」を選択し、「OK」をクリックします。

Profile Managementで、セッションがロックまたは切断された場合にのみアクティブライト
バックを実行するには、次の手順に従います。

「Active write back on session lock and disconnection」をダブルクリックします。

表示されるポリシーウィンドウで、「Enabled」を選択し、「OK」をクリックします。

注：

ベストプラクティスとして、「Active write back on session lock and disconnection

」ポリシーを有効にすることをお勧めします。

アクティブライトバックポリシーの構成の優先順位は次のとおりです。

GPO、Studio、またはWorkspace Environment Management™ (WEM) を使用して設定が構成
されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

設定がどこにも構成されていない場合、Profile Managementが動的に構成します。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているとおり、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

クロスプラットフォーム設定の構成
重要： この機能に関する以下の重要な情報に注意してください。

Profile Management のクロスプラットフォーム設定は、サポートされているオペレーティング
システム（OS）とアプリケーションのセットをサポートします。この機能は、運用環境での
み構成してください。

Microsoft Office の設定は、そのアプリケーションのバージョン間ではローミングされません。
詳しくは、「クロスプラットフォーム設定でサポートされるオペレーティングシステムとアプ
リケーション」を参照してください。
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この機能は、レジストリおよびアプリケーション設定に適しています。ファイルやフォル
ダー、またはフォルダーリダイレクトで通常使用されるオブジェクト（ブラウザーのお気に入
り、デスクトップ、スタートメニューの設定など）には適していません。

この機能を使用して、異なるプロファイルバージョンのシステム間でユーザープロファイルを
移行する場合、すべてのユーザーの移行が完了したら、この機能を無効にしてください。この
機能を使用すると、主にログオフ時にパフォーマンスに影響があります。そのため、プロファ
イルバージョン間のローミングをサポートしない限り、無効にしておくのが最善です。

このトピックでは、クロスプラットフォーム設定を構成するために実行できる手順の例を示しま
す。詳細なケーススタディについては、「クロスプラットフォーム設定 - ケーススタディ」を参照
してください。

ヒント： この機能を本番環境に導入する前に、少数のテストユーザーに限定することをお勧めし
ます。 クロスプラットフォーム設定のユーザーグループオプションを使用してこれを実現しま
す。この設定が構成されている場合、Profile Management のクロスプラットフォーム設定機能
は、これらのユーザーグループのメンバーのみを処理します。この設定が無効になっている場合、
この機能は、 処理対象グループ設定で指定されたすべてのユーザーを処理します。 クロスプラッ
トフォーム設定のユーザーグループがグループポリシーまたは .ini ファイルで構成されていない場
合、すべてのユーザーグループが処理されます。

すべてのプラットフォームに共通する設定については、共通のグループポリシーオブジェクト
（共通 GPO）を作成し、それを Profile Management の .adm または .admx ファイルにリンク
して、必要に応じて設定を構成します。この設定は、後でトラブルシューティングが困難にな
る可能性のある重複する設定を最小限に抑えるため、ベストプラクティスです。要件に応じ
て、ユーザーストアへのパスを除くすべての Profile Management 設定が複数のプラット
フォームで機能します。バージョン 1 とバージョン 2 のプロファイルのユーザーストア構造が
異なるため、ユーザーストアへのパスはプラットフォームごとに個別に構成してください。共
通 GPO では、この設定を未構成のままにします。

異なるプラットフォーム用に個別の OU を作成します。たとえば、Windows 7 から Windows 

8 に移行する場合は、これらのオペレーティングシステム用に個別の OU を作成し、各 OU で
ユーザーストアへのパスを適切に設定します。

パーソナライズをプラットフォーム間で機能させたいサポート対象アプリケーションの定義
(.xml) ファイルを見つけます。これらのファイルは、ダウンロードパッケージの
CrossPlatform フォルダーにあります。独自のアプリケーション定義ファイルを作成できま
す。詳細については、「定義ファイルの作成」を参照してください。

.xml ファイルをネットワーク上の適切な場所にコピーします。
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グループポリシー管理エディターで共通 GPO を編集します。Profile Management の下にある
「クロスプラットフォーム設定」フォルダーを開き、次の設定を構成します。

クロスプラットフォーム設定のユーザーグループ。クロスプラットフォーム設定を体験す
るユーザーを制限します。この設定はオプションです。この機能をテストしたり、段階的
に展開したりする場合に役立ちます。

クロスプラットフォーム定義へのパス。ダウンロードパッケージからコピーした定義ファ
イルのネットワーク上の場所を識別します。このパスは UNC パスである必要があります。
ユーザーはこの場所への読み取りアクセス権を持ち、管理者は書き込みアクセス権を持っ
ている必要があります。この場所は、Server Message Block (SMB) または Common 

Internet File System (CIFS) ファイル共有である必要があります。

クロスプラットフォーム設定ストアへのパス。これは、複数のプラットフォームで共有さ
れるプロファイルデータが格納されるユーザーストアの共通領域です。ユーザーはこの領
域への書き込みアクセス権を持っている必要があります。パスは絶対UNCパスでも、ホー
ムディレクトリからの相対パスでも構いません。ユーザーストアへのパスと同じ変数を使
用できます。

そのプラットフォームのOUで「クロスプラットフォーム設定作成のソース」が「有効」に設
定されていることを確認して、ベースプラットフォームを指定します。この設定により、ベー
スプラットフォームのプロファイルからクロスプラットフォーム設定ストアにデータが移行さ
れます。他のプラットフォームのOUでは、このポリシーを「無効」または「未構成」に設定
します。各プラットフォーム独自のプロファイルセットは、別々のOUに保存されます。クロ
スプラットフォーム設定ストアのシードに使用するプラットフォームのプロファイルデータを
決定する必要があります。これがベースプラットフォームと呼ばれます。クロスプラット
フォーム設定ストアにデータのない定義ファイルが含まれている場合、または単一プラット
フォームプロファイルのキャッシュデータがストア内の定義データよりも新しい場合、この設
定を無効にしない限り、Profile Managementは単一プラットフォームプロファイルからストア
にデータを移行します。 重要： 複数のOUで「クロスプラットフォーム設定作成のソース」が
有効になっている場合、最初にユーザーがログオンしたプラットフォームがベースプロファイ
ルになります。

「クロスプラットフォーム設定を有効にする」を「有効」に設定します。デフォルトでは、展
開を容易にするため、この設定をオンにするまでクロスプラットフォーム設定は無効になって
います。

グループポリシーの更新を実行します。

プロファイルをプラットフォーム間で移行するが、それらのローミングをサポートしない場合
は、移行が完了したら、「クロスプラットフォーム設定を有効にする」を無効に設定します。
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ここで「クロスプラットフォーム定義へのパス」が構成されていない場合、.iniファイルの値が使
用されます。ここでも.iniファイルでもこの設定が構成されていない場合、クロスプラットフォー
ム設定は適用されません。

「クロスプラットフォーム設定ストアへのパス」が無効になっている場合、デフォルトパス 

Windows\PM_CP  が使用されます。ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が
使用されます。ここでも.iniファイルでもこの設定が構成されていない場合、デフォルトパスが使
用されます。

ここで「クロスプラットフォーム設定を有効にする」が構成されていない場合、.iniファイルの値
が使用されます。ここでも.iniファイルでもこの設定が構成されていない場合、クロスプラット
フォーム設定は適用されません。

例：Windows Server 2008とWindows 7間でのMicrosoft Office設定のロー
ミング
この例では、バージョン2プロファイルを作成する2つのオペレーティングシステム間でユーザー
のアプリケーション設定をローミングできるようにするための主要な手順について説明します。
Microsoft Office 2010が例のアプリケーションであり、Windows Server 2008上のCitrix XenApp 

6.5とWindows 7の間でローミングが行われます。両方のOSは64ビットです。

ユーザーは、Citrix Virtual Apps™サーバー上の公開アプリケーションとしてOffice 2010および
Internet Explorer 9にアクセスすることに慣れており、これらのアプリケーションでいくつかの
設定を変更します。たとえば、Officeでメール署名を変更したり、Internet Explorerで新しい
ホームページを選択したりします。

将来、仮想デスクトップ（Citrix Virtual Desktops™で作成）が作成されますが、まだユーザー
にはリリースされていません。デスクトップはWindows 7を実行し、Office 2010とInternet 

Explorer 9がプリインストールされています。

ユーザーは、新しいデスクトップでも設定が同じであることを期待しています。このトピック
の手順に従って、クロスプラットフォーム設定機能を構成します。これには、Windows Server 

2008のOUで「クロスプラットフォーム設定作成のソース」を有効にすることが含まれます。

ユーザーが次にアプリケーションの公開バージョン（新しい仮想デスクトップではない）を実
行すると、その設定はクロスプラットフォーム設定ストアにコピーされます。

その後、新しいデスクトップがユーザーにリリースされます。ユーザーがログオンしてOffice

およびInternet Explorerのローカルバージョンを実行すると、以前のWindows Server 2008セッ
ションからの設定が使用されます。ユーザーが変更したメール署名とホームページは、
Windows 7マシンで利用できます。
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ユーザーは仮想デスクトップでInternet Explorerを閲覧し、ホームページを再度変更すること
にしました。

ユーザーはログオフして退社します。自宅では仮想デスクトップにアクセスできませんが、公
開されているInternet Explorer 9をリモートで実行できます。前のステップでWindows 7上に作
成された最新のホームページが保持されていることを確認します。

定義ファイルを作成する
定義ファイルは、同期するフォルダー、ファイル、またはレジストリを定義します。独自のアプ
リケーション定義ファイルを作成できます。

Microsoft UE-V テンプレートジェネレーターを使用して、UE-V テンプレートファイルを作成しま
す。

Microsoft の Web サイト から Windows 10 用の Windows Assessment and Deployment Kit

(Windows ADK) をダウンロードします。

Windows ADK をインストールします。Microsoft User Experience Virtualization (UE-V) 

Template Generator を選択します。Install をクリックします。インストールが完了したら、
Finish をクリックしてウィザードを閉じます。

Start をクリックし、Microsoft User Experience Virtualization をクリックし、次に 

Microsoft User Experience Virtualization Generator をクリックします。

Create a settings location template をクリックします。

ウィザードに従って、アプリケーション関連のパラメーターを指定します。Next をクリックし
て続行します。

メモ帳を例にとります。ファイルパスを C:\Windows\System32\notepad.exe  として指定し
ます。

指定したアプリケーションが起動したら、閉じます。

プロセスが完了したら、Next をクリックして続行します。

左ペインで Review Locations を選択します。標準および非標準のレジストリ/ファイルのリス
トにあるすべてのチェックボックスを選択します。

Create をクリックして、テンプレート XML ファイルを保存します。

メモ帳を例にとります。テンプレート XML ファイルを Notepad.xml として保存します。

注記

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit


プロファイル管理 2305 

325

1.

2.

3.

1つの UE-V テンプレートファイルに複数のアプリケーションが定義されている場合があり
ます。

UE-V テンプレートファイルをクロスプラットフォーム定義ファイルに変換するには、次の
手順を実行します。

変換ツールをこちらからダウンロードします。

コマンドプロンプトから、定義ファイル内のすべてのアプリケーション名を表示するには、
convert show filename コマンドを実行します。

UE-V テンプレートファイルを定義ファイルに変換するには、次のコマンドを実行します。

convert source destination \[/Index\] \[/V\]

\[/Index\]: インデックス番号で指定されたアプリケーションのみを変換します。

既定では、このツールは UE-V テンプレート内のすべてのアプリケーションを変換します。

\[/V\]: 変換に関する詳細情報を表示します。

クロスプラットフォーム設定の場合、他のオペレーティングシステムに対して前述の手順を繰り
返し、定義ファイルを1つにマージする必要があります。ファイルをマージするには、
OSVersionNumber 属性を持つ Platform 要素を使用できます。Windows 7 では、設定フォルダー
は AppData\Application\Win7\folder  にあります。Windows 10 では、
AppData\Application\Win10\folder  にあります。

Windows 7 では、作成した定義ファイルは次のようになります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

https://support.citrix.com/article/CTX230786?download
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        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <Platform>

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>

        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

Windows 10 では、作成した定義ファイルは次のようになります。
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <Platform>

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>
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        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

マージ後、定義ファイルの内容は次のようになります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\%osname%\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <!-- Assuming that the folder locates differently when in 

different platforms -->

            <Platform OSVersionNumber="6.1"> <!-- Win7 -->

                <Folder>
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                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>

            <Platform OSVersionNumber="10.0"> <!-- Win10 -->

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>
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        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

クロスプラットフォーム設定の構成に関する情報については、「クロスプラットフォーム設定の
構成」を参照してください。

定義ファイルのアーキテクチャに関する情報については、「アプリケーション定義ファイルの構
造」を参照してください。

アプリケーションプロファイラーの有効化に関する情報については、「アプリケーションプロ
ファイラーの有効化」を参照してください。

初期構成
次の図は、このケーススタディにおける環境構成を示しています。

グラフィック(/en-us/profile-management/2305/media/upm-cross-platform-settings-case-study-

initial-1.png)

Windows 7 マシンは、Citrix XenApp 6.5 で公開されている Office 2007 を使用するように構成さ
れています。

ドメインには、Windows 2008 レベルで Active Directory を実行している Windows 2008 ドメイン
コントローラーが含まれています。すべてのマシンは 2k8\_Farm という OU に属しており、
Profile Management 5.0 の .adm ファイルは 2k8\_Farm\_PO という GPO に追加されています。
以下のポリシーが構成されています。

ポリシー 値

ユーザーストアへのパス \\FileServ1\Profiles#sAMAccountName#\

%ProfVer%

プロファイルストリーミング 有効
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ポリシー 値

アクティブライトバック 有効

システム環境変数 %ProfVer%  を設定するマシンログオンスクリプトが、OU 内のすべてのマシ
ンで実行されます。

マシンタイプ %PROFVER%

Windows 2008 上の XenApp® サーバー Win2008

Windows 7 デスクトップ Win7

たとえば、ユーザー john.smith は、Windows 7 デスクトップ用に \

\FileServ1\Profiles\john.smith\Win7  に、Citrix 仮想アプリサーバー用に \

\FileServ1\Profiles\john.smith\Win2008  にプロファイルを持っています。デスクトップと
サーバーで個別のプロファイルが維持されます。管理者は、ワークステーションとマルチセッ
ションオペレーティングシステム間でプロファイルがローミングする際に問題が発生することを
知っており、慎重に対応しています。

フォルダーリダイレクトは、ユーザーの構成 \> ポリシー \> Windows の設定 \> フォルダーリダ
イレクト のグループポリシーを使用して設定されます。

新しいサイトの計画
ネットワーク管理者は、Windows Server 2012ドメインコントローラーとActive Directory 2012に
基づいて、新しい環境用の新しいドメインを設定することを決定しました。最終的には、仮想ア
プリを実行するWindows Server 2012に基づいた新しい仮想アプリサイトが計画されています。し
かし今のところ、新しいドメインはWindows 7仮想デスクトップサイトのみに使用されます。

このサイトは、Citrix Hypervisor™環境でホストされ、Windowsターミナルからアクセスされる共
有Windows 7ベースイメージに基づいています。Office 2007はベースイメージに含まれています。

両方のドメインのユーザーが新しいドメインを使用すると予想されるため、OldDomainと
NewDomainの間に双方向の信頼関係が設定されます。両方のドメインは同じADフォレストに属し
ている必要があります。

次の図は、新しい仮想デスクトップサイトの構成を示しています。
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管理
重要: 通常、以下のポリシーは構成を必要としません。Citrix®担当者から指示がない限り、既定の
設定のままにしてください。

ポリシー: ロックされたファイルへのアクセス時の再試行回数
このポリシーを有効にする必要はほとんどありません。

ログオフ中にロックされたファイルがある場合、Profile Management Service は指定された回数
だけファイルへのアクセスを試行し、ユーザー ストアにコピーし直します。しかし通常、サービ
スはコピー操作を成功させるためにファイルを読み取るだけで（書き込みはせず）、ロックされ
たファイルが存在する場合、サービスはローカル プロファイルを削除せず、「古い」状態のまま
にします（適切なポリシーが有効になっている限り）。

このポリシーを有効にしないことをお勧めします。

用語集
この記事では、Profile Managementソフトウェアおよびドキュメントで使用される用語と定義を
一覧表示します。他のCitrix®ソフトウェアで使用されるプロファイル関連の用語も含まれていま
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す。Windowsユーザープロファイルに関連する他の概念を理解するには、MicrosoftのWebサイト
をご覧ください。

用語 定義

ベースプラットフォーム クロスプラットフォーム設定ストアを参照し
てください。

ベースプロファイル ベースプロファイルは、ユーザーストア内のプ
ロファイルへのUNCパスによって定義されま
す。クロスプラットフォーム設定機能が使用さ
れている場合、レジストリ設定とファイル
は、ベースプロファイルのサブセットからプ
ラットフォーム間で共有できます。このサブ
セットはクロスプラットフォーム設定ストア
にコピーされ、そこから移行またはローミン
グのターゲットとして使用されるプロファイ
ルに追加されます。クロスプラットフォーム設
定ストアにはベースプロファイルのサブセッ
トが含まれていますが、これ（およびター
ゲットプロファイル）は常に完全なプロファ
イルとして保存されます。そして、必要に応じ
て、標準のWindowsローミングプロファイル
またはローカルプロファイルとして使用でき
ます。ただし、ストリーミングユーザープロ
ファイル機能が使用されている場合、ベース
プロファイルは一時的に不完全になる可能性
があることに注意してください。一部のファ
イルは、ユーザーがログオフするまで保留領
域に存在する可能性があります。ローミングシ
ナリオでベースプロファイルを定義する際の
考慮事項については、「ローミング」を参照
してください。

キャッシュ キャッシュと同期という用語は、ユーザース
トアからファイルをダウンロードしたり、
ユーザーストアにファイルをアップロードし
たりする行為を指します。フェッチという用語
はより具体的で、ストリーミングユーザープロ
ファイル機能が、ログオン後いつでもユー
ザーが必要とするときに、ユーザーストアから
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用語 定義

ファイルのサブセットをダウンロードする方
法を指します。

Citrix強制プロファイル、Citrixローミングプロ
ファイル、Citrixユーザープロファイル

Citrixユーザープロファイルは、Profile 
Managementがインストールされ有効になって
いるときにユーザーが受け取るプロファイル
の一般的な用語です。Citrixユーザープロファ
イルには、Citrixローミングプロファイルと
Citrix強制プロファイルの2種類があります。
Citrixローミングプロファイルは、ユーザーが
日常業務でカスタマイズし、ログオフ時に
ユーザーストアに保存され、Profile 
Managementポリシーによって処理されるファ
イル、フォルダー、およびレジストリ設定の
標準的なコレクションです。Citrix強制プロ
ファイルは、Profile Managementがそれらを
処理する方法においてCitrixローミングプロ
ファイルと似ています。ただし、ログオフ時に
ユーザーストアに変更は保存されません。ログ
オン時には、強制プロファイルの新しいコ
ピーがロードされます。Citrixユーザープロ
ファイルは、Microsoftローカルプロファイ
ル、Microsoftローミングプロファイル、また
はMicrosoft強制プロファイルとは異なりま
す。

コンピューター これらのProfile Managementトピックで使用
される一般的な用語「コンピューター」は、
Citrix Profile Management Serviceがインス
トールされている任意のマシンを指すことが
できます。これは、ユーザーデバイス、仮想デ
スクトップ（Citrix Virtual Desktops™仮想マシ
ンからプロビジョニングされた可能性のある
もの）、または公開アプリケーションをホス
トするCitrix仮想アプリサーバーである可能性
があります。

クロスプラットフォーム定義ファイル このファイルは、クロスプラットフォーム設
定機能を動作させるために必要な情報を含
む、Profile Management に付属の .xml ファイ



プロファイル管理 2305 

335

用語 定義

ルです。サポートされているアプリケーション
ごとに 1 つのファイルがあります。

クロスプラットフォーム設定ストア この場所はユーザー ストアとは別で、クロス
プラットフォーム設定機能が構成されると、
サポートされているアプリケーションの設定
を保持します。どのプラットフォームのプロ
ファイルデータを使用してクロスプラット
フォーム設定ストアをシードするかを選択し
ます。それがベースプラットフォームです。

フェッチ キャッシュを参照してください。

レガシーアプリケーション レガシーアプリケーションとは、設定を標準
以外の場所に保存するため、動作が適切でな
いアプリケーションのことです。これには、一
時的なアプリケーションデータをユーザープロ
ファイルに保存し、それによってプロファイ
ルの肥大化を引き起こすシステムが含まれま
す。

移行 移行とは、プロファイルをあるプラット
フォームから別のプラットフォームへ（たと
えば、Windows XP から Windows 7 へ）計画
的に一方向で移動することです。

プロファイルの肥大化 Windows ユーザープロファイルは、一時ファ
イルが削除されないとサイズが増加する可能
性があります。これによりログオンが遅くな
り、プロファイルの肥大化と呼ばれます。

ローミング ローミングとは、複数のコンピューターまた
はセッションから異なるベースプロファイル
を使用することです（たとえば、Windows 
2008 R2 を実行しているコンピューター用の
ベースプロファイルと、Windows 7 用の別の
ベースプロファイル）。ユーザーは、異なる
ベースプロファイルを持つコンピューターま
たはセッション間を行き来して接続するとき
にローミングします。組織単位（OU）の構成
方法によっては、ベースプロファイルをプラッ
トフォーム間で共有できます。たとえば、
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用語 定義

Windows 2008 R2 と Windows 7 の両方の OU 
で同じプロファイルを使用できます。この場
合、同じベースプロファイルが共有されてい
るため、ユーザーはローミングしません。
ベースプロファイルは、同じプロファイル
バージョン（バージョン 1 またはバージョン 2 
のプロファイル）のオペレーティングシステ
ムでのみ共有できます。バージョン 1 とバー
ジョン 2 の両方のプロファイルがアクティブ
な場合、ユーザーは常にローミングします。

同期 キャッシュを参照してください。

ユーザー ストア ユーザー ストアは、Citrix ユーザー プロファ
イルを保存するための中央ネットワーク ロ
ケーションです。クロスプラットフォーム設定
ストアも参照してください。

ブイディスク、パーソナル ブイディスク vDisk は、Citrix Provisioning™ Services に
よってマスター イメージから作成される仮想
ディスクです。Personal vDisk は、Citrix 仮想
デスクトップがプロファイル、ユーザーがイ
ンストールしたアプリケーション、部門別アプ
リケーション、およびユーザー データを保存
するために使用するディスクです。Personal 
vDisk は、オペレーティング システム、レジス
トリ、およびベース アプリケーションに使用
されるディスクとは別個のものです。

バージョン 1 プロファイル、バージョン 2 プ
ロファイル

Microsoft Windows XP および Windows Server 
2003 のプロファイルは、バージョン 1 プロ
ファイルとして知られています。Windows 
Vista、Windows 7、Windows Server 2008、お
よび Windows Server 2008 R2 のプロファイル
は、バージョン 2 プロファイルとして知られ
ています。バージョン 1 とバージョン 2 のプ
ロファイルは異なる名前空間を持つため、構
成の一部に影響を与えます。



プロファイル管理 2305 

337

•

•

•

•

•

プロファイルについて
Windowsユーザープロファイルは、ユーザーアカウントでログオンするユーザーの環境を定義す
る、フォルダー、ファイル、レジストリ、および構成設定の集合です。これらの設定は、管理構成
に応じて、ユーザーがカスタマイズできます。カスタマイズできる設定の例は次のとおりです。

壁紙やスクリーンセーバーなどのデスクトップ設定

ショートカットとスタートメニューの設定

Internet Explorerのお気に入りおよびホームページ

Microsoft Outlookの署名

プリンタ

一部のユーザー設定とデータは、フォルダーリダイレクトによってリダイレクトできます。ただ
し、フォルダーリダイレクトが使用されていない場合、これらの設定はユーザープロファイル内
に保存されます。

プロファイルの種類
Windowsには、いくつかの種類のプロファイルが含まれています。

プロファイルの
種類

保存場所 構成場所 アプリケーショ
ン

変更を保存しま
すか？

ローカル ローカルデバイ
ス

ローカルデバイ
ス

ローカルデバイ
スのみ

はい

ローミング ネットワーク アクティブディ
レクトリ

アクセスされた
すべてのデバイ
ス

はい

強制 (強制ロー
ミング)

ネットワーク アクティブディ
レクトリ

アクセスされた
すべてのデバイ
ス

いいえ

一時 該当なし 該当なし ローカルデバイ
スのみ

いいえ

一時プロファイルは、特定のプロファイルタイプを割り当てられない場合にのみ割り当てられま
す。強制プロファイルを除き、通常、各ユーザーには個別のプロファイルが存在します。強制プロ
ファイルでは、ユーザーはカスタマイズを保存できません。
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•

•

•

•

•

•

Remote Desktop Servicesユーザーの場合、Remote Desktop Servicesセッションとローカルセッ
ション内で同じプロファイルがユーザーに割り当てられた場合に発生する可能性のある問題を回
避するために、特定のローミングプロファイルまたは強制プロファイルを割り当てることができ
ます。

プロファイルのバージョン
Microsoft Windowsユーザープロファイルのバージョンは次のとおりです。

バージョン 6 – Windows 11、Windows 10 1607 以降、Windows Server 2016、Windows 

Server 2019、および Windows Server 2022

バージョン 5 – Windows 10 RTM

バージョン 4 – Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2

バージョン 3 - Windows 8 および Windows Server 2012

バージョン 2 - Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008、および Windows Server 

2008 R2

バージョン1 – Windows VistaおよびWindows Server 2008より前のオペレーティングシステム

Microsoftのバージョン1プロファイルのフォルダー構造（または名前空間）は、ほとんど互換性が
あります。たとえば、Windows XPとWindows Server 2003のフォルダーはほぼ同じです。同様
に、バージョン2プロファイルの構造もほとんど互換性があります。

ただし、バージョン1とそれ以降のプロファイルでは名前空間が異なります。このフォルダー構造
は、ユーザーおよびアプリケーションデータ用に分離されたユーザー固有のフォルダーを提供す
るために、後のオペレーティングシステムで変更されました。バージョン1プロファイルは、ルー
トフォルダーであるDocuments and Settingsにデータを保存します。バージョン2プロファイル
は、より直感的な名前のUsersというフォルダーにデータを保存します。たとえば、Windows 

VistaのAppData\Localのフォルダーの内容は、Windows XPの** Documents and 

Settings\<username>\Local Settings\Application Data **の内容と同じです。

バージョン1とそれ以降のプロファイルの違いに関する詳細については、Managing Roaming User 

Data Deployment Guideを参照してください。

インストールとセットアップ
この記事では、Profile Management をインストーラーを使用してインストールする一般的なワー
クフローについて説明します。また、Profile Management をセットアップするためのベストプラ
クティスも提供します。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/it-pro/windows-vista/cc766489(v=ws.10)
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1.

2.

•

•

•

•

Profile Management をインストールする一般的なワークフローは次のとおりです。

インストールパッケージをダウンロードする

Profile Management をインストールする

Profile Management をセットアップする際は、以下のベストプラクティスを参照してください。

ローカルGPOでProfile Managementをテストする

ユーザーストアを作成する

セキュリティ
このトピックでは、Profile Management を保護するための推奨されるベストプラクティスについ
て説明します。一般に、Citrix® ユーザープロファイルデータへの不要なアクセスを防ぐため、
ユーザー ストアが配置されているサーバーを保護してください。

安全なユーザー ストアを作成するための推奨事項は、Microsoft TechNet Web サイトの「移動ユー
ザープロファイル用のファイル共有を作成する」という記事で入手できます。これらの最小限の
推奨事項は、基本的な操作において高レベルのセキュリティを確保します。また、ユーザー スト
アへのアクセスを設定する際は、Citrix ユーザープロファイルを変更または削除するために必要な
Administrators グループを含めてください。

アクセス許可
Citrix は、ユーザー ストアおよびクロスプラットフォーム設定ストアに対して、以下のアクセス許
可をテストし、推奨しています。

共有アクセス許可: ユーザー ストアのルートフォルダーに対するフルコントロール

Microsoft が現在推奨する、以下の NTFS アクセス許可:

グループまたはユーザー名 アクセス許可 適用先

作成者/所有者 フルコントロール サブフォルダーとファイル
のみ

Profile Management の制御
下にあるアカウントのグ
ループ

フォルダーの一覧表示 / 
データ読み取りおよびフォ
ルダーの作成 / データ追加

このフォルダーのみ

ローカルシステム フルコントロール このフォルダー、サブフォ
ルダー、およびファイル

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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継承が無効になっていない場合、これらの権限により、アカウントはストアにアクセスできます。
また、アカウントはユーザープロファイル用のサブフォルダーを作成し、必要な読み取りおよび
書き込み操作を実行できます。

この最小限の要件を超えて、サブフォルダーとファイルのみを完全に制御できる管理者グループを
作成することで、管理を簡素化することもできます。そうすることで、プロファイルの削除（一般
的なトラブルシューティングタスク）がそのグループのメンバーにとって容易になります。

テンプレートプロファイルを使用する場合、ユーザーはそれに対する読み取りアクセス権が必要
です。

アクセス制御リスト (ACL)
クロスプラットフォーム設定機能を使用する場合、定義ファイルを保存するフォルダーにACLを
次のように設定します。認証済みユーザーには読み取りアクセス権、管理者には読み取り/書き込
みアクセス権。

Windowsローミングプロファイルは、ネットワーク上のプロファイルデータを含むフォルダーか
ら管理者権限を自動的に削除します。Profile Managementは、ユーザーストア内のフォルダーから
これらの権限を自動的に削除しません。組織のセキュリティポリシーによっては、手動で削除でき
ます。

注：アプリケーションがユーザープロファイル内のファイルのACLを変更しても、Profile 

Managementはそれらの変更をユーザーストアに複製しません。これはWindowsローミングプロ
ファイルの動作と一致しています。

プロファイルストリーミングとエンタープライズウイルス対策製品
Citrix Profile Managementのストリーミングユーザープロファイル機能は、高度なNTFS機能を使
用して、ユーザープロファイルに存在しないファイルの存在をシミュレートします。この点で、こ
の機能は階層型ストレージマネージャー（HSM）として知られる製品群に似ています。HSMは通
常、磁気テープや書き換え可能な光ストレージなどの低速大容量ストレージデバイスに、あまり
使用されないファイルをアーカイブするために使用されます。そのようなファイルが必要な場
合、HSMドライバーは最初のファイル要求を傍受し、要求を行っているプロセスを一時停止し、
アーカイブストレージからファイルを取得します。そして、ファイル要求の続行を許可します。こ
の類似性から、ストリーミングユーザープロファイルドライバーであるupmjit.sysは、実際には
HSMドライバーとして定義されています。

このような環境では、ウイルス対策製品がHSMドライバーを認識するように構成する必要があ
り、ストリーミングユーザープロファイルドライバーも例外ではありません。最も高度な脅威から
防御するために、ウイルス対策製品はデバイスドライバーレベルで一部の機能を実行する必要が
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あります。そして、HSMドライバーと同様に、ファイル要求を傍受し、元のプロセスを一時停止
し、ファイルをスキャンして再開することで機能します。

ストリーミングユーザープロファイルドライバーのようなHSMを中断するようにウイルス対策プ
ログラムを誤って構成することは比較的容易であり、その結果、ユーザーストアからファイルを取
得できなくなり、ログオンがハングする可能性があります。

幸いなことに、エンタープライズ向けウイルス対策製品は、HSMのような高度なストレージ製品
の可能性を念頭に置いて作成されています。そして、HSMがその作業を完了するまでスキャンを
遅延するように構成できます。家庭用ウイルス対策製品はこの点ではそれほど高度ではありませ
ん。そのため、家庭用およびSoHo（スモールオフィス/ホームオフィス）のウイルス対策製品は、
ストリーミングされたユーザープロファイルではサポートされていません。

ストリーミングされたユーザープロファイルで使用するためにウイルス対策製品を構成するに
は、次の製品機能のいずれかを探してください。機能名はあくまで目安です。

信頼されたプロセスリスト。ウイルス対策製品にHSMを識別させ、HSMがファイル取得プロ
セスを完了できるようにします。ウイルス対策製品は、信頼されていないプロセスによって
ファイルが最初にアクセスされたときにファイルをスキャンします。

開く操作またはステータスチェック操作ではスキャンしない。ウイルス対策製品を構成して、
データがアクセスされたとき（たとえば、ファイルが実行または作成されたとき）にのみファ
イルをスキャンするようにします。その他の種類のファイルアクセス（たとえば、ファイルが
開かれたときやそのステータスがチェックされたとき）は、ウイルス対策製品によって無視さ
れます。HSMは通常、ファイルを開く操作やファイルステータスチェック操作に応答してアク
ティブ化されるため、これらの操作でのウイルススキャンを無効にすると、潜在的な競合が解
消されます。

Citrixは、Profile Managementとの互換性を確保するために、主要なエンタープライズ向けウイル
ス対策製品のバージョンでストリーミングされたユーザープロファイルをテストしています。これ
らのバージョンには以下が含まれます。

マカフィー ウイルススキャン エンタープライズ 8.7

シマンテック エンドポイント プロテクション 11.0

トレンドマイクロ オフィススキャン 10

これらの製品の以前のバージョンはテストされていません。

他のベンダーのエンタープライズ向けウイルス対策製品を使用している場合は、それがHSM対応
であることを確認してください。スキャンを実行する前にHSM操作が完了するように構成できま
す。
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一部のウイルス対策製品では、管理者が読み取り時にスキャンするか、書き込み時にスキャンす
るかを選択できます。この選択は、パフォーマンスとセキュリティのバランスを取るものです。ス
トリーミングされたユーザープロファイル機能は、この選択の影響を受けません。

ストリーミングおよびウイルス対策展開におけるProfile Managementの
トラブルシューティング
ログオンがハングしたり、時間がかかったりするなどの問題が発生した場合、Profile 

Managementとエンタープライズ向けウイルス対策製品との間に構成の誤りがある可能性がありま
す。次の手順をこの順序で試してください。

Profile Managementの最新バージョンを使用していることを確認してください。問題はすでに
発見され、修正されている可能性があります。

Profile Managementサービス（UserProfileManager.exe）を、エンタープライズ向けウイルス
対策製品の信頼されたプロセスリストに追加します。

開く、作成、復元、状態確認などの HSM 操作に対するウイルスチェックを無効にします。ウ
イルスチェックは読み取りまたは書き込み操作に対してのみ実行します。

その他の高度なウイルスチェック機能を無効にします。たとえば、ウイルス対策製品はファイ
ルの実際の種類を判定するために、先頭の数ブロックを簡易スキャンする場合があります。こ
れらのチェックは、ファイルの内容と宣言されたファイルの種類が一致するかを確認します
が、HSM 操作に干渉する可能性があります。

少なくともローカルドライブ上のプロファイル保存フォルダーについて、Windows の検索イ
ンデックス作成サービスを無効にします。このサービスは不要な HSM 取得を発生させ、スト
リーム配信されるユーザープロファイルと企業向けウイルス対策製品の間で競合を引き起こす
ことが確認されています。

これらの手順で解決しない場合は、プロファイルストリーミング 設定を無効にして、ユーザープ
ロファイルのストリーム配信を停止します。これで解決する場合は、この機能を再度有効にし、
企業向けウイルス対策製品を無効にします。それでも解決する場合は、問題が発生する状態の
Profile Management 診断情報を収集し、Citrix テクニカルサポートに連絡してください。サポート
には、企業向けウイルス対策製品の正確なバージョン情報が必要です。

Profile Management の使用を継続するには、企業向けウイルス対策製品を必ず再度有効にし、
ユーザープロファイルのストリーム配信を無効にしてください。この構成でも Profile 

Management のほかの機能は引き続き動作します。無効になるのはプロファイルのストリーム配
信だけです。
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システム要件

ソフトウェア要件
Profile Management を実行するシステムは、以下のいずれかのオペレーティングシステムに基づ
いている必要があります。

デスクトップ - Microsoft Windows 11、Windows 10、Windows 8.1、および Windows 7 

Service Pack 1。

Citrix Virtual Desktops™ 環境では、Windows ストアアプリケーション（UWP アプリとも呼ば
れる）がサポートされています。

サーバー - ウィンドウズ サーバー 2022、ウィンドウズ サーバー 2019、ウィンドウズ サー
バー 2016、ウィンドウズ サーバー 2012 R2、ウィンドウズ サーバー 2012、および ウィンド
ウズ サーバー 2008 R2 サービスパック 1 の スタンダード および データセンター エディショ
ン。

注:

Citrix Profile Management は、製造元によってサポートされているオペレーティングシステ
ムのバージョンでのみサポートされます。オペレーティングシステム製造元から拡張サポー
トを購入する必要がある場合があります。

拡張保護モード (EPM) を使用している場合、Microsoft Internet Explorer 10 以降の Cookie 

は Windows 7 以降ではサポートされません。EPM が有効になっている場合、Profile 

Management は Cookie を処理または操作しません。

すべてのユーザーは、プロファイルが一元的に保存されるネットワークフォルダーであるユー
ザーストアにアクセスできる必要があります。または、必要に応じて、プロファイルをユーザーの
ホームドライブに保存することもできます。詳細については、「Profile Management のアーキテ
クチャ」を参照してください。

Profile Management が Citrix Studio に統合されている XenDesktop 7 を使用している場合を除
き、構成には Active Directory (AD) グループポリシーオブジェクト (GPO) が必要です。Windows 

Server 2008 および Windows Server 2012 ネイティブモードの AD フォレスト機能レベルおよび
ドメイン機能レベルがサポートされています。詳細については、「Profile Management でのドメ
インとフォレストのサポート」を参照してください。または、構成設定にローカルの .ini ファイル
を使用することもできますが、一般的に .ini ファイルはテスト目的でのみ使用されます。.ini ファ
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イルの設定は、GPO で構成されていない設定、つまり「未構成」状態のままになっているグルー
プポリシー設定に適用されます。

Profile Management とともに使用する Citrix 製品またはコンポーネントで短いファイル名（8.3 形
式のファイル名とも呼ばれる）が必須である場合、Profile Management の展開で短いファイル名
のサポートを無効にしないでください。無効にすると、ユーザーストアとの間でファイルをコ
ピーする際に問題が発生する可能性があります。

Profile Management Service を実行しているコンピューターでは、プロファイルをドライブ文字で
マウントされた単一のディスクに保存します。ディスクがユーザープロファイルを保存するために
使用されるフォルダーにマウントされている場合（一般的な例は C:\Users ）、サービスからマ
スクされ、処理されない可能性があります。

Citrix 製品の互換性
Profile Management は、以下の Citrix 製品で使用できます。

シトリックス バーチャルデスクトップ

シトリックス バーチャルアプリ™

シトリックス バーチャルアプリおよびデスクトップ™

Citrix DaaS™ (旧 Citrix バーチャルアプリおよびデスクトップ サービス)

Profile Management と Citrix Virtual Apps and Desktops の互換性マトリックスについては、
「Citrix Profile Management の追加のライフサイクル情報」を参照してください。

このCurrent Release (CR)をLong Term Service (LTSR)環境で使用する方法やその他のFAQについ
ては、Knowledge Centerの記事を参照してください。

ダウンロード
Profile Management をダウンロードするには

Citrixダウンロードページに移動します。

マイアカウントにログオンします。お客様のアカウントは、展開したCitrix製品のライセンス資
格に関連付けられている必要があります。アカウントがライセンス資格に関連付けられていな
い場合は、Citrixカスタマーサービスにお問い合わせください。

で、製品を選択し、ダウンロードの種類としてを選択します。

Profile Managementの最新バージョンをダウンロードします。

https://support.citrix.com/article/CTX201043
https://support.citrix.com/article/CTX205549
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診断機能
Citrix Diagnostic Facilityを使用してトレースログをキャプチャする前に、監視するプロファイルを
持つデバイス、仮想デスクトップ、またはCitrixサーバーで使用されているCitrix製品またはコン
ポーネントでそれが利用可能であることを確認してください。

クロスプラットフォーム設定
このリリースでクロスプラットフォーム設定機能を使用するには、Profile Management Serviceを
実行しているすべてのコンピューターにMicrosoft Core XML Services (MSXML) 6.0 Service Pack 

1以降をインストールしてください。このコンポーネントはMicrosoft .NET Framework 3.5の一部
であり、定義ファイルを処理するために必要です。

この機能は、サポートされているオペレーティングシステムとアプリケーションのセットでのみ
使用してください。詳細については、「クロスプラットフォーム設定でサポートされているオペ
レーティングシステムとアプリケーション」を参照してください。

既存のプロファイルをCitrixユーザープロファイルに移行する
次のプロファイルタイプからCitrixユーザープロファイルへの移行がサポートされています。

Windowsローミングプロファイル

次のいずれかのオペレーティングシステムに基づくローカルプロファイル:

ウィンドウズ 11

ウィンドウズ 10

ウィンドウズ 8

ウィンドウズ 7

ウィンドウズ Vista

ウィンドウズ XP

ウィンドウズ サーバー 2022

Windows サーバー 2019

Windows サーバー 2016

ウィンドウズ サーバー 2012 R2

Windows サーバー 2012

Windows サーバー 2008 R2

ウィンドウズ サーバー 2008
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ウィンドウズ サーバー 2003

User Profile Manager 2.0で作成されたCitrixユーザープロファイル

以下のプロファイルの種類からCitrixユーザープロファイルへの移行はサポートされていません。

Microsoft 強制プロファイル。 ヒント: Profile Management のテンプレートプロファイル機能
を使用して、Microsoft 強制プロファイルを Citrix 強制プロファイルとして構成できます。
Citrix 強制プロファイルはすべてのログオンで使用され、ユーザーの変更が保存されない点を
除いて、通常の Citrix ユーザープロファイルとまったく同じように機能します。詳しくは、以
下を参照してください。 テンプレートプロファイルまたは強制プロファイルを指定する。

Citrix強制プロファイル。

User Profile Managerのテクニカルプレビューリリースまたはベータリリースで作成された
Citrixユーザープロファイル。

サードパーティプロファイル (sepagoPROFILEを含む)。

32ビットのCitrixユーザープロファイルから64ビットのプロファイルへアップグレードすることは
できません。

トラブルシューティング
このセクションでは、Profile Management のトラブルシューティング方法について説明します。

一般的なトラブルシューティングのワークフローは次のとおりです。

Profile Management の設定を確認する(/ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/self-

troubleshoot.html)。

Profile Management のログファイルを確認する(/ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/

log-file-checklist.html)。

Profile Management によってログに記録された Windows イベントを確認する(/ja-jp/profile-

management/2305/troubleshoot/events.html)。

一般的な問題をトラブルシューティングする(/ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/

common-issues.html)。

高度なトラブルシューティングを実行する(/ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/

advanced-checklist.html)。

上記の手順を試しても問題が解決しない場合は、できるだけ多くの診断情報を収集し、Citrix 

テクニカルサポートに連絡してください(/ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/collect-

diagnostics.html)。
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アップグレードと移行
このセクションでは、Profile Managementソフトウェアのアップグレード手順と、既存の
WindowsユーザープロファイルをCitrixユーザープロファイルに移行する方法について説明しま
す。たとえば、これらの手順を使用すると、バージョン3.xからバージョン5.xに簡単にアップグ
レードできます。

アップグレードする前に、アップグレード元およびアップグレード先のリリースで利用可能な
Profile Managementの機能と設定を理解してください。この情報を確認するには、「Profile 

Managementポリシー」を参照してください。.iniファイルからグループポリシーへのアップグ
レードを容易にするため、このトピックでは.iniファイルの設定を.admおよび.admxファイルの設
定にマッピングしています。

アップグレード中にProfile Managementを設定しないでください（グループポリシーまたは.ini

ファイルのいずれでも）。まず展開をアップグレードし、次に必要に応じて設定を構成すること
で、これら2つのタスクを分離してください。理想的には、「構成の決定」の質問に答えることで
設定します。

ヒント：Profile Management 2.1.1以降の展開は、最新バージョンにアップグレードすることで
ホットフィックスできます。アップグレード後、必要に応じて以降の機能を有効にできます。

混在展開
異なるバージョンのProfile Managementが共存する展開では、次の操作を行います。

混在展開が存在する期間を最小限に抑えます。

最新バージョンの.admまたは.admxファイルを、すべてのドメインコントローラー上の各グ
ループポリシーオブジェクトに追加します。すべての新機能が無効になっていることを確認
し、新しいポリシーが伝播する時間を確保してください。

いずれかのポリシーを有効にする前に、すべてのコンピューターを最新バージョンのProfile 

Managementにアップグレードします。

バージョン5.xと3.2を含む混在展開はサポートされています。ただし、このような展開は、以前の
バージョンから新しいバージョンへの移行中に存在する一時的な状態として扱ってください。

重要： バージョン5.xとバージョン2.1.1またはそれ以前のバージョン（Citrix Technical Previewや
ベータリリースを含む）が混在する展開はサポートされていません。ただし、アップグレードで
きず、これらのバージョンが展開内で共存する必要がある場合は、このトピックの残りの部分が
役立つかもしれません。
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Profile Management 2.1.1以前を含む混在展開
このトピックの残りの部分では、Profile Management 2.1.1以前とProfile Management 3.xまたは
5.xの共存に関する情報が含まれています。あるバージョンから別のバージョンへ移行する方法に
ついて説明します。このトピックでは、これらのバージョンの略語としてバージョン2とバージョ
ン5を使用します。

各バージョンを別々のOUに分離し、各バージョンを実行しているコンピューター用に別々のユー
ザーストアを維持します。あるいは、単一のユーザーストアが両方のバージョンを実行しているコ
ンピューターにサービスを提供する場合、すべてのコンピューターがバージョン5にアップグレー
ドされるまで、すべてのバージョン5設定が無効になっていることを確認してください。「混在」
ユーザーストアでバージョン4の設定を有効にした後でも、ユーザーはバージョン2を実行してい
るコンピューターにログオンできます。ただし、一時的なWindowsユーザープロファイル（ネッ
トワーク上のCitrix®ユーザープロファイルではない）を受け取り、そのプロファイルに行った変
更は保存されません。混在展開は一時的なものと見なし、アップグレードが完了するまでの期間
を最小限に抑える必要があります。

個別のOUとユーザーストアを使用すると不便な場合があります。これらの制約を回避するには、
次の2つの戦略のいずれかを使用できます。Profile Managementの適切なバージョンで、処理済み
グループ設定を使用して各グループを構成します。戦略2は戦略1よりも手間がかかります。前者で
は、バージョン5の処理済みユーザーグループを更新し続けます。また、2つのアプリケーション
とデスクトップのセットを維持します（ただし、Citrix virtual apps™からアプリケーション定義を
エクスポートすることで自動化できます）。利点は、移行に時間をかけることができることです。

注：以下の戦略の代替として、Windows Server 2008 Active Directoryを使用すると、WMIフィル
タリングを使用してOU内のコンピューターのサブセットにGPOを適用し、Profile Managementの
どのバージョンがインストールされているかを判断できます。そのため、適用されるポリシーを
バージョンに合わせて自動的に調整できます。

戦略1：一括移行
このシナリオでは、ある程度のダウンタイムが許容されることを前提としています。すべてのコン
ピューターが同時に移行されます。

移行戦略は次のとおりです。

バージョン2のADMファイルをバージョン5のファイルに置き換えます。後者は以前のバージョ
ンと互換性があるため、バージョン2のコンピューターは引き続き正常に動作します。

すべてのバージョン5設定が無効になっていることを確認します。デフォルトの無効に依存し
ないでください。
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すべてのコンピューターをバージョン2からバージョン5にアップグレードし始めます。これを
通常のメンテナンスおよび更新スケジュールに組み込みます。1つの例外を除き、バージョン5

の設定を有効にするまでは、バージョン5はバージョン2として動作します。例外は次のとおり
です。これはまれですが、このアップグレード手順が長期間にわたって段階的に行われる場合
に発生する可能性が高くなります。ユーザーが複数のサーバーからCitrixユーザープロファイル
にアクセスすると、複数のバージョン4セッションが作成されます。たとえば、最初にワーク
ステーションを使用してあるサーバー上の仮想デスクトップにアクセスし、次にラップトップ
を使用して別のサーバー上の公開アプリケーションにアクセスします。Profile Management

は、2番目のラップトップセッションに保留領域を使用する必要があります。この時点で、OU

全体がバージョン5の展開として扱われます（ただし、バージョン5の機能は何も構成されてい
ません）。そして、PmCompatibility.iniがこの変更を反映するように更新されます。

オプションで、バージョン5の処理済みユーザーグループに小規模なパイロットグループのメ
ンバーのみを含めるように設定します。ADグループポリシーの変更がネットワーク全体に伝
播するのを待ちます（たとえば、週末にかけて）。この変更が行われている間、他のユーザー
のアクセスを妨げる必要はありません。パイロットグループのプロファイルをバックアップし
ます。その後、パイロットグループにProfile Managementをテストさせます。

パイロットグループの結果に満足したら、他のユーザーのプロファイルをバックアップしてい
ることを確認してください。

次のスケジュールされたメンテナンス期間を使用して、残りのユーザーをバージョン5の処理
済みユーザーグループに追加します。ADグループポリシーの変更が伝播するのに十分な時間を
確保し、残りのユーザーがログオンできるようにします。

戦略2：段階的移行
このシナリオでは、すべてのマシンまたはユーザーを一度に新しいバージョンに移行できないこ
とを前提としています。そのため、バッチで移行するユーザーのサブセットを選択します。これ
は、複数のデータセンターや地理的に分散したユーザーがいる展開に適しています。

移行戦略は次のとおりです。

バージョン2のADMファイルをバージョン5のファイルに置き換えます。後者は以前のバージョ
ンと互換性があるため、バージョン2のコンピューターは引き続き正常に動作します。

すべてのVersion 5設定が無効になっていることを確認します。デフォルトの「無効」に依存し
ないでください。

いくつかのコンピューター（最初のバッチ）をVersion 5にアップグレードします。または、新
しいコンピューターにVersion 5をインストールします。デフォルトでは、Version 5で処理さ
れるユーザーグループには空のグループが含まれているため、どのユーザーもVersion 5ユー
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ザーとして処理されません。戦略1で説明されている例外に注意してください。これは、段階
的な移行でコンピューターをアップグレードする場合にも適用される可能性があります。

Version 5コンピューターから新しいアプリケーション（Citrix Virtual Appsを使用）または仮想
デスクトップ（Citrix Virtual AppsまたはCitrix Virtual Desktops™を使用）を公開します。これ
らのアプリケーションとデスクトップは、名前を除いて、以前にVersion 2コンピューターから
公開されたものと同一です。これらの名前は、Version 5ユーザーが使用するためのものである
ことを示します。

このバッチで選択されたユーザーは、アプリケーションまたはデスクトップにログオンします
（たとえば、Web Interfaceを使用）。彼らは新しいアプリケーションを選択します。（ユー
ザー名またはグループメンバーシップに基づいて、Web Interfaceを使用してこの手順を強制し
ます）。その結果、彼らのセッションはVersion 4コンピューターで実行されますが、Version 

2の設定で処理されます。

すべてのユーザープロファイルをバックアップしたことを確認してください。

ユーザーをVersion 2処理済みユーザーグループからVersion 4グループに移動します。ADグ
ループポリシーの変更がVersion 5コンピューターに伝播するのを待ちます。次回ログオンする
とき、ユーザーのセッションはVersion 5の設定で処理されます。

前述のとおり、次のバッチのコンピューターをアップグレードし、次のバッチのユーザーを移
行します。

ユーザープロファイルを移行する
この記事では、Citrix®ユーザープロファイルをWindowsローミングプロファイルに変換する手順
について説明します。また、Profile Managementが処理できるように、Personal vDisk（Citrix 

virtual desktops™の機能）からCitrixユーザープロファイルを削除する方法についても説明しま
す。

移行戦略の詳細については、「アップグレードと移行」を参照してください。

ローミングプロファイルに移行するには

CitrixユーザープロファイルをWindowsローミングプロファイルにいつでも移行できます。プロ
ファイルデータを、ローミングプロファイルが保存されているネットワークの場所に移動しま
す。移行後、Profile Managementはユーザーログオンやアプリケーション設定の処理に関与しませ
ん。

すべてのユーザーがログオフしていることを確認します。

ソフトウェアによって管理されているすべてのコンピューターからProfile Management 

Serviceを削除します。
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ユーザーストアで、 \UPM_Profile の内容をローミングプロファイルの場所に移動します。ク
ロスプラットフォーム設定ストアの内容を移動する必要はありません。

さらに、バージョン1のプロファイルの場合のみ、 \UPM_Profile のすべてのサブフォルダー
から\_upm\_varサフィックスを削除します。 注：スクリプトを使用すると、この手順が簡素化
される場合があります。

Personal vDiskから移行するには

Citrix Virtual DesktopsでPersonal vDisk機能を使用している場合、デフォルトでは、ユーザープロ
ファイルは仮想デスクトップのC:ドライブではなく、Personal vDiskのP:ドライブに保存されま
す。代わりに、Citrix Profile Management（Personal vDiskではない）でプロファイルを処理する
場合は、新しいカタログに使用されるマスターイメージのレジストリを変更して、Virtual Delivery 

Agentのインストール時にこのデフォルトを調整します。このシナリオでは、カタログが新しいた
め、ユーザーはログオンしておらず、P:ドライブにプロファイルは保存されていません。

重要：Personal vDiskを含む既存のカタログ内のマシンでProfile Managementを有効にした場合、
別のシナリオが発生します。カタログはすでに使用されているため、ログオンが行われ、プロ
ファイルがP:ドライブに存在します。レジストリを変更した後も、プロファイルはそこに残りま
す。したがって、デフォルトを異なる方法で調整します。

Profile Managementが有効になっているときにP:ドライブにプロファイルが存在することを示す
問題には、ユーザーが壁紙をリセットする必要がある、アプリケーションを再構成する必要があ
る、または一時プロファイルを受け取るなどがあります。

この代替シナリオでデフォルトを調整するには、次の手順に従います。

プロファイルを移行する仮想マシンのメンテナンスダウンタイムをスケジュールします。

スタートアップスクリプトを作成します（または既存のスクリプトを編集します）。Microsoft

製のWindows XP用プロファイル削除ツールであるDelprof.exe、またはSepago製のそれ以降
のオペレーティングシステム用の同様のツールであるDelprof2.exeを実行するコマンドを含め
ます。実行コマンドの後にシャットダウンコマンドを続けます。

`\<share` name>\delprof.exe /q /i

shutdown /s /t 0

Delprof.exeはMicrosoftのWebサイトからダウンロードできます。このツールに関する情報につ
いては、 <https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5405> を参照
してください。



プロファイル管理 2305 

352

3.

4.

5.

6.

7.

マスターイメージで、次のレジストリ設定を1から0に変更します。

注意： レジストリを誤って編集すると、オペレーティングシステムの再インストールが必要に
なるような深刻な問題が発生する可能性があります。Citrixは、レジストリエディターの誤った
使用によって生じる問題が解決できることを保証できません。レジストリエディターはご自身
の責任において使用してください。編集する前に必ずレジストリをバックアップしてくださ
い。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Citrix\personal 

vDisk\Config\EnableUserProfileRedirection

マスターイメージのインベントリを更新します。

予定されたダウンタイム中に、マスターイメージを仮想マシンに配布します。仮想マシンが再
起動することを確認します。その時点で、スクリプトが実行され、P:ドライブからプロファイ
ルが削除され、マシンがシャットダウンされます。

すべてのマシンがシャットダウンされたら、スタートアップスクリプト（または既存のスクリ
プトに追加した行）を削除します。

すべてのマシンを起動するか、ユーザーがログオンできるようにします。この時点から、プロ
ファイルは仮想デスクトップのC:ドライブに保存されます。

注： プロファイルを逆方向に移行し、Personal vDisk によって管理され（プロファイル管理では
ない）るようにするには、次の手順に従ってください。ただし、EnableUserProfileRedirection の
レジストリ設定を 0 から 1 に変更します。この変更により、プロファイルが Personal vDisk の P: 

ドライブにロードされます。

新機能

2305の新機能
このリリースには、以下の新機能と機能強化が含まれています。また、全体的なパフォーマンスと
安定性の向上に役立ついくつかの問題も解決されています。

ユーザーレベルのポリシー設定のサポート

デフォルトでは、ほとんどのProfile Managementポリシーはマシンレベルでのみ機能します。ユー
ザーレベルのポリシー設定機能が有効になっている場合、これらのポリシーはユーザーレベルで
機能し、ユーザーレベルの設定がマシンレベルの設定を上書きします。
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この機能は、異なるユーザーまたはユーザーグループが異なるProfile Management設定を必要とす
る組織にとって役立ちます。詳細については、「ユーザーレベルのポリシー設定を有効にして構成
する」を参照してください。

Outlookコンテナの機能強化

これらの機能強化により、Outlookコンテナを完全に有効にするプロセスが簡素化され、Outlook

サービスの高い可用性が提供されます。

キャッシュされたExchangeモードの自動有効化

以前は、OSTファイルをOutlookコンテナにダウンロードするには、各ユーザーのExchangeア
カウントに対して「キャッシュされたExchangeモードを使用してメールをOutlookデータ
ファイルにダウンロードする」設定を手動で有効にする必要がありました。Outlookコンテナ
が機能するためのすべての条件が満たされると、Profile Managementはユーザーに対してこの
設定を自動的に有効にするようになりました。

キャッシュされたExchangeモードとオンラインモード間の自動切り替え。

コンテナがデタッチされると、Outlookは自動的にオンラインモードに切り替わります。

コンテナが再アタッチされると、Outlookは自動的にキャッシュされたExchangeモードに
戻ります。

この機能強化により、Outlookサービスの高い可用性が提供されます。

詳細については、「ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを有効にする」を参照してくださ
い。

オールウェイズオン トレーシング ログ

Always On Tracing 機能が Profile Management で利用可能になりました。この機能は、Profile 

Management の重大な問題を特定するのに役立つ詳細なログを提供し、問題の再現の必要性を減
らします。詳細については、「Always On Tracing ログファイルの収集」を参照してください。(/

ja-jp/profile-management/2305/troubleshoot/collect-diagnostics.html#collect-the-always-on-tracing-

log-file).

Mirroring Files for Sync モードでの Google Drive のサポート

Profile Management コンテナは、Mirroring Files for Sync モードと Streaming Files for Sync モー
ドの両方で Google Drive をサポートするようになり、クラウドストレージの選択肢が広がりま
す。
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Profile Managementのドキュメント履歴

次の表に、Profile Management 2305のドキュメントに対する重要な変更点を示します。これらの
更新に関する通知を受け取るには、RSSフィードを購読してください。

日付 変更 説明

31 May 2023 Profile Management 2305の
初期リリース

Profile Management 2305の
初期リリース。詳しくは、「
新機能」を参照してくださ
い。
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